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序文

今年度、我が国は、新型コロナウィルスの蔓延、異常気象による豪雨災害

と、未曾有の事態に直面しましたが、先人たちにならい、我々も上を向いて

厄災を乗り越えていかねばなりません。

国民の遺産である当史跡を通して、未来にまなざしを向ければ、歴史は古

い友人のように傍らに立ち、助言を与えてくれるはずです。当館も歩みをと

めず、来館者の方々がホンモノに触れ、混沌と秩序が混交した戦国期に生き

る人々のたくましさを感じてもらい、自身の歴史観を育み、今を生きるヒン

トになるような調査・研究・展示・整備を進めて参りたいと思います。

今回の報告書は、報告 18に引き続き、重臣屋敷に関連する報告として第

68 ・ 74 ・ 75次の調査成果をまとめました。
なかそう あさくらしきぷのたゆうやかたあと

第 68次の中惣地区は、一乗谷古絵図に「朝倉式部大輔館跡」と記され、
あさくらよしかげ かげあきら

朝倉義景の従兄である朝倉景鏡の館跡と見られます。調査区の大半は河川の

氾濫で消失していましたが、南北に土塁と濠を構え、障壁を築き、朝倉館跡

に匹敵する規模を有していたと考えます。
：：：んどの あさくら：：：んのかみ

第 74・ 75次の権殿地区は、「朝倉権ノ頭」と記され、土塁をめぐらす武家

屋敷跡と溝で区画された中・小規模建物が見つかりました。茶の湯や庭に関

連する遺構も発見され、戦国の世の文化への深い造詣がうかがえます。

調査から本報告の刊行まで 30年近い歳月を要しましたが、本書が戦国城

下町研究の更なる発展に寄与するものとなれば幸いです。

最後になりましたが、本書の作成にあたり、文化庁をはじめ関係機関、地

元の皆様から多大なご支援をいただきました。ここに深く感謝申し上げます。

令和 3年3月

福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館

館長西澤弘純



例 百

1 本書は、福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館が、特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡（福井県福井市）における計画的な発

掘調査の結果を報告したものであり、第 19冊目にあたる。発掘調査事業概要は「 I.事業概要」で報告する。

2 本書で報告する調査は、国庫補助事業として、福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館が平成 2年(1990)度から同 3

年(1991)度までに実施したものである。各調査次の発掘調査期間、主な担当者は下記のとおりである。

第68次平成 2年(1990) 4月 1日～同年 12月25日 岩 田 隆 南 洋 一 郎 佐 藤 圭

第74次平成 3年(1991) 4月 1日～同年 9月 9日 岩 田 隆 南 洋 一 郎 佐 藤 圭

第75次平成 3年(1991) 9月 10日～同年 12月25日水野和雄吉岡泰英月輪泰

3 本書を刊行するための出土遺物整理作業は、平成 30年(2018)度から令和 2年(2020)度まで福井県立一乗谷朝

倉氏遺跡資料館で実施した。

4 本書は、発掘調査の記録類をもとに、鈴木篤英（福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館主任）が編集・作成を担当し

た。木製品の樹種分析については既出の分析結果に加え、渡邊英明（同館学芸員）が担当した。

5 本書で、各調査次の発掘調査・整備事業概報（以下、概報と略）や、これまでの成果発表の中で麒甑がある場合

は、本書をもって訂正したものと了解されたい。

6 本書の遺構写真撮影は発掘調査担当者による。遺物写真撮影は鈴木が担当した。遺構全体図の作成については、

一部を株式会社文化財サービスにデジタルトレース作業を委託した。

7 写真図版・挿図・表の遺物番号は符合する。写真の縮尺は不同である。

8 本書における水平レベルの表示は海抜高(m)を示し、方位は座標北を用いた。挿図中の方位、座標は日本測地

系国土平面直角座標第VI系を使用した。挿図中の標高や座標の数値については、測量全体図から算出できたも

のを可能なかぎり記載した。建物の規模については、柱の中心を想定して計測し、石積遺構、井戸、溝の規模

は内寸で計測した。

今回の報告書作成において、各調査次の記録類に不備な点が少なくなく、遺構や遺物の考察は、概報を参考に

しつつも、調査区の区割り、遺構番号、規模や時期について改めて再整理、再検討を行った。

9 本書で用いた遺構の略記号は次の通りである。

SA:土塁石垣、 SB:建物、 SD:溝、 SE:井戸、 SF:石積遺構、 SK:土坑、 SI:門跡、 ss: 道路、 sv: 石垣•石

列、 sz：暗渠、 sx:石敷遺構（土坑を伴うものも含む）・不明遺構、 x:遺物出土地点、 P:SK4003内埋甕土坑

10 本書に掲載した遺物と、調査に際して作成した図面・写真は、一括して福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館に

保してある。

11本書の作成にあたり、下記の機関からご指導・ご教示をいただいた。

福井県教育庁埋蔵文化財調査センター

12発掘調査では、地元・地権者の方々の参加・協力を得た。遺物整理作業は、福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館

の整理作業員（令和 2年度からは会計年度任用職員）が行った。
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PL. 1 第 68次調査城戸ノ内町字中惣
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PL. 2 第 68次調査城戸ノ内町字中惣
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PL. 15 第 68 次調査第皿• W区域 城戸ノ内町字中惣

(l)SB3874、SS3864、SX3872・ 387 4 ・ 3875（南東から）

(2)南側土塁SA3960、南濠SD2255（南西から）

PL. 16 第 74・ 75次調査城戸ノ内町字権殿

(1)第 74・ 75次調査区遠景（北から）

(2)第 74・ 75次調介区遠景（西から）

PL. 17 第 74・ 75次調在城戸ノ内町字権殿

(1)第 74・ 75次調査区遠景（南西から）

(2)第 74・ 75次調査区遠景（南東から）

PL. 18 第 74次調査第 I区域 城戸ノ内町字権殿

(1)第 I区域遺構全景（北から）

(2)第 I区域遺構全景（南東から）

PL. 19 第 74次調査第 I区域 城戸ノ内町字権殿

(l)SB3976（北西から）

(2)SB3977、SS4005（南西から）

PL. 20 第 74次調査第 I区域 城戸ノ内町字権殿

(l)SB3978（南西から）

(2)SB3978（南東から）

(3)SB3978（北東から）

(4) SA4098、SD3986（北東から）

PL. 21 第 74次調杏第 II区域 城戸ノ内町字権殿

(1)第II区域遺構全景（北西から）

PL. 22 第 74次調査第II区域 城戸ノ内町字権殿

(l)SB3974 ・ 4091、SS4005（北東から）

(2)SB3974（北東から）
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(3)SS4005（南東から）

PL. 23 第 74次調査第II区域城戸ノ内町字権殿

(l)SD3983 ・ 3984、SK4002・ 4003、SS4007、

SX4010、SA4012、SG4028（北西から）

(2)SS4007、SA4012（北西から）

(3) SA4012、SG4026・ 4028（北西から）

PL. 24 第 74次調査第II区域 城戸ノ内町字権殿

(1) SA4012、SG4026・ 4028（南東から）

PL. 25 第 74次調査第II区域 城戸ノ内町字権殿

(l)SA4019 ・ 4020、SB4096（南東から）

PL. 26 第 74次調査第III区域城戸ノ内町字権殿

(1)第皿区域遺構全景（南西から）

(2)第皿区域遺構全景（北西から）

PL. 27 第 74次調査第III区域 城戸ノ内町字権殿

(1) SA3970、SS4008、SX4017、SF4001、SD3981、

S24009 ・ 4092（北西から）

PL. 28 第74次調査第皿区域 城戸ノ内町字権殿

(1) SD3981、SZ4092（南西から）

(2)SD3981、S24092（北西から）

(3)SZ4092（北西から）

(4)SA3970、S24009（南西から）

(5)SA3970、SD3981、S24009（東から）

(6)SZ4009（北西から）

PL. 29 第 74 次調査第皿区域、溝•井戸 城戸ノ内町

字権殿

(1) SB3971、SF4000（北東から）

(2)SX4093、SD4094（南から）

(3)SE4022、5D4095（南東から）

(4)SE3990（南東から）

PL. 30 第74次調査井戸・石積遺構城戸ノ内町字

権殿

(l)SE3991（南東から）

(2)SE3993（南東から）

(3) SE3994（北西から）

(4)SE3994蓋石除去後（南東から）

(5)SE3989（北西から）

(6)SE3995（北西から）

(7) SF3996 ・ 3997（南西から）

PL. 31 第 74次調査石積遺構城戸ノ内町字権殿

(l)SF3996 ・ 3997、SD3985（南東から）

(2) SF3998 ・ 3999、SD3986（南東から）

PL. 32 第 74次調査石積遺構・庭跡・溝城戸ノ内

町字権殿

(l)SF4000（北西から）

(2)SF4001、SA3970（北西から）

(3)SG4026（北東から）

... 

(4)SD3983（南西から）

PL. 33 第74次調査道路・遺物集中地点城戸ノ内

町字権殿

(l)SS4066（北東から）

(2) XOOl: N43越前焼甕 227（南西から）

(3) X002: N43越前焼擢鉢 13（南西から）

(4)X003:M43越前焼播鉢（南西から）

(5)X004:041越前焼播鉢 198（南西から）

(6)X005:E50越前焼播鉢 9（北西から）

PL. 34 第74次調査土坑城戸ノ内町字権殿

(l)SK4003-Pl~P5、SS4007（北西から）

(2)SK4003（南東から）

(3)SK4003-Pl（南西から）

(4)SK4003-P3（南西から）

PL. 35 第 75次調査城戸ノ内町字権殿

(1)第74・ 75次調査区遺構全景（南から）

(2)第74・ 75次調査区遺構全景（南東から）

PL. 36 第 75次調査城戸ノ内町字権殿

(1)第 75次調査区遺構全景（北から）

(2)第75次調査区遺構全景（東から）

PL. 37 第75次調査第w区域 城戸ノ内町字権殿

(1)第w区域遺構全景（北西から）

PL. 38 第75次調査第w区域 城戸ノ内町字権殿

(1)第W区域遺構全景（西から）

(2) SB4050 ・ 4051 ・ 4100、SX4077（北西から）

PL. 39 第75次調査第W区域 城戸ノ内町字権殿

(l)SE4061、SX4083~4085、SV4072・ 4078 

（北西から）

(2) SB4048 ・ 4054 ・ 4055、SV4067・ 4071 ・ 4074、

SD4059（北西から）

PL. 40 第75次調査第w区域 城戸ノ内町字権殿

(l)SB4054、SD4059（東から）

(2)SD4059（北東から）

(3)SD4057（北西から）

PL. 41 第75次調査第V区域 城戸ノ内町字権殿

(1)第V区域遺構全景（北から）

(2)第V区域遺構全景（西から）

PL. 42 第 75次調査第V区域城戸ノ内町字権殿

(1) SA3970 • 4041（北西から）

(2)SA4042、SI4094、SZ4089、SF4063（北東から）

(3)SA4042（北西から）

(4)SA4042、SZ4089（北西から）

(5)SI4094（北西から）

(6)SI4094（南東から）

PL. 43 第 75次調査第V区域 城戸ノ内町字権殿

(1) SB4043 ・ 4044 ・ 4046（北西から）
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(2) SB4043 ・ 4046（北西から）

PL. 44 第 75次調査第V区域 城戸ノ内町字権殿

(1) SB4043-4045（南東から）

(2)SB4045 ・ 4047 ・ 4053（南東から）

PL. 45 第 75次調査第V区域 城戸ノ内町字権殿

(l)SB4043-4047 ・ 4053 ・ 4056 ・ 4047、SE4060、

SD4057（北から）

(2) SB4053 ・ 4064 ・ 404 7、SE4060（西から）

PL. 46 第 75次調査石積遺構・遺物集中地点城戸

ノ内町字権殿

(l)SF4063（北西から）

(2)SX4080(」ヒカヽら）

(3)SE4060バンドコ309（西から）

(4)SE4061土師器皿 165

(5)X006:SX4083付近越前焼播鉢（北西から）

(6)X007:SD4059灰釉皿 135（南東から）

(7)X008:SB4043土師器皿 174（南西から）

(8)X009:SB4045銭貨

PL. 47 第 68次調査包含層出土土器

PL. 48 第 68次調査絋含層出土土器

PL. 49 第 68次調壺 第II区域遺構出土土器

(1) SD2261出土土器

(2)SD3849出土土器

(3)SD3848出土土器

PL. 50 第 68次調査 第II.m区域遺構出土土器

(l)SX3895出土土器

(2)SK3854出土土器

PL. 51 第 68次調査 第m区域遺構出土土器他、金属

製品、銭貨

(l)SK3852出土土器

(2)SX3889出土土器

(3)SD3847、SB3840出土士器

(4)概報掲載出土士器

(5)金属製品、銭貨

PL. 52 第 68次調査木製品

(1)漆器

PL. 53 第 68次 調査木製品

(1)容器、雑器

(2)折敷、祭祀具

PL. 54 第 68次調査木製品、石製品

(1)御幣串

(2)刀形

(3)刀形

(4)不明部材、石製品

PL. 55 第 74次調査包含層出上土器

PL. 56 第 74次調査包含層出土土器

PL. 57 第 74次調壺包含層出土土器

PL. 58 第 74次調査包含層出土土器

PL. 59 第 74次調査包含層出土土器、第 I区域遺構

出土土器

(1)包含層出土土器

(2)SB3976出土土器

(3) SB3977出土土器

(4)SB3978出土土器

(5)SB4097、SA4098出土土器

PL. 60 第 74次調査 第 I区域遺構出士士器

(l)SD3987出土土器

(2)SE3990出土土器

(3)SE3990出土土器

(4) SE3990 ・ 3991出土土器

(5) SF3997 ・ 3998出土土器

(6) SF3996 ・ 3997出土土器

(7)SE4022出土土器

(8) SB4013、SX4024・ 4025出土土器

PL. 61 第 74次調査 第II区域遺構出土土器

(l)SB3973出土土器

(2) SB3974出土土器

(3) SA4012出土土器

(4) SA4012出土土器

(5) SX4010出土土器

(6)SS4005出土土器

(7)SS4066出土土器

(8)SD4090出土土器

PL. 62 第 74次調査 第II区域遺構出土土器

(l)SK4002出土土器

(2)SK4003-Pl出土土器

(3)SK4003-P2出土土器

(4)SK4003-P3出土土器

PL. 63 第 74次調査 第II・皿区域遺構出土上器、

土製品

(l)SK4003-P4出土土器

(2)ヘラ記号、 SK4003-P5出土土器

(3)SB3972出土土器

(4)SE3993出土士器

(5)土製品

PL. 64 第 74次調査金属製品、木製品

(1)金属製品

(2)金属製品

(3)木製品

PL. 65 第 74次調査石製品

PL. 66 第 74次調壺石製品、銭貨

(1)石製品
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(2)銭貨

PL. 67 第 74次調査銭貨

PL. 68 第 75次調査包含層出土土器

PL. 69 第75次調査包含層出土土器、第w区域遺構

出土土器

(1)包含層出土土器

(2)包含層出土土器

(3)SB4051出土土器

PL. 70 第 75次調査第w区域遺構出土土器

(l)SB4048出土土器

(2)SB4048出土土器

(3)SB4049出土土器

(4)SB4078出土土器

PL. 71 第75次調査第W区域遺構出土土器

(l)SB4054出土土器

(2) SV4067 ・ 4073出土土器

(3)SD4058出土土器

(4)SD4059出土土器

(5)SD4057出土土器

PL. 72 第 75次調査第N・V区域遺構出土土器

(1) SD4057出土土器

(2) SE4061 ・ 4062出土土器

(3)SB4043出土土器

(4)SB4045出土土器

PL. 73 第75次調査第V区域遺構出土土器

(1) S84053出土土器

(2)SB4046出土土器

(3)SB4047出土士器

(4)SA4042出土土器

PL. 74 第75次調査 第V区域遺構出土土器、土製品、

金属製品

(1) SE4060出土土器

(2)SF4063出土土器

(3)SX4081出土土器

(4)土製品

(5)金属製品

PL. 75 第 75次調査骨角製品、石製品、木製品、銭貨

(1)骨角製品、石製品

(2)木製品

(3)銭貨

PL. 76 第75次調査銭貨

PL. 77 第75次調査銭貨

PL. 78 第 75次調査銭貨
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I. 事業概要

1. 調在の目的

戦国大名朝倉氏の拠点である特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡は、 5代 103年間にわたって営まれた城下町の遺

跡であり、朝倉館を中心として山城、城戸、武家屋敷、町屋、寺院等の遺構が一体となって保存されており、

国民共有の文化遺産として、永久に保存するため、特別史跡に指定して公有地化を進めている。

発掘調査で検出した遺構は保護するだけにとどまらず、その調査成果を広く公開し、来園者の歴史認識の

醸成に資することを常に重視し、遺跡の中に自身を置いて「歴史と生きた対話」ができる史跡公園の完成を目

指している。

既に、一乗谷朝倉氏遺跡の発掘調査と整備が着手されて半世紀以上の時が過ぎたが、不断の調査の積み

重ねが一乗谷の町並みの規模や構造、そこで生きる人々の暮らしぶりを多彩な角度から解明してきた。計画

的な発掘調査の成果に基づき環境整備を実施し、適切な維持管理のもとに遺跡を公開するという基本理念は

多くの関係者の努力によって今日まで一貫している。

一乗谷朝倉氏遺跡の調査は、昭和 42年(1967)度、旧足羽町教育委貝会が事業主体として始め、昭和 46

年(1971)度から福井県教育委員会が発掘調査と環境整備事業実施し、福井市が用地取得と遺跡の管理を担

当して事業を進めてきた。同年 7月に278haという広大な区域が国の特別史跡に格上げ指定されると、県は昭

和 47年(1972)3月に「朝倉氏史跡公園基本構想」を策定し、さらに「基本構想」に基づく事業遂行の指導体制の

万全を期すため、「特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡調査研究協議会」を発足させた。同年 3月、福井県教育庁朝

倉氏遺跡調査研究所を設置し、以後 5ケ年計画を策定して、発掘調査と環境整備を継続的に実施してきた。

その後、平成 3年(1991)に4つの庭園が国の特別名勝になり、平成 19年(2007)に出土遺物 2,343点が重文

に指定され、令和元年(2019)に至り、日本遺産に認定されるなど、遺跡の価値は大きく同心円を描いて広く

発信されるようになった。

現在の一乗谷における発掘調査は、「計画調査」と「現状変更に伴う調査」に対応しており（第 1図）、計画調査

の成果については、複数次にわたる調査区の遺構が一定の面積にまとまると、正報告書を刊行してきた。現

状変更を前提とした道路・河川整備・中山間事業等に伴う発掘調査については、事業別に報告書を刊行して

きた。また、史跡内の「個人宅地の新・改築等に伴う発掘調査」については、研究協議会へ報告し、各年度の

「発掘調査整備事業概報」で報告を行ってきた。調査次数は、令和 2年度の段階で153次に至る。本書では、

主に重臣屋敷に関連する遺構に焦点をあて、第 68・ 74 ・ 75次の調査成果について報告する。

2.調査の方法および組織

一乗谷朝倉氏遺跡の発掘調査・環境整備は、国庫補助事業として県が直接実施しており、その実施機関

として、福井県教育庁朝倉氏遺跡調査研究所（昭和 47年(1972)4月1日～昭和 56年(1981)8月19日）、福井

県立朝倉氏遺跡資料館（昭和 56年(1981)8月20日～平成 3年(1991)3月31日）、福井県立一乗谷朝倉氏遺跡

資料館（平成4年(1992)4月1日～現在、以下、資料館に略）が設置され、組織を改変して現在に至る。

平成 24年(2012)度、県の機構改革によって、資料館は教育庁から知事部局に移管され、発掘調査、環境

整備事業の業務は、一時、福井県教育庁埋蔵文化財調査センターが朝倉氏遺跡グループを設置して対応し

たが、平成29年(2017)度から再び資料館の業務となった。なお、資料館の業務については、「朝倉氏史跡公

園基本構想」に基づいて設置された福井県朝倉氏遺跡研究協議会（旧福井県朝倉氏遺跡調査研究協議会）か

ら適切な指導と助言を得て進めている。
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[． 事業概要

第 1図 特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡調壺地点（縮尺1/10,000)
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3．発掘調査および本報告書作成年度における組織

3. 発掘調介および本報告書作成年度における組織

【発掘調在】

平成元年度 平成 2年度

福井県朝倉氏遺跡調査研究協議会 福井県朝倉氏遺跡調査研究協議会

会長 青園謙三郎（福井テレビ副会長）

委員 石井進（東京大学教授）

委員 木原啓吉（千葉大学教授）

委員 小林健太郎（滋賀大学教授）

委員 近藤公夫（奈良女子大学教授）

委員 重松明久（中津女子短期大学学長）

委員 田畑貞寿（千葉大学教授）

委員 玉置伸吾（福井大学教授）

委員 坪井清足（大阪文化財センター理事長）

委員 平井 聖（東京工業大学教授）

委員 石田 昇（朝倉氏遺跡保存協会長）

未女只＝ 藤田武信（城戸ノ内区長）

【遺物整理・報告書刊行】

平成 30年～令和 2年度

福井県朝倉氏遺跡研究協議会

会長 青圃謙三郎（福井テレビ副会長）

委員 石井進（東京大学教授）

委員 木原啓吉（千葉大学教授）

委員 小林健太郎（滋賀大学教授）

委員 近藤公夫（神戸芸術工科大学教授）

委員 田畑貞寿（千葉大学教授）

委員 玉置伸吾（福井大学教授）

未女只＝ 坪井清足（大阪文化財センター理事長）

委員 平井 聖（昭和女子大学教授）

委員 松浦義則（福井大学教授）

委員 石田 昇（朝倉氏遺跡保存協会長）

委員 細田岳雄（城戸ノ内自治会会長）

会長 小野正敏（国立歴史民俗博物館名誉教授・中世考古学）

副会長 高妻洋成（奈良文化財研究所副所長・保存科学）

委員 池上裕子（成験大学名誉教授・中世史）

委員 久保智康（京都国立博物館名誉館員・美術工芸）

委員 冨島義幸（京都大学大学院教授・建築史）

委員 小野健吉（和歌山大学教授・遺跡整備）

委員 小浦久子（神戸芸術工科大学教授・都市計画）

委員 杉本宏（京都芸術大学教授・庭園整備）

委員 中井均（滋賀県立大学教授・城郭考古学）

委員 岸田清（（一社）朝倉氏遺跡保存協会長）

委貝 網谷克彦（元福井県陶芸館長・考古）

委員 吉田智（福井県教育博物館長・歴史）

（網谷委員の任期は令和 2年 1月24日まで。中井委員の任期は令和 2年 1月25日から）
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I．事業概要

福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館

平成30年度 令和元年度 (6月より） 令 和 2年 度

館長 向出宏＝ （事務） 館長 向出宏二（事務） 館長 西澤弘純（事務）

副館長月輪泰（考古） 副館長月輪泰（考古） 総括 川越光洋（考古）

次長 下山淳子（事務） 次長 下山淳子（事務） 次長 下山淳子（事務）

主任 川越光洋（考古） 主任 鈴木篤英（考古） 主任 鈴木篤英（考古）

主任 宮永一美（歴史）
（併勤 県埋蔵文化財調査センター）

主任 宮永一美（歴史）

主任 田中祐二（考古） 主任 川越光洋（考古） 主任 宮崎認（考古）

主任 有馬香織（歴史） 主任 宮永一美（歴史） 主任 田中祐二（考古）

主査 松本泰典（考古） 主任 宮崎認（考古） 主査 酒井健治（歴史）

主査 熊谷透（建築） 主任 田中祐二（考古） 主査 熊谷透（建築）

主査 藤田若菜（庭園） 主任 有馬香織（歴史） 主査 藤田若菜（庭園）

学芸員 石川美咲（歴史） 主査 熊谷透（建築） 主査 高橋史弥（民俗）

学芸員 渡邊英明（保存科学） 主査 藤田若菜（庭園） 学芸員 石川美咲（歴史）

学芸員 大竹桃子（史跡整備） 学芸員 石川美咲（歴史） 学芸貝 渡邊英明（保存科学）

（兼務） 藤井亜衣（事務） 学芸員 渡邊英明（保存科学） 学芸員 大竹桃子（史跡整備）
（観光営業部文化振興課） 学芸員 大竹桃子（史跡整備） 考古専門研究員 月輪 泰（考古）

非常蘭嘱屈 花川洋介（事務） （兼務） 藤井亜衣（事務） 歴史教育専門員 花川洋介（事務）
謬蘭嘱託 慎保弘恵（事務） （交流文化部文化課）

窓日業務支援員 員保弘恵（事務）
隷麟託冨阪昌代（事務） 非常蘭扇託 花川洋介（事務）

恩口業務支援員 冨阪昌代（事務）
非常蘭属託 慎保弘恵（事務）

非常薗扇託 冨阪昌代（事務）

発掘作業には、地元の方々の参加・協力を得た。遺物整理作業については、資料館整理作業員（令和 2年度

から会計年度任用職員）が行った。
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II. 調在の概要と経過

1. 調査の概要（第2図）

第68次調査［城戸ノ内町字中惣】 調査区は城戸ノ内町 6字中惣に所在し、朝倉館跡から北東へ約 750m隔

てた水田に立地し、標高38.0~39. Omを測る。調査面積は3,800面を対象である。調査期間は平成2年(1990)4 

月1日～同年 12月25日である（第 3図）。

調査区は、当初、水田畦畔を利用した地区割りを基準とし、「9MIK-Q・ P地区」と称したが、本書では遺構の

まとまりを重視するため、調査区を第I~N区域に改めて区分した。第I区域は調壺区東半に相当するが、遺構

は全て流失しており、旧P~S地区に相当する第II~W区域の成果ついて述べる。

調査区は一乗谷川の左岸に位置しており、 一乗谷川は調査区の南端で北から東へ流れを変え、東側の山
あさく らし きぷのだゆうやかたあと

塊に突き当たった後、再び北へと流れる。春日神社所蔵の「一乗谷古絵図」では「朝倉式部大輔館跡」と記され

る。昭和 57年(1982)に実施した県道工事に伴う第 43次調査では、調査区の南北端で幅 5.0~6. Omの外濠

を確認し、朝倉館跡の平地部分に匹敵する土塁と濠を有す大規模館跡が存在することが判明した。

調査の結果、第I区域となる川側の東半分以上の遺構は、河川の氾濫などによって流失していることが判明し

た。その後の第 72次調資においても、館跡の東側土塁または濠の存在を想定して調査したが、ここでも河川

の氾濫により明確な痕跡は得ることはできなかった。

館跡内の主要な建物の配置等は不明であったが、第 43次調査区に接した南北長 llOmX東西幅 13mの範囲

において、上塁 2、濠 2、障壁 l、礎石建物 5、士蔵 l、土坑 10、溝 4、道路 3、石敷遺構 18、石列 3を

検出することができた。これらの遺構は、切り合いから 3時期に区分され、館全体の中央付近に所在した台所、

倉庫、物置等の付属施設と想定できる。

土塁、濠の配罹状況と地割図から、改めて館跡の規模を想定すると、外濠外寸で東辺 107m、西辺 110m、

北辺 115m、南辺 112mを測り、平面形は東辺がやや短辺となる台形を呈しており、朝倉館跡の平地部分とほぼ

同規模の規格、1辺―町（約 100m)を意識して構築された可能性が嵩い。

第 74• 75次調査【城戸ノ内町字権殿】 調査区は城戸ノ内町字 8権殿に所在し、第 68次調査区の景鏡館

跡から一乗谷川を挟んで南へ100m隔てた畑地に立地する。標高は約39.0~40.0mを測る。第74次では1,630面、

第 75次では970面の面積を対象とし、調査面積は合計 3,570面を対象である。調査期間は、上半期の第 74

次が平成 3年(1991)4月1日～同年 9月9日、下半期の第 75次が同年 9月10日～同年 12月25日である（第

4図）。 以後、年度末まで補足調査を実施した。

調査時は水田畦畔を利用した地区割りを基準とし、「9MII-H地区」と称したが、本書では、第 74次の調査

区を第I～皿区域、第 75次の調査区を第N・V区域に改めて区分して述べる。
あさ くらこ：んのかみ

調査区は一乗谷川の右岸に位置しており、春日神社所蔵の「一乗谷古絵図」では「朝倉権ノ頭」と記される。

第 74次調査は、町屋や社に推定できる、 3つに区画された小規模建物跡と、障壁を有する中規模屋敷跡で

主に構成され、土塁石垣 l、障壁 2、礎石建物 11、上蔵 l、石積遺構 6、土坑 6、井戸 8、溝 9、暗渠 2、

道路 4、石敷遺構 8を検出した。

第 75次調査は、土塁石垣と道路で区画された武家屋敷跡と小規模建物で構成され、 土塁石垣 2、礎石

建物 15、土蔵 l、石積逍構 l、井戸 3、溝 3、門跡 1、暗渠 2、道路 1、石敷遺構 6、石列 5を検出した。

遺構は大きく上層の I期、下層の II・皿期に区分でき、上層の遺構は、北東と南西で小規模建物に

分かれて構築され、下層の遺構は土塁石垣で区画され、庭を有していた武家屋敷跡が相当する。
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II. 調査の概要と経過

第 2図 第68・ 74 ・ 75次調壺区と周辺の調査区位置図（縮尺1/2,000)
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2. 調査日誌

2. 調介8誌

第 68次調査平成 2年(1990)4月 1日～ 12月25日

4月 1日～日誌の所在不明。当時の担当者によると 、こ の

9月20日 期間は調査区東半分である第 I区域に着手した

が、遺構・ 辿物は川の氾濫によ って流失してい

たことが早々に判明し、主に河川敷や住宅新築

に伴う調査に人員を割いて対応したと言う。

9月21日 25列に沿って調査区南北断面a-a'、Mグリッド

に沿って調査区東西断面d-d'を設定。午前中は

排水作業。S83840は規模から土蔵と判断。遺構

上面ぱ焼土で覆われていた。

9月 26日 M~024~28、R~T25~28の耕作土除去。

9月27日 礎石建物SB3841、障壁SA3845、土坑SK3883検出。

9月28日 耕作土の下の黄褐色土を除去すると 、炭化粒が

混在する灰褐色土の整地面を確認。礎石建物

SB3840の西側で通路SS3864を検出。東側で石列

SV3867を検出。SB3840とSV3867の間で焼士が詰

まった柱列を確認。

10月2日 M~Q25~27グリッドを精査。黄褐色土の下の凹

状に堆積した灰褐色土から土師器皿が多醤に出

上。

10月2日 障壁SA3845梢査。内部に山石 ・山土が充填され

ていた。

第 3図 第68次調査風景

10月17日 通路SS3865・ 3866、石敷遺構SX3899を検出。

SX3896精査。覆土は灰褐色土が堆桔。B23グリッ

ドで薄い炭化層から土師器皿出土。

10月 19日 通路SS3865・ 3866の内側に沿って、溝SD3865・ 

3849を検出。SD3848の南に接して笏谷石を用

いたSX3894を検出。SB3846は南北に並ぶ4基の

小穴であり、覆土は灰褐色土であった。

10月22日 溝SD3847 ・ 3848精査。石敷遺構SX3899は下層

の遺構と判明。

10月30日 雨天となる。不要な石の排除、周辺の草刈り

作業を実施。

10月31日 館跡の南濠となるSD2255を床士から l.Smの深

さまで掘削。覆士から江戸時代の土師器皿を

検出。隣接するSA3960は基礎まで削られた南

側土塁と判明。

11月 6 日 航空撮影準備のための消掃

11月 7 日 辿構全体航空撮影全体

11月 14日 辿構写真撮影開始

11月16日 追構写真撮影終了

12月 1日 現地説明会開催

12月25日 補足調査、図面チェック、器材撤収、調査終

了。
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II. 調査の概要と経過

第 74次調査平成 3年(1991)4月 1日～ 9月 9日

4月 17日 表土剥ぎ開始。第 74次は1,630 rri'を対象。

4月 30日 表土剥ぎほぽ終了。表土剥ぎ段階での出土追物

は旧水田区画A~Fごとにまとめて採集した。
5月22日 水田区画A・B表土剥ぎ（第Il1区域）終了。

5月30日 第Il1区域土塁石垣SA3970、道路SS4008、石積辿

構SF4000、石敷遺構SX4017検出。

6月 1日 月輪調査員本日挙式。第皿区域土塁石垣SA3970、

石組溝S03981、道路SS4006検出。
6月 4 日 第III区域F41-52砂層除去 ・精査。井戸SE3993・ 

3994、石敷遺構SX4017、土器出土地点X005検

出。

6月 5 日 第II区域G41-52砂層除去 ・精査。追物は砂層

の下層である炭化粒が混在する黒灰色土から多
く出土。

6月 6 日 第II区域H44-52砂層除去・精査。第III区域石

敷遺構SX4017・ 4018、道路SS4006精査。
6月 11日 第II区域K41-46砂層除去。越前焼大甕据付遺

構SK4003精査。礎石建物S83974確認。

6月 13日 第II区域L41-44、K41-44砂層除去。礎石建物

S83974内で焼土 ・白磁皿の集中箇所を検出。
6月 19日 第 I区域L~P45~52砂思下は焼土が広範囲に展

開。

7月 31日 第 I区域SE3990の覆上は焼土。天 目茶碗、大海
茶入など完形品多数出土。

8月 5日第 I区域L~P41~44下層精杏。礎 石 建 物

S839 7 8、石組溝S03988、N43XOO1、N43X002、

M43X003検出。

8月 9 日 第II1区域E・ F40-48下層精査。下層迎構面を覆

う黒灰色土から土師器皿多数出土。

第 4図 第 74・ 75次調査風景

第 75次調査平成 3年(1991)9月 10日～ 12月 25日

9月 17日 第V区域土塁石垣SA404l ・ 4042、道路SS4065検

出。基本杭打ち直し。

9月 24日第 V区域SB4053・ 404 7 ・ 4099検出。SD4057覆
土の青色粘士から多数の土師器皿、小柄出土。

9月 25日 第V区域土塁石垣SA4042の北東端確認。SA4042

下層で暗渠SZ4089検出。X006検出。

10月 3日 第V区域C-H31・ 32床土下の青色粘士面精査。

土塁石垣SA4042内で門跡SI4064、柱列SB4091を
検出。

10月 8日 第V区域井戸SE4060精査。越前焼甕．盤・枠石 ・

バンドコ ・角材検出。SD4057の毅土は上層が砂
層、下層が青色粘土であった。第w区域SD4058

検出。

10月15日 第V区域巨石群SX4080精査。黄色土の粘質土面

に構築。礎石建物SB4046検出。

11月21日 第V区域礎石建物SB4043南東側張り出し検出。
迎構面は灰色粘土面。F32で相銘赤色漆器皿出

土。礎石建物SB4045は炭化層で覆われていた。

11月22日 第w区域石敷迫構SX4084に近接して井戸SE4061

検出。第V区域礎石建物SB4043・ 4052 ・ 4045、
石敷辿構SX4074検出。上層の炭化層遺物多し。

11月26日 第w区域礎石建物SB4048-4051など下層の遺構
を検出。上面は礫または炭化層で覆われていた。

12月 6日 第 74次調査区の清掃作業。藤原館長庭園跡と

考えられる第 Il区域SG4026視察。

12月16日 航空写真測箭実施。

12月25日 器材洗浄・撤去。発掘作業終了。
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m. 第68次調査【城戸ノ内町字中惣】

1.遺跡の概要(PL.1-4 第5・ 6図）

第68次調査は、城戸ノ内町6字中惣に所在し、朝倉館跡から北東へ約 750m隔てた一乗谷川左岸の水田

に立地する。標高 38.0~39.0mを測り、地形は、北西の山裾から南東の一乗谷川にかけて緩やかに傾斜す

る（第5図）。調査面積は3,800rrfである。調査期間は平成 2年(1990)4月1日～同年 12月25日である（文 l)。

調査区の西側には、昭和 57年(1982)に実施した第 43次調査区（文2)が併行して近接しており、当時の成

果として、 110m隔てた南北端で幅 5~6mの規模を有する外濠を確認しており、朝倉館に匹敵する土塁と濠
あさくらしきぷのたゆうやかたあと

を有す大規模館跡が想定された。「一乗谷古絵図」（文3)によれば、当地は「朝倉式部大輔館跡」と記され、
かげあきら

「式部大輔」の呼称から朝倉義景の従兄にあたる朝倉景鏡の館跡である蓋然性が高まった。この館跡の北
あさくらなかつかさのたゆうあと

東側には、さらに「朝倉中務大輔跡」と記される地名があり、第 43次調査区L地区中層で検出した土塁石垣

l、建物 4、井戸 lなどの遺構は、武家屋敷に伴う遺構と理解され、「中務大輔」の呼称から、景鏡と家臣団
かげつね

の席次を争った朝倉景恒の屋敷跡に相当するのではないかと推定している。

第68次調査区は、発掘調査当時「9MIK-Q・ P地区」と称したが、本報告作成段階で第I~N区域に改めて

区分した。第 I区域は調査区東半の区域、第II・皿． w区域は調査区西半の旧P・Q・S地区に相当する。

調査の方法は、当初、地形に沿って1辺3mの任意グリッドを東西南北方向にかけたが、第 I区域におい

て遺構が存在しないことが判明したため、第II~N区域を主な報告の対象とした。調査にあたっては、東

西方向に20~27のグリッドを設定し、第II区域の南北方向にC~Q、第III区域の南北方向にW~B、第W区域

の南北方向にQ~Vの番号を付してグリッドを設定し、遺構の記録、遺物の取り上げに用いた。

調査区西半の第II~N区域は、第 43次調査区に接し、南北長 llOmX東西幅 13mの範囲において、土塁

2、濠2、障壁 l、礎石建物 5、土蔵 l、土坑 10、溝 4、道路3、石敷遺構 18、石列 3を検出することがで

きた。これらの遺構は、切り合いから3時期に区分され、第 43次調査の遺構と照合すると、館の西側に広

がる台所、倉庫、物置等の付属施設と想定できた（第6~8図）。

地割図と土塁、濠の配置状況から、改めて館跡の規模を想定すると、館跡の規模は外濠外寸で東辺

107m、西辺 110m、北辺 115m、南辺 112mを測り、平面形は東辺がやや短辺となる台形を呈していたと考え

られ、朝倉館跡と同規模の1辺―町（約 100m)を意識して構築された可能性が指摘できる。

以下、各区域の遺構の概要を述べる。

2. 第 I区域(PL.5 第 5~7図）

第I区域は調査区東半を占め、遺構の分布・密度を把握すべく、東西方向にf-f'間断面(V'21~ 14)、

g-g'間断面(W21~14)の2ヶ所のトレンチを設定し、深さ1.7mまで掘削して断面観察を試みた（第 6図）。

調査の結果、中・下層において褐色土または砂利が水平堆積しており、調査区東半の遺構は、朝倉氏

廃絶以後の河川の氾濫などによって、遺物も含めて広範囲に流失していたことが明らかになった（第7図）。

平成 3年(1991)、宅地造成に伴い、館跡東側において第 72次調査（文2)が調査面積 210rrfを対象として

実施され、館跡の東側を区画する土塁または濠の存在が想定された（第5・9図）。

調査の結果、溝、井戸、土坑、石敷遺構に加え、調査区西側に沿って濠SD3932を検出した（第 9図）。濠

SD3982の覆土は灰色粘土が厚く堆積しており、戦国期の遺構と考えられるが、地山の砂利層まで地表下

1. 2mの深さしかなく、濠の傾斜面も明確ではなく、遺物も確認できなかったことから、これを館跡の東濠

とする確証を得るまでには至らなかった。
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第 5図 第 68次調査位置図（縮尺 1/1,000)
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第 6図 第68次調査迫構全体図（縮尺 1/300) 
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d-d'断面(R27~22) 

a-a'、b-b'、c-c'、d-d'、e-e'層位

l層埋土
2居耕作士 ：砂質土

3層水田床土：砂質土
4唇砂利 ：砂質土／砂利混在
5層灰褐色上：砂質土／整地土
6居灰色土 ：粘質土／掲色気味
7層灰色土 ：粘質土／宵色気味
8層青灰色士 ：粘質土／腐植物混在
9層宵灰色土：粘質土／腐栢物混在。青色気
10屑斉灰色士：砂質土
11層茶色士 ：耕作土
12層茶褐色土：粘質土／黄色土混在
13居 暗褐色土 ：粘質土／炭化粒混在
14層黄色士 ：粘土
15陪黄色士 ：粘質土
16層茶褐色土：粘質土／炭化粒混在。攪乱
17暦黄褐色土：粘質土

18層暗褐色土：粘質土／炭化粒混在
19層灰黄色土：粘質土
20居暗灰色土：粘質土／炭化粒混在
21層 灰褐色土 ：粘質土、I'整地土

22層茶灰色土： 粘質土／整地土
23暦暗掲色土： 粘質土

24居褐色土 ：粘質土
25層黄褐色土 ：粘質土

26層灰褐色土：粘質土
27層褐色土 ：粘質士／山土

28暦暗茶色＿七 ：粘質土
29屈石敷面 ：砂利
30層黄掲色土：粘質土
31層黄褐色土：粘質土

32層暗灰色土：粘質土／腐植土
33層青灰色土 ：粘質士／腐植土
34層焼土 ：砂質土

一e
SX3877 M26 23 

戸 ：
15 

M23 丁駁2
38. 80m 

•' 
e-e'断面

(M27~ 22) ゜
2
 

4m 

第 8図 第 68次調査a-a・・b-b'・ c-c・ ・ d-d・ ・ e-e'遺構断面図（縮尺 1/50)



3. 第 I1区域

凰
t

／ ＼ 

3，¥゚-

-a 

Ci 。
約

0
D

i[
□
 

。
□
[
炉屈睾

g
。

]
□
口

9
4
5

〗
亭

g

。

c
 

330 -----

□ 0-SK3934 

3036 

言
SX3938 

琶

＼
 

ヽ

゜
4m 

37. OOm 
_a
 

ーフ

SD3932 

ー

9
i
1
 

2
 

ー
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2m 

a-a'断面(SD3982)層位

1暦整地土
2層床土：砂質土
3層攪乱陪 ：砂質士
4居灰色土：砂質土／砂礫
5陪黄灰色土：砂質士／砂礫
6層 灰褐色士 ：砂質士
7陪灰色士 ：粘質士
8層灰黒色土：粘質土／腐植土

9陪 灰色土 ：粘質士／炭化物混在
10陪褐色士 ：粘質土／砂利混在
11層灰色土粘質土
12層 茶褐色 ．砂質土／酸化鉄混在
13居灰褐色 ．砂質土
14唇黒灰色粘質土
15陪褐色土 ・砂質土／砂利混在

第 9図 第 72次調査遺構全体図、 SD3932断面図（縮尺 1/120、1/50)

3.第11区域(PL.6-9 第6・ 8 ・ 10 ・ 11図）

第II区域は、調査区の北側を占め、水田床土を除去すると全体的に黄色土が薄く広がり、黄色土を除くと

炭化粒を多分に混在した茶褐色土面が検出された。

主要な遺構は、これを遺構面として、礎石建物2、士嬰 l、濠 l、土坑 5、溝3、道路2、石敷遺構4などが

検出された。茶褐色土の下は砂利層が堆積し、薄い炭層が部分的に含まれていた（第10図）。 砂利層は南から北

に向かって2~3層重なり、緩やかに下方へ傾斜してゆくことが観察された。以下、北側から遺構を概観する。
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第68次調査

S02261 (PL. 6 第 6・8図） P ・ Q26に位置。調壼区北端に位置した東西方向に延びる濠であり、館跡北濠と

判明した。既に、第 43次調査でSD2261として確認され、

なかったが、外側の傾斜面は検出できた。規模は上幅約 5.0mと推定され、最深部で1.7mを測る。

トレンチでは北濠館側の傾斜面は明確に把握でき

層序は、地表から1層（埋上）、 2層（耕作土）、 6・7層（灰色土）、 8・9層（青灰色士）が堆積し、 8・9層か

らは漆器椀 192~200、漆器皿 201、容器 202~207、雑器 208~212、折敷 213~221、祭祀具 222~242など

が出土した。これに伴う 土塁はト レンチ西壁でSA3902として痕跡をと らえることができた。

SA3902（第 6・8図） M-026 ・ 27に位置。北濠S02261の内側に併行する土塁である。調査区東壁のa-a'間断面

では不明だったが、調壺区西壁で痕跡を確認し、上塁の基底面幅は約 8.Omを測る。版築は確認できなかった。

J-L26に位置。本来は礎石建物だが、礎石は失われ、礎石を支えた根石の集石が6S83844 (PL. 7 ・第 10図）

基 2列、計 12基検出された。主軸はNl8°Eに向き、桁行 6間x梁間 1間(9.3mX 2. 3m)の規模を測る。

西側の第 43次調査区では同一主軸をもって併行する石組溝SD2260が検出されているが、これは礎石建物

鵞 29 I五 I¥ l2↓ 叶□―26 1息30 

8
 

D
 

゜

SA3902 

fL Q 

嘉賛五 [Jo疇 0 亡

ら O
くこフ

o a 

〕

D a ° 

碑2271

、 o

〗も
36(） -

D
 

<
 

゜゚

第 10図

。

゜ロ。

第 43次調査区

I ¥ 

：； 
8B3844 

芦゜

o゜

｀
 

＼
 ゜ M

 
犀

ー

I
I
 

、
I

ヽ

、1
0

1

/

b

'

ノ

0

ノ

ヽ

ー

，

史

／

0

で

-

ご

了

↑

よ

。
0

)

1ヽ

-

g

 
/

t

o

‘

/

0

、

ぶ
〗

＞

ヽ
‘

I

ー

＼

／

ー

0

I

I

,
C
 ℃

 

o
o
g
e
g
G
oざ

岱

も

。

o゚io

ク

8

ヽ
ー
／

ヽ

ノ

I ヽ， 

1,‘ 

ぶ
。
／

o
o
g
u
 

al 。
0° o゚o o o () 

゜

L
 

第
II
区
域

＼
 

k
 

J
 

、
'』
゜

0
0ぷ

m
 

4
 

o
&
8
6
 

も。。
5

。
-
0
0
0

喜
0
 

O
 

第II区域SB3844（縮尺 1/100)

-12 -



3. 第1I区域

SB2271の東を区画する溝であり、関連する礎石建物は検出されておらず、 SB3844は廊下のような建物と考える。

SB3844の北端とSD2260北端から東へ延びる石列は直線状に並ぶが、これは北側土塁の基底幅南辺と重複す

るものと考える。

SS3865 (PL. 4. 6 -8第 11図） D-H26に位置。主軸はN18° Eに向く石敷遺構である。幅 2.5m、長さ9.0mの規模

で検出され、通路と考える。内側に20~30cm大の礫石を直線状に敷いて区画しているが、全体的に使用石材

に大きな差はなく、粗密をもって敷き詰められていた。

SS3865の内側には幅 0.5m、深さ0.2mの規模を測るSD3850が配され、 SS3866内側のSD3849西端に接続した可

能性が高い。

8D3850 (PL. 7. 8第11図） F ・ G26に位置。 SS3865内側の石組排水溝である。長さ5.8m、幅 0.3m、深さO.lmの

規模を測る。溝の大半の石は抜き取られていた。

8S3866 (PL. 4. 6 - 8第 11図） H23~25に位置。主軸がN72渭に向く石敷遺構であり、 SS3865と同様の通路と

考える。 SS3865とほぼ直交する。規模は長さ10.2m、幅 2.0mの規模を測る。内・外縁に沿って0.2~0.3m大の

石を直線状に併行して並べて区画を形成し、区画内には小礫石が密集して敷き詰められていた。西端は削平

を受けているが、本来はSS3865と直交してL字の通路として機能していたと考える。

SD3849(PL. 7・8 第11図） H22~25に位置。SS3866内側の石組排水溝である。長さ0.9m、幅O.l~0.2m、深さ0.3m

の規模を測る。溝の南辺の石は大半が抜き取られ、溝内の覆土は焼土が堆積していた。

SK3859 ~ 3862(PL. 7. 8第11図） E-G23~25に位置。径 0.4~0.6m、深さO.lmの円形の小穴群であり、礎石

の抜き取り穴と考える。

SB3846(PL. 7・8 第11図） E-G22に位置。調査区東壁に接して検出された柱列である。径0.4~0.6m、深さO.lm 

を測る浅い円形柱穴4甚からなる。主軸はN20°Eに向き、桁行3間(4.4m)を測る。礎石は抜き取られたと考える。

覆士は炭化粒が多く混在する黒色土が堆積していた。

SD3848(PL.8. 9 第11図） C ・ D23に位置。調査区東壁に沿って検出された石組排水溝である。主軸はNl0°

Eに向き、長さ4.6m、幅0.3m、深さ0.2mの規模を測る。 20~30cm大の石を両側面に積み、底面の石は確認で

きなかった。南半分の石組は攪乱を受け、南端は、土坑を伴う石敷遺構SX3894に切られていた。溝内の覆土

は炭化粒が多く混在する黒色土であり、遺構全体もこの堆積士に覆われていた。

SX3899(PL.8. 9 第 11図） C-F23~25に位置。第II区域の下層に広がる石敷遺構である。石敷は砂利石を用

いて丁寧に敷き詰められ、凹凸はほとんど見られない。南から北に向かってゆるやかに傾斜しており、 SS3866

の下を通って、さらに北側に広がる下層の遺構であることが確認できた。

SX3895(PL.8. 9 第11図） E23に位置。調査区東壁寄りで検出された、土坑を伴う石敷遺構である。北側に

SX3896が近接する。土坑は卵形で長軸 1.2m、短軸 0.9m、深さ0.25mを測り、土坑東縁寄りに20~70cm大の山

石を5個集石状に置いていた。土坑内から完形の土師器小皿が28点以上(PL.50 第 17図120-131)出土した。

SX3896(PL.8. 9 第11図） F23に位置。調査区東壁寄りで検出された、士坑を伴う石敷遺構である。土坑は

卵形で長軸 1.4m、短軸 l.lm、深さ0.35mを測り、20~30cm大の山石を土坑北縁寄りに9個集石状に置いていた。

4.第m区域(PL.10-15 第 6・ 8 ・ 12-14図）

第IlI区域は、調査区の中央部を占め、水田床土を除去すると全体的に黄色土が薄く広がり、黄色土を除く

と炭化粒を多分に混在した茶褐色土面が検出された。

主要な遺構は、これを遺構面として、障墜 1、礎石建物 3、t蔵 l、士坑4、溝 l、道路 1、石敷遺構 11、

石列 3などが検出された。以下、北側から遺構を概観する。
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4. 第1II区域

SA3845(PL.10 第 12図） R-V23に位置。主軸

がNl7° Eに向く障壁と考える。長さ15.5m、幅

3. lm、高さ0.1~O. 2mの規模を測る。

石に粗密が目立つが、障壁西辺中央と障壁

東辺南側で10~20cm大の礫石を直線状に並べ

ている箇所が部分的に見られ、本来は、東西

辺に基底石を配した後、内部を同様な石材と

土を充填して固めていたと考える。

南北端に削られた痕跡はうかがえず、土塁

石垣等が改変されたものではなく、本来の長

さを保っていると考える。

障壁中央主軸線上の北側では40cm大の板石

が2.0m間隔で2個検出され、ある時期、障壁

が撤去され、門が構えられた可能性がある。

S0384 7 (PL. 11 第6・ 13図） U-B26に位置。主

軸がNll0Eに向く石組排水溝である。長さ6.0m、

幅0.2m、深さ0.2mの規模を測る。

石は大半が抜き取られていたが、 20~30 cm 

大の石を両側面に配していたと考える。底面

の石は確認できなかった。

SX3889~3893(PL.11 第 6・ 13図） U-B25~27 

に位置。SD3847周辺で検出された石敷遺構で

ある。明確な形状をとどめておらず、 SD3847を

含めて第 43次調査区の礎石建物S82269に伴う

小規模な庭の可能性もある。

S83843(PL. ll 第 6・ 13図） R ・ S27に位置。調

査区西壁に接して検出された礎石柱列である。

6石が直線状に並び、南北端の礎石の高さを

見ると、南端の礎石が10cm程裔い。
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第皿区域SA3845（縮尺 1/100)

第43次調査区と照合した結果、主軸がNl8°Eに向き、桁行 3間(5.7m)、推定梁間 4間(4.4m)、桁間寸法

1. 9m、梁間寸法 0.9m（推定）、床面積 25m'の規模を測る礎石建物東辺柱列であることが改めて判明した。建

物南東側ではSB3843に付随すると見られる石敷遺構SX3887が検出された。

第 13図中で示すように、北西側に第 43次調査区で検出したSB2268、SB2269がほぼ同一主軸をもって位

置しており 、SB3843は中層の礎石建物SB2269と同時期の遺構と考える。

また、周辺の遺構の変遷を再考すると、以下のように3時期に区分される。

【上層］：SD2270の北にSD2259が構築され、SB2268が建てられた時期

【中層】：SB3843・ 2269が建てられ、 SF2278が構築された時期

【下層】：鉤状に南北に延びる石組溝SD2259を区画とした礎石建物SB2267が建てられた時期
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4. 第m区域

S63842 (PL. 12 第14図） N25に位置。 SB3841の北東側で検出され、礎石建物と考える。 30~40cm大の大型

の石を用い、主軸はN18°Eに向き、西辺l間(2.7m)、南辺1間(l.8m)を検出したが、全体の規模は不明である。

検出面の高さから、少なくともSB3841の下層の建物であることが判明した。

S63841 (PL. 12 第14図） M26に位置。 SB3840の北側で検出され、礎石建物と考える。 30~40cm大の大型の

石を用い、主軸はNl8° Eに向き、西辺 l間(1.9m)、南辺 l間(2.6m)を検出したが、 SB3840同時期の建物と考

えるが全体の規模は不明である。

SK3852~3855(PL.13 第 6図） P-R25に位置。調査区中央で検出された土坑群である。径 1.O~l. 5m、深

さO.l~0.2mの円形土坑が南北に直線状に4基並んで検出された。いずれの土坑も覆土は黒褐色士であり、

SK3854からは土師器皿が多く出土した。検出面から下層の遺構と判断する。

SX3885(PL.13 第14図） 025に位置。石敷遺構である。主軸はNl8° Eに向き、平面形は長方形である。全

体に20~40cm大の割石を上面が平坦になるように敷き詰めていた。長軸 1.4m、短軸 0.7mの規模を測る。石

敷炉の可能性がある。

SB3840(PL. 13. 14 第14図） J-L23~25に位置。調査区南側で検出された石敷の礎石建物であり、規模と

構造から士蔵と考える。全体は薄い焼士で覆われ、焼土は東寄りに厚く堆積していた。主軸はNl8°Eに向き、

平面形は正方形である。全体に20~50cm大の礫石を敷き詰めていた。建物北辺は攪乱を受けていたが、西・

南・東辺において、径40cm大の原位置をとどめた礎石と考えられる石が検出され、西辺で3石、南辺で4石、

東辺で5石残存していた。

建物の規模を復元すると、桁行 5間(6.0m)、梁間 4間(4.8m)、桁間寸法 1.O~l. 3m、梁間寸法 1.O~ 1. 3m、

床面積約 27mとなる。建物東辺中央には入口が設けられ、 60cmx 30 cm大の直方体の笏谷石が2石、外側

ヘ開くように「ハ」の字に配置され、 2石間には20cm大の石を平坦に8石敷き詰めていた。間口の内寸は外側

で1.5m、内側で1.lmを測る。

SX3881 (PL. 13. 14 第 14図） I ・ J23~25に位置。 SB3840南東隅に付属するL字状の廂と考える。 SB3840

南辺から南へ0.9m隔てて3間、東辺から0.4m隔てて2間、浅い柱穴からなる柱列が検出された。柱穴は礎

石を伴っていたと考える。柱列外側には石敷を伴っていた。

SX3880(PL.13. 14 第 14図） K24に位置。 SB3840内中央北寄りで検出された。長軸 l.Omx短軸 0.7mの範囲

で石敷が欠失した箇所があり、トレンチを入れて精査した。精査の結呆、検出面から深さ0.25mまで魚骨が

混在した灰層が堆積しており、この灰層はSB3840の下層で広がっていることが確認された。

SV3870(PL. 13. 14 第 14図） 124 ・ 25に位置。 SB3840南辺と2.3m南側に隔てた石列であり、 SB3840の南側

を区画する塀と考える。 10~30cm大の石が直線状に散乱しており、長さ4.0mX幅0.5mの規模で検出された。

SV3867 (PL.13. 14 第 14図） H-L23に位置。 SB3840東辺と1.4m東側に隔てた石列であり、 SB3840の基壇と

考える。段差は0.3mを測る。 20~50cm大の大型の石を用い、上面を揃えて直線状に1段で構築していた。

長さ10.0mの規模で検出された。

中央には入口が設けられ、 60cm大の石を2石据え、 2石の間口内寸は1.4mを測る。間口の間には10~20cm 

大の石を1列敷いていた。 SB3840のハの字状に開く笏谷石を据えた入口に対し、 60cm南にずれて構築され

ていた。石列の段下となる東側には焼土と崩落した石が堆積していた。

SS3864 (PL. 13-15 第14図） H-L25に位置。 SB3840西辺に隣接する石敷の通路である。 SB3840西辺から0.9m

西側に隔てた位置に、 10~20cm大の小型の石が1列に並べて検出された。石列は長さ2.2mを測るが、通路

全体は、長さ8.0m、幅 l.Omの規模を測り、全体に細かい砂利が敷かれていた。
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皿 第68次調査
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5. 第w区域

SB3874(PL.15 第14図） J26に位置。 SS3864の西に隣接する礎石建物である。礎石は20cm大の小型の石を

用い、建物南辺で4石、東辺で2石を検出した。柱列南辺は長さ1.6m、柱列東辺は長さ0.6mだけ残存してい

た。建物の規模は不明だが、 SB3840と同主軸をもった小型の建物と考える。

SV3873(PL.15 第14図） J26に位置。 SB3874の南に位置する小規模なL字状の石列である。 10cm大の扁平

な石を立てた状態で据え、南北列 1.2m、東西列 0.7mを測る。下層の遺構と考える。

5. 第w区域(PL.3 ・ 15 第6・8図）

第w区域は、調査区の南端を占め、第皿区域に比べ0.6~0.8m高い。水田床土を除去すると、長さ20.0m、

幅3.0mの範囲で東西方向に延びる暗茶色土の広がりが検出された。調査期間が限られたため、完全に掘削

して全体像をつかむ検出は断念せざるを得なかった。トレンチを入れて断面を確認したところ、館跡の南側

土塁と南濠の痕跡を確認することができた。

SA3960(PL. 15 第6・ 10図） U-W20~27に位置。南濠S02255の内側に併行する館跡の南側土塁である。西側

に隣接する第 43次調査では地山まで削られていたので確認することはできなかったが、今回の調査で、主

軸はN75°Wに向き、幅 6.8mの規模の土塁が存在したことが判明した。

当初、東西に延びる暗茶色土の広がりが濠ではないかと考えたが、 25列グリッドに沿った6-6'間断面

W25-R25付近を観察した結果、暗茶色土は、土塁の検出面頂部に相当し、 30層（黄褐色土）の地山の上に29

層（石敷面）を設け、暗茶色土を盛土にしていたことが確認できた（第 10図）。

SD2255 (PL. 3. 15 第6・ 10図） R-T20~27に位置。調査区南端に位置した東西方向に延びる濠であり、館跡

の南濠と推定できる。主軸はN75° Wに向き、幅 7.8mの規模と考える。第 43次調査おいてS02255として確認

されていた。 b-b'間断面U-R25付近を観察した結果、濠の両岸傾斜面を確認することができた。深さについ

ては、地表下 1.4mまで掘削した折、調査区断面が崩落してしまい、地山までの深さは不明である。おそら

く本来の深さは2.0m以上を測ると推定する。

地表下 1.4m付近までは、上層に12層（茶褐色土）、中層に32層（暗灰色土）、下層に33層（青灰色土）が堆

積していたこと確認しているが、いずれも近世以降の堆積土と判断され、遺物も近世陶磁器が数点検出さ

れたのみであった。

第43次調査では、南濠S02255は上幅 5.8mを測り、 U25付近まで濠の外側は直線状に一乗谷川に向かって

延びてゆくと考えられるが、館側において上幅は7.8mを測り、内側へ2.0m拡張する様相を呈す。南濠は一乗

谷川と接続し、川舟が出入りする機能を有していたのではないかと想定される。

第 1表 第 68次調査主要遺構観察表(PL.1-15第 6~14図）

第II区域

NOiグリッドI遺構 I種類
真
版

写
図

挿図 構 I種類
真
版

写
図

挿図

M-027 I SA3902 I北側土塁
---------

P26/Q26 I SD2261 I北濠

J-L26 I S83844 I礎石建物
・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

D-H26 I SS3865 石敷遺構
.................I―..............I-．醗．．．．．．．．．．．．．
F26・G26 I SD3850 石組排水溝

....... 

623~251SS3866 石敷遺構
········••·······•···••••••······ 通路------------------

H22~25 I SD3849 石組排水溝
．．．．．．．．．．．．．．． 

F25 I SK3859 礎石建物
礎石柱穴

第6・8図
............. 

PL.6 第6・8図.............I......．．．．．．．． 
PL.7 第10図

............. 

PL.4•6~8 1第11図
........... .. 

PL.7・8 I第11図

PL.4・6-8 I第11図
・ • ・ • ----• ・ • • 

PL.7・8 I第11図
--------・ • --

PL.7・8 I第11図

G25 I SK3860 I 礎石建物

礎石柱穴．．．．．．．．．．．．．．．．． 

G24 I SK3861 I 礎石建物

礎石柱穴·•••••··········· 

G23 I SK3862 礎石建物

--~-~~22·----I—.........-----1—一礎祖誌．．．．．
E-G22 I S63846 礎石建物

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
C23/D23 I SD3848 I石組排水溝
・・・・・・・・・・・・・ 

塩F~26....I―:・:・:・::・:・・I互戸遣輝
E23 I SX3895 石敷遺構

ーは衷逹．．り．．）

F23 I SX3896 I 石敷遺構

（土坑あり）

PL.7・8 I第11図

PL.7・8 第11図
・---．．．.．．・ • ·響—.．..．．·• • ・ ・ • 
PL.7・8 第11図
・-----------------------------

PL.8・9 第11図
・--------------------------響--
PL.8・9 第11図

・-----------曹
PL.8・9 I第11図

PL.8・9 I第11図
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皿．第68次調査

第皿区域

NOiグリソドI遺構 I種類
真

版
写
図

'tfl R-V23 I SA3845 障壁

藷．lU-B26| SD3847 l石組排水溝
-----------------

191 U26 I SX3889 I石敷遺構
-----------------

20 I B26 I SX3890 I石敷遺構

挿図 IINO|グリノドI遺構 I 種類

21 I B26 I SX3891 I石敷遺構
................. 

22 l V25 I SX3892 石敷遺構

23|B25 lSX3893 l石敷遺構
................ 

241 R ・ S27 I SB3843 I礎石建物
................ 

25 I N25 I SB3842 I磋石建物
................ 

26 I M26 I SB3841 I礎石建物
........ 

27 I P25 I SK3852 I土坑
→....... 

28 I P25 I SK3853 I土坑

025
函

025

．

．

 

29盃

30石

31

SK3854 I土坑

SK3855 土坑
-t ---------------I―---------------------
SX3885 石敷遺構

PL. 13 I第6図
........... 

PL. 13 I第14図

PL. 10 第12図

PL. ll -l第6図
第13図----------・ 

PL. 11 I 
第6図
第13図-----------・ 

PL. 11 
第6図
第13図

-----9----［[-l--lー＿＿l-―-第6図---
第13図----------・ 

PL. 11 I 
第6図
第13図----------・ 

PL. 11 
第6図
第13図—- -------------

PL. 11 
第6図
第13図.. ・・・・・・-・・・-・・・・・・-・---

PL. 12 第14図
-----------

PL. 12 第14図
---------t---------t----~~~ ~~-j—------

PL. 13 第6図
・---------・ 

PL. 13 I第6図
---------・ 

PL. 13 第6図
—• -________,_ー・→一ー・ー一一―-→l _j•~6_l'Zl __ _ 

真

版
写
図

挿図

3jl J-~~3 I SB3840 礎石建物
~25 土蔵-------------------------------------------------・ 
I ・ J23 礎石建物
~25 SX3881 廂 1.：．、』 l| PL. 13• 14 1第1_4図

3♦1 K24 I SX3880 石敷遺構
--・・・・・・・・・・・ - .  ・・-...... 

124 ・ 25 I SV3870 
石列

------塀---------

H-L23 I SV3867 
石列

t翠 lJ-----------------1---------------基壇----• •—· • • 

K-M25 I SS3864 
石敷遺構

通路........ ・・-・・・.... ・・-・・-・・・・--・・-・・--・---

K26 I SB3874 礎石建物

SV3873 I石列

構 I種類

PL.13・141第14図

PL.13・141第14図

PL.13・141第14図

PL.13・141第14図

PL.13-15 I第14図

PL. 15 ]第14図

PL. 15 I第14図

U-W20 
~27 

SA3960 南側土塁

廷 20●●● ● • .l··:·:·:·:·:·:··l··:·:·~·~·····•·•·······•·· 
~27 

SD2255 南濠

真

版
写
図

PL. 15 
--• --• --• -

PL.3・15 

挿図

第6図

第10図............... 

第6図

第10図

6.遺物(PL.47-54 第 15-21図、第 2表）

遺物は、第II・皿区域の土器（陶磁器類） 1~166、金属製品 167~182、銭貨 183~191、木製品 192~

251、石製品 252を図化した。詳細は第 2表に記し、以下、特徴的なものについて概要を述べる。

第II~N区域包含層出土土器(PL.47 ・ 48 第 15・ 16図）

越前焼は3の大甕上位の破片であり、外面に漆被膜が付着していた。 5の揺鉢は内面上位にヨコ方向の卸目

を施す。士師器皿は最も多く出土し、 7~56は以下の6タイプに区分された。 亀

①【7~16】：器形は浅鉢形。口縁部は内湾して立ち上がる。口径 6.7~9. 2 cm、器高 1.4~2. 2 cm。底部

は丸底。内外面の調整はナデを基本。 12~14は外面に調整されず、型押し成形の痕跡をもつ。

②【17~21】：器形は浅皿形。口縁部は直線状に斜め外方へ立ち上がる。底部は平底。口径 8.4~9. 6 cm、

器高 1.3~2. 0 cm、底径 3.0~4. 0 cmを測る。 21は口縁部中位に強いヨコナデによる段を有す。外面体部

はナデ後、指頭痕が残るものが多い。

③【22~28】：器形は浅皿形。②の小型品。口縁部は直線状に斜め外方へ立ち上がる。底部は平底。口径

6. 8~7. 4 cm、器高 l.l~l.9cm、底径 2.0~3. 0 cmを測る。外面体部はナデの後、指頭痕が残る

④【29~44】：器形は杯形。口縁部は直線状に斜め外方、またはやや外反して立ち上がる。底部は平底。ロ

径 7.0~11. 2 cm、器高 1.8~2. 5 cm、底径 3.4~5. 8 cmを測る。口唇部内側に段をもつものが多い。

⑤【45~54】：器形は盤形。口縁部は直線状に斜め外方に立ち上がる。底部は平底。口径 12.O~  14. 7 cm、

器高 1.9~2. 5 cm、底径 6.0~8. 0 cmを測る。口縁部中位に強いヨコナデによる段を有すものが一定量ある。

口唇部内側に段はない。 45・ 46 ・ 51 ~ 53は型押し成形。 47 ・ 48 • 52 ・ 53の外面底部は未調整。

⑥【55・56】：盤形。⑤の大型品。口縁部は直線状に立ち上がる。口縁部は直線状に斜め外方に立ち上がる。

底部は平底。口径 16.0~20. 0 cm、器高 3.0 cm、底径 7.0~12. 0 cmを測る。 56は外面体部をナデ後へ

ラナデしている。
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6. 遺物

67~69は青磁碗であり、 67の内面底部には「褥」、 68・ 69の内面底部には陰刻花文が施されている。 79の染

付碗は赤絵の染付であり、体部下位に赤絵の圏線が3条めぐる。 84は染付皿であり、外面に呉須で描かれた変

形唐草文、内面に変形文が施されている。

第JI区域遺構出土土器(PL.49 ・ 50 第17図）

SD2261出土(PL.49 第17図） SD2261は館の北濠であり、越前焼壺 88・播鉢89・ 90が出士した。 88は短砲

弾形のお歯黒壺である。土師器小皿は91~99がある。 93はタイプ①、 91・94・95はタイプ②、 92はタイプ③、

96 ・ 97はタイプ④、 98・ 99は盤形のタイプ⑤である。 100・ 101は瀬戸美濃の鉄釉天目茶碗である。 103・ 104 ・ 

107は青磁碗であり、 107の内面底部には十字文が施されている。 106は中国製の壺である。また、木製品は全

てこの北濠から出土した。

8D3849出土(PL.49 第17図） SD3849は通路SS3866の内側の溝であり、土師器皿 108~111が出土した。

108 ・ 110はタイプ④、 109はタイプ⑤、 111はタイプ①である。

8D3848出土(PL.49 第17図） 土師器皿 112~117が出土した。 108・ 110はタイプ④、 109はタイプ⑤、 111は

タイプ①である。

S83865 • 3866出土（第 17図） SS3865と3866は砂利敷の道路であるが、遺物は少なく、 SS3865から瀬戸美濃

天目茶碗 118、SS3866から越前焼播鉢 119が出土した。

SX3895出土(PL.50 第17図） SX3895は土坑を伴う石敷遺構であり、完形に近い土師器小皿 28個中、 120

~146の27点を図化した。 120・ 121 ・ 125~129 ・ 131 ・ 132はタイプ①であり、他はタイプ③である。

第m.W区域遺構出土土器(PL.50 • 51 第18図）

SK3854出土(PL.50 第18図） 土師器皿 147~154・器台 156、白磁碗 155が出土した。 147はタイプ③、 148

~151はタイプ④、 152~154はタイプ⑤である。

SK3852出土(PL.51 第18図） 土師器皿 157~159が出土した。 159はタイプ④、他はタイプ⑤である。

SX3889出土(PL.51 第18図） SX3889はSD3847に近接する石敷遺構である。土師器皿 160~162が出土した。

160 ・ 161はタイプ①、 162はタイプ②である。

8D3847出土(PL.51 第18図） 土師器皿 163~164が出土した。 163はタイプ①、 164はタイプ②である。

8B3840出土(PL.51 第18図） 灰釉皿 165が出土した。外面底部にトチン痕が残る。

8D2255出土(PL.51 第18図） SD2255は館の南濠である。越前焼揺鉢 166のみが出土した。

金属製品 (PL.51 第18図） 鉄釘 167~170は釘頭をL字に折り曲げ、平坦面を設けている。 177は口径約 21

cmの鉄鍋の把手であり、径 0.8 cmの鉄棒を曲げ、両端 3.0 cm付近を上方へ折り曲げている。小柄 198は左側

が茎部、右側が刃部となる。刃部は切先から中程まで欠損。茎部は緑青に覆われ、鋼製の柄の一部が残存し

ていた。弾丸 179~182は径 1.2~1. 3 cmを測る。形状は球形だが、歪である。

銭 貨(PL.51 第18図） 銭貨は191を除き第II区域で出土した。 183の淳化元賓（初鋳 990年）が最も古く、

184・185の至道元賓（初鋳 995年） 1、187の天雁喜通賓（初鋳 1017年）、 188の永楽通賓（中世末～近世の模造銭）

などがある。

木製品 (PL.52-54 第19-21図） 木製品は、全て館の北濠であるSD2261から出土した。種類は、容器、雑器

192~212、折敷213~221、祭祀具 222~242、不明部材 243~251に大別した。調査から30年経過し、劣化

が進行したものが少なくない。

漆 器 漆器椀 192・193の内面は黒漆地に朱漆が全面に施され、外面は黒漆地に朱漆で蓬莱文、草花文、

撫子・鶴·亀•松が描かれている。 192は文様に崩れがない。樹種は192がハンノキ属ヤシャブシ亜属、 193がブ
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第 15図 第 68次調査包含層出士土器（縮尺 1/3、1/4)
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6. 遺物
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第 19図 第 68次調査 木製品（漆器、容器、雑器）（縮尺 1/4)
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第 20図第68次調査木製品（折敷、祭祀具）（縮尺 1/4)
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Ill 第68次調査

ナ属である。 194は黒漆地の内外面に朱漆の文様が施され、内面底面に草花文、内面体部に開扇文、外面体

部に開扇文が3方向に施される。樹種はブナ属である。 195~198は黒漆地の内外面に開扇文が描かれ、開扇

文は内面底面に1ヶ所、周縁に3ヶ所、外面にも3ヶ所施されたと考える。 199・ 200は黒漆地の内外面に繭形の

俵文が描かれ、俵文は内面底面に1ヶ所、周縁に3ヶ所、外面にも3ヶ所施されたと考える。樹種は共にトチノキ

である。 201は皿であり、外面は黒漆地、内面全体は黒漆地に朱漆が上塗りされている。

容器、雑器 小型曲物 204は、径 4.8 cm、器高 4.3 cmを測る。底板は欠失している。幅 4.3 cmの柾目板

で内側側板を作り、幅2.6cmの柾目材を上下で被せて外側側板としている。閉合部は長方形の穿孔を5ヶ所設け、

幅0.28cmの樺状樹皮を通して接合している。樹種はスギである。雪下駄210は小児用であり、長さ11.1cm、幅6.0

cmを測る。上下端左右は隅丸に成形している。樹種はヒノキである。

折 敷

祭祀具

折敷 213~221は、方形の柾且材の四隅を面取りして底板としている。樹種はヒノキである。

祭祀具には笠塔婆 222~224、御幣串 225~240、刀形 241・242がある。 222は表面に「キャ（空） ・ 

カ（風）・ラ（火）・バ（水）」の種字がし＼~訊＼、二—ー俣/

>
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墨書される。 223・224は墨書の部

分が陽刻状の痕跡に劣化し、判読

はできない。

御幣串は、断面が方形に面取り

され、 238~240のような長さ20cm弱

のものが本来の長さと考える。

刀形 241は、表裏面の刃紋を墨

書で描く。 242は、形代というより木

刀に近い形状であり、刃部はやや反

り気味に成形されている。柄部には

目釘孔が1ヶ所設けられている。

不明部材 243-251は不明部

材とした。 243・ 244は攪拌具のよう

な機能が想定されるが類例がない。

樹種はスギである。 249-251は径

いずれも

外面に径 0.3 cmの円孔が穿たれ、

2. 3-2. 5 cmの竹であり、

節が抜かれている。隣接する第 43

次調査区のSD2261において「一節

切」の笛が出土しているが、 これら

251 

に積極的な笛の加工の痕跡は見い

だせない。樹種はタケ亜科であり、

孟宗竹ではない。

。
10m 

第 21図 第68次調査 木製品（不明部材）、石製品（縮尺 1/4)
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6. 遺物

第 2表 第 68次調壺出土遺物観察表(PL.47-54 第 15-21図）

包含層出土土器(PL.47 ・ 48 第 15・ 16図） 単位：cm

出土地点
No I 器種 I1去量／焼成／色調1:［； 1 形 4大 1 調 整 ／ 文 様

................................... 

備 考

第m区域

1劇

焼： 良好 極砂粒 口縁部直線状に短く立ち上がる／口 外：ヨコナデ

越前焼壺I色 灰褐色 1 白昌旦子 1端部内側は突出／口唇部は平坦 1 内ヨコナデ

焼： 良好

越前焼 I色： 濃茶色

壺

焼： 良好

越前焼 I色： 淡茶色

大甕

1/10以下

微砂粒 口縁部：直線状に外方へ開＜／口端部外：ヨコナデ
白色粒子 外側に凹線が巡る／口唇部は丸く収内：ヨコナデ

堅緻 める

1/10以下

極砂粒 I胴部：上位の外面に漆被膜が付着

白色粒子

堅緻
1/10以下

外：ナデ
内：ナデ

T26／礫混灰色
（整地土）
外：降灰
................ 

第皿区域
S26／礫混灰色土
（整地土）

.................... 

第皿区域
HI8／耕作土下

焼： 良好 微砂粒 口縁部：ゆるやかに外方へ開＜／口端外：ナデ 第皿区域

越前焼
色： 淡赤茶色 白色粒子 面は平坦／口端部内側は凹状の段をも内：ナデ V26／礫混灰色整地土

播鉢
堅緻つ 内面に幅2.6cm ・ 10条の播目／密

1/10以下

焼：

越前焼 I色：

播鉢

良好 微砂粒 口緑部：直線状に外方へ開＜／口端面 外：回転ナデ
内：回転ナデ

第1II区域

淡灰色 白色粒子 は平坦浅く凹む U24／床土下黄褐色土

口： 36. 0 
向ロ・・ 10 5 

越前焼底： 14.6 
播鉢焼 良好

色： 茶色

口 6. 7 

土師器 焼高： 
1. 4 
良好

小皿． 色
橙褐色

---
口． 7 2 

土師器 焼高．： 
1. 5 

良好
小皿 色

橙褐色

口・ 7 0 

土師器高． 1. 6 
焼． 良好

小皿 色
橙褐色

口： 7.0 

高・ 2.0 
土師器底： I. 5 
小皿 焼： 良好

色： 淡橙褐色
-------

口： 6. 9 
高'20 

土師器 焼・： 良好

小皿 色：淡橙褐色

□ :8.2  

土師器高： 2．2 
小1lil. 焼： 良好

色： 橙褐色

口： 8. 1 
回ロ・ 2. 0 

土師器焼・： 
良好

小皿 色： 橙褐色

口： 8.0 
品・ 2.0 

土師器 焼・・ 良好

小皿 色：淡橙褐色

------言―--

口： 7. 5 

土師器 焼高：： 
2. 2 
良好

小皿 色： 褐白色

-口---：--・・・・9・--.--2 -

高： I 8 
土師器底： 3.9 
小皿焼 良好

色： 橙褐色

精緻
1/10以下

内面に幅2.7cm ・ 9条の播目／上位に
ョコ方向の揺目
-----------------------------------------------------------------,-----------------

口縁部：上位でやや屈曲して立ち上が外：体部回転ナデ／底部周縁に縄目痕第皿区域

部は丸く収める 内体部回転ナデ／底部ナデ・摩耗[1褐色土
幅2.8cm ・ 11条の播目／16方向／上位

微砂粒

白色粒子
堅緻
4/5 

る／口端面内側に浅い段をもつ／口唇／底面粗いナデ HZO/g-g'間床土下黄

にヨコ方向の播目

極砂粒
軟質
1/1 

門「累：／悶喜宣喜気信羞盆口縁部ヨコナテ／体部ナテ後指頭 1青胃状に歪む

部に段をもつ 内：口縁部～底部ナデ

底部：丸底

極砂粒 口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち 外：口縁部～底部ナデ
軟質 上がるI口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ

1/1 底部：丸底

極砂粒 口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち 外：口縁部ナデ／体部ナデ後指頭痕
軟質 上がるI口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ

4/5 底部：丸底

極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口端部ナデ／体部ミガキ
軟質 るI口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ミガキ

1/1 底部：丸底

極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部ナデ／体部ナデ後指頭痕
軟質 るI□唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ

1/1 底部：丸底

極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ
軟質 るI口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ
5/6 底部：丸底 型押し成形

極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ
軟質 るI口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ
5/6 底部：丸底 型押し成形

極砂粒 口縁部：内湾してに斜め外方へ立ち上外：口縁部～底部ナデ
軟質 がる！口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ
5/6 底部：丸底 型押し成形

第1II区域
V25／茶褐色土
片口状に歪む

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
第1II区域
V25／暗褐色土
片口状に歪む

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

第皿区域
T25 
片口状に歪む

第rn区域
B23／炭層
片口状に歪む

...................... 

第rn区域
V26／炭混茶褐色土
片口状に歪む

............................ 

第rn区域
V26／炭混茶褐色土
片口状に歪む

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

第rn区域
V26／炭混茶褐色土
片口状に歪む

極砂粒 口縁部：内湾してに斜め外方へ立ち上外：口縁部～底部ナデ 第II区域
軟質 がる／口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ／茶色の化粧士 B23／暗褐色土
5/6 底部：丸底 残存／キズ多し 片口状に歪む

極砂粒 口縁部：やや内湾してに斜め外方へ立外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第皿区域
軟質 ち上がる／口唇部は浅く凹む 痕 T25／暗褐色土
1/1 底部：平底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む
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皿．第68次調査

No I 器種 法量／焼成／色調 胎土................... 

残存
形状 調整／文様

単位：cm

出上地点．^．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

備 考

口： 9,0 
古・ベ，向: I. 3 

11l土師器底： 3．o 
小皿 焼： 良好

色： 橙褐色

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭 I不明
軟質 る／口唇部は丸く収める 痕
1/1 底部：平底／器壁薄い 内：口縁部～底部ナデ

涵
江

ー
質
ー

軟
ー

砂藤一

色
6

6

0
好

褐橙

-
9
L
4
良

-•••••••••• 日
高
底
焼
色

．
 皿

器雨
ヽ

.oh 
土
lJ

．
 

-

8

 
ー

-• -9 -• --• --• --• -----• --• --．．-• • -• • -.．．-• --• --• ---•ー・・—.．-- • --• --• --• →-• -----• --→-• -------------• -—--------•-•-- --• -----------• --• --•ー・・ー・-- --• --• ----• -• --• --• -...• -• --• -．. -• -• --•ー・

口縁部直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第II1区域
る！口唇部は丸く収める 1痕 V26／黄褐色土
底部：平底／器壁薄い 内：口縁部～底部ナデ I片口状に歪む

高
19 I土師器底：

小皿焼：

色：

む歪

蔽

層

に

区

炭

状

而
131
ロ

i
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82
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孤ら
B
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部
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一
ち
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立
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ス
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万
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外
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め
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一
斜
外

そ
V
る
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し
緩
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薔
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内

部

は
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ゃ
虞
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面
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藷
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百
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贔
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9
2
a
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ー・・
呂
]
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口： 8.4 
高： I.5 

土師器底： 4. 0 

小皿 焼： 良好

色： 褐色

口： 9.8 

裔： I.9 
土師器底： 4. 0 

小皿 焼： 良好

色： 橙色
---------------------
口： 7.0 

裔： I.5 
土師器底： 2. 0 
小皿 焼： 良好

色： 橙褐色

極砂粒

軟質

1/1 

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第1I区域

軟質 る／口唇部は丸く収める／中位に段を痕 C26／黄褐色土

1/1 もつ 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

底部：平底 口端部一部スス付着

極砂粒 口縁部：外反して立ち上がる／口唇部 外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭不明
軟質は丸く収める 痕

l/1 底部：平底 内：口縁部～底部ナデ 閂門状に歪む

ロ・ 7. 0 極砂粒
回ロ ・・ I. I 軟質

土師器底・ 3. 0 1/1 
小皿焼： 良好

色・ 白褐色
-------------•----------------------------•----------------------,---------------------------------------------------------------------•------------------------------------------------------------------·-----------------------------------------

口縁部直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第m区域
る／口唇部は丸く収める 痕 W25／茶褐色土

底部：平底 l内：口縁部～底部ナデ ［片口状に歪む

口： 7. 0 極砂粒
回に ・・ I. 5 軟質

土師器底： 2. 3 1/1 
小皿焼： 良好

色． 橙褐色

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ

り、口端部は緩く外方へ屈曲するI口 内：口縁部～底部ナデ
唇部は上方へ立ち上がり丸く収める
底部：平底

口縁部：外反して立ち上がる／口唇部 外：口縁部～底部ナデ

は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ
底部：平底

第Ill区域

V25／暗灰色土
片口状に歪む

第川区域

V24／黄褐色士

V25／茶褐色土
片口状に歪む

令口丁―--7:2―--l---i鰐砂粒 ！口練篇直線状に斜め外方へ立ち上が蒻元i緑蔀五ゴナデ／体部チデ後指頭ーー第面区域――
高' l.5 軟質 る／口唇部は丸く収める l痕 T25／茶褐色土
底： 3.o I 111 底部：平底 内：口縁部～底部ナデ
焼： 良好

I片D状に歪む

色： 橙褐色

713晶613畠712畠92贔〗•••••••••••••••••••••••••••••••• 
口口高底焼色日高底焼色日高底焼色

冑:言

口． 9. 0 
高・ 2.6 

土師器底： 3. 5 
小皿焼・ 良好

色． 淡橙褐色

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭不明

軟質 る！口唇部は丸く収める 痕 片口状に歪む
1/1 底部：平底 内：口縁部～底部ナデ

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ／底面 第rn区域
軟質 る／口端部外側はやや屈曲して立ち上やや凹む V25／暗褐色土
1/1 がる！口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

底部：平底

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ
軟質 る／口唇部内側に段をもつ 内：口縁部～底部ナデ
1/1 底部：平底

第1I区域
026/S02261 

青灰色腐植土
片口状に歪む

口唇部一部スス付着

極砂粒 口縁部：やや外反して斜め外方へ立ち 外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第II区域

軟質 上がるI口唇部は丸く収める 痕 A26／暗褐色土

5/6 底部：平底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

口端部1/2周スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部型押し成形第皿区域
軟質 る／口唇部内側に段をもつ 内：口縁部～底部ナデ V26／茶褐色土

1/1 底部：平底 片口状に歪む

底部ヤキムラ

-30-



6. 遺物

No I 器種 I 法量／焼成／色調—-------------------胎土
1 残存

土師器底： 4. 4 
昌『： I胃

小皿 焼： 良好 1/1 

色： 橙褐色

形状 調整／文様

単位：cm

出上地点---------------- ----------------------

備考

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部型押し成形第皿区域
る／口唇部内側に段をもつ 内：口縁部～底部ナデ V26／茶褐色上
底部：平底 片口状に歪む

底部ヤキムラ
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[
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口
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[

9

1

ぃ畠
8

1

4

晶
9

2

□
畠

•••••••••• 

-．．．．．．．．．． 
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-•••••••••• 

-．．．．．．．．．． 
ー
一
・
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・
・
・
・

口
高
底
焼
色

i

口

高

底

焼

色

五

高

底

焼

色

日

高

底

焼

色

百
I

高

底

焼

色

白
I

高
底
焼
色

冒

冒

誓

誓

言

言

極砂粒
軟質
1/1 

極砂粒 口縁部：やや外反して斜め外方へ立ち 外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第II区域
軟質 上がる／口唇部は丸く収める 痕 C25／炭灰層
1/1 底部：平底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

口端部全周にスス付着

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

極砂粒 口縁部：やや外反して斜め外方へ立ち 外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第皿区域
軟質 上がる！口唇部内側に段をもつ 痕／底面未調整 V25／炭混暗褐色上
5/6 底部：平底 内：口縁部～底部ナデ／茶色の化粧

土残存

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第1II区域
軟質 る／口唇部は丸く収める 痕／型押し成形 V24／黄褐色土
1/1 底部：平底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第m区域
軟質 る！口唇部は丸く収める 痕 V24／黄褐色土
1/1 底部：平底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第1I区域
軟質 る！口唇部内側に段をもつ 痕 026/S02261 

1/1 底部：平底 内：口縁部～底部ナデ 青灰色腐植土
口端部部分的スス付着

口： II. 2 極砂粒
2. 0 軟質
5. 4 I 5/6 
良好

淡橙褐色
................................ 

口： II. 0 極砂粒
高： 2. 0 軟質

土師器底： 5. o I 1/5 
小皿 焼： 良好

色： 橙褐色

口縁部：やや外反して斜め外方へ立ち 外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第1I区域
上がる！口唇部は丸く収める 痕 G24／炭層
底部：平底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

D端部部分的スス付着

口： 10.8 

蘭： 2.0 
土師器底： 5. 0 

小皿 焼： 良好

色： 橙褐色
------------・ -・--
口： 7.0 
高： 2.0 

土師器底： 5. 5 
小皿 焼： 良好

色： 橙褐色

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第1I区域
軟質 る／口端部やや外方へ阻曲／口唇部は 痕 C24／炭層
1/6 丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

底部：平底 口端部全周スス付着

極砂粒 口縁部：やや外反して斜め外方へ立ち 外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第皿区域
軟質 上がる／口唇部は丸く収める 痕 T25／炭混暗褐色士
2/3 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部部分的スス付着

口： 10. 0 極砂粒
高： 2. 1 軟質

土師器底： 4. 0 
小皿 焼： 良好 1/6 

色： 橙褐色
···························•················· 
口： 11. 0 極砂粒
高： 2.5 軟質

土師器底： 5. s I 5/6 
小皿 焼： 良好

色： 淡橙白色

口： 10. 3 

高： 2. 2 
土師器底： 4 4 
小皿焼・ 良好

色・ 橙褐色

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第1II区域
るI口唇部は丸く収める 痕／型押し成形 V24／茶褐色土
底部：平底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第I11区域
る／口唇部内側に段をもつ 痕 T25／炭混暗褐色土
底部：平底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

口端部部分的スス付着

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第II区域
る！口唇部は丸く収める 痕 C24／炭層
底部：平底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

口縁菰直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第皿区域
る／口端部で外方へやや屈曲する／口 痕 V24／茶褐色土
唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む
底部：平底 口端部全周スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上
軟質 がる／口唇部は丸く収めるI中位に

1/1 段あり
底部：平底

外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭不明
痕 床土
内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む
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皿第68次調査

No I 器種 I法量／焼成／色調．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．胎土I 残存

土師器底： 6. 5 

品閉•36 1 古
小皿 焼： 良好 1/1 

色： 橙褐色

胃
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色
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i

口
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底
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守

言
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形状 調整／文様

．．．．．．．．．． 

口
高
底
焼
色

器師
皿

士

単位：cm

出土地点......................................... 

備考
口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部型押し成形第rn区域
る／口唇部は丸く収める ／底部ナデ IV24／黄褐色土
底部：平底 内：口縁部～底部ナデ

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部型押し成形 1第rn区域
軟質 る／口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ V24／黄褐色土
1/1 底部：平底

極砂粒 口縁部：やや内湾して外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ／底面 第皿区域
軟質 る／口唇部は丸く収める 未調整 V24／黄褐色士
1/1 底部：平底／中央やや凹む 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ／底面 第皿区域
軟質 る／口唇部は丸く収める 未調整 V24／黄褐色土
1/2 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ V25／暗褐色土

片口状に歪む

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第1I区域
る／口端部で外方へやや屈曲する／口 痕 C24／炭層
唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ ロ端部部分的にス
底部：平底 ス付着

口： 13. 2 極砂粒
高： 2. 0 軟質

土師器底： 7. 0 1/2 
小皿焼： 良好

色： 橙褐色

極砂粒 口縁部直線状に斜め外方へ立ち上が 1外：口縁部ナデ／体部ナデ
軟質 る／口唇部は丸く収める／口端部内側 内：口縁部～底部ナデ／底面黒斑
8/9 やや浅く凹む

底部：平底

口： 16. 0 極砂粒
高： 3. 0 軟質

土師器底： 1.0 I 3/4 
皿 焼：やや不良

色： 白褐色

口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち 1外：口縁部～底部ナデ
上がる／口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ
底部：平底

第1I区域

C26／黄褐色土
片口状に歪む

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ／型押 第11I区域
堅緻 る／口唇部は丸く収める し成形 V26／茶褐色土
1/1 底部：平底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部未調第111区域
軟質 る／口端部で外反する／口唇部は丸く収整／型押し成形 IV26／黄褐色土
1/1 める／中位に段あり 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ

底部：平底

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部未調第皿区域
軟質 る／口端部で外反する／口唇部は丸く収整／型押し成形 V25／暗褐色土
1/1 める／中位に段あり 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

底部：平底 口端部全周スス付着

......... 
極砂粒 口縁部直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭 1第11区域
軟質 る／口端部でやや外反する／口唇部は痕 C24／炭層
1/4 丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ

底部：平底

第1I区域
B23／炭層

--------------------------------------------------------・------------------------------------------------------------------・-----------------------------------------
20. 4 極砂粒 口縁部直線状に外方へ立ち上がる／ 外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後ヘラ 第皿区域
3.0 1 軟質 1口唇部は丸く収める Iナデ／底部ナデ S25／灰茶褐色土

良好
12.o l/1 底部：平底／中央やや凹む 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ I片口状に歪む

底部黒斑
白褐色

-----．．．．．．．．．．．．．-----．．．．．．．．．．．----------------------------------............------..........--------------------....--------------．．．．．．．．．．．．．．．------...........---------------------------------------................----..............-----
口： 5. 2 極砂粒 口縁部：直線状に短く上方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／底部ナデ後指頭”第II区域

土師器塁： 旦1 軟質 lる／口唇部は丸く収める 痕 B25／灰褐色土
1/1 底部：平底

小皿 焼： 良好
l内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ I口端部スス付着”

色： 白褐色
------------．．．．．L.---．．．........．．．----------------------------．．．．．．......--------．．．．------------------．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．--------------------------------------．............----.............------------------------------------．．． 

口： 6. 1 極砂粒 口縁部：左右を内側へ折り込む／口唇 外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ 第I11区域
高：

土師器 1幅：
l内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ IR24／褐色土

4. 5 
l.6 l :9 l部は丸く収める

底部：平底
耳皿 焼： 良好

色： 白褐色
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6. 遺物

器師

甕
土

法最／焼成／色調r------'.;:;;:::-胎土

残存

微砂粒

赤色粒子

軟質
1/10以下

極砂粒
堅緻
1/5 

冒
畠

．
．
．
．
．
．
．
．
 

口
裔
焼
色

瀬戸美濃
口．

鉄釉
高：

天目碗胃
---• 

古・

瀬戸美濃 ． 
向・

61 l 鉄釉
底

壺＇誓

9. 0 

贔
黒褐色

6

0
好

色

2
1
2
良

黒

色

色・

白

0

6
好
緑
面
｛

浅

L
丘

良

黄

云
l

浅一

•••••••• 

-•••• 

高

底

焼

色

麗

色

釉

皿

一

釉

鉢

灰

小

灰

捏

口縁部：外反してへ立ち上がる！口唇
部は丸く収める
頸部：くの字の屈曲

口縁部：内湾して外方へ立ち上がり、 外：口縁部～体部下位回転ナデ
口縁部でやや外反して屈曲。口唇部 内：口縁部～体部下位回転ナデ
は短く外傾し丸く収める

極砂粒 I底部：平底

精緻
1/10以下

形状 調整／文様

外：口縁部ヨコナデ／胴部上位ナデ
内：口縁部ヨコナデ／胴部上位ハケ
後ナデ

外：底部回転ヘラケズリ

内：底部回転ナデ

瀬鉄戸鉢美釉濃 焼裔色u:：： 決3良62茶.好0 {色) 

極砂粒 口縁部．直線状に斜め外方へ立ち上が外口縁部．回転ナデ

堅緻 る！口端部内側が膨らむ／口唇部は丸内．口縁部・回転ナデ
1/10以下 く収める

口： 9.8 極砂粒 口縁部：直線状に上方へ立ち上がるI 外：口縁部回転ナデ

灰釉 高： 4. 0 堅緻 口唇部は丸く収める 内：口縁部回転ナデ

碗 焼： 良好 1/8 体部：腰部で内湾する
色： 淡茶褐色

灰小釉皿 焼高口：：： 良1l1.．好84----•- ●一1/極堅1砂0緻以粒下ー 一上部口縁がは丸部る！：く緩口収端やめ部かるはに弱内湾く外し反て外す方るへ！口立唇ち．―！-外内：：口口縁縁部部回回転転ナナデデ

色： 淡濁緑色

極砂粒 底部：緩やかに内湾して外方へ開＜／ 外：底部回転ナデ
堅緻 削り出し高台 内：底部ナデ／中央に梅花文刻印

1/10以下

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部回転ナデ／口縁部～体部
軟質 る／口端部内側は突出／口端部外側は 灰釉

1/10以下 上方へ立ち上がる／口端面は浅く凹む内：，'

単位：cm

出土地点-、--------• --------• • --• --• --
備考

第w区域

S23/礫混黄褐色土

第皿区域
R24／黄褐色土
外：体部下位釉ハゲ

-------------- --------------
第m区域
V22／礫石層
外：体部下位釉ハゲ

--------- --------
第m区域
V26／黄褐色土

第I11区域
H22/g-g' 断面／表土
体部：貫入多し

.................... .. 

第I11区域
V26／黄褐色土
A26／灰褐色土

................ 

第I11区域
V26／炭層

第w区域

V24／暗色土
W24／黄色土

向に・ 2.3 精緻 底部：端面外側は面取り 外鏑蓮花を陰刻 第11区域

67 l 青磁底' 4. 6 1/8 内・底面中央に「壽」陰刻／壽を圏線 C25／炭層

碗 焼． 良好 で囲み、圏線周縁に斜行線を放射状

色 灰オリープ色 に巡らす
------------------------

精緻 底部：端面はやや丸みをもつ 内：底面中央に陰刻花文-------------------l-第1I区域高 I. 6 

68 青磁 底： 6. 0 1/10以下 D26／茶褐色土

碗 焼 良好
>>

色・ 灰オリープ色
斤••• •• --........... ------------------------------------- --------------------

高' 2 9 精緻 底部：端面外側は面取り 内底面中央に陰刻押印 第m区域

69,} ” 青磁 底． 5. 4 1/10以下 R25／炭混暗灰土

碗 焼・ 良好 外：底部周縁釉拭き取

色 灰オリープ色 り
------------------------

精緻 底部：端面外側は面取り
ー-------------------------------------------------------------

高 2.2 第m区域

青磁 底： 5.2 1/10以下 R26／炭混暗灰土

焼： 良好 外底部中央露胎

碗 色： i炎オリーブ
灰色

――←-------------
口縁部：外反して外方へ立ち上がるI

----------------------------------------------

口： 11. 4 精緻 内：口端部に波状の線刻がめぐる 第皿区域

青磁 高底：・ 
2. 5 1/8 口唇部は丸く収め、緩い波状に成形 R23/礫混茶色土

4. 4 し花弁状にする 第w区域

稜花皿 焼： 良好 底部・高台端面は平坦 S21／表土

色： 黄緑色 外・底部中央露胎
------------------------

精緻 口縁部：外反して外方へ立ち上がるI 外．口端部に条線が1条めぐる口： 11. 5 第皿区域

青磁 高： 2.2 1/5 口唇部は丸く収め、緩い波状に成形 内．口端部に波状の線刻がめぐる V26／畦

稜花皿 焼： 良好 し花弁状にする
色： オリーブ灰色

口： 17. 0 精緻 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち 第11区域

白磁 裔： 3. 2 1/10以下 上がる／口端部は外反する／口唇部は A25／暗褐色土

皿焼： 良好 丸く収める
色： 透青白色

-------------------
精緻 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち--［-----口： 10.8 第1I区域

白磁 高： 3. 3 1/10以下 上がる／口端部は外反する！口唇部は B26／暗褐色土

皿 焼： 良好 丸く収める

色・ 明透白色
------------------------

口縁部緩やかに内湾して外方へ立ち
------------------------------------------

高 2.0 精緻 第II区域

白磁 底： 6 6 1/10以下 上がる 026／青灰色腐植土

皿 焼： 良好 外：扁台端面露胎

色 透白色
---------------------------------------------

口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち
..――←-------------------- --------------------------------------------------

回ロ． ・・ 2.0 精緻 第II区域

白磁 底： 7.2 1/10以下 上がる 026／青灰色腐植士

皿 焼． 良好 外：高台端面露胎

色 透白色
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皿第68次調査

法量／焼成／色調—-----................胎土I残存 1 形状

白磁 1塁： ；：； 1 ?9 |雲：緩やかに内湾して外方へ立ち

皿 焼： 良好
色： 明灰色

調整／文様

単位：cm

出土地点-----------------------------------------
備考

第皿区域
V26／暗褐色土
外：高台端面露胎

口： 12. 8 精緻

染付 1高： 3．5 | 1/10以下
椀 焼： 良好

色： 透青白色-------------------・-・・・・・ 

赤絵
高： 2.2 

染付
底： 4.2 

碗
焼： 良好
色： 透白色

口： 16.8 

染付高： 4. 0 
碗 焼： 良好

色： 透青灰色

口： 9.6 
染付高： 1. 3 
皿 1焼： 良好

色： 透青白色

精緻
1/5 

口縁部：内湾して外方へ立ち上がる／ 外：口縁部上位に遷線2／体部に呉須 第皿区域
口唇部は丸く収める 1花文 IR27／黄褐色土

内：口縁部上位に圏線2

口縁部：内湾して外方へ立ち上がる 外：体部に赤絵の唐草文染付／体部下第皿区域
位に赤絵の圏線3 I Q24／褐色土

025／床土

精緻 I口縁部：直線状に外傾して立ち上がる 外：口縁部上位に呉須圏線2／体部に 第1I区域
1/10以下 ／口端部は外反し口唇部は丸く収め 呉須花文 C24／炭層

る／非常に薄手 内：口端部に呉須圏線l

口： 12.2 

>I 染付 高： 3．2 
碗 焼； 良好

色： 透青白色
裔――------―ー五―-----|―---―藉簸―----「百緑蔀咽薔して立ち上がる

染付 底： 5.o I 1110以下
碗 1焼： 良好

色： 透青白色

精緻

1/8 

口縁部：直線状に外傾して立ち上がる 外：口縁部上位に圏線l／呉須波濤文 第m区域
／口唇部は丸く収める 内：口縁部に呉須圏線2 |Q24／黄褐色土

024／褐色土

外：体部に呉須芭蕉文／底部に呉須圏第1I区域
線3 I B25／灰褐色土
内：底部中央に圏線l／圏線内に巻貝 高台端面露胎

精緻 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち外：口縁部上位に圏線2／呉須花文・唐第1I区域
l/10以下 1上がる／口端部は外反する／口唇部は草文 C24／炭層

丸く収める 内：口端部に呉須圏線l

口： 12.2 

染付高： 2. 4 
皿 焼： 良好

色： 透青白色
嵩了―--------i五―-----|―-----•藉械―----―|―五緑面複苓ぷピ疇［そ虹亨可l祝―底面に呉須花文

染付 1底： 6．0 1/10以下 上がる
皿 焼： 良好

色： 青白色・--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
高： 0. 9 精緻 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち外：底部に呉須圏線2／底面中央に呉 第1I区域／C25／耕作土

染付底： s.2 I 1110以下上がる 須圏線2 第皿区域
皿焼：良好 内：底面に呉須圏線2／太湖石 V26／黄褐色土

色：透青白色 外：高台端面露胎・----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
高： 1. 6 精緻 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち 内：底面周縁に呉須圏線2／底面中央 第皿区域

染付底： 8．0 1/10以下上がる に呉須隠線2／唐草文 T26／礫混灰色土（整地
皿焼：良好 土）

色：透灰色 外：高台端面露胎

精緻 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち外：口縁部上位に圏線2／呉須変形唐第1I区域
l/10以下 I上がる／口端部は外反する／口唇部は草文 IC24／炭層

丸く収める 内：口端部に呉須圏線1／変形文

第皿区域
Wl6/f-f'断面／黄褐色

土

遺構出土土器(PL.49-51 第 17• 18図）

法量／焼成／色調|．．．．．．羹嘉•••••1 形状

高： 11. 0 微砂粒 口縁部：直線状に短く外方へ開く

越戸 [ 1農i:I言 1塁塁犀罰単形／中位で膨らむ

調整／文様

外：ヨコナデ
内：回転ナデ後ユビナデ

単位：cm

出土地点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
備考

第I1区域
026/SD2261 
青灰色腐植土

焼： 良好 微砂粒 口縁部：ゆるやかに外方へ開く／口端 外：口縁部回転ナデ／体部回転ヘラケ第1I区域
色：淡赤灰色白色粒子部内側は凹状の段をもつ ズリ 026/S02261 

越』9 堅緻 内：ナデ 青灰色腐植土
1/10以下 内面に幅2.7cm ・ 9条の播目／密

焼： 良好 微砂粒 口縁部：ゆるやかに外方へ開く／口端外：回転ナデ 第1I区域

越前焼 I
色： 淡赤灰色 白色粒子 面は平坦／口端部内側は凹状の段を 内：回転ナデ 026/S02261 

堅緻 もっ
播鉢

内面に幅3.1cm ・ 10条の播目／密 青灰色腐植土
1/10以下 シャープな仕上げ

-----------------,------
口： 8. 7 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ
高：

土師器底：
1. 6 軟質 る／口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ

小皿 4.6 1/5” 底部：平底
焼： 良好

色： 白褐色

••••••• 
口
高
底
焼
色

悶
土

色茶

4

7

0
好

淡

t
L
2
良

第1I区域
027/S02261 
青灰色腐植土

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第1I区域
軟質 る／口唇部は丸く収める 痕 027 /S02261 
1/1 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 青灰色腐植土

片口状に歪む
口端部スス付着
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6. 遺物

No I 器種 I法量／焼成／色調．．．．．．．．．．．．．．．．．．胎土
1 残存

形状 調整／文様

単位：cm

出土地点................................. 

備 考

口： 6.6 極砂粒

誓喜 贔 I f19 
口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第II区域

色： 橙褐色

口： 8.6 

土師器裔： I. 9 
小皿 焼： 良好

色： 橙褐色
--------・ー・----
口： 8.4 

土師器高： 2. 0 
小皿 焼： 良好

色： 淡橙白色

口： 9. 4 
裔・ 2.2 

土師器殿 3. 0 
小皿 焼： 良好

色： 橙褐色

口： 10. 6 
高・ 2. 2 

土師器 底・： 5. 0 
小皿 焼： 良好

色： 白褐色
.口...：....13.9 . 

向ロ・ 2.6 
土師器瞑 8 0 
小皿 焼： 良好

色-：----淡茶灰色
口• 15. 3 
高・ 2.3 

土師器底'： 8. 8 
小皿 焼： 良好

色： 黒色

口： 10. 8 
瀬戸美濃 高： 6. 0 

鉄釉 焼： 良好
天目茶碗色： 黒茶色

口： II. 8 

瀬戸美濃高． 6 0 
鉄釉底． 4. 2 
壺焼： 良好

色． 黒茶危
口： 10. 8 
高： 2 0 

灰釉 底 5.6 
小皿 焼． 良好

色•--• ・---“浅―黄緑色
口： 12. 0 

青磁 高． 4. 5 
碗焼良好

色 オリーブ阪色

る／口端部内側に段をもつ 痕 026/SD2261 
底部：丸底 内：口縁部～底部ナデ 青灰色腐植土

極砂粒 口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち 外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ／型押し第II区域
軟質 上がる／口端部内側に段をもつ／口唇 成形 027 /SD2261 
3/4 部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 黒色士

底部：丸底
·-------------------------------------------------------------------•------------------------------------------------------------------,-----------------· 

極砂粒 口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち 外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第I1区域
堅緻 上がる／口唇部は丸く収める 痕 027 /SD2261／黒色土I
5/6 底部：丸底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

内：口端部全周スス
-------------------------------------------・------------------------------------------------------------------,--------------------

極砂粒 口縁部：外反して斜め外方へ立ち上が外：口縁部ナデ／体部型押し成形 第I1区域
軟質 る／口端部内側に段をもつ 内：口縁部～底部ナデ 027 /S02261 
1/1 底部：平底 青灰色腐植土

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第I1区域
堅緻 る！口端部内側に段をもつ／口唇部は内：口縁部～底部ナデ 027 /S02261 

2/3 丸く収める 黒色土
底部：平底 口端部一部スス付着

体部下位ヤキムラ--------------------------------------
極砂粒 口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第 I1区域

堅緻 上がる！口端部で外方に屈曲／口唇部痕／型押し成形 027 /SD2261 
1/1 は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 青灰色腐植土

底部：平底

極砂粒 口縁部：直線状に外方へ立ち上がるI 外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第II区域
軟質 口端部内側に段をもつ／口唇部は丸 痕／型押し成形 027 /SD2261 
5/6 く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 黒色土

底部：平底

極砂粒

精緻
1/10以下

口縁部：やや内湾して外方へ立ち上が外：口縁部～体部下位回転ナデ

り、口端部で上方に屈曲。口唇部は内：口縁部～体部下位回転ナデ

短く外傾し丸く収める

極砂粒 口縁部：直線状に外方へ立ち上がり、 外：口縁部～体部下位回転ナデ
堅緻 口端部で上方に屈曲。口唇部は短く 内：口縁部～体部下位回転ナデ

1/3 外傾し丸く収める
底部：削り出し高台

第I1区域

027 /SD2261 
青灰色腐植土

体部下位露胎
................ 

第I1区域
027 /SD2261 
黒色土／青灰色腐植土

極砂粒 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち外：口縁部回転ナデ／体部下位回転へ第II区域
堅緻 上がる／口端部は外反する／口唇部はラケズリ 027 /SD2261 
1/6 丸く収める 内：口縁部回転ナデ／底面中央に花文青灰色腐植土

陰刻押印

楕緻 口縁部：内湾して外方へ立ち上がるII外：体部に線描き蓮弁文

1/10以下 口唇部は丸く収める

第11区域

026/S02261 
青灰色腐植土

................... 

高： 3.0 精緻 I底部高台端面は丸い

青磁 底： 5．6 1/10以下

外：裔台端面露胎 第11区域
026/S02261 
黒色土碗 焼： 良好

色： 晨オリープ附色
-------・・ ---------
口： 16.8 

白磁 高： 2.3 
皿 焼： 良好

色： 透白色

高． 8 7 
中国 焼： 良好
空一 色： 暗赤色

向ロ． ・ 4. 0 

青磁 1底： 6 6 
碗 焼． 良好

色・ 明オリープ色

口• 8. 7 
回ロ・ 2. 0 

土師器 底・： 8. 0 
小皿 焼： 良好

色： 橙色

口： 11. 0 
高： 2. 5 

土師器底 5.0 
小皿焼： 良好

色 橙褐色

精緻 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち
1/10以下 上がる！口端部は外反する！口唇部は

丸く収める

精緻 I頸部：内傾して窄まる
1/10以下

精緻 I底部：裔台端面は丸い

1/5 

外：回転ナデ

内：回転ナデ

外：高台端面・底面周縁露胎

内：底面中央に十字文

.................. 

第11区域
027 /S02261 
青灰色腐植土

....................... 

第11区域
026/S02261 
青灰色腐植土

第IV区域
S24/S02255 
青灰色粘土

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第1I区域
軟質 る！口端部内側に段をもつ／口唇部は痕／型押し成形 G24/SD38'1fl／焼土
1/2 丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

底部：平底 口端部全周スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第 1I区域
軟質 る／口唇部は丸く収める 痕／型押し成形 G24/SD38'1_!)／黒色土
3/4 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む
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皿第68次調査

這~I~量：五I|ピ|；塁塁：：：三□：外：：こ戸型押1]虞こ付着
単位：cm

口：

土師器
高：

小皿 1底：
焼：

口： 9.2 

土師器 1高： l．8 

小皿
焼： 良好

色： 橙褐色

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ 第1I区域
軟質 る／口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ／淡赤色の化粧 B-D23/S03848
1/1 底部：丸底 土残存 炭混砂層

口： 7. 4 極砂粒 口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち 外：口縁部～底部ナデ

土師器
高： 1．8 軟質 上がる／口唇部は丸く収める 1内：口縁部～底部ナデ／刺突痕

小皿
焼： 良好 1/10以下 底部：丸底
色： 淡橙褐色

口： 7. 0 極砂粒

土師器 1高： l．6 軟質

小皿
焼： 良好 1/1 
色： 淡橙褐色

口： 8.6 

土師器
高： 1.8

小皿
焼： 良好

色： 橙褐色

口： 9. 2 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第1I区域
土師器 1高： l．8 軟質 る／口唇部は丸く収める 痕 B~D23/SD3848 

小皿
底： 4. o I 111 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 炭混砂層
焼： 良好

-- .＿色：＿＿＿橙褐色＿•-一ー一租砂粒―l五藷面直線状ビ恥励へ立百豆心：口縁蔀五五ヂデー／一体部玉爺未調ーー第1I区域―----
堅緻 る／口唇部は丸く収める／中位に段 整／型押し成形 B-D23/S03848 

5/6 贔．平底 I内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 1百翡巴部スス付着

口： 13. 0 

這器 1露
2.3 

小皿塁；
6. 8 

良好
色： 橙褐色

ロ・ 10. 0 
瀬戸美濃犀 5. 0 
鉄釉焼： 良好

天目茶碗色： 茶黒色

焼： 良好
越前焼 色：淡赤茶色

播鉢

口： 6. 8 

土師器 高： I. 5 

小皿 焼： 良好
色： 橙褐色

6

1

晶
6

1

品
7

1

晶
7

贔
[

7

1

畠
6

1

晶

•••••••• 

-．．．．．．．． 
-•••••••• 

-．．．．．．．． 
-•••••••• 

-•••••••• 

口
高
焼
色
日
高
焼
色
五
高
焼
色
一
口
高
焼
色

i

口
高
焼
色
日
高
焼
色

守

誓

守

守

直

碩

直

碩

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第I1区域
る／口唇部は丸く収める 痕 B-D23/SD3848 
底部：丸底 内：口縁部～底部ナデ 炭混砂層

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ 第1I区域
軟質 る／口唇部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデツケ B-D23/SD3848 
8/9 底部：丸底 炭混砂層

極砂粒 口縁部：直線状に外方へ立ち上がり、 外：口縁部～体部下位回転ナデ
精緻 口端部で上方へ屈曲。口唇部は短く 内：口縁部～体部下位回転ナデ

1/10以下 外傾し丸く収める

微砂粒
白色粒子

堅緻
1/10以下

極砂粒

~/~ 

口縁部：ゆるやかに外方へ開＜／口端外：ヨコナデ
面は浅い凹面／口端部内側は凹状の段内：ナデ
をもつ 内面に幅3.0cm • 9条の播目／密

極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ
軟質 る／口唇部は丸く収める 1内：口緑部～底部ナデ
1/1 底部：丸底

第II区域

B-D23/SD3848 
炭混砂層

第 1I区域
F26/SS3865 
外：体部下位露胎

第II区域
G25/SS3866 

口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ／体部ナデ後指第1I区域
る／口唇部は丸く収める 頭痕 D23/SX3895 
底部：丸底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ／体部ナデ後指第1I区域
軟質 る／口唇部は丸く収める 頭痕 I D23/SX3895 
1/1 底部：丸底 内：口縁部～底部ナデ

------------------------------------------------------
極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ／体部ナデ後指第1I区域
軟質 る／口端部内側に段をもつ 頭痕 D23/SX3895 
1/1 底部：丸底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

第I1区域
D23/SX3895 
片口状に歪む

極砂粒 口縁部：直線状に外方へ立ち上がる／ 外：口縁部～底部ナデ／体部ナデ後指第1I区域
軟質 口唇部は丸く収める 頭痕 D23/SX3895 
1/1 底部：丸底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が 1外：口縁部～底部ナデ I 

彎 ●●・ •-ーー --"·—..-..·.●・..

第1I区域
軟質 る／口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ D23/SX3895 
1/1 底部：丸底

-----------------ー・極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ／体部ナデ後指第1I区域
軟質 る／口唇部は丸く収める 頭痕 D23/SX3895 
1/1 底部：丸底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む
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6. 遺物

単位：cm

No I 器種 法量／焼成／色調1------S:C:--胎士

残存
出土地点............................→ →―----

備 考

口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ／体部ナデ後指第I1区域

形状 調整／文様

口： 7.0 

土師器高： l．5 

小皿
焼： 良好
色： 橙褐色

口． 7.0 

土師器 焼高• 
1. 5 
良好

小皿 色・ 橙褐色

口： 7.0 

土師器 焼高： 
I. 6 
良好

小皿 色' 橙色

口． 6.9 

土師器 焼高： I. 5 
良好

小皿 色： 橙褐色

口： 7.0

土師器高： 2．o 
小皿

焼： 良好
色： 橙褐色

”• -• -• ----------• ---• -• -

口： 7.0

土師器高： 1．5 

小皿
焼： 良好

色： 橙褐色

^ ^  --• ----．. ----• -----・ • 

口： 7.0 

1331土師器高： l．5 
小皿

焼： 良好

色： 橙褐色

.．..．．．．＂ --．．^ ＾ -----.． 
口： 6.8 

1341 
土師器高： l．5 

小皿
焼： 良好

色： 淡橙褐色

口： 7. 0 
高： 1. 5 

土師器底： 3. 0 1351 小皿焼：
良好

色： 橙褐色

口' 6. 9 
高： 1. 6 

土師器底： 2. 6 
小皿焼： 良好

色： 橙褐色

口． 6. 8 
醐・ 1. 5 

士師器焼・： 
良好

小皿 色： 橙褐色

口： 7. 0 

土師器 焼高・ 
1.5 
良好

小皿 色 橙褐色

----------------ーヤー一口： 7.0

土師器 1高： 1．6 

小皿
焼： 良好
色： 橙褐色

口： 6. 8 
回に ・・ 1. 6 
焼： 良好
色： 橙褐色

口： 7. 0 
回に ・・ 1. 6 

土師器底： 3. 5 
小皿焼： 良好

色： 橙褐色
--------
口． 6. 8 
高： I. 5 

士師器底 6. 2 
小皿焼' 良好

色． 橙褐色

極砂粒
軟質

1/1 認悶よ丸く収める 豆悶］縁部～底部ナテ ー［口□□
極砂粒

軟質
1/1 

口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ
る／口唇部はやや鋭角 内：口縁部～底部ナデ

底部：丸底

第1I区域

D23/SX3895 
片口状に歪む

極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ／体部ナデ後指第1I区域

軟質 る！口唇部は丸く収める 頭痕 D23/SX3895 
1/1 底部：丸底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ／体部ナデ後指第1I区域

軟質 るI口唇部は丸く収める 頭痕 D23/SX3895 
1/1 底部：丸底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ

軟質 る／口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ

1/1 底部：丸底

第11区域

D23/SX3895 
片口状に歪む

極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ／体部ナデ後指第1I区域

軟質 る／口唇部は丸く収める 頭痕 D23/SX3895 
1/1 底部：丸底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

l/1 底部：丸底 内・口縁部～底部ナデ I片口状に歪む

極砂粒 ・□縁部：・直繰荻に斜め外炉喜ぢ上がl外五該部～底部ナデ／体部ナデ役指•••第［区域．．．．．．．．．．．．．
軟質 る／口唇部は丸く収める 頭痕 D23/SX3895 

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ／体部ナデ後指第11区域
軟質 る／口端部やや外反／口唇部は丸く頭痕 D23/SX3895 
1/1 収める 内：口縁部～底部ヨコナデ 片口状に歪む

底部：丸底

---------------------・ ・・---------------------------------------・------------------------------------------------------------------,-----------------・ 
極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ／体部ナデ後指第11区域
軟質 る！口唇部は丸く収める 頭痕 D23/SX3895 

1/1 底部：平底 内：口縁部～底部ナデ

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ／体部ナデ後指第 1I区域
軟質 る／口端部内側に段をもつ／口唇部は頭痕 D23/SX3895 

1/1 丸く収める 内：口縁部～底部ナデ

底部：平底

極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ／体部ナデ後指第1I区域
軟質 る／口唇部は丸く収める 頭痕 D23/SX3895 

1/1 底部：丸底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ／体部ナデ後指第1I区域

軟質 る／口端部に段をもつ／口唇部は丸く頭痕 D23/SX3895 

1/1 収める 内：口縁部～底部ナデ

底部：丸底
.......................................................................................................................................................~ 

極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ／体部ナデ後指第1I区域

↑/’ ｀尺誓は丸く収める 胃□象部～底部ナテ 1悶言悶言む

極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ／体部ナデ後指第II区域

軟質 るI口端部で受□状外方に阻曲／口唇頭痕 D23/SX3895 
1/1 部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ

底部：丸底

極砂粒

軟質

1/1 

口縁部：直線状に外方へ立ち上がるI
口唇部は丸く収める

外：口縁部～底部ナデ／体部ナデ後指第 I1区域
頭痕 D23/SX3895 

底部：平底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

極砂粒 口縁部：直線状に外方へ立ち上がる／ 外：口縁部～底部ナデ 第11区域

D23/SX3895 軟質 口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ

1/1 底部：平底
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皿第68次調査

単位：cm

No I 器種 法量／焼成／色調十一―-------------------胎土
残存

形状 出土地点-----------------------------------------

備考
調整／文様

口： 7.0 

土師器
高： 1.5 
底： 2.7 

小皿 焼： 良好
色： 橙褐色

極砂粒

9? 
口縁部：虹線状に外方へ立ち上がる／
口唇部は丸く収める
底部：平底

外：口縁部～底部ナデ／体部ナデ後指 1第1I区域
頭痕 D23/SX3895 
内：口縁部～底部ナデ

土師器 I
口： 7．1 極砂粒 口縁部：直線状に外方へ立ち上がる／ 外：口縁部～底部ナデ 1第1I区域
裔： 1. 6 軟質 口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ D23/SX3895 

小皿
底： 2. 7 I 111 底部：平底
焼： 良好
色： 橙褐色

．．．．．．．．．．．．．．．．↓•五―........5亙......I―薔砂位．．．．．．．．五縁―百伍砿•練薮暉戸．．ら玉五―i．．．．外直正涵蔀ヂ約林蔀ヂ百蘊面噂涵．．

守 ： は ~/, 1醤鸞望く収める 『］縁部～底部ナデ l悶温言む

色： 橙褐色

口： 7.I 

土師器
高： I.9 
底： 2,3

小皿 焼： 良好

色： 橙褐色

口： 6. 9 
高・ 1. 3 

這器 1殿 3. 0 
小皿焼： 良好

色： 淡白褐色

守守誓守守守誓誓

913品923詞[91晶[1125晶胃7晶12327晶1242げ晶胃晶
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

口高底焼色i口高底焼色五高底焼色日高底焼色日高底焼色日I高底焼色i口高底焼色汀I高焼色

口： 3. 2 
高： 3. 8 

這器 1底： 3. 2 
器台焼： 不良

色： 白褐色

口： 11. 2 
高・ 2. 5 

土師器に 4. 0 
小皿 焼： 良好

色： 橙褐色

極砂粒 口縁部：直線状に外方へ立ち上がる／ 外：口縁部～底部ナデ 第II区域
軟質 口唇部は丸く収める 内：口縁音〖～底部ナデ D23/SX3895 
1/1 底部：平底 片口状に歪む

極軟砂質粒

3/4 

口縁部：直線状に外方へ立ち上がる／ 1外：口縁部～底部ナデ
口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ
底部：平底／中央やや凹む

第皿区域

Q25/SK3854 
片口状に歪む

極砂粒 口縁部：直線状に外方へ立ち上がる／ 外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第Ill区域―
軟質 口端部内側に段をもつ／口唇部は丸く 痕 Q25/SK3854 
1/1 収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

底部：平底 口端部一部スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に外方へ立ち上がる／ 外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第皿区域
軟質 口端部で外方へ屈曲／口唇部は丸く収内：口縁部～底部ナデ Q25/SK3854 
1/1 める 片口状に歪む

底部：平底

-------------------
極砂粒 口縁部：直線状に外方へ立ち上がる／ 外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第皿区域
軟質 口端部内側に段をもつ／口唇部は丸く 内：口縁部～底部ナデ Q25/SK3854 
1/1 収める 片口状に歪む

底部：平底

-------------------
極砂粒 口縁部：直線状に外方へ立ち上がる／ 外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第皿区域
軟質 口端部で外方へ屈曲／口唇部は丸く収内：口縁部～底部ナデ Q25/SK3854 
5/6 める 口端部一部スス付着

底部：平底

-------------------
極砂粒 口縁部：直線状に外方へ立ち上がる／ 外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第皿区域
軟質 口唇部は丸く収める ／型押し成形 Q25/SK3854 
5/6 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ ロ端部一部スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に外方へ立ち上がる／ 外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第皿区域
軟質 口端部で外方へ屈曲／口唇部は丸く収痕／底部欠損 Q25/SK3854 
3/4 める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ ロ端部全周スス付着

底部：平底

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
極砂粒 口縁部：直線状に外方へ立ち上がる／ 外：口縁部ヨコナデ／体部～底部未調第皿区域
軟質 口唇部は丸く収める 整／型押し成形 Q25/SK3854 
3/4 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ

精緻 口縁部：直線状に外方へ立ち上がる／
1/10以下 口端部は外反する／口唇部は丸く収め

る

極砂粒 受部：ラッパ状に開く／口唇部は丸く 外：受部～脚台部ナデ
軟質 収める 内：受部ナデ／脚台部ヘラケズリ
5/6 脚部：脚柱部から脚台部はハの字に開

＜ 

第皿区域
Q25/SK3854 

第皿区域
Q25/SK3854 
片口状に歪む

極砂粒 口縁部：やや内湾して外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第m区域
軟質 る／口端部で外反して屈曲／口端部に後指頭痕 P25/SK3852 
3/4 段をもつ／口唇部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

底部：平底 口端部全周スス付着
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6. 遺物

単位．cm

No I 器種 I 法量／焼成／色調 l— 胎残存土--1 形状 調整／文様 I —-------—ー・備出土地点考
口． 13. 6 極砂粒 口縁部：やや内湾して外方へ立ち上が外．口縁部～底部ナデ 第皿区域

土師器 高 2.0 軟質 る！口端部で外反して屈曲／口唇部は 内．口縁部ヨコナデ／底部ナデ P25/SK3852 

1腿1Ij皿 底 ． 8.0 3/4 丸く収める
‘ 焼やや不良 底部平底

色． 白褐色
---------------- -

口． 15. 0 極砂粒 D縁部：やや内湾して外方へ立ち上が外・口縁部ヨコナデ／体部～底部指頭第III区域

土師器 底高：
2. 2 軟質 る／口端部で外反して阻曲／口端部内 痕／型押し成形 P25/SK3852 

9. 9 1/5 側に段をもつ／口唇部は丸く収める 内・口縁部ヨコナデ／底部ナデ／
小皿 焼： 良好 底部．平底 口縁部にシダ状植物を線刻

色： 橙褐色

口： 8. 2 極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ／型押し成形 l第1ll区域

土師器高： 2. 2 軟質 る／口唇部は丸く収める 内．口縁部～底部ナデ V26 ・ 27 /SX3889 

小皿 焼： 良好 5/6 底部：丸底 片口状に歪む

色・’’淡橙褐色

土師器 裔ロー：．．．．．．．．．82..02．．．．．．．．．極軟砂質粒 ．．． 口る縁／口部唇：部内湾は丸してく斜収めめ外る方へ立ち上がl外内：：口口縁縁部部～～底底部部ナナデデ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ l V第261Il.区2域7/SX3889 

小皿•-• -l-焼色：：------淡良褐好色 ^ ^  • --• • -．．5/6．--• ---底部-丸底--• •ー・・・・ 片口状に歪む

口： 11. 9 極砂粒 口緑部：やや内湾して外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第I11区域
土師器 高： 1.8 軟質 る／口端部で外反して阻曲／口端部内 内：口縁部～底部ナデ V26 ・ 27 /SX3889 

Ij皿 底： 6 0 3/4 側に段をもつ／口唇部は丸く収める 片口状に歪む
‘ 焼：良好 底部平底

色： 橙褐色

ロ・ 7. 6 極砂粒 口縁部・内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ 第1[区域

土師器高： 2 1 軟質 る！口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ V26 ・ 27 /S0384 7 

小皿焼： 良好 3/4 底部・丸底 片口状に歪む

色． 白褐色
-------------------------- -・ • ----------------

--口縁部・・やや内湾して外方へ立ち上が-| -外：．口縁部-ヨコナデ／体部～底部ナデl第皿区域口： 94 極砂粒

土師器 高 1. 9 軟質 る／口端部で外反して屈曲／口端部内 内：口縁部～底部ナデ V26 ・ 27 /SD384 7 

,j皿 底． 40 3/4 側に段をもつ／口唇部は丸く収める

‘ 焼 良好 底部．平底

色 橙褐色

蘭・ 0. 9 極砂粒 底部：貼り付尚台 外：底面回転糸切り痕 第lI1区域

灰釉底： 6. 0 堅緻 K24/S83840 

小皿焼 良好 1/6 V24／黄褐色土

色・ 浅黄緑色 片口状に歪む

焼． 良好 微砂粒 口縁部：ゆるやか内湾して外方へ開 外：ヨコナデ 第w区域

越前焼 色：淡赤茶色 白色粒子 ＜／口端面平坦／口端部内側は凹状の 内：ナデ R23/SD2255 

播鉢 堅緻 段をもつ 内面に幅3.0cm ・ 9条の播目／密

1/10以下

金属製品 (PL.51 第 18図）

No I 器種 □:[：] ?| 慧： 特徴 出土地点 特徴

土
~

±
~
土
~
土

~
i

土色

i

i

色
i

危

色

一

一

土

i
6
1

色―

域

褐

域

層
i

域

層

域

土

域

層

域

褐

域

褐

域

褐

域

色

域

22

域

褐

区
麓
区
撚
区
慇
区
表
区
炭
区
荼
区
照
区
照
区
灰
区
S

D

i

区
黄
i

I
I
I
I
i
I
i
:
5
1
面
翌
I
I
I
i
f
L
I
I
I
I
n
i皿
ー

i
I
l
/
i
6
1
i
I
I
I
7
-

第

Tz
第

CZ
第

CZ
第

Cz
第

Cz
第

四

第

四

第

四

表

第

Az
第

02

第

52

個

学

曲

i曲

i曲

i曲
―

-H)
た
を

i'
―

り
坦
万
坦
万
坦
り
坦
i

i

一
遥
げ
端
夕
ゑ
~
を

折
兜
折
兜
折
平

i

折

乎

―

ー

を

曲

両

rn
げ
五
存
ー

は
後
は
後
は
後
は
後

i央
に
、

O
c曲
残
~

頭

食

頭

た

頭

な

頭

た
i

-

i

一
面
状
後
喜
戸
」

釘
げ
釘
げ
釘
げ
釘
げ

i

ロ
n

品

品

謡

語

品

品

謡

一

品

品

品

品

＂

製

i製

i製
面

製

ー

製

i製

i製
ー

製

製

製

一

製

製

＿

銅

i

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

i

鉄

鉄

鉄

鉄

鉄

i

鉄

3

[

2

-

4

-

3

-

3

-

2

-

4

-

2

-

3

-

2

-

l

2

-

I
-
I
-
I
-
I
-
I
-
I
-
I
-
I
-
I
-
I
-

l

-

l

-

l

-

-

l

-

l

-

l

-

2

-

l

-

l

1

 

ー

2
-

4
 ゜

0

-

0

-

1

-

0

-

0

-

0

-

0

-

0

-

0

-

0

-

1

-6

0

9

 

7
5
9
5
5
0
:
6
8
;
5
2
-
0
4
8
5
-
5
5
;
7
7
§
8
-
7
.
 

l
-

?
5
6
i
4
 

&
0
3
0
.
&
L
-
4
見
＆

o
；
5
0
i
]
0
ふ

見

t

L
面
L

i

2

l

l

柄

柄

i

一
ビ
一
ビ

l
-

鍋

サ

一

サク

鱈

鱈

鱈

鱈

飼

鱈

鱈

鱈

ク

167168.169E171[g
匹

m175．
誼

1/1 
鉛製品

鉄砲王l! ! | l l |1/11鉛製品

出土地点

第1I区域

G27／茶褐色土
• ---• -• -• ------• 

第1I区域
H23／茶褐色土

銭貨(PL.51 第 18図）

No 1：：帳番口I:]:大:[|>
単位：cm/g

特徴 出土地点

品

話

製
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玉
i

玉

砲
i

砲

鉄
＾
鉄

第lI1区域

U26／炭層-------------------
第l1区域
H27／茶褐色土

北宋 第II区域
淳化元賓 2.s lo. d 2. 6 I 1/1初鋳990年 E ・ F24／下層
30367 炭層砂利面
............—•—- -.....．.．...．-.．---• • ←.．-• -• -• ------• -----• -→ ---• ---• -• ---• -• ----→ --• --• --------.. -----" -----• 
至道□賓 北宋 第II区域;6~t 12. 5 10. 131 1. 1 I 3/5初鋳995年 D25／炭層
--• ----• ----．̂ ^  ^ ＾――一．．．．．．．．．．．•-← → • ▲ ● ● ● ● ● •—• ----------------• --• --• ---• -----→ ------• --• • -• ---------→ 
至道元賓 I 

北宋 第II区域
25771 2. 5 0. 11 1. 9 1 1初鋳995年 C24／炭層

--" ----→ ----• --• • -----• ---→．^ →．．．．．．．．．．．．．------------------• --• ------• -----• ------• --• -----→ →―--
北宋 第II区域

大観□賓 2.s lo. d 1. z I 3/5初鋳1107年 E ・ F24／下層
30368 炭層砂利面
........→ --•ー ・ー・.............→ー・ → • --．．.. • -• -• ------—→と一—•--• ----• • ---• ---→ →一→• ----• -．．--

天譴通賓 北宋 耕土
181 33006 2. 2 0. ll l. 4 1/l初鋳1017年11永3t。?92 3 0 142 4 1/1岱雷？～近世初耕土

18g寛永通賓 1期古寛永 第II区域
32322 2. 4 0. 11 3. o l/1 1636~1659年 SD2261／茶褐土

• --• ----っ----• --.．．．-.．-• -------------------------• ---• --• --• ----• ----←ーー・―---• --. ．---• --• -→ ------• --• • -• --------
寛永通賓 1期古寛永 第II区域
32005 2. 5 0. 11 2. 5 1/l 1636~1659年 026／茶褐色土

→―→ -• ----• --------→ -------------• -------→ →―---• ---• --• ----------• --• • --• --• --• -→ -. --• ---• -• -----• • 
寛永通賓 3期新寛永 第1V区域

178 2. 2 0. l l. 5 1/1 1697~1781年 T24／床上
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皿第68次調査

木製品(PL.52 第 19-21図）樹種同定：吉田生物(192-199)、鈴木三男・能城修一(208・ 210 ・ 222 -224 ・ 241 ・ 242)、渡邊英明（前記以外）

:：::：：：:：1=:：!--1 残存 1—ーニド取―--1 特徴
幅材厚 樹種

単位：cm

土
点

出
地

漆器椀

横木取り 体部は内湾して上方へ立ち上がる 第II区域
口縁部木裏 体部外面：黒漆地に朱漆で鶴・亀、蓬莱文、撫子、井戸を描＜／体部に 026/S02261

1/6し塵部杢表――..I iヶ所径1.5cmの円孔あり 8・9層青灰色
ハンノキ属底部外面：ベタ高台／高台高0.8cm／高台端面漆ハゲ 腐植土
ヤシャブシ亜属体部内面：黒漆地／全体朱漆／歪み大--------------------•---------------------------------------------------------------------•--••-•----- --------• 

口縁部
横木取り 体部は内湾して上方に立ち上がる

15. 0 
8.3 口縁部木裏 体部外面：黒漆地に朱漆で鶴・亀、蓬莱文を描く漆器椀 l ロー一 •------------l----------------I 5/6 |--—ー一塵部杢衷一底部外面：削り出し高台／高台高l·9cm／摩耗

プナ属
体部内面：黒漆地／全体朱漆／歪み大

漆器椀 I
四〖I4.5| '縁讐贔ば塁は旦芦里古誓ぷ芦を3方向に描く
------・----・--・- 4/5 底部木表 底部外面：ベタ高台／高台高0.8cm／高台端面漆ハゲ---------------- ---------------------―体部内面：黒漆地／中央に草花文、底面周縁に朱漆で開扇文を描く／

6. 7 I o. s ブナ属 歪み大

漆器椀

漆器椀

漆器椀

漆器椀

口縁部
12. 9 

8. 0 

口縁部
14. 3 
．．．．．． 

7. 5 
．．．．．． 

口縁部
14. 0 
・・・・・・ 

7. 3 

口縁部
14. 8 
------

7. 7 

口縁部
15. 2 

7. 6 

8. 5 

5. 0 

0. 6 

1.8 

6.5 

1.0 

6. 7 

0. 8 

7. 2 

〇.8 ]'’I 9.0 横木取り イ本部は内湾して上方に立ち上がる 第1I区域
体部外面：黒漆地に朱漆で開扇文を描く

漆器椀 I—-----......—·---------I 6/7 --------- ・一底部外面：削り出し高台／高台高2.2crn／高台端面漆ハゲ
027/S02261 
6・7層黒色腐

7. 7 I 1. 4 未同定 体部内面：黒漆地／中央に朱漆で開扇文、底部周縁に開扇文を3方向に 植土
描く／歪み大

------------------------------------------------------------------------------·---------------------------·-------------------------------------...—· 横木取り 体部は内湾して斜め外方へ立ち上がる
口縁部木裏 体部外面：黒漆地に朱漆で俵文を3方向に描く

し底部木表＿-----------------------
5/6 底部外面：ベタ高台／高台高o.7cm／高台端面漆ハゲ／底部中央に径I.2 

トチノキ
cmの円孔あり
体部内面：黒漆地／中央と底面周縁に朱漆で俵文を描く／歪み大

6. 0 

0. 8 

口縁部 横木取り 体部は内湾して上方に立ち上がる
9. 6 口縁部木裏 体部外面：黒漆地に朱漆で俵文様を描く漆器椀 L・—•-l_1-:8-----I----------------l 5/6 l-----＿底罷担見底部外面：削り出し高台／高台高2.4cm

トチノキ
体部内面：黒漆地／中央に朱漆で俵文、底部周縁に俵文を3方向に描
＜／歪み大-------------------・---------------------------------

口縁部
2. 7 柾目取り

体部は緩やかに内湾して立ち上がる

漆器皿トー息凡．．I-一・------------ 4/5 ----------------------—ー一塁誓仇冒烹塁台／高台高0.7cm／高台端面：漆剥離
6. 4 I o. 1 カツラ属 体部内面：黒漆地／全体朱漆

I. 4 

横木取り 体部は内湾して上方へ立ち上がる
口縁部木裏 体部外面：黒漆地に朱漆で檜扇文を描く

5/6 I 底部木表 底部外面：ベタ高台／高台高0.8cm／高台端面漆ハゲ........;；五••I体部内面：黒漆地／中央と底面周縁に朱漆で檜扇文を描く／歪み大

............... 

横木取り 体部は内湾して斜め外方へ立ち上がる
口縁部木裏 体部外面：黒漆地に朱漆で檜扇文を描く

5/6 I 底部木表 底部外面：ベタ高台／高台高0.8cm／高台端面漆ハゲ········••················ 
トチノキ

体部内面：黒漆地／中央と底面周縁に朱漆で檜扇文を描く／歪み大

横木取り 体部は緩やかに内湾して立ち上がる
口縁部木裏 体部外面：黒漆地に朱漆で開扇文を描く

l/2 1 底部木表 1底部外面：ベタ高台／高台高0.6cm

トチノキ
・・・・・・・:・・・・_・・・・・・・:・・・・・・体部内面：黒漆地／中央と底面周縁に朱漆で開扇文を描く／歪み大

第1I区域
026/S02261 
6 ・ 7層黒色腐
植土

第II区域
026/S02261 
8・9層青灰色
腐植土

ク

第II区域
027 /SD2261 
6・7層黒色腐
植土

-------------------------
第II区域
026/SD2261 
8・9層青灰色
腐植土

ヶ

第1I区域
026/S02261 
8・9層青灰色
腐植土

ヶ

物
板

曲
底

物

板

曲

底

物

板

曲
側

4
 

0
:
 0
:
1
-

•• 

-

••••• 

--
.
 

-

3

 

7

[

7

-

l

 

l

i

1

-

1

.

 

6. 4 

0.3 

5/6 

1/10 

2. 4 I o. 25 
，以下

柾目 I 底板：円形／表面：加工痕／裏面：加工痕／木目は密
周縁：内面から外面へ斜めに面取り

ヒノキ
，底面の破損を樺状樹皮を2重で巻いて接合した補修痕あり

柾目
底板：円形／表面：加工痕／黒漆／中央に径o.15cmの方形孔

●●●—-----.............1 周縁表面から裏面へ斜めに面取
o. 7 I 

1/3「
ヒノキ

曲物 「...............|．．．．．．．．．．．．．．．．4.31 側板三．．目 仇盟悶：：且：ご叫開品言面：ケビキ線

上径 下径
3/4 接合部：側板を閉じ合せた後、 0.1cm x 0. 3cmの長方形穿孔を5ヶ所入

4. 8 I 5. O 
スギ れ、幅0.28cmの樺状樹皮を通して接合

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 底板：欠損彎

柾目
側板：樺状樹皮が一部残る

ヒノキ

16. 2 ー 板目
外面：凸面／縦方向の加工痕

桶 I•---------------1—---............| 1/101―ーー 内面；凹面／中位は斜めの加工痕／下端は片刃状に加工
以下

------------------•••--| 
10. o I o. 3 ヒノキ

', 

第1I区域
027/SD2261 
8・9層青灰色
腐植土

ク

ク

', 

...............,．．`.....I.......:.......I...........I-------•五--］........-l冦祀扇元―分形．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

箱形容器I 1/10 ················•················· •••·•··············••••••·· 
周縁：外面から内面へ斜めに面取り

以下 内面：墨書あり／径o.4cmの木釘の痕跡 ケ

0. 6 ヒノキ
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6. 遺物

単位：cm

法量（最大値）---------------------------------

長高
----―五――----l―---i五―---

木取
残存 1---------

樹種
特徴 土

点
出
地

杓子I : ： l -3 1/5 フ四ナ目属 員『五□：形一体で成形したと推定

19. 3 削出 上端：端面から長さ7.0cmの範囲が削られる
箸 —------------------------------- 1/1 f----------:・.:.:...........中央：やや膨らむ

o. 7 I o. 5 スギ 下端：端面から長さ5.0cmの範囲が削られる／断面多角形に面取り
・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・-・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・-・・・・・-・・・・・-----------------------・ 

II. I 板目 足板：上・下端面の左右は隅丸に成形／上端側に鼻緒孔として径0.6cm 

雪下駄 1----~-~:-~----+--------------j 1/1 ----------------------—ーの円孔を穿つ／小児用
6. o I 1. 6 ヒノキ 表面：平滑／裏面：平滑

・-----------・-------------------------------・ 

-------------・---
栓 I : ［ --2.o l/1 -ii 需麟9譴平坦／下端周縁を面取り

--・---------・------・--・---------・--・------・-------------------------・----------------------------------・--------------・--------・ 

クサビ
11. 0 板目 形状：先端欠損

------------・---,----------------, 9/10,----------"--'-:---------
3. 4 I 2. 5 クリ

平面形：長方形／側面：長三角形

折敷 f 
10. 5 ー 柾目 形状：方形／木目非常に密／左側辺の上下端隅は丸く成形

----------------,----・----------・! 1/2 1----------'------:--------
5. 5 I o. 15 ピノキ 表面：平滑／左側辺中央に径0.12cmの円孔2個一対／右側辺欠損

笠塔婆

ク

ケ

ヶ

“~ 

', 

', 

---------------•---------------+---------~--------------------------------------------------------------

10. 8 柾目 形状：方形／木目非常に密／左側辺の角は丸く成形 第1I区域

折敷 f----~:_:_: ___ -+---------------1 1/2 ---------------------—ー＿—-表面：平滑／幅0. 7cm、厚さO.2c1Ilの樺状樹皮を通した長方形孔1ヶ所／長 026/SD2261

s. 3 I o. 2 ヒノキ 方形孔の内側に1辺0.4cmの方形孔 8・9層青灰色腐植土
------------・・---------------・・・・--------------------・---------

10. 5 柾目 形状：長方形／木目は非常に密／右側辺欠損／左側縁上下隅は丸く成形 第1I区域
折敷 f----~~:-~-----1---------------- — -------------------------．表面：平滑／上端に墨書の痕跡 027/SD2261 

3. 4 I o. 1 ヒノキ 8・9層青灰色腐植土
--------・-・・・・・-----------・・・・・・・---------・・・・・・・・・-----------・・・・・・-・---------・・・・・・--------------・・・・-------------・-・・--------------・・・・------------・-・・・---------------・・・-------------・・・・------・-----・・・・・・----------・・・・・・・--

12. 8 板目 形状：長方形／木目非常に密／右側辺上下端隅は丸く成形／径o.2cmの孔
折敷 f----:::::_: _____ 1---------------- — ----------------------—ーを設ける

10. 2 I o. 3 ビノキ 表裏面：加工痕残る

折敷 ——“....—·…--呵---....-……---
:::---....“……|ー --i五…-------•こ••…J---。…．::I::----．．韮五●響●響ーー 形状：長方形／木目は非常に密／上端以外欠損／径0.3cmの孔2ヶ所あり

1/8 -------•…•:··:-----—ー・表裏面：平滑
5. 3 I o. 2 ヒノキ

．．．響—---“• • • • • • • • • ・鬱ー一．．“.．．．．．．．． ヨー一..........〇響• ---・ • ・ ・ • ● ● 響•・ • -. • ・ • ● ●ー・響 ーー一．．．．・ • ・ • ・ • -----•.....· • • ●響―---O • • • • • • 響•------• • ・ • • ・ ・ • ・ ●響―------..．.. •響響●・

18. 3 柾目 形状：長方形／木目は非常に密
折敷 「0--..:・....…響ー一..-…......響・11/2 ●一ー板廿材改尋ー・左側辺：上下端隅切り／径0.2cmの円孔2ヶ所

9. 7 I 0. 2 柾目材：ヒノキ
右側辺：材が異なる補修材か

I 24.4 - --0..------------―言恥―長分形7禾廿面藷ピ薔―------•••…-------::::•…•--------…••…------::::．．．．．．::-----......…•---:::.::::::::::::
折敷 ··--------—••••—•-----•……• - ....”..＂門遵．．．．.....表面：墨書の痕跡 '， 

3. 6 I 0. I ヒノキ 左側辺：上端隅切り／径0.25cmの円孔2ヶ所
----．．．．．．”響•-------．．．．．．．----------・ ••---------------------------------------------------------------•---------------O--------------O●●●●------------―▲ ●●●------------・・…------..-.......響-------···......響-----．．|…··-•------........響-------

18. 3 ー 柾目 形状：方形／木目は非常に密
折敷 ——.....-…•-------．．．．響"”―----- — --―-----.. :--------------．左側辺：上下端隅切り／径0.2cmの円孔2ヶ所 ', 

9. 1 I o. 2 ヒノキ 右側辺欠損..... ~~~.....!:::::~::~::::: ．•．--―-ー:;．●:::l一―-•幽..●●- ●:::-ー-一▲.●•●.．.響・●.::-ー- ．—●•・．●．・響鬱.-一一ー·—·.●．•・:.11-一—-●．●·.．·..●ー-ー-ー―-—•·•●●響●.-.-一-一--ー..鬱O•--ー―．
26. 9 ー 柾目 形状：長方形／木目は非常に密／上下端以外欠損

折敷 1--呵----------------------------- — ------O・--------------°“..左側縁の隅は丸く成形したと推定
10. 2 I 0. I ピノキ 表面：平滑

18. 0 ー 柾目 薄手の板材／上端は山形に加工 第I1区域

・・------------------------- l/1 ----------------------ーー表面：梵字「キャ（空）」 「力（風）」 「ラ（火）」 「バ（水）」の墨書 026/S02261 

3. o I o. 12 ヒノキ裏面：梵字3文字／断面：扁平 青灰色腐植土
-•········••響―--------．．．．．．------------ -• ----------..—· -------------·-•---------------------------------------------------------------....-----------・ ••·-—-ー―..

15. 5 ー 板目薄手の板材／上下端欠損 第I1区域
笠塔婆 1--....鬱------------------------- ― -----・・---------------．…左側辺：下位に墨書 027/SD2261 

3. 8 0. 5 ピノキ 8・9層青灰色腐植土

---“•• •·.· ●ーー ーー―• ・ —-一 —--·· —一---一ー一一--------------ー―- 一-—ー一一-―一----――• -------ー-..-―----------一・ ..一一------.
10. 2 ー 柾目 薄手の板材／上下端欠損

笠塔婆 1---…●0•----------•0響---------- 1/10 
• ------- --•• 

2. o I o. 4 以下 ピノキ
左側辺：欠損／右側辺：墨書の痕跡

ク

', 

ク

', 

御幣串
12. 4 
...... 

o. 18 I o. 18 

削出 l断面：方形に面取り／下位欠損
---------

ヒノキ

第I1区域

026/S02261 
8・9層青灰色腐植土

御幣串
15. 3 一 削出 I断面：方形に面取り／下位欠損

----------------,----------------, -,-------------------------・ 
o. 18 I o. 16 ヒノキ

------------------・----------------・----------------・---------------------------------------------------------------------------,------------------------------
15. 2 ー 削出 断面：方形に面取り／下位欠損

御幣串 —------------------------------- — -------------------------- ，' 

o. 16 I o. 16 ヒノキ
------------------・----------------・----------------・-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------,-------------

9.6 ー 削出 断面：方形に面取り／下位欠損
御幣串 —------------------------------- — -------------------------- ，' 

o. 16 I o. 16 ヒノキ
------------------・---------------------------------------------------------------------------------------

10. 2 一 削出 断面：方形に面取り／下位欠損
御幣串 •------------------------------- — -------------------------- ，' 

o. 21 I o. 20 ヒノキ------------------—----------------------------· 11. 0 ー 削出 断面：方形に面取り／下位欠損
御幣串 •------------------------------- — --------------------------

_＿＿御；；>[＿＿ー：：］2；＿_＿＿--＿ -------［り---I_＿箭面：方厖に面取り／下位反損 ―---------------- ----', ------

----------------------------------------―ニ―--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------I-----------------------------

御幣串
15. 8 削出 断面：方形に面取り／下位欠損

•••—------------ ----------------—-------------------------· 
o. 18 I o. 18 ヒノキ

ク

ク

ん
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皿．第68次調査

単位：cm

No I 器種

法量（最大値）

二五：：：：I．．．：:B..:．．
幅 材厚

木取
残存 f・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

樹種
特徴

土
点

出
地

御幣串
14. 8 
.....．．． 

o. 20 I o. 20 

削出 I断面：方形に面取り／下位欠損
．．．．．．．ー・

ヒノキ

御幣串 I.....［色4----―|----―ーニ------l - I……···ー皿翌ー一---—-―|断面：方形に面取り／下位欠損
o. 25 I o. 20 ヒノキ

11. 0 I -

御幣串 l----------------1----------------1 - |—-------------------------

削出 I断面：方形に面取り／下位欠損

o. 20 I o. 18 ヒノキ

御幣串卜•••-．．．．．．．．．．----------------- - ．．．．．．．．．．----------------
l2.2 | ― | l 削出 I断面：方形に面取り／下位欠損

o. 20 I o. 18 ヒノキ

御幣串 I-0. 18 | 。181 -1 ヒノキ

10. 8 ー 削出 I断面：方形に面取り／下位欠損

御幣串 Ioふり....I....̀̀-| 1/l |．．．．．．．こパ

21. 8 ー 削出 I断面：方形に面取り／下位欠損

ク

ク

', 

', 

ル'

ク

..............---『五：―;．．．『．．．．．こ......-lー一 削出 断面：方形に面取り／下位欠損

御幣串 •••--------.._.................. l/11——....................----| 1 ，' 

o. 25 I o. 18 ヒノキ

23. 3 削出 断面：方形に面取り／下位欠損
御幣串 f---------------- -------------------------- ', 

0. 25 0. 16 ヒノキ

21. 7 - 柾目 形状：板材を刀身形に加工／切先欠損
刀形卜•-．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 2/3 -------------------------- 表面：加工痕明瞭／刃先に墨書の刃紋を描く ケ

2. 7 I. 0 サクラ属 裏面：加工痕不明瞭／刃先に墨書の刃紋を描く

45. o I ― | 1 芯持 形状：板材を刀子形に加工／反りをもつ一 第1I区域

刀形 1------3--. --3 ------------2•…. 5…… 2/3 ------エ--…ノ．．．キ．…属…・＿ー―-柄刃部部：：長長ささ2168.. 64ccmm／／加加工工痕痕明明瞭瞭／／径断面0.4長cm：：：：の角目形釘／切孔先lヶ欠所損／断面歪方形 027/SD2261 
青灰色腐植土

板目 表面：左右側面、上下端面斜めに面取り／中央に径0.5cmの円孔が斜め

ば l12 5l  - | 1/l l ：誓ば
に貫通／円孔に径0.4cmの棒材が一部残存
裏面：平坦 I ', 

7. 5 l. 2 スギ
···---------------•·········------+--------------+----------+------------------------+----------------·--·-··-······-----------------·-····-········-

板目 表面：やや凹凸あり／左右側面および上下端面を斜めに面取り／中央に

靡 I12 5|  ― | 1/l l :冒::lは言円孔が貫通

スギ

悶 | ~1-::-----1-----;=~-----l 111 1--------~且＿＿＿＿＿―-国五―i王這―薗縁面取―町希禰遥函扇―i五―く所丘i一元側遥―炭複i一羹面__＿:---------------:~-------------
---------------+---------------! 1/1 --------------------•＿＿ー―-に鋸の切断痕

4. 5 I 3. 5 ヒノキ
-----------------------・----------・-・・・・・・・・・・・---・----・--・・・・・・・・・・・ 
13. 2 芯持丸木 上下端：端面平滑／周縁面取り

棒材 1--------------+----・・・・・・・・・・・l 111 ----•---•••--••--------—ー・断面：楕円形
4. 5 I 3. 5 クリ

8. 3 I. 5 

23. 6 ー 板目 上端：尖頭状に加工

棒材I--l.6 1.o l/2 ヒノーぷ__＿l断面台形
--------------------------------------------------------------------------------------

3. 1 I - ＿ 外面：上部欠損／底面は切断
棒材 —-----------------------------―一且悶—--------------------:____ j内面： 1ヶ所の節の内部を貰通

6. o I 1. o タケ亜科

7. 5 ＿ 外面：径0.3cmの孔が1ヶ所／端部にV字状の切れ込みあり
棒材 f-------------―l-O●●_......-..--1 2/3|—..···:----------------••-l 内面： l ヶ所の節の内部を径l.4cmの孔が貫通

2. 3 I o. 4 タケ亜科

12. 2 外面：径o.35cmの孔が1ヶ所

棒材 1-----̀------l-----―五―----|1/10 1-------------------------＿1内面：2ヶ所の節の内部を径I.0cmの孔が貰通
タケ亜科

棒材！ 57.2| ―... l 2/3 1-..．．― ．ー」謬界篇冨認詣贔。． 48cmの孔が貰通
2. 5 I o. s タケ亜科

ク

ヶ

ク

第II区域
026/S02261 
青灰色腐植土

ク

ヶ

石製品(PL.54 第 21図）

法量（最大値）
•長径l五丁玉 l••••国．．寸残存

火鉢 -,  4. o I 17. 4, ― 

且
笏谷石

l/5 I黄褐色
軟質

調整•特徴 備考

口縁部：平面は円形／短く直線状に外傾 l内：底面タタキ
して立ち上がる／円柱状の脚が付く

単位：cm/g

出土地点

第皿区域
U23／黄褐色土
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w. 第 74・ 75次調介【城戸ノ内町字権殿】

1. 逍構の概要(PL.16 ・ 17 第2・ 22図）
：：：：んどの

第 74・ 75次調査区は、城戸ノ内町字権殿 8に位償し、朝倉館跡から北東へ約 0.5 km隔てた一乗谷川

右岸に立地している。前章の第 68次の景鏡館跡からは、一乗谷川を挟んで、南へ0.1 km隔てて隣接して

いる（第 2図）。 遺構面の標高は約 40mを測る。調査区の地形は、 一乗谷川が北西へ弓形に張り出す山裾の

平坦地であり、調査前は周囲を宅地に囲まれた畑地であった（第 2・ 22図）。
うまだし うえどの

「権殿」の周辺に目を向けると、南東側山塊側に「馬出」、「上殿」など、城郭に関連する施設を示す地名
こじょう こみはなちじょう

が残り、さらに奥側に「小城」、 「小見放城」と称する出城が、山頂の一乗谷城を守る砦として築かれている。

「馬出」から一乗谷城に至る登山道は、当時の大手道と考えられる。

「一乗谷古絵図」によれば、当地は「筒蒼耀つ孤」と記され、]釘茶」（権ノ頭）は、朝倉義景と系譜的に

近い同名衆の一員と考えられ、文献では足利義昭の御成に際して、義景の奏者を務めたことが確認でき
ひ こし ろう とねさか

る。「権守」は童名であり、後に「彦四郎」と称し、天正元年 (1573)8月の刀福坂の戦いにて16オで戦死し
みちか：f さだかげ

たとされる。ただし、系譜についてはこれを記した史料がなく、権守の実名を「道景Jとし、 3代朝倉貞景の

｀ 
I / V/ ・・・・・..,;令

喜``＼式r-ロ
櫂殿り ．．．．．．． 

／ 芯
・. 

第 22図

/>\/
第74.;;次調査位置員（縮尺 l/1,000)

20 40m 
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w．第74・ 75次調査

かげとし かげつね かげみつ さだかげ

四男景紀の次男である敦賀郡司朝倉景恒（景鏡と対立した景洸の弟）の子の「道景」とする説や、貞景の五男の
みちさと

彦四郎（道郷）の孫の「道景」とする説がある（文 5)。

第 74次調査は、調査年度上半期に実施し、調査区北西側一帯の1,630 rrlを対象とした。調査期間は平成

3年(1991)4月1日～同年 9月9日である。第 75次調査は調査年度下半期に実施し、調査区南東側一帯の

970面を対象とした。調査期間は平成 3年(1991)4月1日～同年 12月25日である。

調査の方法は、 1 辺 3mのグリッドを基準とし、地形に沿って、南東—北西方向に30~53、南西ー北東方向にB

~Qの番号を付して全体グリッドを設定し、遺構の記録、遺物の取り上げに用いた。

第 74・ 75次調査区は、調査当時「9MII-H地区」と称したが、本報告作成段階では遺構のまとまりを重視し、

第 74次調査区を第I~m区域、第 75次調査を第N・V区域に改めて区分して述べる（第 23図）。

調査の結果、第 74次調査の第I～皿区域においては、石組排水溝で3つに区画された小規模建物跡、障壁

や庭を有する中規模屋敷跡に加え、土蔵、越前焼大甕を据えた埋甕土坑群などを確認し、主な遺構として、士

塁石垣 1、障璧 2、礎石建物 11、土蔵 l、石積遺構 6、土坑6、井戸 8、溝 9、暗渠 2、道路4、石敷遺構

8を検出した。

第 75次調査の第N・V区域においては、土塁石垣で方形に区画された中規模武家屋敷跡や土蔵、小規模

建物群が確認され、主な遺構として、土塁石垣2、礎石建物15、土蔵l、石積遺構l、井戸3、溝3、門跡l、

暗渠 2、道路 l、石敷遺構（庭状遺構を含む）6、石列 5を検出した。

以下、北西から南東にかけて、各区域の主要な遺構（建物、土塁石垣、障壁、区画溝）を概観した後、付

属遺構（井戸、石積遺構、石敷遺構など）について述べる。時期は上層I期、下層II•m期に大別した。

2. 第I区域(PL.18-20 第23~25図）

第I区域は第 74次調査区の北東域を占め、M-P41~53の範囲に相当する（第25図）。遺構の層位はa-a'間断面、

b-b'間断面、 c-c'間断面、 e-e'間断面で観察した（第 24図）。

建物

8B3976 (PL. 18. 19 第25図） N-P49~51に位置。 SX4021とした石敷遺構は、後に検討した結果、礎石建物

の北西辺が確認できた。桁行 3間(6.6m)、桁間寸法 1.3mの規模を測る。建物全体の規模は不明だが、検出

した方形状の敷地面積は約 100面を測り、主軸がN42° Eに向く小規模建物と考える。時期はII期と考える。

SX4021の西側には幅 0.4mの石組排水溝が併行していたと考えられるが、明確でない。屋敷の南東側には石

組排水溝S03985が構築され、隣地の礎石建物S83977との境界となっている。屋敷の南西側では、 M45~53にお

いて道路と考えられる石敷遺構SS4005が検出された。

8B3977 (PL. 18. 19 第25図） M-P45~48に位置。建物は2棟または1棟の礎石建物で構成される。検出した

台形状の敷地面積は約 96面を測る。時期はII期と考える。

2棟の建物構成で考えた場合、敷地の南東側に礎石は想定せず、北東側建物①が南西辺で桁行 7間、北

西辺で梁間 2間分、南東辺で梁間 2間分が検出されたことになる。建物は長方形を呈し、主軸はN40° Wに向き、

桁行 8.0m、桁間寸法 1.Om、梁間 3.0m、梁間寸法 1.5mを測り、床面積 23.4面以上の規模と推定する。

南西側建物②は北西側建物の南西辺に接続し、桁行 5間、北東辺梁間 5間、南西辺梁間 2間の正方形

の建物と想定され、南西辺には桁行 l間、梁間 2間の廂が付くと考える。主軸は建物①と直交して、主軸は

N40° Eに向き、桁行 5.0m、桁間寸法 l.Om、梁間 5.0m、北東辺梁間寸法 1.Om、南西辺梁間寸法 2.2mを測

り、床面積は25.0 rrlの規模と推定する。 1棟の建物で考えた場合、敷地の南東側に礎石を想定することになり、

建物①の南東辺を南西に5.3m延長し、 SF3998の手前で隅をもたせると、敷地全体をほぽ占め、桁行 7間以上、
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2．第 1区域

南西辺梁間 3間の長方形の建物が想定できる。主軸はN40° Eに向き、桁行 8.0m以上、梁間 8.0m、梁間寸

法 2.2~2. 5mを測り、床面積 62.4m以上の規模を有していたと推定できる。

建物南東辺では礎石は確認できなかったが、通路と考えられる細長い敷砂利が、幅 0.6mで南西方向に延び

てゆき、これが建物の桁行を賠示していると考える。

SB3977の北西辺には幅 0.4mの石組排水溝SD3985が併行しており、南東側には隣地の建物SB3978の主軸に

沿った石組排水溝SD3986が境となって構築されていた。敷地南西側には通路と考えられる石敷遺構SS4005が

延長して検出された。

SB3978 (PL. 20 第25図） N-P42~44に位置。方形の敷地の中央で検出された小規模礎石建物であり、堂ま

たは社のような施設の可能性が高い。敷地面積は約 143rrlを測る。第V区域の土塁石垣SA4042と主軸が同一

であり、時期はII・ ill期と考える。北東辺の礎石は明確ではないが、桁行 5間、梁間 6間が検出され、建物

は正方形を呈す。主軸はN50° Eに向き、桁行4.2m、桁間寸法0.8~0.9m、梁間 4.3m、梁間寸法0.7mを測り、

床面積 18.1 rrlの規模を測る。建物南東に桁行 2間、梁間 1間の張出部が付き、張出部は桁行 2.2m、梁間

1. 2mを測る。建物に伴う遣物は、鉄釉天目茶碗 189、青磁碗 190、瓦燈 191が出土し、建物南西辺付近にお

いて土器群XOOl（越前焼揺鉢 227)、X002（越前焼揺鉢 13)、X003（越前焼揺鉢）が出土した。

SB4099 (PL. 20 第25図） M-042に位置。 SB3978の南東辺に沿って20~30cm大の石が直線状に並ぶ礎石

建物である。 SB3978に付随する塀のような施設が想定される。桁行 5間が検出され、主軸はN50° Eに向き、全

長6.5mを測る。時期はII期と考える。

SB4013 (PL. 20 第 25図） N-P42~44に位置。当初はSX4013とした。 SB3978北東辺をコの字に囲む塀のよう

な施設か、 SB3978に後出する礎石建物と考えられる。北西辺で4間、北東辺で3間の礎石が検出され、主軸

はN50° Eに向き、北西辺で5.3m、北東辺で4.2mを測る。北西辺を桁行、北東辺を梁間と仮定して、 SB3978に

重複する長方形の礎石建物が存在したとすると、桁間寸法 1.3~1. 5m、梁間寸法 1.3~1. 5mを測り、床面積

22. 3 rrlの建物が想定される。時期はII期と考える。

SB4097 (PL. 20 第25図） N-P42~44に位置。敷地の北西隅で検出された小規模礎石建物であり、 SB3978

と同様な機能を有していた建物と考える。桁行 4間、梁間 2間が検出され、建物は正方形を星す。

主軸はN50° Eに向き、桁行 4.0m、桁間寸法 1.Om、梁間 3.6m、梁間寸法 1.8mを測り、床面積 14.4 rrlの

規模を測る。 SB3978に後出する。時期はII期と考える。

障陪

SA4098 (PL. 20 第 25図） N-P45に位置。 SB3978の敷地北西に構築された障壁と考える。石の多くが抜き取

られていたが、障壁基底部の内外長辺には20~40cm大の大型の石を並べていたと考える。

主軸はN50° Eに向き、長さ約 5.3m、幅約 1.2m、高さ約 0.3mを測る。 SB3978北西辺と2.5m隔てて併行する。

第V区域の土塁石垣SA4042と主軸が同一であり、時期は皿期と考える。

区画溝

S04094 (PL. 29 第 25図） 0 ・ P50~52に位置。石組排水溝である。主軸はN62° Wに向き、全長約 7.0m、内

寸幅約 0.3m、深さ約 0.2mを測る。多くの石が欠失しているが、 20cm大の石を両岸に据えていたと考える。底

石は無い。井戸SE3990に伴う石組排水溝であり、 SB3976、SX4093を切る。

S04095 (PL. 32 第 25図） M ・ N52 ・ 53に位置。石組排水溝である。主軸はN27° Eに向き、全長約 6.5m、内

寸幅約 0.2m、深さ約 0.2mを測る。 20cm大の石を溝の両岸に据えていた。底石は無い。 SE4022に伴う排水溝

であり、南西の石組排水溝SD3983と同一になる可能性もある。時期は皿期と考える。
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w．第74・ 75次調査

S03985 (PL. 18. 19 第25図） M乎 48に位置。石組排水溝である。 SB3976とSB3977の敷地の境界となり、 20cm

大の石を溝の両岸に据えていたと考える。底石は当初から無かったと推定する。主軸はN35° Eに向き、全長約

10. 3m、幅約 0.3m、深さ約 0.2mを測る。北西岸の石が多く抜き取られていた。時期はII期と考える。

S03986 (PL. 18 -20 第 25図） M-P45に位置。石組排水溝である。 SB3977とSB3978の敷地の境界となり、障

壁SA4098に沿うことからSB3978の敷地に伴うものと考える。20cm大の石を溝の両岸に据え、底石は当初から無かっ

たと推定する。主軸はN50° Eに向き、全長約 12.7m、幅約 0.3m、深さ約 0.2mを測る。両岸の石はほぽ抜き取ら

れていた。調査前の水田畦畔と重複する。遺物は越前焼壺 198が出土した。時期はIII期と考える。

S03987 (PL. 18 -20 第25図） M-P41に位置。石組排水溝である。 SB3978の敷地の境界となり、 20~40cm大

の石を溝の両岸に据えていたと考える。底石は当初から無かったと推定する。主軸はN46°Eに向き、全長約 7.7m、

幅約 0.3m、深さ約 0.2mを測る。南東岸の石が多く抜き取られていた。遺物は土師器小皿 199・ 20越前焼播鉢

197 ・ 198が出土した。時期は皿期と考える。

井戸

SE4022 (PL. 29 第 25図） M ・ N52に位置。当初はSX4022とした。 SD4095の南東側で検出された石組の井戸ま

たは溜枡と考える。溜枡は10~40cm大の石を楕円形に配し、内寸長軸約 0.9m、内寸短軸 0.7mを測る。北東

側には内寸長 2.0m、内寸幅 0.5~0. 8mを測る石組の開口部がつく。開口部の平面形は「くの字」に弱く屈曲し、

開口部中央に30cm大の石を2石、 50cm大の三角形の石を1石据え、昇降のための段を1段設けていた。

SE3990(PL. 29 第 25図） P50に位置。 SD4094南東末端で検出された石組井戸である。内寸長軸約 1.0m、

内寸短軸 0.7mを測る。底面までの深さは不明だが、深さ1.Omまで焼土が堆積していた。遺物は豊富であり、土

師器小皿 201~203、越前焼茶入 204、大海茶入 205、越前焼壺 206、鉄釉天目茶碗 207~210、青磁香炉

211、瓦質香炉 212などが完形で出土した。時期はI期と考える。

SE3991 (PL. 30 第 25図） P48に位置。 SB3977の北西隅に設けられた石組井戸である。 10~40cm大の石と50

~60cm大の石を2石用いて、上面の石組は粗雑に組んでいた。上面は楕円形を呈し、内寸長軸約 0.7m、内

寸短軸 0.5mを測る。深さ0.3mまで焼土が堆積し、遺物は越前焼播鉢 213が出土した。時期はII期と考える。

SE3989 (PL. 30 第 25図） M41に位置。調査区南東壁沿いで検出されたSD3987を排水溝とする石組井戸であ

る。 SB3978より南東側に存在が想定される建物に付属すると考えられる。 20cm大の石と40~60cm大の石を用いて、

上面の石組は密に組んでいた。平面形は円形を呈し、内寸長軸約 0.8m、内寸短軸 0.6mを測る。底面までの

深さは不明だが、深さ0.5mまで掘削した。 SD3987に伴うものとすれば、時期はIII期と考える。

石積遺構

SF3996 (PL. 30. 31 第 25図） M48に位置。 SB3976の敷地の南西隅に構築された石積遺構であり、 20~30cm 

大の石を四辺に3・4段積み上げ、平面形は長方形を呈す。北西短辺の上面には、 60cm大の直方体の大型の

石を1石据え、北東長辺の上面には、 40cm大の石を4石据えていた。他の辺の上面は破壊を受けていた。

主軸はN45° Wに向き、内寸長軸 l.0m、内寸短軸 0.6m、深さ0.8mを測る。覆土は黒灰色土（粘質土）が堆

積していた。遺物は越前焼壺 214、土師器皿 221が出土した。時期はII期と考える。

SF3997 (PL. 30. 31 第25図） N48に位置。 SB3976の敷地の南西隅に構築された石積遺構であり、 20cm大の

小型の石を四辺に1・ 2段積み上げ、平面形は北東隅が歪になる長方形を呈す。北西短辺と南東短辺上面は、

各々 40cm大の石と20cm大の石を1組にして据えていた。

主軸はN66° Wに向き、内寸長軸 0.7m、内寸短軸 0.4m、深さ0.3mを測る。覆土はSF3996と同様の黒灰色土

（粘質土）が堆積していた。遺物は土師器小皿 215~220が出土した。時期はII期と考える。
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3.第1I区域

Sf 3998 (PL. 31 第25図） N45に位置。 SB3977の敷地の南隅に構築された石積遺構であり、 20~30cm大の

石を四辺に2~3段積み上げ、平面形は歪な方形を呈す。中央に40cm大の川原石、北隅に30cm大の石を据

え、段を設けていた。主軸はNS0° Eに向き、内寸長軸 1.lm、内寸短軸 0.8m、深さ0.Smを測る。覆土は上

層に褐色土（砂粒混在）、中間に黄色土（粘質土）、下層に黒灰色士（粘質士・炭化粒混在）が堆積していた。

遺物は士師器小皿 222が出土した。時期はII期と考える。

SF3999 (PL. 31 第25図） M45に位置。SB3978敷地の西隅に構築された石積遺構であり、20~30cm大の石を「コ

の字」に2~3段積み上げ、平面形はやや歪な方形を呈す。北西短辺は、 SD3986の上面石組から1段下げて、

40 cm大の石と20cm大の石を据え、段を設けていた。主軸はNS0°wに向き、内寸長軸 0.8m、内寸短軸 0.8m、

深さ0.4mを測る。覆土はSF3998と同様であり、 SD3986から導水していた。時期はII• m期と考える。

3. 第11区域(PL.21-25 第 25・ 26図）

第II区域は第 74次調査区の中心を占め、 G-M40~52の範囲に相当する。 d-d'間断面、 e-e'間断面で遺構

の層位を観察した（第 24図）。

建物

SB397 4 (PL. 22 第25図） J-L45~48に位置。 SB3977の南西側にある小規模建物である。桁行 3間、梁間

2間が検出され、方形を呈す。主軸はNS0° wに向き、桁行 6.Sm、桁間寸法 1.8~2. 2m、梁間 5.6m、梁間寸

法2.8~3.Omを測り、床面積 36.4 rrlの規模と推定する。南西辺に桁行 3間、梁間 l間の張出部が付く。張

出部は桁行 6.8m、梁間 1.Omを測り、廂と考えられ、北西辺にも同様な廂が付いていた可能性がある。建物

南西辺には庭跡と考えられるSG4026、障壁SA4012が構築されている。遺物は青磁皿 239~242、青白磁の壺

243 ・踪形瓶花入 243・ 244、白磁壺 245・皿 246~251などが出土した。時期はII・ ill期と考える。

SB4091 (PL. 22 第25図） K-M46~48に位置。 SB3974と重複する小規模礎石建物と考える。礎石が全て抜き

取られた径 0.3~0. Sm、深さ0.lmを測る柱穴からなり、北西辺の柱列と梁間を示す柱列が確認できた。桁行 3

間、梁間 2間の建物と想定される。主軸はN48° Eに向き、桁行 5.8m、桁間寸法 1.6~1. Sm、梁間 6.2m、梁

間寸法 3.1 ~3. Smを測り、床面積 36.0 rrlの規模と推定する。遺物は、 SB3974のものと区別できなかった。建

物の向きはSB3978に近く、 SB3974より下層にあり、時期はI・ II期と考える。

SB4096 (PL. 25 第25図） K-M46 ・ 47に位置。当初はSX4019と称した。 J42で30~50cm大の石が直線状に

並んでいる箇所があり、方形を呈す小規模礎石建物が復元できた。南西側の石敷が失われているが、本来は

20~30 cm大の石を床面に敷き詰めた土蔵と考える。主軸はNS0° Eに向き、桁行 4.8m、梁間 4.6mを測り、床

面積 22.1 rrlの規模と推定する。東側の石列SV4014はSB3978の敷地との境界と考える。時期は皿期と考える。

障墜

SA4012 (PL. 23. 24 第25図） I-J45~49に位置。当初はSX4012と称した。 SB3974の南西に構築された障壁

である。庭跡SG4026・ 4028を壊して構築され、石垣基底部のみ残存していた。北東長辺、南西長辺には20

~50 cm大の大型の石を長辺に並べ、短辺には10~30cm大の石を用いて区画していた。

主軸はN52°Wに向き、長さ約 13.Sm、幅約 1.3~2. Sm、高さ約0.3mを測る。本来、平面形は長方形を呈して、

幅は一定だったと考えられるが、北東長辺は水田畦畔を築く際、石垣を積み直した痕跡があり、南西長辺が構

築時の状態を残しているとすれば、 SB3974に伴って構築されたと考えられ、時期はI・ II期と考える。

庭跡

SG4026 (PL. 23. 24. 32 第25図） I-J45~49に位置。 SG4028と共にSB3974の南西に構築され、 SA4012の下

層で検出された石組を伴う石敷遺構である。 SB3974に伴う庭跡と考える。 SG4028は北西から南東に緩やかに蛇
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[V．第74・ 75次調査

行し、全長約 10.Om、幅約 3.0mの規模を測る。SA4012の北東辺に接して検出された石組SG4026は、 50~70

cm大の立石 l石と平坦な石を8石据えていた。石組には躊据でいうところの「前石」にあたる石を据えてあり、そ
つくばいよういしぐみ

の石の上で屈み、手を洗う所作が想定される「蹄据様石組」の可能性が指摘できる（文 6)。遺物は越前焼壺 255

~258・火桶 259・擢鉢 260・ 261、鉄釉天目茶碗 262、朝鮮鉄釉瓶 263、白磁皿 264・ 265が出土した。時期

はII・ Ill期と考える。

道路

SS4005 (PL. 18. 19. 22 第25図） M45~52に位置。 SB3976・ 3977の敷地の南西側を北西から南東に直線状に

通る石敷遺構であり、道路と考える。SB3974の北東辺をかすめる。20~50cm大の石を北東側と南西側に併行し

て2列に並べ、 主軸はN30~40°Wに向き、全長 22.Om、内寸幅 1.3mを測る。SD3985の南西端あたりで「くの字」

に弱く屈曲する。南西側の石はほぼ失われていた。SS4005

（の南西には、第II区域SB3974・ 4091が位置する。出土遺

物は多く、まじないに関わる呪符上師器皿 275・ 276が注意

［される。時期はI・ II期と考える。

SS4066 (PL. 33 第 25・ 26図） G-140に位置。北東側は石

組排水溝SD4090、南東側は石組排水溝SD4056に挟まれ、

第V区域の土塁石垣SA4042に併行する道路である。

ロニ；：二、゚W二□，き、、二二二1前3焼m：二。：
ベ 出土した。時期はI~IlI期である。

石敷遺構
SD4090 

U
"
 

第
II
区
域

6
 

F
 d 

E
 

SD4056 

4m 

SX4020 (PL. 25 第 25図） I41~44に位置。 SB4019の南

V 
西側に構築された石敷遺構である。幅 1.5mの道路が北西

区 ー方向へ延びており、道路南西側に20~30cm大の石が、 長

l :8れ第：三三□三三［〗：し：t：。。占ご
II ・ III期と考える。

― 士坑

SK4003 (PL. 21. 23. 34 第 25図） I・J50・51に位置。越

前焼の大甕 4個体(Pl~4)をL字形に配置した、埋甕土坑

群である。北西は溝SD3983、北東は溝SD3984に区画され、

南西には屋内に通路SS4007を備えていたと考える。北東側

にもう一つの埋甕土坑SK4002がある。

これら土坑群が同 一建物SB3973内の施設だとすれば、

主軸はN40°Wに向き、北西辺 8.5m、南西辺 10.5mを測り、

最大床面積 89.3面規模の中規模建物が想定される。土

坑Pl~3は南東から北西へ直線状に据えられ、北東側に平

第 26図 第II区域SS4066、SD4056・ 4090（縮尺 1/100)行してP4・ 5が検出された。土坑はいずれも円形を呈し、径

-48 -



4.第1ll区域

0.8~1.3m、深さ0.5~0. 7mを測り、越前焼大甕の胴部上位～底部が検出された。甕内の胴部上位には焼土

塊や炭化粒、中位には灰黄色の粘質土、下位には灰や炭化粒が堆積し、土師器皿を含むものもあった。遺物

は越前焼大甕 295~301が出土した。時期はm期と考える。

区画溝

8D4090 (PL. 33 第26図） G ・ H40に位置。道路SS4066の北東辺に併行する。主に10~30cm大の石を用い、

全長 13.0m、内寸幅約 0.3m、深さ約0.2mの規模を測る。底石は無い。 G40で北西岸に90cm大の石が3石あり、

礎石建物が重複していたと考える。遺物は土師器小皿 292、染付皿 293が出土した。時期はI～皿期と考える。

4. 第m区域(PL.26-29 第 23図）

第m区域は第 74次調査区の南西域を占め、 B-F40~52の範囲に相当する。南亜側に第V区域の上塁石垣

SA4041から続く土塁石垣SA3970が構築されていた。土塁石垣内一帯は、後世の河川の氾濫により、削平を受

けており、遺構は僅少であった。 d-d'間断面、 e-e'間断面、 f-f'間断面で遺構の層位を観察した（第 24図）。

建物

8B3972 (PL. 26 第23図） C-F52に位置：。調査区北西隅で検出された礎石建物である。石組排水溝SD3981

の北西岸と重複し、桁行6間、梁間1間が検出された。主軸はN50°Wに向き、桁行8.3m、桁間寸法1.3 ~ 1. 6m、

梁間 1.2m、梁間寸法 1.2mを測る。敷地内全体には砂利が敷かれ、その上に焼土が厚く堆積していた。桁行

6間と推定すれば、井戸SE3994を屋内に含む中規模建物が想定できる。遺物は越前焼壺 302・播鉢 303・甕

304、士師器小皿 305、灰釉小皿 306が出土した。時期は皿期と考える。

8B3971 (PL. 29 第23図） C ・ D41 ・ 42に位置。小規模礎石建物である。桁行 3間、梁間 3間が検出され、

方形を呈す。主軸はN43° Wに向き、桁行 5.0m、桁間寸法 1.5~2. Om、梁間 4.2m、梁間寸法 1.2~1. 5mを測

り、床面積 21.omの規模と推定する。西側に1.5m隔てて井戸SE4000が構築されている。時期はm期と考える。

土嬰石垣

SA3970 (PL. 26. 27 第23図） B ・ C41 ~49に位置。土塁石垣の基壇を検出した。本来は20~50cm大の大型

の石を直線状に北東長辺と南西長辺に並べ、小砂利と士を混在させて盛土をしていたと推定する。主軸はN38

渭に向き、長さ約 26.0m、幅約 1.5m、高さ約 0.2mを測る。第V区域の土塁石垣SA4041の延長にあり、 B40付

近で門跡が存在した可能性がある。時期はI～皿期と考える。

道路

8S4008 (PL. 26. 27 第23図） B41 ~52に位置。 SA3970の南西側に併行し、第V区域の道路SS4005から続く

追路である。主軸はN40° Wに向き、全長 28.0m、幅 1.0 mの規模を検出した。遺物は越前焼 307~309、青

磁鉢 310が出土した。時期はI～皿期と考える。

区画溝

8D3981 (PL. 26-28 第23図） C-F52に位置。第皿区域北西側で検出された石組排水溝である。主軸はN40°

Eに向き、全長 9.5m、幅約 0.4m、深さ約 0.3mを測る。底石は無い。北西岸はSB3972南東辺の礎石柱列に

相当すると考える。南西端には暗渠SZ4092が接続する。時期はm期と考える。

井戸

SE3993 (PL. 30 第23図） F52に位置。SD3981北東端にある石組井戸である。20~40cm大の石を積み上げ、

平面形は歪な円形を呈す。内寸長軸約 0.9m、内寸短軸 0.7mを測る。深さ0.5mまで掘削した。遺物は豊

富であり、越前焼 311~315、天目茶碗 316・317、青磁瓶 318、白磁皿 319・杯 320などが出土した。時

期は皿期と考える。
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N. 第74・ 75次調査

SE3994 (PL. 26・30 第23図） D52に位憫。 SD3981の北東脇に設けられた石組井戸である。上面に40~70cm大

の大型石を4石用いて、平面形は歪な方形を呈す。内寸長軸約 0.8m、内寸短軸 0.5mを測る。深さ0.5mまで掘

削した。周辺には砂利が敷かれ、覆土には焼土が堆積していた。建物SB3972に伴い、時期はIII期と考える。

SE3995 (PL. 30 第23図） F42に位置。 SB3971の北東に設けられた石組井戸である。上面に10~30cm大の石

を10石用いて、平面形は円形を呈す。内寸長軸約 0.8m、内寸短軸 0.7mを測る。底面までの深さは不明だが、

深さ0.6mまで掘削した。覆土には石、砂利、炭が混在していた。時期はII・皿期と考える。

石積遺構

SF 4001 (PL. 26. 27. 32 第23図） C50に位置。土塁石垣SA3970の北西端を切って検出された石積遺構であり、

20~30 cm大の石を3段積み上げ、平面形は方形を呈す。内寸長軸 1.2m、内寸短軸 1.1 m、深さ0.4mを測る。

時期はII・ III期と考える。

SF4000(PL. 26. 27. 32 第23図） C43に位置。土塁石垣SA3970の下層で検出された大型の石積遺構であり、

20~30cm大の石を1段積み上げ、平面形は長方形を呈す。内寸長軸2.5m、内寸短軸 1.lm、深さ0.3mを測る。

北西長辺と南東長辺の石は失われ、南西短辺はSA3970の内側に0.3m食い込んでいた。時期はIII期と考える。

5. 第W区域(PL.35-40 第23・ 27 ・ 28図）

第w区域は第 75次調査区の北東域を占め、 I-N31~40の範囲に相当する。北西側はSD4058、南東側は

SD4059に区画されている。 g-g’間断面で遺構の層位を観察した（第 24図）。

建物

S84051 (PL. 36-38 第27図） J ・ K38 ・ 39に位置。調査区北西隅で検出された小規模礎石建物である。桁行

4間（推定）、梁間 4間（推定）が検出された。平面形は方形を呈し、 20~40cm大の石を敷き詰めた石敷遺構

SX4077を床面とした土蔵と考える。主軸はN41° Wに向き、桁行3.6m（推定）、桁間寸法0.7m（推定）、梁間 3.5m、

梁間寸法0.8~0.9mを測り、床面積 12.6 rrlの規模と推定する。南東辺中央に入口を設け、内寸幅0.8mを測る。

入口内部は石列で長さ1.3m、幅 0.8mの範囲が区画されていた。遺物は越前焼 74・ 75、土師器小皿 76~79、

瓦質香炉 80が出土した。時期はII・ III期と考える。

S84050 (PL. 37. 38 第27図） K37 ・ 38に位置。 SB4051南東辺に接続する2列の礎石列であり、北東辺 5間、

南西辺 2間の2列の礎石列を検出した。主軸はN41° Wを向き、桁行 5.lm、桁間寸法 0.6~1. 2m、梁間 0.8m、

梁間寸法 0.8mを測り、床面積 4.1 rrlの規模と推定する。南西辺はSB4048の北東辺に接続する。 SB4051と

SB4048を結ぶ廊下と推定され、時期はII・皿期と考える。

S84048 (PL. 37 -39 第27図） J35~37に位置。長方形を呈す小規模礎石建物と考える。桁行l間、梁間3間（推

定）の建物に、桁行 2間、梁間 1間の建物が北西に接続するものと考える。主軸はN41° Wを向き、全体の桁行

6.6m、桁間寸法 1.9~2. Sm、梁間 2.8m、梁間寸法 0.9~2. Smを測り、床面積 18.5 rrlの規模と推定する。遺

物は土師器小皿 81~93、青磁碗 94、鉄釉天目茶碗 95~97、白磁皿 98・ 99、染付皿 100・ 101、小柄 281、

菊皿 286、風炉 303が出土した。時期はII・ III期と考える。

S84049 (PL. 39. 40 第27図） K35 ・ 36に位置。 SB4048北東辺と1.9m隔てて併行する2間の礎石列である。主

軸はN41° Wに向き、長さ3.7mを測る。北東側をSV4067が1.8m隔てて併行しており、SV4067を含めれば、桁行2間、

梁間 l間の小規模建物が想定できる。遺物は越前焼播鉢 102、土師器小皿 103が出土した。時期はII・皿期と

考える。

S84078 (PL. 37-39 第27図） K-L36・37に位置。当初はSX4078としたが、小規模礎石建物と考える。桁行5間（推

定）、梁間 5間（推定）が検出された。平面形は方形を呈す。主軸はN44° Wに向き、桁行 4.7m（推定）、桁間
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5．第lV区域

石敷遺構~ 0.9mを測り、 床面積 21.2m
2の規模と推定する。

青白磁

寸法 O.9m（推定）、梁間 4.5m、
梁間寸法 0.8

灰釉小lJil.114、
井戸SE4061、SX4083、

X006を伴うと考える。
遺物は土師器小lJil.104~113、

SX4084、

朝鮮鉢 117が出土した。
時期は11期と考える。

南東辺柱列と考える。
桁行 6間、梁

lJil. 115、染付lJil.116、

す礎石建物のSB4054 (PL. 39. 40 
第 28図） J-M33に位置。長方形を呈

～ 1．9m、梁間0.9m、梁間寸法Q.9m
人体の桁行7.4m、桁間寸法0.7 

ア主軸はN41°Wを向き、 王
120が出土した。時期は 1期と考える。

間1間を検出した゜

白磁lJil.119 ・ 
げ明。遺物は越前焼 118、

礎石を支えた10~20cm大の

を測る。SB4055との関連ばヽ

SB4100 (PL. 35-38 第 27図）
k-M37~39に位置。中規模礎石建物と考える。

全体の桁行桁行 3間以上
の建物と推定する。

主軸はN60°Wに向き、
根石のまとまりが柱列として検出された。

時期は 1期と考える。
8.4m、桁間寸法 2.2~ 

2. 7mを測る。建物規模は不
ザ 明である。
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IV 第74・ 75次調壺

石列

SV 4070 (PL. 39 第28図） M34 ・ 35に位置。第W区域の東にあり、 SX4073と同様に、敷地北東側を区画する石

列と考える。 20~30cm大の石を直線上に並べ、主軸はN42°Wに向き、 全長約 4.0m、幅約 0.2mを測る。

SV 4073 (PL. 36・38 第 27図） M37~39に位置。第w区域北東にあり、本来は石列SV4070と一連となって、敷地

の北東側を区画した石列と考える。20~30cm大の石を直線上に並べ、 主軸はN42°Wに向き、全長約 7.0m、幅

約 0.2mを測る。この石列から地形が落ち込んで行くことを確認した。遺物は鉄釉壺 123・ 124が出土した。

区画溝

S04058 (PL. 36-38 第 23・27図） I-M40に位置。第W区域の北西側を区画する石組排水溝である。20~40cm 

大の石を北西岸に据え、南東岸の石組と底石はない。主軸はN55°Eに向き、 全長 13.8m、幅 0.4m、深さ0.2 ~ 

0. 5mを測る。南西端の溝底には板材をコの字に組んだ暗渠を据え、 SD4057北西端と接続していた。遺物は越

前焼 125・ 126、灰釉壺 127、土師器羽釜 128、青磁碗 129、染付皿 130が出土した。時期はI期と考える。

S04059 (PL. 39. 40 第23・ 28図） J-M33に位置。第W区域の南東側を区画する石組排水溝であり、溝① ・②

からなる。当初は、南西側のJ・ K33付近で北東端が屈曲する溝①を構築したが、後に北東側のK・ M33付近に

石組排水溝②を設け、溝①は廃棄したと考える。

溝②は、山側の南東岸に20~40cm大の石を据え、

20 cm大の石を北西岸に据えていた。底石は無い。主

軸はN55°Eに向き、全長 10.7m、幅 0.3m、深さ0.2mを

測る。M33付近の溝底X007の地点で灰釉皿 135、そ

の他で土師器皿 132・ 133、越前焼 131、鉄釉天目茶

碗 134、青磁香炉 136、土鈴 260、石鬼 301が出土し

た。時期はI期と考える。

SV4069 

冒

□SX4082 

S04057 (PL. 35・36・38・40 第23・27図） I33~40に位置。

第V区域との境となる石組排水溝である。

20~40 cm大の石を両岸に1段据えていた。底石は

無い。主軸はN40°Wに向き、 全長 21.7m、内寸幅 0.3 

1 
~O. 4m、深さ0.2mを測る。石組は時期差がある。当

＼ 初はSD4090に接続していたが、接続部は後に閉塞さ

れ、 SD4058に排水したと考える。遺物は、 土師器小

皿 138~151、鉄釉天目茶碗 152~155、青磁碗 156・

157、土鈴 258・ 259、火箸 274・ 275、小柄 279、石

盤 306が出土した。時期はI~m期と考える。

井戸

SE4061 (PL. 37 -39 ・46 第 27図） K36に位置。SB4078

JI内の石組井戸である。20~30cm大の石を3段積み

上げ、平面形は円形を呈す。内寸長軸約 0.7m、内

寸短軸 0.6mを測る。深さ0.5mまで掘削した。遺物

は越前焼 164、土師器皿 165が出土した。時期は II

第28図 第w区域SB4054・ 4055、SD4059、X007（縮尺 1/100)期と考える。

4m 
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6.第V区域

石敷遺構

SX4084(PL. 37-39 第27図） K・L36・37に位置。 80cm大の方形状の板石を置き、板石の南東辺に40~50cm 

大の石を2石、北東辺に30cm大の石を2石、南西辺に20~30cm大の石を3石置いていた。洗場と考える。

SX4083 (PL. 39. 46 第27図） L36に位置。 20~30cm大の石を用い、中央に横長の石を2石据え、周辺に4

石を円形に配置していた。中央は浅く凹む。北東側のX006では越前焼播鉢 1個体が据えられていた。全体的

に炭化物の層で薄く覆われ、炉跡の可能性が高い。時期はI期と考える。

6.第V区域(PL.41 -45 第23・ 29図）

第V区域は第 75次調査区の南西域を占め、 B-I30~40の範囲に相当する。北東側は第W区域の溝

SD4057、北西側は土塁石垣SA4042、南西側は土塁石垣SA4041に区画され、敷地は方形を呈し、面積約 442

面を測る。 g-g'間断面、 h-h'間断面で遺構の層位を観察した（第 24図）。

建物

8B4043 (PL. 41. 43 -45 第29図） D-G32~35に位置。土塁石垣SA4041・ 4042に区画された敷地の南東寄り

で検出された中規模建物である。 30~40cm大の石を用い、桁行 6間（推定）、梁間 4間が検出された。主軸

はN45° Eに向き、桁行 8.5m、桁間寸法 1.4m（推定）、梁間 7.6m、梁間寸法 1.9mを測り、床面積 64.6面以

上の規模と推定する。南東隅には桁行 2間（3.7m)、梁間半間 (0.9m)の張出部が付き、張出部から南西側に

も規模は不明だが、小規模な礎石建物SB4044が存在したと考える。時期はIl・皿期である。

建物長軸中心には、5間の礎石列が検出され、この中心礎石列の北東端延長は、SB4045北西辺につながる。

また、中心礎石列の南西端延長にもSB4045と対称になるような建物SB4044が存在していた可能性が高い。遺

物は、土師器小皿 166~181、灰釉捏鉢 182、椀 183・皿 184・皿 184・ 185、鉄釉茶入 186、青磁碗 187・ 

皿 188、白磁皿 189~191、建物北東側X008で土師器小皿 174、XOlOで漆器皿 321、バンドコ313が出土した。

8B4044 (PL. 43 第29図） C • D33に位置。 SB4043南西辺に接続する小規模礎石建物である。 40cm大の石

を用い、桁行 4間、梁間 l間が検出された。主軸はN41° Wに向き、桁行 3.8m、桁間寸法 1.O~l. 3m、梁間

1. 8m、梁間寸法 1.8mを測り、床面積 6.8面の規模と推定する。建物北西辺は、 SB4043中心礎石列の南西

延長上に位置し、建物南西辺には桁行 4間、梁間 1間の張出部が存在した可能性がある。この部分を含める

と、床面積は10.6面と推定される。遺物は白磁杯 192が出土した。

8B4045 (PL. 44. 45 第29図） G ・ H32 ・ 33に位置。 SB4043北東辺と接続する小規模礎石建物である。石敷遺

構SX4074と重複する。全体的に厚さ10~10cmの炭化層で覆われていた。 40cm大の石を用い、桁行 2間、梁

間2間が検出された。主軸はSB4044、N41° Wに向き、桁行 3.8m、桁間寸法 1.9m、梁間 3.3m、梁間寸法 1.5 

~ 1. 8mを測り、床面積 12.5面の規模と推定した。建物北西辺はSB4043中心礎石列の延長上にあり、 SB4044と

対をなすと考える。遺物は陶磁器類 193~202、梅瓶（写 l)、雪下駄 318、X009で銭貨 50枚の婚銭が出土した。

8B4053 (PL. 44-45 第29図） I33~36に位置。北東側のSD4057に併行する礎石列である。 40cm大の石を用い、

桁行 4間が検出された。主軸はN44°Wに向き、桁行 7.7m、桁間寸法 1.9~3. Omを測る。北西端で幅 1.9mの間

隔を保って併行する2石の礎石が検出され、廊下のような建物が想定される。遺物は越前焼 203・ 204、土師器

小皿 205~208、鉄釉鉢 209、白磁杯 210・皿 211~213、朝鮮壺 214、石硯 296、石盤 307などが出土した。

8B4046 (PL. 41. 43. 45 第29図） D-G35 ・ 36に位置。 SB4043北西辺に併行する礎石建物である。 40cm大の

石を用い、桁行 5間、梁間 2間が検出された。主軸はN46°Eに向き、桁行 8.2m、桁間寸法 1.4~2. 3m、梁

間3.8m、梁間寸法 1.9mを測る。敷地中央を占める主要な建物だが規模は不明である。遺物は土師器小

皿 215~221・羽釜 222、瓦質香炉 223・鉢 224、青磁碗 225が出土した。時期はJI.III期と考える。

-53 -



lV 
第74・ 75次調査

‘-l 34 

8
[
 

~
。

図
D
O

さ

。0
0

 [｝ 

口

□5
 

八）

゜S64043 

／
 

°
O
D
 

0
0

 
グ
。 ゜

⇔ ［ 

゜゚ ゜
-[□こ
>

遺構② 冒］SX4080 

こ 口

。
遺構①

青
D 

， ， ， 
0 : 

°i 

0----------------・9

S84044 

36 

第 29図
4047 ・ 4053、SA4041、

SE4060、SX4074
第V区域SB4043-

-54 -

。一 m 

＼ 

. 4080-4082、
xoo8-010（縮尺 1/100)



6.第V区域

8B404 7 (PL. 44. 45 第 29図） G ・ H34 ・ 35に位置。礎石建物である。 40cm大の石を用い、桁行l間、梁間 1

間が検出された。主軸はN50° Eに向き、桁行 3.8m、桁間寸法 3.8m、梁間 2.2m、梁間寸法 2.2mを測る。建

物の規模は不明。遺物は越前焼 226・ 227が出土した。 SB4043の上層に構築されており、時期はI期と考える。

土嬰石垣

SA4041 (PL. 41. 42 第 23・ 29図） B ・ C33~39に位置。 SB4043・ 4046の南酉側土塁石垣である。主軸はN40° W 

に向き、総延長 20.0m、上幅 1.5m、基底幅 1.5mを測る。上面は土塁石垣内側の遺構面より約 0.4m高い。基

底部は30~70cm大の石を内外辺に1~ 2段積んでいた。内側に排水溝は設けられず、外側に道路SS4068が

併行する。北西隅は石が欠失し、延長上に土塁石垣SA3970が北西に延びてゆく。時期はI～皿期である。

SA4042 (PL. 41 ・42 第23・30図） B-139に位置。 SB4043・4046の北西側土塁石垣である。主軸はN50° Eに向き、

総延長約 19.0m、上幅約 1.Om、基底幅約 1.Omを測る。上面は土塁石垣内側の遺構面より約 0.3m高い。

基底部には20~70cm大の石を内外に1~2段積んで並

べていた。外側に溝SD4056が併行する。北東端から南東

へは、幅を0.7mに狭め、 L字形に短く屈曲して、石積遺構

SF4063の北東長辺に沿って収められていた。 H39付近で

暗渠SZ4089、D・ E39で門跡SI4064が重複していた。

遺物は越前焼壺 229・播鉢 235、土師器小皿 230~

234、石硯 298、バンドコ312、井戸枠 314が出土した。

時期はI~m期である。

門跡

S14064 (PL. 41. 42 第 23・ 30図） D-F39に位置。土塁石

垣SA4042内南西寄りに構築された門跡である。主軸は羹
令

N50° Eに向き、門の内寸幅は4.8m、奥行き1.5mを測る。

土塁石垣内側の遺構而より約 0.2m高い。北東端には100

cm大の石を1石据え、門の中心と南西端には、 2.0mの間

隔を空けて、 50cm大の石を礎石として据えていた。門は

開閉扉と考えられ、外辺は、士塁石垣より20cm張り出し、

20 cm大の石を並べていた。

SA4042¥ 

汐’

s
 
的
)

暗渠

S24089 (PL. 42 第 23図） H39に位置。土塁石垣SA4042

内の北東寄りに構築された暗渠である。 SA4042を幅 0.3m 

で断ち割り、 40cm大の石を上部に3石架構していた。

主軸はN40° Wに向き、内寸長軸 1.Om、内寸幅 0.3mを測

る。館内の排水を館外のSD4056に流していた。

区画溝 ／ 

8D4056 (PL. 41. 42 第 23・ 30図） B-I39に位置。 SA4042

の外側の素掘り溝である。主軸はN50° Eに向き、全長

20.0m、内寸幅約0.3m、道路SS4066からの深さは約0.4m

を測る。底石は無い。北東端はSD4057に接続する。 第 30図 第V区域S14064、SB4091（縮尺 1/50)

召

＼ 

』＂

-55 -



N. 第74・ 75次調査

井戸

SE4060 (PL. 45. 46 第23・ 29図） H36に位置。 SB4053の北西側に近接する石組井戸である。 20~30cm大の

石を3~4段積み上げ、平面形は円形を呈す。内寸長軸約 0.9m、内寸短軸 0.8mを測る。深さは不明だが、0.3m

まで掘削した。上面の石はややせり出し気味で、 3石を除き大半が欠失していた。遺物は、灰釉皿 236、土師

器小皿 237・ 238、越前焼 239~245、青磁盤 246、朝鮮碗 247、砥石 299、石盤 309、バンドコ311、桶 316、

漆器椀 323が出土した。時期はI期と考える。

石積遺構

SF 4063 (PL. 41. 42. 46 第 23図） H • I39に位置。土塁石垣SA4042北東端内側に接続する石積遺構であり、

20~30 cm大の石を3段積み上げ、平面形は長方形を呈す。主軸はN40° Wに向き、内寸長軸 1.4m、内寸短軸

1. Om、深さ0.4mを測る。南西長辺の上面は破壊されていた。遺物は灰釉小皿 248が出土した。北西短辺は、

SA4042の基壇内側と共通することからSA4042と同時期の遺構であり、時期はI～皿期と考える。

庭状遺構

SX4074(PL.44 第29図） H32 • 33に位置。 SB4043の北東隅に構築された、石組溝を中心とした石敷遺構であ

る。 20cm大の小型の石を用いて、弧状に組まれた短小な石組溝である。長さ1.8m、内寸幅 0.2mを測る。石組

溝の北側には30~40cm大の石が8石散乱し、南側には20~40cm大の石が17石散乱していた。周辺には細砂

利が不定形に敷かれていた。 SB4045に先行し、 SB4043に伴う庭跡の可能性がある。時期はIlI期と考える。

SX4081 (PL. 44 第 29図） H32に位置。 SX4074の南東側で、「コの字」形に並べられた石組である。 20cm大の

石を並べて、南西長辺 1.4m、内寸北西短辺 0.6m、内寸南東短辺 0.4mを測る。 SX4074より0.2m高い位置で検

出された。検出時は内側に炭化物が検出され、炉跡を想定したが、 SX4074を庭跡とすれば、庭の風景に組み込

まれた「祠」の可能性も指摘できる。遺物は土師器小皿 250~257が出土した。時期は皿期と考える。

SX4080(PL. 46 第29図） C • D34~36に位置。 SB4043の北西隅に構築された、 2基の遺構からなる。①は、

90 ~ 120 cm大の平坦な大型の石を3石、飛石状に据えた遺構であり、長さ3.5mを測る。遺構②は90~ 120 cm 

大の大型の石を5石、円形に据え、内寸長軸 2.0m、内寸短軸 1.5mの規模を測る。 SB4043との配置状況から、

遺構②は中央に手水鉢などを設置した「躁据状石組」の可能性があり、時期はいずれもIlI期と考える。

第 3表 第 74・ 75次調査主要遺構観察表(PL.16-46 第 23-30図）

第 I区域

NOiグリッドI遺構 I種類
真

版
写
図

挿図 IINOIグリッドI遺構 I種類
真

版
写
図

挿図

N-P 
49~51 SB3976 礎石建物
·······~~ 
N-P 
45~48 SB3977 礎石建物
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

N-P 礎石建物
42~44 SB3878 

社・堂？・・・・・・・・・・・・・・・・・t・・・・・・・-・・t・・・・・・・・・ 
M-0 
42 

SB4099 礎石建物
・・・・・・・・・・・・・・・・・t・・・・・・・・・・・・・・・t-----t--
N-P 
42~44 SB4013 礎石建物
・・・・・・・・・・・・・・・・・t・・・・・・・・・・・・・・・t-----t--

多9
N-P 
42~44 SB4097 礎石建物
~············~ 
N-P 
45 

SA4098 障壁
·················•··············-
0. p 区画溝
50~52 SD4094 

石組排水溝

M・N 区画溝

↑.?..............:·:·::·:·~●●ーー百盤排杢溝．．．．．．．．．．
90 

唸'1M-P 
SD3985 区画溝

-48 石組排水禰：

PL.18・191第25図

P50 I SE3990 I石組井戸
．．．．．．．．．．．．．．．．． 

P48 I SE3991 I石組井戸

PL. 20 I第25図
・・・・・-------・ 

PL. 20 I第25図
・・・・・-------

PL. 29 I第25図

PL. 18-20 I第25図
------------

PL. 18~20I第25図
------------

PL. 29 I第25図
------------

PL. 29 I第25図

PL. 32 I第25図
．．．．．．．．．．．． 

PL.18・19 I第25図

M41 SE3989 I石組井戸

M48 I SF3996 I石積遺構
-----------------

N48 I SF3997 I石積遺構
-----------------

N45 I SF3998 I石積遺構
-----------------

M45 I SF3999 I石積遺構

M-P 区画溝

45 
SD3986 

石組排水溝，·················•····~········ ．．．．．．．．．十一．．．．．．．．
M-P 区画溝

41 
SD3987 

·········•···•·••••••••••········•······· 石組排水溝・・・・・・・・・・・・・・・t・・・・・・・・・t・・・・・・・・・ 
M • N 
52 

SE4022 石組井戸
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

PL. 30 I第25図
............ 

PL. 30・31 I第25図

PL. 31 I第25図
-----・・-・・・・ 

PL. 31 I第25図
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6.第V区域

第II区域 第w区域

構 I種類

J-L 
45~48 

I SB3974 I礎石建物
-----・ • ---.. ^  

K-M 
46 ・ 47 

SB4091 礎石建物

23l :；M.47 1 SB4096 1,:建物

24 1-J 
メを 1 45 ~ 49 

SA4012 障壁

；乙， SG40261庭跡

M 
45~52 

SS4005 I道路

G-1 
I SS4066 I道路

40 

141 
SX4020 石敷遺構

~44 
ーユ—--------------------------

I. J 
SK4003 

土坑

50 • 51 埋甕土坑群
-------------------------

G • H SD4090 
区画溝

40 石組排水溝

真

版
写

図

PL. 22 

PL. 22 

PL. 22 

挿図

第25図
--~ --.．--• -・ 

第25図

第25図

PL. 23 ・ 24 I第25図

PL. 23・24 
・ 32 

I第25図

PL.18・19 
・ 22 

I第25図

PL. 33 I 
第25図

第26図........... 

PL. 25 I第25図

PL. 21 ・ 23 
・ 34 

I第25図

PL. 33 I第26図

NOiグリッドI遺構 種類 ニ写真
1期 11期皿期 図版

挿図

J-M 
33 

I SB4054 I礎石建物
------

4]| 
K-M 
37~39 I SB4100 I礎石建物
-------------

48 
M 
34 • 35 

SV4070 I石列

i,'j！7~39 1SV4073 I石列

50| 
1-M 

;~1 40 SD4058 

511 
J-M 
33 

I SD4059 

I 区画溝

33~40 
SD4057 

石組排水溝

SE4061 I石組井戸

石敷遺構

し-----• --• • -• • -．． 

L36 I SX4083 I石敷遺構

PL. 39 ・ 40 I第28図
● ●—一●●ーー・・ー・

PL. 36-38 I第27図
.．--.. --• ●ー・

PL. 39 I第28図
. .一ー・・ー・

PL. 36 ・ 38 I第27図
......ーー・・ー・

PL. 36-38 I 
第23図

第27図→．ー―.....・ー・

PL. 39 ・ 40 I 
第23図
第28図

PL. 35 ・ 36 第23図
・ 38 ・ 40 第27図

PL. 37-39 
・ 46 

I第27図

PL. 37-39 I第27図
............ 

PL. 39 ・ 46 I第27図

第皿区域 第V区域

NOiグリッドI遺構 I種類
真

版
写

図

C-F 
52 
......... 

C・D 
41 • 42 

SB3972 I礎石建物
................ 

SB3971 I礎石建物

B • C 
41~49 

SA3970 I土塁石垣
..................... 

B 
41~52 

SS4008 道路

ば SD39811 :□□水溝

挿図

PL. 26 I第23図
-----------・ 

PL. 29 I第23図
-----------・ 

PL. 26 ・ 27 I第23図
-----------・ 

PL. 26 ・ 27 I第23図

F52 SE3993 I石組井戸

種類

D-G 
32~35 

I SB4043 I礎石建物

C・D 
33 

SB4044 I礎石建物

真

版
写

図
挿図

PL. 41 ・ 43 
~ 45 I第29図

D52 I SE3994 I石組井戸

F42 I SE3995 I石組井戸

39l C50 I SF4001 I石積遺構

401 C43 I SF4000 I石積遺構

PL. 43 I第29図

PL. 44 ・ 45 I第29図
．．．．．．．．．．． 

PL. 44 ・ 45 I第29図

第w区域

NOiグリッドI遺 構 I種類

贔．K39 SB40511 ::建物

K 
37 • 38 

SB4050 礎石建物
-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

J 
35~37 

SB4048 I礎石建物
.......... 

K 
35 • 36 

I SB4049 I礎石建物
-------------

K-L 
36 • 37 

I SB4078 I礎石建物

PL. 26-28 I第23図
9 -- • --．. -．．． 

PL. 30 I第23図

PL. 26 ・ 30 I第23図
........... 

PL. 30 I第23図

PL. 26 ・ 27 
・ 32 

I第23図

PL. 26 ・ 27 
・ 32 

I第23図

真

版
写

図
挿図

PL. 36-38 I第27図
→ •—..-..--• ・ 

PL. 37 ・ 38 I第27図
----• -．. --.． 

PL. 37-39 I第27図
＾ ^ ^ ●一●●一●●ー・

PL. 39 ・ 40 I第27図

PL. 37 ・ 39 I第27図

:1塁．H33 | SB4045 I礎石建物

I 
59 |SB4053I礎石建物

33~36 
............. 

60l 
D-G 
35 • 36 

I SB4046 I礎石建物

61 I G • H 
34 • 35 

SB4047 I礎石建物
------------------------

畠， lSA4041I土塁石垣
-------------
B-1 
39 

SA4042 I土塁石垣

D3-9 F l SSZI44006849 1 暗門跡渠

-----------

区画溝
SD4056 I 石組排水溝

--------------------

石組井戸

――. -----------------------

H • I SF4063 石積遺構
39 

---------------------------------------
u 

庭状遺構SX4074 

H3累236-II•SXSX4畑0801•I庭庭状状此遺構桔

PL. 41 ・ 43 
・ 45 

i第29図

PL. 44 ・ 45 I第29図

PL. 41 ・ 42 I 
第23図
第29図
・-・・--・・--・ 

PL. 41 ・ 42 I 
第23図
第30固
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図
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凶
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w．第74・ 75次調査

7. 第74次調介遺物(PL.55-66 第 31-46図、第 4表）

遺物は、第I~III区域の土器（陶磁器類） 1~321、土製品 322~328、金属製品 329~353、木製品 354~

359、{i製品360~377、銭貨378~436を図化した。詳細は第4表に記し、以下、特徴的なものの概要を述べる。

第 I～皿区域包含層出土土器(PL.55-59 第31-35図）

越前焼揺鉢 2・ 9 ・ 10は内面底面にも揺目が施され、 6・8は内面体部上位に弧状播目が入る。 13はSB3978正

面（南西辺）に近接したSX4024内X002地点において正位で出土した(PL.33)。15は卸皿であり、 16は深身の器形

に波状突帯が付き、 X字文、円形浮文の装飾がされている鉢である。

大量に出土した土師器小皿 l7~133は従来の分類（文7)と照合すると、 5タイプに区分された。

①【17~38】：器形は浅鉢形。 B類に属す。 n縁部は内清して立ち上がる。口径6.2~7. 4 cm、器高 1.6~2. 7 

cm。底部は丸底。内外面の調整はナデ後指頭痕を伴うものが多い。 32~38は口径8.6~9. 0 cm、器高 1.8

~2. 0 cmを測る中型品であり、さらに法量で区分される可能性がある。

②【54・ 55 ・ 66 ・ 67】：器形は浅皿形。 C類に属す。口緑部は直線状に斜め外方へ立ち卜がる。底部は平底。

口径8.6~11. 6 cm、器高 1.6~2. 3 cm、底径2.0~6. 0 cmを測る。外面体部はナデの後、指頭痕が残る。

③【42~49・ 78~81】：器形は浅皿形。 C類に属す。②の小型品。口縁部は直線状に斜め外方、または外反

して立ち上がる。底部は平底。口径 5.8~7. 4 cm、器高 1.3~1. 8 cm、底径 2.0~4. 0 cmを測る。

④【50~53・ 56~71 ・ 82~116 ・ 119~130】：器形は杯形。 C類に属す。口縁部は直線状に斜め外方、また

はやや外反して立ち上がる。底部は平底。外而口緑部中位に強いヨコナデによる段を有す。 n径 8.0~

13. 2 cm、器高 1.6~2. 9 cm、底径 2.0~6. 6 cmを測る。口唇部は丸く収める。法量でさらに細区分できる。

⑤【72~77・131~ 133】：器形は盤形。 D類に属す。口縁部は直線状に斜め外方に立ち上がる。底部は平底。

口径 11.8~13. 8 cm、器高 2.2~2. 9 cm、底径 6.0~7.0cmを測る。口縁部中位に強いヨコナデによる段

を有すものが一定量ある。口端部内側が受口状になるものがある。

土師質丸皿 134~136は口径 4.6~5. 0 cmを測り、内外面はミガキ調整を基本としている。 4・ 13次の「中の御

殴」では地鎮具の盤として使用されていた。土師器羽釜 138~144は径 10.O~ 18. 3 cmを測り、底部は平底であ

る。全体にススが付着している個体が一定量ある。鎌倉期の石鍋の代用品か、宴会や儀礼に使用されたと考え

る。 145は土師器で鉄釉茶入を模倣したものである。鉄釉 146は瓶、 149は茶入である。 146は底部に厠転糸切

り痕が残る。灰釉鉢 152は口径 30.0 cmを測り、口端部を波状にして成形している。青磁皿 158・ 159は口端部

を化弁状に成形した稜花皿である。 158の内面中央には「卍」の意匠が押印され、 159は口縁部に1青草文が陰刻

されている。染付碗 166・ 167の外面口端部には文様帯が描かれ、下位に芭蕉文が施されている。皿 171の内

面底面には玉抱き獅子が描かれている。碗 170・ lill 17 4 ・ 175は内面底面に呉須で牡丹文を描く。碗 176は外面
ねじばな

にアラベスク文、皿 179の内面底面には捻花が描かれている。

第 I～皿区域遺構出土土器(PL.59 第 35図）

8B3976出土(PL.59 第35図） 土師器皿 181・182はタイプ④である。朝鮮白磁碗 183の内面にトチン痕が残る。

SB3977出土(PL.59 第 35図） 朝鮮鉄釉瓶 185は頸部が小さく肩が張る。 SA4012出土の263が底部となる可

能性がある。白磁lill.186~188は優品である。 187・ 188は稜花皿であり、内外面に化弁状の鏑をもつ。 188の外

面底面には「天下泰平」の文字が見える。

SB3978出土(PL.59 第36図） 鉄釉天目茶碗 189、青磁碗 190に加え、瓦質土器の瓦燈 191が検出された。

191は希少な器種であり、釣鏑形の胴部を有し、天井部に灯明皿を乗せる受皿が付く。受皿中央には油漏れを

防ぐ穿孔がなされ、天井部に煙抜けの円形透孔をもつ。胴部下位に半月状の透孔をもち、全体は丁寧に黒色磨
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7. 第74次調査遺物

研されている。 40 次 •54 次で出土例がある。

SE3990出土(PL.60 第 36図） 茶器に関連するものが多く出土した。越前焼茶入 204は芋子形を呈した鉄釉

の模倣品である。鉄釉茶入 205は薬壺形を呈し、大海茶入とされるものである。天目茶椀 208・ 209は完形品

である。青磁香炉 211は寸胴形の体部を呈し、口端部は浅く凹む。底部周縁に3ヶ所付けた三角板の脚部は

接地しない。瓦質香炉 212は土師質である。体部に円形列点文が施されている。

SF3996出土(PL.60 第 37図） 越前焼壺214、土師器皿221が出土した。 214は胴部上位にヘラ記号をもつ。

8B3974出土(PL.61 第 38図） 青磁 239~242、青白磁 243・ 244、白磁 245~251などが多く出土し、土師

器皿 230~235や越前焼の埋甕遺構を含むSB3973とは建物の機能が異なることを示している。 242は大型の稜
そう

花盤であり、外面に花弁状の鏑が巡り、内面に陰刻草花文がめぐる。 244は白磁踪形瓶であり、方柱状の胴部

に算木状の文様が施されている。 249は輪花皿であり、内外面に鏑がめぐる。いずれも優品である。

SA4012出土(PL.61 第 38・ 39図） SB3974伴う障壁の覆土から越前焼の小型壺 255~258・瓶 258・火桶

259・播鉢260・261などが出土した。 255は胴部上位にヘラ記号をもつ。内面は意図的に細かい剥離を受けている。

S84005出土(PL.61 第39図） 土師器皿 275・ 276の内面には呪符が墨書で記されていた。出土状況は不

明だが、説話（文）に出でくるように、 2枚を閉じ合わせて道路に埋設した可能性も想像される。 275の呪符は、

内面底部周縁に沿って円を描き、破線で分割した後、口縁部に時計の文字盤のように梵字を配置し、一部に
ふろく

「鬼」、「日」を用いた符録を記している。 276は内面底部周縁に円を描き、 275のように口縁部内面に梵字を配

置し、一部に「三光」の文字が見える。呪符土師器皿は朝倉館跡で2点（文7)、51次の屋敷敷地内で2点（文8)・

123次の包含層で1点（文 9)出土している。

8S4066出土(PL.61 第 39図） SB4043の正門前の道路から出土した越前焼播鉢 290の破片である。体部中

央に花押が墨書されている。花押の人物は文献上でも特定できない。

SK4002・4003出土(PL.62・63 第 40図） SB3973に伴う埋甕遺構から越前焼大甕 294~297・300が出土した。

口径は76.5~85. 0 cm、器高 82.7 ~89. 8 cmを測る。

土製品 (PL.63 第42図） 土製模造品 322・ 323は祭祀用のミニチュア製品であり、 4・ 13次では銭貨を伴い

地鎮具に用いられていた。灯心押さえ327は径3.3cmを測る。鳥餌皿324は短寸胴形の体部に環状把手が付き、

4 ・ 13次調査で灰釉のものが出土している。 326は瓦燈、 328は越前焼の薬研であり、 46次他で出土している。

金属製品(PL.64 第 42図） 指輪 329は銅製であり、輪の内径は1.4 cm、中石は宝珠形を呈す。把手 335は

引出に装着され、菱花形の座金具で固定している。火箸 339は先端を土筆形に加工し、凹線を入れている。

環状金具 337は象面の座金具の鼻の部分で環と接合している。

木製品(PL.64 第 42図） 漆器鉢 354は黒漆地に朱漆で轍文を描く。 355は錠前を模しており、 SE3990から出

土した。木簡 358は付札であり、「口為？口稲□升」と判読した。

石製品(PL.65 ・ 66 第43~45図） 石硯 360は大型品であり、 361は懐中の小型品である。温石 362はSB3977

から出土した。 374は五輪塔の火輪に相当し、各部に「妙・法・蓮・華・経」が刻まれていたと想定され、「蓮」

の字に金泥が残る。 375は地輪に相当し、正面に月輪、連座、ア種字を刻み、下に「権大僧都法印長善」と線

刻している。年号は永禄八年(1565)正月三日とある。化石377は手取川群層で見られるシジミガイの化石である。

鑑賞品として持ち込まれたものと想定する。井戸SE3993から出土した。
さしぜに

銭 貨(PL.66 ・ 67 第45• 46図） 378~436の59枚が出土した。紺銭の状態ではないが、遺構別ではSB3974（開

元通賓 379、皇宋通賓 387、正隆通賓 411、不明 431)、SB4097（天聖元賓 384、熙寧元賓 392、紹聖元賓

404・405、政和通賓410、不明422)、SB3976（元豊通賓396、元祐通賓420、不明425)で複数枚が出土している。

-59-



N. 第74・ 75次調査

--l  

見）

→ ， 
ヘヽ 、、へへ

＼し）ゞ ．）J-ュし

--== 

8
 

。
100111 

越前焼

第 31図第74次調査包含層出土土器（縮尺 1/4)

-60-



7. 第74次調査遺物

ー
―
-
＿
 

―
―
 二）一）

0
Q

0 10cm 

ゞ 7 ~ジそ。

てロア芝8又己#.1

望，

文 23

て己二否

望 22

文 6

支 99

~29 

文 30

こ 31

越前焼

-こ ~4 文盃土診:

文 5

文＼ こ 2 マご亡彦~6望工玄5

＼こ、）し42 こ 46 、ゞ（し=/てた上に之7＼ '-｝＼）ヽ'-l'-- 33 

~43 文汀—~7 で`こ＼」L50 こ、こ53又

叉 -39

又 40

こ
史

支 44~之8 又こに琴冥己己=~6 文了ご亥75

立 45 ，̀支二：二亥2.... 57 

土師器小皿

0 6cm 
l l l | l | 

第 32図第74次調査包含層出土土器（縮尺 1/3、1/4)

-61 -



N. 第74・ 75次調壺

マ 8--5ー： `78  

文 79

又 80
て 59 文三ニ二 6 ~コ…-
支。 主戸）~67

こ 1 ~8 

こ二戸62 てご了-玄，

マこ~3 で。

叉ー4

，`． 
文 81

文 2

ご竺二3

ミ
76~ 

三ミニ__＿1-—ニロニ支5

-てエニ6

交ー87

三 8

望，

望。

1̀ こニマ-2

ーニニ万
て一

文

`97  

支 ---8

て
`100  

-＿ 1 - -9 
101 

マ竺~2

―・7,:3 

文 4

マー5

言＿06

ーー
文 ，

0̀9 文 20

-̀0 ~1 

~11 こ 22

こ 2
ー 3

9̀3 竺~4

`4 -で
~5こ6

ミニ6`
ご 17支二二二8

こ二ニ 書 7 ミニ三二し。土師器Ij皿 10an 

第 33図 第 74次調査包含層出土土器（縮尺 1/3)

-62-



7. 第74次調査遺物

て竺7竺

マ
138 

三＿―：

三
ニヽニニ二I

に 134

/ ̀̀~ 
ヽノ ‘- ‘ 

/’ 
/“̀ , ＇  

-; I ---プ.,
込ゞに (I ノ

:,:;［ぃ<、
-‘J JI ノノ

／ 、 I
9 、9 ｀ノー

／ 

—\/ 
＼ 
\—‘ 

＼ノ

こ丑三 137

プ： 1つ'J

』

ノ乃 ーノ一人ーノ

1._, 
＼ノ

ニニア
133 

こ 135（一
＼ 

足 136

もぐー呵．

144 

tヽ
9
9
9
9
9
,
‘／
 

）ー
J

―’
f
)
 

＇ ノ
，

9

ヽ一
ー

I

'~ 

ノ

，
 

r

J

 
I

-

'
9
 

ノ

上

r

、.

(＇/（こヽ

／

＼
 

ヽ

＼
 

）
 

＼
 

，
 

＼
 

＼
 

，
 

＿＼ 

142 

145 

(\寸マヤ‘―—マ（ヽ

¥、-,'・ I 
¥ ¥.〉ゞ ‘‘~、

¥..＼¥,_'(¥ 
rヽ．r

-~<\\L\ 

士師器小皿・羽釜

146 

147 ベ

．
 

I 

―—三157

ごえいこ二157

寝
I 

支 4

三 5

こぇ56

/＼ 鬱＼
言 こ

鉄釉、灰釉、染付

第 34図 第 74次調査 包含層出土土器（縮尺 1/3)

-63 -



N. 第74・ 75次調査

＼ で亡66 □
文

広

k/ 

168 

史

二
I 

~64 
l ｀
 

ノ
I 

~165 

と

169 

疇 l

ざ 白磁::］ 遵晨~- -~~( 
舌 70`

三4 恣

⑰へ 9 U 
岱二臼-
-171i ー／

一― ＼二ご。
~179--ニ―こ~178

染付

~81 亡二 二言86

~2 

□二:-==-，185゚ SB3977出土土器 10日

第 35図 第74次調査包含層出土土器、第 I区域遺構出土土器（縮尺 1/3)

-64 -



7. 第74次調査遺物

□ 。
~ • -．―̂ ～ • --ー'<:::，―

I へ，、＾アー

＼` 
ゞ'L.1U¥

← I、̂//i--・
// l I 

SA4098出土土器

195 

v ̀  • 

＝＝：： 
→`｀~‘▼し翡ヽ

‘‘ ‘‘ , ,・、、¥

合―ーマー-;,;;,~--
¥ I i ̀, 1 l'脳I
しU ! {j lI 文 マー4

SB3978出士土器

。
191 10CIII 

196 193 

S83986出土土器 。
10CII 

こ 201

ご 02

叉 3 叉 19

一

。
205 10cm 

。
第36図 第74次調査第 I区域遺構出土土器（縮尺 1/3、1/4)

-65-



w 第74・ 75次調査

□ 8 

（） し'

。

211とこ
SE3990出士士器

10cm 

｀＼丁（‘、八、八／下
` I ¥ ＼ ¥ I, 1 1 

I 

-—二」
て＼ t） (！ ！ 

<‘, -、-̀  ゾ・ ¥ ＼ ＼ 9 「

ごー'/‘ュ／ノ ＼此応
213 

SE3991出土土器

霞
r[

‘
,
／
-

-
f
¥
,
 

206 

10an 

~15 

支 16

。
叉 7

10cm 

文~9

て 8交 22
SE3996~3998出土土器

＿
＿
 

二丁
＇ ハ

)

9

9

 

C
,
I
u
-
/
-

｛二，
9

9

-

f

9

]

T

・

}

 

)

、

¥J/ 

-
~
｀
〗
ざ
三
'
/
/
-

-
(
ご

J

て
＇
了
，
＇
竺
喜
：

U
u
[レ

：
〗
賛
一
’
]
：
ゾ
，
〗
、
＞
し
ぅ
し

SE4022出士土器
0 20CII 
| l l I I I 

□ 4 

， 

←~---～--r ----~ 
'―— ⇒ 一、9

‘̀、 --~—~-
—-—\ / ¥‘、,‘

I,¥' 
I I l /‘‘、J

I 

＿＿上

＇（）， l、-_''-,/、一；
I' 

¥ V ;; 
9 -、ヽ‘

9-； , ）  

＇ ', l -、一：、ノ
l, ） --_  ｀ - --

I ＼ヘ

` ¥ 
|／ 1 /、 J

／）フ
二ごご 214 

ミ。

＼□□土 1

ミ

223 

゜

←ロヒ—グ 226
SX4013 ・ 4024 • 4025出士士器

10cm O 

227 

10 ... 

第 37図 第 74次調査 第 I区域遺構出上土器（縮尺 1/3、1/4、1/12)

-66 -



第74次調査遺物

ロ ，
 

3
 

2
 

二二
〗

／
し
〗

一―_―

ーロー~ 237 

一229 S83973出土土器

文――--=---

ミ 1

、-＝` - 、`--
ぐ 「ヽや＇へ(、 9

¥¥ 1, \1,1 >

‘‘‘̀｀` --～.. 

て こ三
230 

ゞ 235 

-~ 

二

＼二ご言1

三 2

下丁可）
243 

/y 
，． 

9ー'‘’’‘鼻9’

’’ -..,＇‘ 
一’ク

--•99 

242 

＼亡二「―=ef252 

戸 ~53 
傘

1 - ＼  
254 

S83974出士土器

-̀3 
て 4

10an 

¥J:J¥...J 
-=-~
ろ¥-'-‘

-・ r-( 

j 
『/‘,． I

I II 
1I 

1‘’ 
）＼ 

; I 

/ -|—全
245 

て ース46

ーロ7

冑::ー「ア
248 

249 

て戸ニ 二戸。

て一 ーロ
゜

10an 

口
＼
＼ ］， 

SA4012出土土器

゜
10cm 

。
10叩

第 38図 第 74次調査 第II区域遺構出土土器（縮尺 1/3、1/4)

-67 -



N. 第74・ 75次調査

口ロー ／
261 

-i' 

。
10aa 

こ＝ ［ーニ264

胄 66

SE4026出土上器

\-—•虹＝~ 265 

SA4012出士士器

こ 267

a 
ー 一戸三ぞ，

胃7,73~

l 、 268

SX4010出土土器

ー三丁三言

―̀ 二＝二尻63

。
10 ... 

270 

＼
 

ー）ツI_

271 t一→=マ277 

支二 I —之78 亡279

支 75̀ニ
—_ |→：ごごごーごと ／こ こ記87

三 08035出土土:了旦―了85でご:［二ロ6［ロロ〗

三 I三こ
281 

288 

文 r ←,

¥----=lここー：云ス，1

SS4006 • 4007出土上器 290讐

こー2

S04090出土土器

第 39図 第 74次調査第II区域遺構出土土器（縮尺 1/3、1/4)

-68-



7. 第74次調査遺物

，
 

r

.

)

ノニ，．`
・

ご
＿
応
況
夏
―
〗

r、

三
ロ
ニ
『
一
〗
i
-

') 

二三＿口
□

？
 

／
 

/
1
/
 

/

／

/

 

，
 

/

／

/

/

 

／
 

ク

ノ

／
 

／
 一

-＼い．I
し， 9）＼ ¥.．i ¥ 

冒‘,＼'， i，ヽ＼• 9」 j
, __ ~· ¥.)，--1 

:~1! U Iや、＇心， 1，：II

, 1 ( 
(r rたi、(

三ビ！［［八

294 

SK4002出土土器

ご 298

301 

〗、も叫匹‘
b 
こゃI、4
，二·~-ゃ·、

9,,‘ 
必ゞ・・
3ヽぶ：—

．、
必’-ん,レ- J,/ 

じ，•心ぇぷ迄必：←
タ＇ぐ

＇グ．、J ルタ{5'
(̂、（9しし、JJ) 

-＝＝ミ--- ヂ o
I,,、
,,,‘̀日
`•ノ，.,C’./9 
q3し

" レ(,•,.'、） • 必'(/ノ'

u~;).t穴如可芍戸

笠訟＇試妙ぷ賢
．しl

ン，"
しJへ，
‘'-，， ＂； ， 

—, ｀ ¥ ’ヽ
ツ¢ I ¢心-年＇ゃ'

J ~ 0 し^六-—

叫＼い認＇露‘忍忍勺
、~ I,~,:~," —-— 心＼）＼ ‘3迄 u

一
ヵ、J

” /9ノ
e’ctぇ口294

296 

しヘンニl/：'
ふ、食琴尋9

i’’’、 ,1'r

,,, 

,-i_:-,-がーII~ ＇ しー／，

認点裟兌

’ し9し；； a 
ノ '9 91 

、そ兄V←'--’し；c

Jt̂’ =---~ 
, ¥..,-

1 

9,』霞●●
300 

SK4003出土士器

長
'
-
な
い
一

』

'

-

ぃ

u

了
羞
し
？
し

‘‘‘ 

一
三
五
冒
ご
『
一
'”J

0

.

t

,

J

,

J

/

，笠一三
t

(

x“
じ

l

『

ざ

ピ

CCeし
卒

ば＇）二嬰
'
,
'
U
-
J

↓
り
：II

望

し
'

_

[

i

/

r

>

一ク、

――
 

9
9
’□
J
J信
こ
、
一
心
〗
ッ

F
,
‘

ノ

ー

．

L

、

I
/
I

：＇’
9
/

＇口／
II9
バJ

/
-
I
ーノー

□I1
ぃ―

ー

／

ー

／
 

／
 `

 

ー
‘
し
・

ー

、
/
／

／
 

ー

ー

ー

，
 ＇ 

ーー
’
 ／

 

一， 9llll, — 
c',＼駅J⑩¥＼ 

二97] ， I‘•

一

297 

。
20 40m 

第 40図 第 74次調査 第II区域遺構出土土器（縮尺 1/12)

-69-



w．第74・ 75次調査
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7. 第74次調査遺物
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IV. 第74・ 75次調査
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7. 第74次調査遺物
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N. 第74・ 75次調査
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7. 第74次調査遺物
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N. 第74・ 75次調査

第 4表 第 74次調在出土遺物観察表(PL.55-67 第 31-46図）

諷含層出土土器(PL.55-59 第 31-35図）

胎土
No I器種隣量／焼成／色調1―------残-----存----------I 形状 調 整 ／ 文 様

口． 20. 0 微砂粒 口縁部：直線状に短く立ち上がるIロ 外．口縁部～胴部回転ナデ

越壺前焼 焼吉向 ： 
18 0 白色粒子 端部内側は突出／口唇部は丸く収める 内・口縁部～胴部ナデ／胴部指頭痕4

良好 精緻 胴部球形に膨らむ 段／シャープな仕上げ
色． 茶色 1/8 底部・平坦

口： 22.4 
高： 7.2

2 I越前焼底： l1.8 
摺鉢 焼： 良好

色； 淡灰色
--- • - • - • ----------→ -→ 

口： 32.0 
高： 12.I 

3 I越前焼底： 14.8 
擢鉢 焼： 良好

色： 淡赤橙色
→. -→  

口： 29.0
高： 9.5

41 越前焼底： 13.4 
播鉢 焼： 不良

色： 褐白色

単位：cm

出土地点
^ ~ ^  ---~ ^  -• -• --• -• --• -．．-• --• --
備考

第1I区域
648／炭混暗褐色土
外：降灰

3310̀ 

．．．．．．．．．．． 

百
ぃ
高
底
焼
色

t
 

鉢
焼前

播
越

微砂粒
白色粒子

堅緻
1/4 

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～体部中位回転ナデ／体部I耕作土
る／口端部やや内湾／口端面平坦 下位回転ヘラケズリ／底面粗いナデ
底部：平坦 内：イ本部回転ナデ／底部半弧状播目I

幅2.0cm ・ 9条の播目

微砂粒 口縁部：やや外反して立ち上がる／口 外：口縁部～体部中位回転ナデ／底部第1ll区域
白色粒子 唇部は丸く収める／口端面内側に浅い 周縁縄目痕／底面摩耗 C50／灰褐色土

堅緻 段をもつ／ 内：口縁部～体部回転ナデ／幅2.8cm ・ 
士師質 底部：平坦 9条の卸目／底面播目交差／摩耗／シャ
4/5 ープな仕上げ

微砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～体部中位回転ナデ／体部第lI1区域
白色粒子 るI口端部やや内湾／口端部内側に凹下位縄目痕／底部未調整 F47／炭混黒灰色士
軟質 線／口端面平坦 内：口縁部～体部回転ナデ／体部下位全体摩耗

土師質底部：平坦 摩耗／幅2.8cm ・ 8条の播目
1/6 

.．．．．.．．．．． 
微砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外： D縁部～体部回転ナデ／体部下位第 1区域
白色粒子 る／口端面平坦／口端部内側に凹線 縄目痕／底面粗いナデ N41／黄色土下層
軟質 底部：平坦 内：口縁部～体部回転ナデ／｛本部下位

土師質 ～底面摩耗／幅3.2cm ・ 13条の播目
1/6 

口： 32. 0 微砂粒
向に ・・ 10. 0 白色粒子
底： 12 0 堅緻
焼： 良好 1/10以下
色： 淡茶色

----------------
口： 26.8 微砂粒
回ロ・ 8. 0 白色粒子

7 I越前焼底． 13. 4 軟質
擢鉢焼 良好 土師質

色： 橙色 1/10以下

--—------------->----------------------------•----------------------•---------------------------------------------------------------------•------------------------------------------------------------------•--------口： 38, 6 微砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～体部回転ナデ／底部周縁第1II区域
高： 11. 5 白色粒子 る！口端面平坦／口端部内側に凹線 縄目痕／底面粗いナデ E45／炭混黒灰色土

越前焼底： 16, 6 堅緻 底部：平坦 内：口縁部～体部回転ナデ／幅2.8cm I E46／炭混黒灰色土

播鉢 ，誓贔ご色 1/8 虚▽誓富轟／ヤープI
．．
 

□高
底
焼
色

〗
闘

越前焼
播鉢

34. 0 

11. 3 

髯
白褐色

口： 31.4 
高： 10.8 
底： 15.0 

焼： 良好
色： 淡赤茶色

焼： 良好

越前焼 1 色： 淡橙色

播鉢

口： 26.4 

尚： 8.0 
底： 13.6 

焼： 良好
色： 淡橙灰色
→ ---- • - • -------- • ----- • 

口： 43.3
尚： 15.3 

越前焼
底： 17.8 

播鉢
焼： 良好
色： 濃茶色

微砂粒
白色粒子
軟質

土師質
2/3 

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～体部回転ナデ／底面摩耗第 1区域
る／口端面摩耗／口端部内側に段あり 内：口縁部～体部回転ナデ／体部下位 P44／黄褐色土
底部：平坦 ～底面摩耗／幅3.0cm ・ 11条の播目粗

くめぐる／上位に弧状播目

............................................................... 

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～体部回転ナデ／底部周縁第I11区域
る／口端面浅い凹面 縄目痕／底面摩耗 I D51／茶褐色土
底部：平坦 内：口縁部～体部回転ナデ／幅2.3cm 

• 9条の播目粗くめぐるIシャープな

仕上げ

口緑部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～体部回転ナデ／底部周縁第1ll区域
る／口端面浅い凹面／口端部内側に縄目痕／底面ナデ E50／炭混暗褐色土
凹線 内：口縁部～体部屈転ナデ／幅2.9cm ・ I X005 
底部：平坦 11条の揺目／底面播目 全体摩耗

微砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～体部回転ナデ／底部周縁第1ll区域
白色粒子 る／口端面平坦／口端部内側に凹線 縄目痕／底面粗いナデ D45 ・ 46／炭混暗褐

堅緻 底部：平坦 内：口縁部～体部回転ナデ／幅2.6cm・ 色土
1/6 I I 9条の播目／底面播目／シャープな E45 ・ 46／暗褐色土

仕上げ
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

微砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～体部回転ナデ 第皿区域
白色粒子 る／口端面平坦／口端部内側に凹線 内：口縁部～体部回転ナデ／幅2.6cm・ I E52／焼土

堅緻 10条の摺目／シャープな仕上げ
1/10以下
................ 

微砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～体部回転ナデ／底部周縁第 1区域
白色粒子 る／口端面平坦／口端部内側に沈線 縄目痕／底面粗いナデ L41／暗褐色士
軟質 底部：平坦 内：口縁部～体部回転ナデ／幅2.7cm・ I M41／茶褐色土

1/10以下 12条の播目

微砂粒
白色粒子

堅緻
4/5 

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～体部回転ナデ／体部下位第 1区域
る／口端面平坦／口端部内側に沈線 回転ヘラケズリ／底部周縁縄目痕／底 M43／黄色土下灰層
底部：平坦 面粗いナデ X002 

内：口縁部～体部回転ナデ／幅3.0cm ・ I N45／茶褐色土
10条の揺目／密／上位に弧状播目・指外：ヤキムラ
頭痕

4216

髯
麟

••••• 
口
高
底
焼
色

雪

微砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～体部回転ナデ／底部周縁第皿区域
白色粒子 る！口端面平坦／口端部内側に沈線 縄目痕／底面粗いナデ C47／炭混暗褐色土

軟質 底部：平坦 内：口縁部～体部回転ナデ／幅4.8cm・ I D47／炭混暗灰色土
土師質 15条の播目／底面播目
1/2 
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法量／焼成／色調1------:;::-------胎土
残存

7. 第74次調査遺物

形状

口： 16.6 

越前焼
高： 4.0 
底： 13.0 

卸皿

農炉子 1雪 誓 ） 譴 雲嵐て短く外方へ立ち

堅緻 底部：平坦
焼： 良好 418 
色： 赤茶色

単位：cm

出土地点---------------------・-----------------

備考
外：口縁部～体部回転ナデ／底部周縁第皿区域
ヘラナデ／底面摩耗 IE42／茶褐色土

調整／文様

内：口縁部～体部回転ナデ／幅2.4cm • 
9条の播目／底面播目

口： 16. 0 微砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が 外：口縁部～体部回転ナデ／波状文突第皿区域

越前焼 1高： 5.5 白色粒子 る／口端面外側に凹面／口端部下に波 帯の上下にケガキの X 字文• 3個l組 C44／炭混暗褐色土

鉢焼： 良好 精緻 状文突帯がめぐる の円形浮文がめぐる
色： 赤茶色 1/10以下 内：口縁部～体部回転ナデ

口： 6. 8 極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が 外：口縁部～底部ナデ後指頭痕

土師器 1高： 2. 0 軟質 る／口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ

小皿 焼： 良好 5/6 底部：丸底
色： 淡橙褐色

口： 6. 6 極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が 1外：口縁部～底部ナデ後指頭痕

土師器 1高： 2．0 軟質
小皿 焼： 良好 8/9 

色： 淡橙褐色

る／口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ
底部：丸底

o: 6.9 極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ後指頭痕
土師器高： 2. 0 

小皿 1焼： 良好

色： 淡橙褐色.．．................----
口： 6.4 

士師器高： 2. 7 
小皿 1焼： 良好

色： 橙褐色

軟質 る／口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ
4/5 底部：丸底

極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が 1外：口縁部～底部ナデ後指頭痕
軟質 る／口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ
2/3 底部：丸底

口： 6. 6 極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ後指頭痕

土師器 高： 1.8 軟質
小皿 焼： 良好 5/6 

色： 淡橙褐色

口： 6. 6 極砂粒

土師器 高： 1.8 軟質
小皿 焼： 良好 4/5 

色： 淡橙褐色

る／口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ
底部：丸底

口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が 1外：口縁部～底部ナデ後指頭痕
る／口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ
底部：丸底

口： 6.2 

土師器高： L 6 
小皿 1焼： 良好

極砂粒 口縁部直線状に斜め外方へ立ち上が 1外：口縁部～底部ナデ後指頭痕
軟質 る／口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ
1/1 底部：丸底

色： 淡橙褐色------------------..．．．.．. 
口： 6.4 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ後指頭痕

土師器 1高： l．9 
小皿 焼： 良好

色： 淡茶灰色

軟質 る／口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ
4/5 底部：丸底 口縁部に意図的な欠損か？

第皿区域
E48／炭混黒灰色土
F48／炭混黒灰色土
片口状に歪む

第m区域
黄色上下層
口端部全周スス付着

--------------------------------
第皿区域
F48／炭混暗褐色土
片口状に歪む

--------------------------------・ 
第II区域
H46／炭混暗褐色土
片口状に歪む

--------------------------------
第I区域
N43／黄色土下層
片口状に歪む

口端部一部スス付着
------------------
第II区域
L43／暗褐色土
片口状に大きく歪む

口端部一部スス付着
-----
第I区域
M52／茶褐色土
片口状に歪む

------------------------
第皿区域
F47／炭混暗褐色土
片口状に歪む
口端部一部スス付着

----------------------・ • 

口： 7.2 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第皿区域

土師器高： L 7 
小皿 焼： 良好

色： 橙褐色..．.．..．．．．.．．．. --------
口： 7.0 

土師器 1高： l．6 
小皿 焼： 良好

色： 黄褐色

軟質 る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 表土
3/4 底部：丸底 内：口縁部～底部ナデ ロ端部1/4周スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が 1外：口縁部～底部ナデ
軟質 る／口唇部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ
1/1 底部：丸底

第I11区域
炭混暗灰色土
片口状に歪む

口： 7. 4 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ後指頭痕 第皿区域
土師器高： 2. 1 軟質 る／口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ F47／炭混黒灰色土
小皿 1焼：良好 4/5 底部：丸底 片口状に大きく歪む

色：淡橙褐色 口端部一部スス付着---------------------------1----------------------•------------------------,--------------------~-----------------------,--,-.------=-,-,--------
口： 7．2 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ 第皿区域

這器 1高： 1．6 軟質 る／口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ヨコナデ 炭混暗灰色土
小皿焼：良好 1/1 底部：丸底 片口状に歪む

色： 淡橙褐色
-----------------•--~--—··-------------·…•--------------------------------------------------------------------—+-------------·----------------------------------------------------9------------------------------------·--·· 

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ 第皿区域口： 3.8 

土師器 1高： l．o 
小皿 焼： 良好

色： 淡橙褐色

軟質 る／口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ 炭混暗褐色土

1/1 底部：丸底

--------．．．．．．．．．9・-------------.............. -------．．．．．．．．．．-------------------------------------------------------
口： 6．2 極砂粒 口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ 第皿区域
高： 1. 5 軟質 上がる／口端部で短く外反／口唇部は内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 暗灰色土

土師器 1焼：良好 l/1 丸く収める 片口状に歪む
小皿色：淡橙褐色 底部：丸底 口端部部分的スス付着

----------------l五―-------―ー五―-．．．．．．．．．薔砂藉．．．．．ー百縁蔀葎緑函ミ冠翫亨豆荻和五縁音一仁底蔀ヂ噸蘊祇―ー．．．．．．．．―-第面区域

土師器高： l．6 軟円 る／口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ G44／炭混暗褐色土
小皿焼：良好 4/5 底部：丸底 片口状に歪む

色：淡橙褐色 口端部一部スス付着
----------------• ・ •...-----· • -------------.....------------．．．．．．．．．.....----------...... -----------------．．．．．．．．．．-----.....．．．．．．．---------------------------------．．．．．．．.......-----．．．．．．．-------------
口： 8．6 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ 第皿区域

土師器高： 1.8 軟質 る／口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ヨコナデ F41／炭混暗灰色土
小皿焼：良好 5/6 底部：丸底 片口状に歪む

色： 橙褐色
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N. 第74・ 75次調査

No I 器種 I 法量／焼成／色調--••--..--..--．．--••--胎土1 残存

口： 8.9 極砂粒

331 古讐 ，［昌□-
口・ 9. 0 極砂粒
向に ・・ 2.0 軟質

34 土師器焼： 良好 1/1 
小皿 色： 橙褐色

l9:; 、 土師器

焼高口 ：：： ---・・・ 良82..好80--・・・・ ... 極軟3砂/・質・4 粒・-・・ 

小皿
色・ 淡橙褐色

...—• ●●● -----------------
口' 8. 6 .. 極砂粒

36 I 土師器
高． 2. 0 軟質

小皿 焼： 良好 1/1 
色 淡橙褐色

-• --• -• -• ----• -• 9 • -• -• --• -• -• -• -• ---• -• ------9 ・・ー・・—.．--• -• • --• --• --9 • -• --• • -• • -.. -• • -• • --• -• • --•ー・--・ー・・--・・ー・・ー・--• ------• ----• --• ---------• --------------
口縁部；直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第皿区域
る！口端部内側に段あり 1後指頭痕 E47. 48／炭混黒灰色土
底部：丸底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

口端部一部スス付着

口縁部直線状に斜め外方へ立ち上が1外：口緑部～底部チデ ―------ー-----第面区域―--------------

る！口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ F44／炭混暗灰色土
底部：丸底 ＼口端部半周スス付着

D: 

37 I 土師器高
小皿焼：

色

9.0 

謡
橙褐色

口： 8.9

38 I 
土師器高： 2.0 
小皿 焼： 良好

色： 白褐色

胃

言

麟`
7

贔
[

9

贔
叫

•••• 

-・・・-••••••• 

~
 

••••••••• 

口
高
焼
色

i

口
裔
焼
色
百
I

古
向
焼
色

誓

誓

冑

•‘":_ 

ニ40〉

i
V
4
1

嘉

39 

？

べ

42 I 土師器
小皿

口： 7. 0 

高 I 8 

底' 4 0 
焼・ 良好
色 淡橙褐色

らい
t
 

．
 

吉
向
底
焼
色’

 

ヽ

雨.nh 
土
lJ

3
 

4
 

口： 6.8

土師器
高： I.5 

44 I 底： 4．o 
小皿 焼： 良好

色： 淡茶色

口• 7.4 

高 I. 5 
45 I土師器底： 4 0 

小皿焼・ 良好

色 淡橙褐色
ー・^^ •—• ----• → → ← → l. ---

5.8 口
向ロ~ ・ I. 5 

46 I土師器底 2 0 
小皿焼 良好

色 淡橙褐色

口： 6.6

高： 1.3 

47 I土師器底： 3．3 
小皿 焼： 良好

色： 橙褐色

色

6

5

6
好

褐

E
L
＆
良
橙淡

•999 

.

.

.

.

.

.

 

.
 

日
裔
底
焼
色

••’ 

皿
器

ヽ

而月

i

土

4[「
、
~
/
~
‘
~
ヘ
＾

V

極砂粒

軟質
1/1 

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第皿区域
軟質 るI口唇部は丸く収める 後指頭痕 E45／炭混暗灰色土
2/3 底部：丸底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

極砂粒

軟質
1/1 

極砂粒

軟質
1/1 

形状 調整／文様

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第 1I区域
る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 I46／暗褐色土
底部：丸底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に大きく歪む

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第 I区域
る！口唇部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ N42／黄色土下層
底部：丸底 片口状に歪む

口端部1/3周スス付着
............................... 

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第11区域
る！口唇部は丸く収める 後指頭痕 炭混暗褐色土
底部：丸底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

体部一部スス付着

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ後指頭痕
る！口唇部は丸く収める 内：口緑部～底部ヨコナデ
底部：丸底

・ロ縁部：直線状に斜め外方へ立ち上がl外：口縁部～底部ナデ後指頭痕
る／口唇部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ
底部：丸底

単位：cm

出土地点-------→ー→ •—• ^ --^ ̂』

備 考

第1II区域
F46／炭混暗褐色土
片口状に歪む
口端部一部スス付着

....... ・・・・・-・-

第1I区域
G48／炭混暗褐色士
片口状に歪む
口端部一部スス付着

＾．．．．．ー・・—.．--• --• -------------• --• --• --• --• --．. -• --• --• --• --• --• --• --..—|—• ----• ------• ----•一▲ー i-: —;一~----• --• -• --•一→→ ←ー・^^一←• -―;:一―---• -l →一ー・----• ----• --• ----• -• --• --• ----• -• --• -
口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第1I区域
る／口端部内側に段あり
底部：丸底

後指頭痕 G46／炭混黒色土
内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

口端部全周スス付着

口縁部内湾して斜め外方へ立ち上がl外口縁部こ底部ヂデ後指頭瞑 ＿＿―-第皿区域 ― 
る／口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ F48／炭混黒灰色土
底部：平底 片口状に歪む

口端部一部スス付着

6.9 1 極砂粒 口縁部：両湾只斜め外応五王が外五緑部ご底部ナデ
1 4 軟質 ！るI口唇門は丸く収める l内口縁部～底部ナデ
4. o I 112 底部：平氏

温；
極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ後指頭痕
軟質 るI口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ
1/1 底部：平底

極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が 1外：口縁部～底部ナデ後指頭痕
軟質 るI口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ
1/1 底部：平底

---------------------------------------------------------------------------------
極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ
軟質 る！口唇部は丸く収める l内：口縁部～底部ナデ
1/1 底部：平底

極砂粒

軟質
1/1 

排土
片口状に歪む

第I11区域
F45／炭混暗灰色土
片口状に歪む

第II区域
K51／焼土混黄色粘上
片口状に大きく歪む

第ll1区域
F48／炭混黒灰色土
片口状に大きく歪む｀ l直蘊祠薔［疇五応戸王が外：口縁訊ョ丘戸屠藷に石五戸焉Iー・区域---•------

るI口唇部は丸く収める l後指頭痕 lM44／炭混褐色土
1/1 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口縁部：内湾して斜め外方へ立ぢ玉五i-l万ぷ日履蔀ご底蔀ナデ後指頭痕
る！口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ
底部：平底

排土
片口状に大きく歪む
外：ヤキムラ
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7. 第74次調査遺物

法量／焼成／色調[------~::-----胎土
残存

胃 1り9虐贔記認:方へ立ち上がl腐温誓二塁塁t；後指頭痕

3/4 底部：平底

口： 7.4 
高： 1.5

上師器 1底： 3．2 
小皿 焼： 良好

色： 橙褐色

口： 8. 0 極砂粒
向ロ ・・ I. 5 軟質

土師器底： 4. 0 1/1 
小皿焼： 良好

色： 淡橙褐色

口： 8. 8 極砂粒
高： 1.8 軟質

土師器 1底： 4．5 3/4 
小皿 焼： 良好

色： 淡橙褐色

口： 8.6 
高： 1.8

土師器底：
小皿 1焼： 晶

色： 橙褐色

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第m区域
軟質 る／口端部内側に段あり 後指頭痕 D42／炭混暗褐色土
5/6 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口： 8. 5 極砂粒
高： 1.0 軟質

土師器 1底： 4．o 
小皿 焼： 良好 1/1 

色： 淡橙褐色

口： 9.2 
高： 1.6 

土師器底： 4. 2 
小皿 焼： 良好

色： 橙褐色

口： 8. 6 極砂粒
高： 1. 6 軟質

士師器 1底： 4．o 
小皿 焼： 良好 1/1 

色： 淡橙褐色
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形状 調整／文様

単位：cm

出土地点-----------------------------------------

備考

第皿区域
F45 ・ 46／炭混黒灰色土
片口状に大きく歪む

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第皿区域
る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 F41／炭混黒灰色土
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ排土
る／口端部内側に段あり 後指頭痕 1片口状に歪む
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第皿区域
る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 E48／炭混黒灰色土
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部一部スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第皿区域
軟質 る／口端部内側に段あり 後指頭痕 F45／炭混暗灰色土
1/1 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ／赤色片口状に歪む

化粧土残存 口端部一部スス付着

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第皿区域
る／口端部内側に段あり 後指頭痕 F45 ・ 46／炭混黒灰色土
底部：平底 内：口縁部～底部ヨコナデ 片口状に歪む

口端部1/3周スス付着

極砂粒 口縁部：体部下位で屈曲／直線状に斜外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ排土
軟質 め外方へ立ち上がる／体部に段あり／後指頭痕 片口状に歪む
1/1 口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ヨコナデ” 外：スス付着

底部：平底 内：スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第II区域
軟質 る／体部に段あり／口唇部は丸く収める後指頭痕 G47／炭混暗褐色土
1/1 底部：平底 内：口縁部～底部ヨコナデ 片口状に歪む

口端部全周スス付着

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
極砂粒 口縁部：体部下位で屈曲／直線状に斜外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第I区域
軟質 め外方へ立ち上がる／口唇部は丸く後指頭痕 N43／黄色土下炭層
5/6 収める 内：口縁部～底部ヨコナデ 片口状に歪む

底部：平底 口端部半周スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第II区域
軟質 る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 不明／炭混黒色土
1/1 底部：平底 内：口縁部～底部ヨコナデ 片口状に歪む

口端部全周スス付着

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

極砂粒 口縁部：直線状に低め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ後指頭痕 第II区域
軟質 る／口端部内側に段あり 内：口縁部～底部ナデ G46／炭混黒色土
4/5 底部：平底 片口状に歪む

口端部全周スス付着

. ．．．響響●"------
--········●.......鬱響―--..“...幽.•●...鬱·鬱-鬱--―-- -—-----·.··.-一一―------ --------------．.·..--------------------------っー------—- 一

口： 8．6 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第II1区域
高： 2. 0 軟質 る／口端部外方へ屈曲／口端部内側に後指頭痕

土師器 底： 4．o l/1 1段あり

E45／炭混黒灰色土
内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

小皿焼：良好 底部：平底 口端部一部スス付着
色： 白褐色

•-0...------------.。...·.·.·●●響·•··―--—一·..・·..-.---ー-- ——-—------------幽 0 ・一--------------------------一一--—----

口： 8．2 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第II区域
高： 1.8 

這器 1底： 4．o 
軟質 Iる／口端部外方へ屈曲／口端部内側に後指頭痕 不明／炭混暗褐色土
1/1 受口状の段あり 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

小皿焼：良好 底部：平底 口端部全周スス付着
色： 黄褐色
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N. 第74・ 75次調査

No I 門旦一門量／焼成／色調

口： 9.0 
高： 1.9 

63 I土師器底： 4．o 
小皿 焼： 良好

色： 淡橙褐色

胎土.................. 

残存

極砂粒

軟質
1/1 

1
2
0
2
5

畠
1
1
2
5
晶
1
2
1
2
6
鱈
〗

•••••••••• 

-•••••••••• 

-．．．．．．．．．． 

口

高

底

焼

色

日

高

底

焼

色

五

高

底

焼

色

冑

冒

誓

~
、

．

．

 

~. 

6
4
1

、

、

66

極砂粒
軟質
4/5 

極砂粒

軟質
1/1 

形状 調整／文様

単位：cm

出土地点---• ----• --• -----• -• --• --• -• -• • --• -• --• -• 

備考

極砂粒

軟質

1/2 

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第m区域
る／口端部内側に段あり 後指頭痕 D44／炭混暗褐色士
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部3/4周スス付着

-----------------
口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭 第皿区域

る／口端部内側に段あり 痕 D45／炭混暗褐色土
底部：平底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

口端部3/4周スス付着

-----------------------------------
口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第1I区域
る／体部に段あり／口唇部は丸く収める後指頭痕 G44／炭混暗褐色土
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部全周スス付着

····•·····································································•········································· 
口縁部直線状に斜め外方へ立ち上がl外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ／底部 第皿区域
る／体部に段あり／口唇部は丸く収める未調整 F43／炭混暗灰色土

底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む
口端部全周スス付着

口： 15. 8 
裔 2. 0 

67 I土師器底： 6. 0 
小皿焼． 良好

色 橙褐色

口． 10 8 
高・ 2.0 

土師器底 5. 0 
耳皿 焼： 良好

色 橙褐色

□
2

5

畠

．．．．．．．．．． 

口
高
底
焼
色

器師
甕

土

，
 

6
 

極砂粒

軟質
4/5 

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ後指頭痕

る／口端部外方へ屈曲／口端部内側に内：口縁部～底部ナデ
受口状の段あり
底部：平底

第 I区域

M49／炭混整地土
片口状に歪む
内：付着物

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第皿区域
軟質 る／体部に段あり／口唇部は丸く収める後指頭痕 E48／炭混黒灰色土

1/1 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に大きく歪む
口端部全周スス付着

................................... 

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外： D縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第皿区域

軟質 る／口端部やや外反／体部に段あり／口後指頭痕 E42／炭混暗灰色土

1/1 唇部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む
底部：平底 口端部全周スス付着

口： lO. 4 極砂粒
高： 2.2 軟質

10 I土師器底： 5.0 1/1 
小皿焼． 良好

色： 橙色

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第皿区域

る／体部に段あり／口唇部は丸く収める後指頭痕 F47／炭混黒灰色土
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部半周スス付着

質

4

粒

ー

軟

3

砂磋

色

玉
3

5
好

褐

n
2ふ
良
橙淡

-••••••••••••••••••••• 口

高

底

焼

色

日

高

底

焼

色

誓

誓
ヽ
~
，

・
舒

[乙

t

2

1
;
'
 

7
 

7
 

13. 2 

2. 7 

贔
橙褐色

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第皿区域

る！口唇部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ E48／炭混黒灰色土
底部：平底 F48／炭混黒灰色土

口端部一部スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第皿区域
軟質 る／口唇部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ F44／炭混暗灰色士

3/4 底部：平底 口端部全周スス付着
外：底部被熱・スス付

着

1
2
2
6

晶
1212

ぃ晶

•••••••••• 

-．．．．．．．．．． 

口
高
底
焼
色
一
口
高
底
焼
色

言

冒

~
、
‘
笈
泌
ミ
、
〗
＂
｀
象
‘
、
[
い
ャ

3

竺`

□

7
 

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第1II区域

軟質 る！体部に段あり／口唇部は丸く収める後指頭痕 D46／炭混暗褐色土

1/1 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ ロ端部2/3周スス付着

片口状に大きく歪む

・ 極砂粒 ［口縁部：一直線薮丘斜めータ訪這ら尋ilー外五縁部五五ヂデー／体部～底部ナテ 第 1区域
軟質 る!□唇部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ M49／炭混整地土
3/4 底部：平底 外：付着物

内：底面黒斑
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ー
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口： 12.4 
高： 2.2

76l土師器底： 7．o 
小皿 焼： 良好

色： 橙褐色

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部未調第m区域
る／体部に段あり／口唇部は丸く収める整／型押し成形 D45／炭混暗褐色土

底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ ロ端部一部スス付着
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7. 第74次調査遺物

単位：cm

法量／焼成／色調l・・・・・ti:J 形状 1 調 整 ／ 文 様 1 ；土地：
胃 1需は9誓芯二霜り誓 1ぴ間誓ナデ／体部～底部ナデ／1ごは？上面

3/4 唇部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ
底部：平底

口： 13.8 
高： 2.9 

土師器底： 8. 0 
小皿 焼： 良好

色： 橙褐色

口： 6.2 
高： 1.2 

土師器底： 3.3 
小皿 焼： 良好

色： 白褐色

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が［外：口縁部～底部ナデ後指頭痕
軟質 る／口端部内側に段あり 内：口縁部～底部ナデ
1/1 底部：平底

口： 6. 2 極砂粒
高： 1. 2 軟質

土師器 1底： 3．0 5/6 
小皿 焼： 良好

色： 淡橙褐色

6
1
4
鰈
[

7

1

3

品
8
1
4

品
8
2
4

晶

••••••••••••••••••••• 

-•••••••••• 

-•••••••••• 

口
高
底
焼
色
百
I

高
底
焼
色
日
口
高
底
焼
色
百
i

高
底
焼
色

守

守

守

守

口： 8.8 
高： 2.0 

土師器底：
小皿 1焼： 晶

色： 橙褐色

•••••••••• 
口
高
底
焼
色

麟

Mil

土
／

6

0

0
好
蝉白

8

2

4
良

口： 8.9 
高： 1.9 

土師器 1底： 4．3 
小皿 焼： 良好

色： 橙褐色
• ----
口： 8.9 
高： 2.0 

土師器底： 4. 0 
小皿 焼： 良好

色： 淡橙褐色

口縁部直線状に斜め外方へ立ち上が 1外：口縁部～底部ナデ
る／口唇部丸く収める 内：口縁部～底部ナデ
底部：平底

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が 1外：口縁部～底部ナデ後指頭痕
軟質 る／口唇部丸く収める 内：口縁部～底部ナデ
3/4 底部：平底

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が 1外：口縁部～底部ナデ
軟質 る／口唇部丸く収める 内：口縁部～底部ナデ
4/5 底部：平底

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ
軟質 る／口端部外方へ屈曲／口端部内側に1内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ
2/3 受口状の段あり

底部：平底

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ排土
軟質 る／口唇部丸く収める 後指頭痕 片口状に歪む
4/5 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ ロ端部3/4周スス付着

口： 8. 6 極砂粒
高： 2. 0 軟質

土師器 1底： 5．0 5/6 
小皿 焼： 良好

色： 淡橙褐色

口： 8. 0 極砂粒
高： 2. 4 軟質

土師器 1底： 4．6 
小皿 焼： 良好 3/4 

色： 淡橙褐色

第 I区域
不明／下層
片口状に歪む

第皿区域
D41／炭混暗灰色土
片口状に歪む

第皿区域
D47／炭混暗褐色土

第皿区域
E47／炭混黒灰色土
片口状に歪む

第1I区域
G46／炭混黒色土

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第皿区域
る／口端部やや外反／体部に段あり／口 後指頭痕 C47／炭混暗褐色土
唇部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む
底部：平底 口端蔀3/4周スス付着

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第皿区域
る／口端部やや外反／口唇部は丸く収後指頭痕 E45／炭混黒灰色土
める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む
底部：平底 口端部1/4周スス付着

極砂粒 口縁部直線状に斜め外方へ立ち上が 1外：口縁部～底部ナデ後指頭痕
軟質 る／口唇部丸く収める 内：口縁部～底部ナデ
1/1 底部：平底

第皿区域
不明／炭混暗褐色土
片口状に歪む
口端部全周スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第皿区域
軟質 る／口唇部丸く収める 後指頭痕 C41／炭混暗灰色土
1/2 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ ロ端部全周スス付着

-----------------•---------------------------+---------------------•---------------------------------------------------+-----------------------------------------------------------------~----------------------
極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第m区域
軟質 る／口唇部丸く収める 後指頭痕 D47／炭混暗褐色土
4/5 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部全周スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第1I区域
軟質 る／口唇部丸く収める 後指頭痕 G48／炭混暗褐色土
2/3 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に大きく歪む

口端部一部スス付渚

-----------------,----------------------------,----------------------,-------~------,-,-----,-,--,-------,---,-

高： 2.0 
口： 9．0 1 極砂粒 1口縁部直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ後指頭痕 第 I区域

軟質 る／口唇部丸く収める 内：口縁部～底部ヨコナデ L41／暗褐色土
土師器底： 4.o I 1/i 底部：平底 片口状に大きく歪む
小皿 1焼：良好 口端部3/4周スス付着

色： 橙褐色
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lV. 第74・ 75次調査

No I 器種 I 法量／焼成／色調—---------------------胎土l 残存

守［こ冒
形状 調整／文様

口： 8.9 
高： 2.2

土師器 1底： 3．4 
小皿 焼： 良好

色： 橙褐色
........................ 
口： 9.6 
高： 2,4 

土師器 1底： 4．o 
小皿 焼： 良好

色： 淡橙褐色

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ不明
軟質 る／口唇部丸く収める 後指頭痕 黄色土下層
1/1 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部一部スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第II1区域
軟質 る／口端部やや外反／体部に段あり／口後指頭痕 E41／炭混暗灰色土
1/2 唇部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ

底部：平底

口： 9. 4 極砂粒
高： 2. 3 軟質

土師器底： 4. 4 2/3 
小皿焼： 良好

色： 淡橙褐色

口： 9. 0 極砂粒
高： 2. 6 軟質

土師器底： 4. 0 2/3 
小皿焼・ 良好

色： 白褐色
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口： 9.6 
高： 2.4 

土師器底： 4. 0 
小皿 焼： 良好

色： 橙褐色
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守

冒

守

守

極砂粒

~/~ 

ロ： 10. 4 極砂粒
向に ・・ 2. 4 軟質

土師器 1底： 4. 0 1/1 
小皿焼： 良好

色： 橙褐色

口： 11. 2 極砂粒
高： 2. 4 軟質

土師器底： 5. 0 1/2 
小皿焼： 良好

色： 橙褐色

単位：cm

出土地点-----------------------------------------

備考

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ排土
る／口端部内側に段あり／口唇部丸く後指頭痕 片口状に大きく歪む
収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ ロ端部3/4周スス付着
底部：平底

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第皿区域
る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 E48／炭混黒灰色士
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ F48／炭混黒灰色土

片口状に歪む
口端部全周スス付着

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／イ本部～底部ナデ第皿区域
る／口唇部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ E45／炭混黒灰色土
底部：平底 片口状に歪む

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が1外：口縁部～底部ナデ後指頭痕
る／口端部でやや外方に屈曲／口唇部内：口縁部～底部ナデ
は丸く収める
底部：平底

第rn区域
E48／炭混黒灰色土
F48／炭混黒灰色土
片口状に歪む

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第皿区域
軟質 る／口端部やや外反／口端部に段あり／後指頭痕 F41／炭混暗灰色土
6/7 口唇部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ ロ端部一部スス付着

底部：平底

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第m区域
る／口端部やや外反／体部に段あり／口 後指頭痕 F45／炭混暗灰色土
唇部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ ロ端部部分的にスス
底部：平底／中央凹む 付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が 1外：口縁部～底部ナデ後指頭痕
軟質 る／口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ
1/1 底部：平底

第皿区域
F45／炭混暗灰色土
片口状に歪む
口端部部分的にスス
付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ／底部 第皿区域
軟質 る／口唇部は丸く収める 未調整／型押し成形 D42／炭混暗灰色土
5/6 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部全周スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ／底部 第1I区域
軟質 る／体部に段あり／口唇部は丸く収める未調整／型押し成形 G46／炭混黒色土
3/4 底部：平底／中央凹む 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ ロ端部全周スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ／底部 第皿区域
軟質 る／口端部やや外反／口唇部は丸く収め未調整／型押し成形 F44／炭混暗褐色土
3/4 る 内：口縁部～底部ナデ ロ端部全周スス付着

底部：平底／中央凹む

・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第I1区域
る／口端部やや外反／口唇部は丸く収め後指頭痕 G42／炭混暗灰色土
る 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に大きく歪む
底部：平底 口端部一部スス付着
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7. 第74次調査遺物

法量／焼成／色調 1-------•………---•-胎土
残存

極砂粒

t? 

形状 調整／文様

口： 10.8 
高： 2.5

土師器 1底： 5．8 
小皿 焼： 良好

色： 橙褐色
ー・------•--．．..．．．響•-----------------•----------------------,----------------------------------------------•―▲•ー・·一-ー―-一--—一-—ー.幽 0 -·ー•.．.•..·――---—―ー一-―-―一---—---------,---―-一一ー―ーー-―ーー-

口： 9. 6 極砂粒 口縁部直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第m区域

士師器; ;: I ~/? |；戸口端部やや外反／口唇部は丸く収1閃雪部ヨコナデ／底部ナデ 問霜翌翌虹

小皿焼：良好 底部：平底 口端部半周スス付着

色； 橙褐色
．．．．．．．．．．．．．．．．ー•-．．．．．．．．...................．．．．．．．.................．．．．.............................．．．．．．．．．．．．．．．．．．．........................．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.....................................................．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.....

口： 11.0 
高： 2.9 

土師器 1底： 5．o 
小皿 焼： 良好

色： 橙褐色

極砂粒 口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第皿区域
軟質 上がる／口端部外方へ屈曲／体部に段後指頭痕 F41／炭混暗灰色土
1/1 あり／口端部内側に受口状の段あり 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ ロ端部全周スス付着

底部：平底
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百
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誓土
lJ

-----------------•----------------------------•----------------------•-----------------------------------------------+--------------------+----------------------------------------
口： 10.4 
高： 2.5

土師器底： 5. 6 
甕 1焼： 良好

色： 淡橙褐色

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第1I区域
軟質 る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 G46／炭混黒色土
3/4 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ

-----------------•---------------------------+---------------------,---------------------------------------------------•---------------------------------------------+------------------
口： 8.8 
高： 2.0 

上師器底： 4.2 
小皿 焼： 良好

色： 淡橙褐色

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第J][区域
軟質 る／体部に段あり／口唇部は丸く収める後指頭痕 E41／炭混暗灰色土
4/5 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

----------------+---------------------------•----------------------•--------------------------•----------------------------------------------•-----------------------------------------
口： 8. 9 極砂粒
高： 1.8 軟質

土師器 1底： 4. 0 4/5 
小皿焼： 良好

色： 淡茶色
-····························•······················•·····································································•·······················································~···························· 

口： 11.2 
高： 2.2 

土師器底：
小皿 1焼： 贔

色： 橙褐色
..... -----------—+------------------------....,．．．．...------.....．．．．,．．-----------------..-----------------------.........--------........,.．．---------------------------------......．．．．．．．．．．．．---.........會...--------------------------------------~ 

胃
は
胃
品

••••••••••.•••••••••• 
口
高
底
焼
色
五
高
底
焼
色

器
皿ヽ

面^ビ"
j
 

誓土
tJ

土
＇

単位：cm

出土地点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
備考

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第 I区域
る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 P44／黄灰色土
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部全周スス付着

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第皿区域
る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 D47／炭混暗褐色土
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部半周スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第皿区域
軟質 る／口端部やや外反／体部に段あり／口後指頭痕 F41／炭混暗灰色土
l/1 唇部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ ロ端部一部スス付着

底部：平底 内：底面スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第1J1区域
軟質 る／口唇部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 不明／炭混黒灰色土
l/1 底部：平底 口端部一部スス付着

外：底面黒斑

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第皿区域
軟質 る／体部に段あり／口唇部は丸く収める痕 F45／炭混暗灰色土
l/1 底部：平底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に大きく歪む

·················•····························•······················•·····································-··········•-．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．尋．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

口： 10. 6 極砂粒
向に． ・・ 2. 0 軟質

土師器 1底： 5. 0 8/9 
小皿焼： 良好

色： 橙褐色

口： 11. 0 極砂粒
高： 2.5 軟質

土師器底： 5. 6 1/1 
小皿焼： 良好

色： 橙褐色

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第皿区域
る／口唇部は丸く収める 痕 F44／炭混暗灰色土
底部：平底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に大きく歪む

口端部全周スス付着

•••••------------9---------------......._.....••------.... -----------9-----..............--..........-....-----------------•------------•••9---••--------------•-------------------....—--~-----------·-·-··-···-
口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第111区域
る／口端部で上方へ屈曲／体部に段あり／内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ D48／炭混暗褐色土
口唇部は平坦 片口状に歪む
底部：平底／中央凹む 口端部3/4周スス付着

·················•····························•······················•·····································································•·······-·····························•········································· 
口： 11.8 
高： 2.4 

土師器底： 6. 6 
小皿 焼： 良好

色： 橙褐色
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ···················-·····································~ 

口： 12.0 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第皿区域

土師器 =・:・・・・・・・・'i,:;・・・・・1 !/r・・・・・1髯霜緊贔ば唇部は丸く収める1闘言：部ヨコナデ／底部ナデ IF48／炭混暗褐色土

小皿 焼： 良好

色： 淡橙褐色

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第皿区域
軟質 る／体部に段あり／口唇部は丸く収める後指頭痕 E41／炭混暗灰色土
l/2 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ ロ端部全周スス付着
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N. 第74・ 75次調査

No I 器種 I法量／焼成／色調 ．一 胎土
--←--------←-＂ →---

残存
極砂粒
軟質

1/1 

形状 調整／文様

単位：cm

出土地点-• --.．＿．．-• -• • --• -• --• --• -• --• -• ---• -• • -• 
備考

1291 

口： 9.6 
高： I.9 

土師器底： 4. 0 
小皿 焼： 良好

色： 白褐色

------------------------
口： 8.8 
尚： I.6 

土師器底： 3.8 
小皿 焼： 良好

色： 淡橙褐色

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第皿区域
る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 D43／炭混暗灰色土
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ
軟質 るI口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ

1/1 底部：平底

第皿区域
E48／炭混黒灰色土

片口状に大きく歪む

-----------------------------------------------------------------------------------------------------------
口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第lI1区域極砂粒

軟質
土師器 I底： 4．o | 8/9 

上がる！口端部外方へ屈曲／口端部内後指頭痕 E47／炭混黒灰色土
側に受口状の段あり 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ ロ端部半周スス付着
底部：平底 内：底面に紅付着小皿

口：
高：

土師器底：
小皿焼：

色：

口：
向に・・

士師器底：

小皿焼：

色：

8. 6 

1. 7 

贔
淡橙褐色

9. 2 

2.0 
4. 0 

良好

橙褐色

9. 2 
2. I 

4. 6 

良好
橙褐色

極砂粒―-I日縁部：直籐嘉斜め外万へ立ち上が1外：口縁部ョコヂテ／体蔀ご底部戸第皿区域―---------

l/1 底 部 平 底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ I口端部全周スス付着

軟質 る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 E47／炭混黒灰色土

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ 不明
軟質 る／口唇部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 黄色土下層
1/1 底部：平底 口端部全周スス付着

極砂粒 口緑部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底綿ナデ第皿区域
軟質 る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 F43／炭混黒灰色土

1/1 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部全園スス付着

口： 10 5 
向~.・ 2. 0 

土師器底： 5. 0 
小皿焼：

＇ 糎砂粒---Iーロ緑蔀：一直緑恥こ斜め外方へ立ち上が1和口朦部五五手デj仕蔀道部ーデデ第rn区域
軟質 る／体部に段あり／口唇部は丸く収める後指頭痕 D45／炭混暗灰色土

3/4 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ I片□状に歪む
良好

色： 淡橙褐色

—•-----ー―------------

口： 10. 2 
高： I. 9 

土師器 底： 5. 4 
小皿 焼： 良好

色： 橙褐色

•• ---------
口： 10 6 
向ロ・・ 2. I 

土師器底： 5. 2 
小皿焼： 良好

色． 黒色

口： 10.2 
高： 2.I 

土師器底： 4. 2 
小皿 焼： 良好

色： 白褐色

9 -----------------------

口： 12.0 

高： 2.7 
士師器底： 6. 0 
小皿 焼： 良好

色： 淡橙褐色

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第1II区域

軟質 る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 E41／炭混暗灰色土

1/2 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部全周スス付着

極砂粒 ！口縁部：直線訣に斜め外五べ亙ら上が1ー外：口縁部ーヨコナデ／雀部二炭部チーテ 第面区域――
軟質 る／口唇部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ I F44~46バ青掃
3/4 底部：平底 片口状に歪む

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ後指頭痕

軟質 る／口唇部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ
1/1 底部：平底

外：スス付着

内：スス・油付着

第1II区域

E41／炭混暗灰色土
片口状に歪む

胃 l口朦部直涵荻に斜が外方へ立ち上が外：ーロ繹蔀五戸ー／体部～底部ナデーー第血区域―----------

る／体部に段あり／口唇部は丸く収めるI後指頭痕
5/6 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ

I 047／炭混暗褐色上
口端部全周スス付着

口． 12. 8 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第皿区域
向ロ・ 2.5 軟質

土師器底： 7 0 1/2 
小皿焼： 良好

る／体部に段あり／口唇部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ D48／炭混暗褐色土

底部：平底 口端部全周スス付着

色： 淡橙褐色

と―．ー→-•..• ← --.l ---• -• ----• -• -• -• -• -• --．.. -• 
口' 13. 8 極砂粒 口緑部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ後ハケ／体部～底第 1I区域
高： 2. 6 軟質

土師器 1底： 6. 8 1/8 
小皿 焼： 良好

る！口端部内側に受口状の段あり 部ナデ G47／炭混暗灰色土
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ

色： 淡褐色

口ー． 13. 2 ----Iーー一極砂粒ー

土師器 高 2.4 軟質
小皿 焼 良好 1/10以下

色 白褐色

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ後ハケ／体部ナデ第皿区域

るI□端部内側に受口状の段あり 内：口縁部ヨコナデ F47／炭混黒灰色土

底部欠損 E48／炭混黒灰色土
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7. 第74次調査遺物

法量／焼成／色調 1------~::------
胎土
残存

口： 13.8 

土師器高： 1.8 
小皿 焼： 良好

色： 金色

口： 4.8 
高： 1.1 

這器 1底： 5．o 
丸皿 焼： 良好

色： 白褐色

贔
[
1
4
8

晶
贔

1
3
9
鱈

[1646
品

••••••••••••••••• 

-．．．．．．．． 
-．．．．．．．． 
-•••••••• 

口
高
焼
色
日
高
焼
色
五
高
焼
色
一
口
高
焼
色
一
口
高
焼
色

誓

誓

守

守

守

口： 18.4 

土師器高： 6. 5 
羽釜 焼： 良好

色： 橙褐色

形状 調整／文様

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ
軟質 る／口端部で外方に屈曲／口唇部丸<|内：口縁部ヨコナデ

1/10以下 収める
底部欠損

単位：cm

出土地点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
備考

第皿区域
C47／山土混褐色土
外：金箔
内：金箔• 1 | l | 口： 4. 6 極砂粒 口縁部：直線状に短く上方へ立ち上が外：口縁部～底部ミガキ 第I1区域

高： 1. 2 軟質 る／口唇部丸く収める 内：口縁部～底部ミガキ G44／炭混黒色土
土師器 1底： 4．5 1/2 底部：平底
丸皿 焼： 良好

色： 白褐色

I 
------

極砂粒 口縁部：直線状に短く上方へ立ち上が外：口縁部～底部ミガキ 第皿区域
軟質 る／口唇部丸く収める 内：口縁部～底部ミガキ D47／炭混暗褐色土
4/5 底部：平底

―

土

土
土

i

色

色

一

色

褐

i

灰
灰

暗

一

黒

黒

蔽
混
混

i

域
混

i

区

炭

炭

反

炭

／

／

面

／

一第048

面一
第
暉
暉

工ヤ

キ

i

キ
キ

i

ガ
ガ

一

ガ

ガ

ご
,
,

こr
ヽ
f
f

、

i

部

一
部
部

磁
記

苓

底

一

底

底

-
～
～
 

一
ナ
～

祗

部

一

部

部

i

縁

縁

糠

縁

一
口
口

呂
]
ロ

和

内

一

外

村

-

ゞ

一

9

ヽ
ズ
力

な“玉

―

上

i

ち

g

吝

止

苫

"

-

ベ

一

へ

一方

i

方

王

王

フ
く
る

i

く
る

面

め

一

短

め

•
こ
収
．
こ
収

仔

韮

5

i

直

部

底

直

部

底

唇

平

面

唇

平―音藤
口
狐

i

郁
ロ-9狐

一
口
る
底

ら
I

る
底冒

言

5

1

ぃ品
5

1

5
鯉
玉

-••••••••••.•••••••••• i

口
高
底
焼
色
五
高
底
焼
色

．
 

雷

守

極砂粒 口縁部：直上へ立ち上がる／口唇部は外：口縁部～受部回転ナデ／体部ナデ第I1区域
軟質 丸く収める 内：口縁部～底部部回転ナデ後指 G47／炭混暗灰色土

1/10以下受部：平滑／幅1.3cm 頭痕 外：受部～底部スス付
体部～底部：丸底 着
---------..--••••••-------------------“°...........·響鬱―――一―一·一・．O•• ・ ......・...響.・.0-----0．•......・••.・•・・響.-—--―ー------―--..•.響•一•·・ー- --------------——ー―一一-

極砂粒 口縁部：やや外傾して直上へ短く立ち外：口縁部～受部回転ナデ／体部ナデ第III区域
軟質 上がる／口唇部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／体部～底部回転 D48／炭混暗褐色土

1/10以下受部：平滑／幅1.3cm ナデ後指頭痕 外：受部～底部スス付
体部～底部：丸底 着

--------------------------------------------------0-..幽●●●・ •-------—-----— ....••·・..・・.....響·—---..............・•...-一-------ーーー●·...響.響..一― -----—-—----ー―一ー―—--●・―一-一-------

極砂粒 口縁部：やや外傾して直上へ短く立ち外：口縁部～受部回転ナデ／体部ナデ第皿区域
軟質 上がる／口唇部は丸く収める 後指頭痕 D48／炭混暗褐色土

l/10以下 受部：乎滑／幅1.5cm 内：口縁部～体部回転ナデ後指頭痕
体祁～底部：丸底
--------------------• -------------------------• -..。・• • -----------• -． “゜．．．．．．．．．．．．●響•-• -0 --• ▲ ●.．．.．．..．... ・ • •-------------• ● ● ●響響•-----------------------

極砂粒 口縁部：直上へ短く立ち上がる／口唇外：口縁部～受部回転ナデ／体部ナデ第皿区域
軟質 部は丸く収める 内：口縁部～体部回転ナデ後指頭痕 F46／炭混暗灰色土
1/8 受部：平滑／幅1.2cm 外：受部～底部スス付

体部～底部：丸底 着
..-----------------•••••---------------------------●O •------ -------- --••-·· ●幽．．．．．．．．••-------• o●●幽•..．．．．．．．．．----------- •·.．·鬱•..響·- ー―-------------—一ー

極砂粒 口縁部：内湾して短く立ち上がる／口 外：口縁部～受部回転ナデ／体部ヘラ第皿区域
軟質 唇部は丸く収める ナデ E48／炭混黒灰色土

1/10以下 受部：平滑／幅1.0cm 内：口縁部～体部回転ナデ後指頭痕 外：受部～体部スス付
体部～底部：丸底 着

-----------------•----------------------------•----------------------~------------------------------------------•-----------------------------------------------------------------+----------------------------------------
極砂粒 口縁部：直上へ短く立ち上がる／口唇 外：口縁部～受部回転ナデ／体部ナデ第 I~Ill区域
軟質部は丸く収める 後指頭痕 不明

1/10以下 受部：平滑／幅1.0cm 内：口縁部～体部回転ナデ後指頭痕 外：受部～体部スス付
体部～底部：丸底 着

·················•····························•······················•······························-·············•···········································．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ー•------...............................．．．．

口： 10.0 

土師器 1高： 7．7 
羽釜 焼： 良好

色： 淡橙褐色
·················•····························•······················•······-·······-················•··································································•··········-

口： 6. 3 
高： 11. 4 

這器 1底： 4. 0 
空ギ 焼： 良好

色： 白褐色

口： 2. 4 

瀬戸美濃高： 2. 8 

鉄釉 底： 2. 8 

瓶焼： 良好
色： 黒茶色

且
品

•••••••••• 
口
高
底
焼
色

濃美
釉
入

戸
鉄
茶

瀬

極砂粒 口縁部：直上へ短く立ち上がる／口唇 外：口縁部～受部回転ナデ／体部ナデ第II区域
軟質 部は丸く収める 内：口縁部～体部回転ナデ後指頭痕 G44／炭混黒色上

4/5以下 受部：平滑／幅0.9cm 外：受部～体部スス付
体部～底部：丸底 着

極砂粒 口縁部：直線状に短く上方へ立ち上が外：口縁部～胴部上位ヨコナデ／胴部第皿区域
軟質 る／口唇部は丸く収める 上位～底部ミガキ H47／暗灰色土
1/6 胴部：上位は肩が張る／下位で窄まる 内：口縁部～胴部中位ヨコナデ／底部

底部：平坦 シボリ

精緻 1口縁部：短く上方へ立ち上がる 外：口縁部～体部下位回転ナデ／底部第 I区域
2/3 体部～底部：フラスコ形／体部下位で 回転糸切り痕 P42／黄色土下層

張り出す／ボタン上の浮文が左右に 内：口縁部～底部回転ナデ 体部下位露胎

付く

............-----• --......-----------------........... ------.．．．．．．．．．．．．．-------------------------------------．．．．．．．．．．．．．---.......．．．．．．．．．．-------------------------------------...........------............ ---------------------------------.....~ 
精緻

1/1 

口縁部：短く上方へ立ち上がる
体部～底部：扁球形／体部中位で張り
出す
底部：平坦

外：口縁部～体部下位回転ナデ／底部第 I区域
回転糸切り痕 N43／黄褐色土
内：口縁部～底部回転ナデ 体部下位露胎

-----------------•---------------------------+---------------------•--------------------------------•----------------------------------~-------------------------
ll.0 精緻 口縁部：やや内湾して外方へ立ち上が 1外：口縁部～体部下位回転ナデ
4.7 1/10以下 り、口端部で上方に屈曲／口唇部は短内：口縁部～体部下位回転ナデ
良好 く外傾し丸く収める
黒色

第II区域
K51／茶褐色土
体部下位露胎
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N. 第74・ 75次調査

No I 器種 I 法量／焼成／色調——..-••---•---••--••-胎土
1 残存

II. 0 
5.8 ー良好 2/3 

黒色

•••••••• 

-•••••••• 

口
高
焼
色
元
向
底
焼
色

濃

碗

i

濃

皿

美
釉
茶
~
美
釉

戸
鉄
目

i

戸
鉄

瀬

天

i

瀬

'↓ 

ー5
 

ー

12. 2 

贔
淡茶色---------
1. 3 

贔
黒茶色

精緻

l/6 

精緻
1/10以下

形状

口縁部：やや内湾して外方へ立ち上が外：口縁部～体部下位回転ナデ
り、口端部でやや外反／口唇部は短く 内：口縁部～体部下位回転ナデ

外傾し丸く収める

口縁部：やや内湾して外方へ立ち上が外：口縁部～体部下位回転ナデ
り、口端部で上方に屈曲。口唇部は内：口縁部～体部下位回転ナデ
短く外傾し丸く収める

底部：削出高台

調整／文様

外：底部部回転ナデ
内：底部部ナデ／底面中央に菊花文

押印

単位：cm

出上地点・-・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

備 考

第1区域

L44／暗褐色土
P41／暗茶褐色土

P41 ・ 42／黒灰色土

体部下位露胎
................................ 

第I1区域
I46／炭混暗褐色土
体部下位露胎

................................ 

第I1区域
G46／炭混黒色土
体部下位～底部露胎

口： 30.3 

1521 
灰釉 高： 2.6 

鉢 焼： 良好
色： 灰色
・ • ---• --•ー・ー・—•-• -• ---

口： 11.0 

1531 
灰釉

高： 2.5

小皿
底： 6.0 
焼： 良好

色： 浅黄緑色
----• -• -• -• ・ • -• ---• --• -• --

口： 9.6 

灰釉
高： 2.3 

小皿
底： 5.0
焼： 良好

色： 浅黄緑色
-• -• -• ----• -----• -~ -•—• ^ ^  
古・
向: 1. 7 

灰釉 底： 5. 6 
」小皿 焼： 良好

色： 浅黄緑色

極砂粒
堅緻

須恵質
1/10以下

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

堅緻
1/10以下

口縁部：直線状に外方へ立ち上がるI 外：口縁部回転ナデ
口端部波状 内：口縁部回転ナデ

口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～体部下位回転ナデ

る！口端部外反／口唇部は丸く収める内：口縁部～｛本部下位回転ナデ
底部：削出高台

第1I区域

K48／茶褐色土

外：自然釉

内：自然釉
........................ 

第皿区域
F48／炭混暗褐色土

堅緻 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～体部下位回転ナデ／底面第 1区域

2/3 る／口端部外反／口唇部は丸く収めるに輪トチン痕 M43／黄色土下灰層

底部：削出高台 内：口縁部～体部下位回転ナデ／底面体部下位～底部露胎

中央に菊花文押印

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
精緻 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：体部下位回転ナデ／底面に輪トチ第m区域
l/5 る lン痕 E47. 48／炭混里灰

底部：削出高台 内：体部下位回転ナデ／底面中央に花色土

文押印 高台露胎

口． 8. 4 堅緻 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外・口縁部～体部下位回転ナデ 第 1区域

灰釉 高
2.3 1/10以下 る／口端部外反／口唇部は丸く収める内．口縁部～体部下位回転ナデ N43／黄褐色土

底． 4.6 底部削出高台 高台露胎
小皿 焼． 良好

色． 浅黄緑色

裔： I. 3 精緻 体部内湾して外方へ開く 外・鏑蓮花文を陰刻 第 I区域

1571 青皿磁 底焼．' 
6. 8 1/10以下 底部・削出高台” Q23／炭混暗灰色土
良好 裔台露胎

色． オリーブ灰色

口： 10. 6 

高 2 8 
1青磁 底． 5 2 

158 稜花皿焼 良好

色． オリープ灰

口• 12. 2 
高： 3.0 

1青磁 底 5.8 159 稜花皿焼
良好

色 オリープ灰

精緻 口縁部：外反して外方へ立ち上がるI 内：口端部に波状線刻・花文線刻が 第11区域

1/2 口唇部は丸く収め、緩い波状に成形 めぐるI底面中央に「卍」陰刻 G36／床土

し花弁状にする K36／床土
底部：削出高台／端面は丸みをもつ 第1V区域

内：高台周縁露胎

精緻 口縁部：外反して外方へ立ち上がる／ 内：口端部に波状線刻がめぐるI口 縁 第1ll区域
2/3 口唇部は丸く収め、緩い波状に成形 部に曲線線刻がめぐる C46／炭混暗褐色土

し花弁状にする 内：高台周縁露胎
底部：高台端面は平坦

．．．．．． 
口高底焼色

贔青輪

12. 0 精緻
3 2 1/2 
6.6 

良好
オリーブ灰

20. 0 精緻
4.0 1/4 
12 0 

良好
透灰色

色

}

色

,

8

0
好

色

ぶ

2

0
好

白

3

0
好

褐

0

2

4
良
灰

l
L
4
良
白

白
i

訟
乙

t
良

i

透
i

透

透
~

•••••••••• 

'-•••• 

-．．．．．．．．．． 
-．．．．．．．． 

口

高

底

焼

色

日

覇

底

焼

色

五

高

底

焼

色

篇

底

焼

色

誓

誓

誓

“
 

ー

口縁部：内湾して外方へ立ち上がる／ 外：口縁部に鏑蓮花文がめぐる
口端部やや外反／口唇部は丸く収め、 内：口緑部に鏑蓮花文がめぐる
緩い波状に成形し花弁状にする
底部：削出高台／端面は丸みをもっ

精緻 口縁部：緩やかに内湾して斜め外方へI外：漆継ぎの痕

1/8 立ち上がる／口端部やや外反／口唇部
は丸く収める

底部：削出高台

精緻
1/6 

精緻
1/10以下

口縁部：緩やかに外反して斜め外方へ I外：貰入多し
立ち上がる／口唇部は丸く収める
底部：削出高台

口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち

上がるI□唇部は丸く収める
底部：削出高台／割り高台

底部：削出高台／割り高台 外：底面中央に墨書「ロロ内」
内：底面トチン

第1I区域

H45／砂層
第V区域
!36／床土

高台端面露胎

第 I区域

P50 ・ 52／焼土

M52／茶褐色土
第1I区域
L47／焼土混褐色土

高台端面露胎-,--------------------
第m区域

D47／炭混暗褐色土
高台端面露胎

不明
外：体部下位～高台底

面露胎

第II1区域

C44／炭混暗灰色士
外：体部下位～高台底

面露胎
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7. 第74次調査遺物

法量／焼成／色調．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．胎士l残存 1 形状

高： l.8 | 精緻 1口縁部：内湾して外方へ立ち上がる
染付 底： 2. 2 I 1/4 底部：削出高台
碗 1焼： 良好

色： 透白色

1
1
3
鱈
〗

1
5
2
5

鰐
[
1
6
4

菖
ぃ
5
5顛
〗

•••••••• 

-•••••••• 

-．．．．．．．．．． 
-•••••••••• 

口
高
焼
色
一
口
高
焼
色
五
高
底
焼
色
百
I

高
底
焼
色

誓

誓

誓

誓

精緻 I口縁部：やや内湾して外方へ立ち上が外：口縁部上位に呉須の文様帯・圏 第I区域
1/10以下 る／口唇部は丸く収める 線2／体部に呉須の芭蕉文 041／炭混茶褐色土

内：口縁部上位に圏線1 I P41／暗茶褐色土
P42／焼上混砂質土
• ---------．． 

精緻 I口縁部：やや内湾して外方へ立ち上が外：口縁部上位に呉須の圏線l・文様第1I区域
1/8 る／口唇部は丸く収める 帯・圏線2／体部に呉須の芭蕉文 G42／暗褐色土

内：口縁部上位に圏線2

-----------•-• --•----------------------------.... 
精緻 1口縁部直線状に外方へ立ち上がる／ 外：口縁部上位に呉須の文様帯•隠 第m区域
1/8 口唇部は丸く収める 線l／体部に呉須の文様／体部下位に F44／炭混暗褐色土

底部：削出高台 山形文 D44／炭混暗褐色土
内：口端部に圏線l／体部下位に圏線 高台端面露胎
2／底面中央に文様
....--------------.．． 

精緻 口縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ外：口縁部上位～体部に不鮮明な呉 第m区域
1/4 立ち上がる／口唇部は丸く収める 須の文様 D42 ・ 45 ・ 46／炭混暗

底部：削出高台 内：口端部に不鮮明な呉須の文様／底褐色土
面中央に呉須の花文 F48／炭混暗褐色土

高台端面露胎

高： 1. 7 精緻 I底部：削出高台
染付底： 4.o I 1/5 
碗 1焼： 良好

色： 透青白色

高： 1.0 | 精緻 I底部：削出高台
染付底： 6. 6 I 11s 
皿 1焼： 良好

色： 透灰白色

冒
品

．．．．．．．．．． 

口
高
底
焼
色

誓

色

0

2
好
白

3

6
良
青透

•••••••• 
高
底
焼
色誓

精緻

1/5 

堅緻

1/5 

調整／文様

外：底面中央に呉須「禰」
内：底面中央に呉須の圏線1.「壽」

単位：cm

出土地点•---------------------●●一鴫 -----------
備考

第皿区域
E47／炭混黒灰色土
外：高台端面露胎

外：底部に呉須圏線3／底面中央に圏 第I区域
線2・ 「大明年造」 N41／茶褐色土
内底部中央に圏線2／圏線内に牡丹 高台端面露胎
文
....---—· ---・・ -------
外：底部に呉須圏線2 不明
内：底部中央に圏線2／圏線内に玉抱 耕作土
き獅子文 高台端面露胎

精緻 口縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ外：口縁部上位に呉須圏線2／体部に 第I11区域
1/5 立ち上がる／口端部やや外反／口唇部呉須の牡丹文 F44~46 

は丸く収める 内：口端部に圏線2／底面中央に呉須高台端面露胎
底部：削出高台 の花文

口： 11.6 

染付 1羹： ；； 
皿 焼： 良好

色： 透青灰色
•• -• -----------------------・ ・ 
高： 2. 9 精緻

染付底： 5．8 | 1/3 
皿 焼： 良好

色： 透青白色
....-•----------- --........---•-------------- ••-•--••-----•-------- --.................--•-•--．．．．．．．．．．．．．．．．．-•----------．．．．．．．．更●

高： 2.8 精緻 口縁部：屈曲して斜め外方へ立ち上が外：体部に呉須文様
染付 底： 5．8 1/4 る 1内：底部中央に牡丹文
皿焼：不良 底部：削出裔台

色： 透青灰色
------------------•---------------------．．．..．．．．．．．．------．．．．．．．..........-----------........ •-- ---•------------------••---------------•-- --.............--------•---...................----............... •------------------••- •---------------

高： 3．5 精緻 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：体部に呉須アラベスク文／体部下第皿区域
底： 6．o l/8 る 位に圏線l／底部に圏線2 j D48／炭混暗褐色土

染付焼： 良好 底部：削出高台 内：底部中央に呉須圏線2・アラベス第1I区域
碗色：透青灰色 ク文 J38／床土

高台端面露胎

口縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ内：口端部に圏線l／底面周縁に呉須 第皿区域
立ち上がる／口端部外反／口唇部は丸 の圏線2 I 044／炭混暗褐色土
く収める E45／炭混暗灰色上
底部：削出高台 高台端面露胎

口縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ外：体部に呉須文様 第皿区域
立ち上がる 内：底部中央に呉須圏線2／匿線内に 047炭混暗褐色土
底部：削出高台 牡丹文 048／茶褐色土

高台端面露胎
--• • -.．.．．. ・ • • 
第皿区域
F44-46 
高台端面露胎

-----------------+--------------------------~•9·· 鬱·· ~--------・ O~· …••·"響響------------------響-------------------------•---------…..... -響------------------•響ー--------+----------------------------------------
精緻 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：体部下位に圏線2／底部に圏線2 第1I区域
l/4 1る 内／底部中央に呉須圏線2・圏線内 H52／褐色土第皿区域

底部：削出高台 に梅花文 第皿区域
E45／炭混黒灰色土
F38／小礫混茶褐色土
F48／炭混暗褐色土

高台端面露胎•-------------------------------------．．．．．．.... -----．．．．．．．．．．．．-----------------．．．．．-------------．．．．．．．．．．．．．---------...．．．．--------------------．．．．．．---------------............．．．-----..．．．．．．．．．．..---------------------------
口： 13.8 精緻 口縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ外：口縁部上位に呉須圏線1／体部に 第皿区域
裔 4.3 1/6 立ち上がる／口唇部は丸く収める 呉須文様 E45／炭混暗灰色

染付 1底： 5．6 底部：削出高台
碗 焼： 良好

内：口端部に圏線l／底面中央に圏線11E49／茶色土
・圏線内に呉須文様 高台端面露胎

色： 淡灰黄色
..............-『涵戸．．．·:五―-------．．．．．藉薇―--．．．．．五藤面疇［そ茄這宕王西．．．．．．．．如伝蔀平麟直―西蕉妥......------．．．．．-••第．iii-区域

染付 底： 2. 6 I 115 底部碁笥高台 内底部中央に呉須捻花 C48／茶褐色土
皿 焼： 良好 1高台端面露胎

色： 透青白色

高： 2.5
朝鮮底： 5. 0 
茶碗 焼： 良好

色： 暗灰茶色

口縁部：底部から屈曲／やや外反して 外：体部～底部回転ヘラケズリ
外方へ立ち上がる 1内：底部周縁に段
底部：削出高台

第 I区域
P41／黒灰色土
全体に暗灰色釉
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N. 第74・ 75次調査

遺構出土上器(PL.59-63 第 35-41図）

胎土
残存

極砂粒

軟質
4/5 

No I 器種 1法量／焼成／色調

口： 8. 6 
向に ・・ 2. 0 

土師器 底： 5. 0 
小皿 焼： 良好

色， 橙褐色

口． 10. 4 
高． 2.5 

1821 土師器底： 5.3 
小皿焼． 良好

色． 淡橙褐色
........!................. ---------------------------

向に・ 2.5 
朝鮮 底・ 5.0 

183 白磁 焼： 良好
碗 色 白褐色

口： 12. 0 ＂ ベ妥瀬戸美濃
高． 5.4 

1 鉄釉 焼： 良好
天目茶碗 色： 黒茶色

形状 調整／文様

単位：cm

出土地点......................................... 

備翌：
口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／｛本部ナデ後指頭第 1区域

る／口唇部は丸く収める 痕 P49/SB3976 
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部3/4周スス付着

極砂粒 ］口縁部：直線荻に斜め外方べ立ち上が外：口縁部ヨコーナデ／｛本部ヂデ―
軟質 るI口端部やや外反／口唇部は丸く収内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ

3/4 める
底部：平底

l全体シャープな仕上げ

第 1区域
N49/SB3976 
褐色砂質土下

軟質 口縁部：やや内湾して外方へ立ち上が外：体部下位回転ヘラケズリ／底面中第 1区域

1/5 る 央渦文 P50/SB3976 
底部：削出高台 内：底面にトチン痕4ヶ所 褐色砂質土

極砂粒 口縁部：直線状に外方へ立ち上がり、 外：口縁部～体部下位回転ナデ
精緻 口端部で上方に屈曲。口唇部は短く 内：口縁部～体部下位回転ナデ
1/5 外傾し丸く収める

第1区域
P47 /S83977 

P48／畦付近
外：体部下位露胎
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扁

底

焼

色
誓8
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ー

口：

瀬戸美濃高

1891 鉄釉 底
天目茶碗焼

色・

12. 0 
6. 7 

贔
黒茶色

1901 wJ滋

極砂粒
堅緻

3/4 

緻

3ー
精
ー

灰ブ

;
A
5
好

n
4良
リォ

“
 
.

.

.

.

.
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凸
I

高

焼

色

口縁部：内湾して外方へ立ち上がるI 外：口縁部～体部下位回転ナデ

口唇部は短く外傾し丸く収める 内：口縁部～体部下位回転ナデ
底部：削出高台

口縁部：内湾して上方へ立ち上がるI
口唇部は丸く収める

内：体部下位に沈線1

第 1区域

M42/SB3978／青色土

M41／暗褐色土
外：体部下位露胎

........................ 

第1区域
N43/SB3978 
L43／暗褐色土

パ

0

8
●
好
色

良

黒

.• 

7

6

 

l

l

 

-
8
 

-•••••••••• 天

高

底

焼

色

，
 

i

質

器

燈

i

瓦
土
瓦

，
 

t

1

 

[

9

 
ー

極砂粒 天井部：浅い皿状に開＜／中央に径0.5 外：全体黒色磨研のミガキ
白色粒子 cmの穿孔／芯残存 内：回転ナデ後黒色磨研のミガキ

精緻 体部／釣鐘形／背面上位に楕円形の開 シャープな仕上げ
2/3 口部／体部中央に半月状の開口部

第 I区域

P43/SB3978／焼土

P44 ・ N44／焼土混砂質
土（黄色士下）

041／茶褐色土

••••••••• 

~
 ••••••• 

口

高

底

焼

色

百
I

高

底

焼

色

冒

冒

叩

く

一

印

-•••••••••• 百
口
高
底
焼
色

器師
皿ヽ

土

Ij

;
;
’
ぶ
，
り
、
'
’

:
心
}
〗
;
^
、
4
,

，
 

§
 

•9,‘ 
＊
＇
 

ー

34.4 微砂粒
10. 2 白色粒子

贔 土胃贔
橙色 1/6 

... -．. -..—ー・一．．．

34. 1 微砂粒
11. 8 白色粒子

畠〗 塁贔
白褐色 4/5 

9. 4 
I. 9 

贔
淡橙褐色

口縁部：直線状に外方へ開＜／口端面外：口縁部～胴部下位回転ナデ 第 1区域
は丸く収める／口端部内側に沈線が内：回転ナデ／0.5-0. 8cm間隔でヨコ M44/SB4097／黄灰色土

めぐる 方向の条線を施す／幅2.8cm ・ 10条の

播目／密にめぐるIシャープな仕上げ

・ • -• --• -• --• -• --• -• -• -• • -• -.．-• -．．-• -• --• -• -• --• -• --• --• 
口縁部：直線状に外方へ開＜／口端面外：口縁部～胴部下位回転ナデ／底面第 I区域
は平坦／口端部内側に沈線がめぐる摩耗／吊り下げ痕2ヶ所 M44/SB4097／黄灰色土

底部：平坦 内：回転ナデ／幅2.2cm ・ 8条の揺目/ I L43／暗褐色土
粗くめぐる／底面擢目3本交差 第1I区域

I46／炭混暗褐色土

半身ナマヤケ

極砂粒 口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち 外：口縁部ヨコナデ／｛本部ナデ後指頭第 1区域

軟質 上がる／口端部やや外反／口唇部は丸 痕 N44/S04097 

4/5 く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む
底部：平底 口端部半周スス付着

．．．． 

高

焼

色

焼前

壺
越両

口： 0

7
好

色

国
〇
良
橙

極砂粒

白色粒子

精緻
1/10以下

口縁部：直線状に短く上方へ立ち上が外：口縁部～胴部上位回転ナデ／胴部第 I区域

る 上位にヘラ記号 N-P45/SA4098 
体部／倒卵形／上位で膨らむ 内：口縁部～胴部上位回転ナデ後指

頭痕
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7. 第74次調査遺物

法量／焼成／色調 I---••---•---•----- ←---胎土
残存

微砂粒

白色粒子

喜贔
1/10以下

．
 

口
高
焼
色

焼前
壺

越

16. 0 

13. 9 

温；

形状 調整／文様

口縁部：短く上方へ立ち上がる／口端 外：回転ナデ
面は平坦 内：回転ナデ
胴部：上位で屑が張る シャープな仕上げ

単位：cm

出土地点← → ▲ --- • ---- • -- • • - • -- • -- • -- • -→ ←―--

備 考

第lI区域
L45/SD3986 

全体ナマヤケ

3
9髯

[
4
3
1
5
1
8

鱈
〗71晶

••••••••••••••••••• 

-
．
．
．
．
．
．
．
．
 

口
高
焼
色
五
裔
底
焼
色

i

口
高
焼
色

胃

冒

冑8
 

『

9

、

9

，
 

点ー1
心
喜
旦
；
ー

微砂粒 口縁部：やや内湾して外方へ開＜／口
白色粒子 1端面は平坦／口端部内側に段をもつ

軟質
1/10以下

微砂粒
白色粒子

堅緻
須恵質
1/4 

→ -←――....... 

極砂粒
軟質
2/3 

外：口縁部～体部回転ナデ 第 I区域
内：口縁部～体部回転ナデ／幅2.3cm I 041/SD3987 
・8条の播目／密にめぐるIシャープ

な仕上げ
--------------------------------------------------------------・-----------------

口縁部：直線状に外方へ開＜／口端面外：回転ナデ 第1区域
は平坦／口端部内側は凹状の段をもつ内：回転ナデ／底面弧状の播目 041/SD3987 
底部：縄目痕 内面に幅3.3cm ・ 10条の播目／密にめ X004

ぐるIシャープな仕上げ 第II区域
H46／炭混暗褐色土
- --------------------------
第I区域
N41/SD3987 

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が・・外：口縁部～底部ナデ後指頭痕

る／口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ
底部：丸底

冒
5

晶

.•••••••••• 
日
高
底
焼
色

↑
 

皿
器

ヽ

而ょ廿

i

土

lJ

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第 I区域
軟質 る／体部に段あり／口唇部は丸く収める痕 P41/SD3987 
2/3 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部全周スス付着

口： 9.2 
裔： 1.9 

土師器底： 4. 0 

小皿 焼： 良好

色： 橙褐色
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

口： 9.2 
高： 2.3 

土師器底： 4. 3 

小皿 焼： 良好

色： 淡橙褐色
................... 

口： 13.2 
古・

土師器
向． 2.4 
底：

小皿焼： 贔
色： 橙褐色
.......... •······································•································································ ·····•································································ 
口： 3．7 極砂粒 口縁部直線状に短く外方へ立ち上が1外：口縁部～体部下位回転ナデ／底部第 1区域
高： 6.9 堅緻る！口端部平坦 ナデ 050/SE3990 

越前焼底： 3. 4 I 111 胴部：上位で肩が張り出す 内：口縁部～底部回転ナデ 体部ヤキムラ

茶入焼：良好 底部：平底

色： 暗灰色

6
5
げ
詞
瓢2
1
1
7

庫
[
8
4贔〗8
4
贔
立
い
5
ぃ
闘

•••••••••• 
口
高
底
焼
色

濃美

釉

入

戸
鉄
茶

瀬

0

5
好

色

1
2
5
良
茶

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデバ本部ナデ後指頭第 I区域
軟質 る！口端部内側に段あり 痕 P50/SE3990 

5/6 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 焼土

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第 I区域
軟質 る！口端部内側に段あり 痕 P50/SE3990／焼土
1/1 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部半周スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部未調第 I区域
軟質 る／口唇部は丸く収める 整／型押し成形 P50/SE3990／焼士
2/3 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 外：スス付着

極砂粒 D縁部：短く外反して立ち上がる／口 外：口縁部～体部下位回転ナデ／体部第 I区域
精緻 唇部は短く丸く収める 下位回転ヘラケズリ 050/SE3990 
1/1 胴部：扁球形／上位で肩が張り出す 内：口縁部～体部下位回転ナデ 外：体部下位～底部

底部：平底 露胎

微砂粒
白色粒子

堅緻
1/3 
........ 

精緻
3/4 

精緻
1/1 

外：胴部中位回転ナデ／底部に意図的第 1区域
な剥離痕／底面ナデ／ヘラ記号 P50/SF3990 
内：胴部回転ナデ後指頭痕／底面ナ 外：ピブクレ多し

デ／中央にヘラ記号「介」
..^..—• ● •—• •—- • ----......^..—• ● •—• •—- • -•――一．—- → ←――. ̂．．-.．--• • --• --• ---• ---．．．．--• --• -• --•.. ---.. -• -• • --• -• ------. ---. --• --

口縁部：直線状に外方へ立ち上がり、l外：口縁部～体部下位回転ナデ
口端部で上方に屈曲／口唇部は短く外 内：口縁部～体部下位回転ナデ

傾し丸く収める
底部：削出高台

胴部：短砲弾形／上位で肩が張る

第 1区域
P50/SF3990 
外：体部下位～底部

露胎

口縁部：直線状に外方へ立ち上がり、 外：口縁部～体部中位回転ナデ／体部第 I区域
口端部で上方に屈曲／口唇部は短く外下位回転ヘラケズリ／高台外端面 P50/SF3990 
傾し丸く収める 面取り 外：体部下位～底部

底部：削出高台 内：口縁部～底部回転ナデ 露胎

精緻 口縁部：直線状に外方へ立ち上がり、 外：口縁部～体部中位回転ナデ／体部第 1区域
1/1 口端部で上方に屈曲／口唇部は短く外下位回転ヘラケズリ P50/SF3990 

傾し丸く収める 内：口縁部～底部回転ナデ 外：体部下位～底部

底部：削出高台 露胎

-----------------•---------------------------+--------------------+--------------------------------------------------------------------•-----------------------------------------------------------------+----------------------------------------
堅緻 1口縁部：直線状に外方へ立ち上がり、 外：口縁部～体部中位回転ナデ／体部第 1区域
1/6 口端部で上方に屈曲／口唇部は短く外下位回転ヘラケズリ P50/SF3990 

傾し丸く収める 内：口縁部～底部回転ナデ 外：体部下位～底部
露胎
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N. 第74・ 75次調査

法量／焼成／色調 1------';~::------
胎土
残存

精緻
4/5 

形状 調整／文様

単位：cm

出土地点-----------------------------------------
備考

プ

8

7

8
好
]

＆
6
＆
良
い灰

•••••••••• 
口
高
底
焼
色

磁
炉

青
香

天： 9.4 
高： 4.0 
底： 8.0 
焼： 良好
色： 淡褐黄色

口縁部：寸胴形／直線状に上方へ立ち外：回転ナデ／2条の沈線が口端部、体第 I区域
上がる／口端部内側突出／口端部は浅部中位、体部下位にめぐる P50/SE3990 
＜凹む 内：回転ナデ 外：底面露胎
底部：三角形の平坦な脚を底部周縁に
3ヶ所付ける／底面中央で接地

糎砂藉•I 口縁部：一寸扇冦直線状に玉方べ亙ぢ上外：口縁部ニー体部回転ナデ／体面に列 第i―区域
白色粒子 がる／口唇部は丸く収める I点円形文を施す P50/SE3990 

予19 底部：脚部剥離 り］幌雲9転ナデ I全体平滑

口： 42.2 
高： 18. 0 

越前焼 1底： 18. 0 
播鉢焼： 良好

色： 淡茶色

高： 15.6 

越前焼底： 11.0 
壺焼： 良好

色： 赤茶色

口： 7. 4 
高： 2. 0 

土師器 1底： 3.0 
小皿焼： 良好

色： 橙褐色

口： 9.0 

土師器
高： 1.9 

小皿羹： 晶
色： 橙褐色

□

且
凸
“
贔
[

•••••••••• 

-．．．．．．．．．． 

口
高
底
焼
色
五
高
底
焼
色

守

誓

微砂粒 口縁部：直線状に外方へ開＜／口端面外：口縁部～体部回転ナデ／底面摩耗第 I区域
白色粒子 は平坦／口端部内側は凹状の段をもつ内：回転ナデ／幅2.2cm ・ 8条の播§/ I P48/SE3991 

軟質 底部：縄目痕 体部～底部摩耗／底面播目交差／シャ P48/SB3977
土師質 ープな仕上げ
2/3 

微砂粒 頸部：内傾して窄まる
堅緻 胴部：短砲弾形
1/6 

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が 1外：口縁部～底部ナデ
軟質 る／口端部受口状に屈曲／内側に段あり 内：口縁部～底部ナデ
1/1 底部：平底

極砂粒 口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第 I区域一
軟質 上がる／口端部内側に段あり 痕 N48/SF3997 
1/1 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部一部スス付着

口： 9. 0 極砂粒

土師器 I
高： 2.0 堅緻
底： 4.5 小皿 焼： 良好 1/1 

色： i炎橙褐色

外：服部上位～中位回転ナデ／胴部下第 I区域
位ヘラケズリ／胴部上位にヘラ記号 48/SF3996
内：服部回転ナデ後指頭痕・ユビナ胴部上位降灰
デ

第I区域

N48/SF3997 
灰層

口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち 外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第 I区域
上がる／口唇部はやや外反して丸く収痕 N48/SF3997 
める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む
底部：平底

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第 I区域
軟質 る／口唇部は丸く収める 痕 N48/SF3997 
1/1 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部全周スス付着

................................... 
極砂粒 口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第I区域
軟質 上がる／口唇部はやや外反して丸く収痕 N48/SF3997 
1/1 める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

底部：平底 口端部一部スス付着

口： 13. 0 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が 外：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 第 I区域
高： 2.5 軟質 る／体部に段あり／口唇部はやや外反 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ N48/SF3997／灰層

土師器底： 7. 7 8/9 して丸く収める 片口状に歪む
小皿焼： 良好 底部：平底 口端部3/4周スス付着

色： 白褐色

口： 12. 4 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が 外：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 第 I区域
古向・・ 2.2 軟質 る／体部に段あり／口唇部はやや外反 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ M48/SF3996／青色粘

土師器底： 6. 8 1/1 して丸く収める 口端部3/4周スス付着
小皿焼： 良好 底部：平底／中央凹む 内：底面ヤキムラ

色： 白褐色

口： 10. 0 極砂粒 口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ 第 I区域
高： 2.3 軟質 上がる／体部に段あり／口唇部はやや内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ N46/SF3998 

土師器底： 4. 7 3/4 外反して丸く収める 外：スス付着
小皿焼： 良好 底部：平底

色： 淡茶灰色

口： 39. 6 微砂粒 口縁部：短く外傾して立ち上がる／口 外：口縁部ヨコナデ／胴部上位～下位 第 I区域
高： 69. 4 白色粒子 端面は平坦／口端部内側に段をもつ／ ナデ／胴部上位に1種類の押印文（大） N52/SE4022 
最： 62. 0 堅緻 胴部：上位で大きく張る／上位～底部 ／胴部下位ヘラナデ 第II区域
底： 23. 0 1/2 にかけて窄まる 内：口縁部ヨコナデ／胴部は幅8.0cm J51/SK4003/P5 

越前焼 1焼： 良好 底部：平坦 の粘土板を11-13段輪積み／接合部 I50/SK4003/Pl 
壺色： 灰黒色 指頭痕／上位～下位指頭痕11段 I50/SK4003/P2 

I43/SX4020 
I49/SX4012 
口縁部～胴部中位自然
釉／胴部下位降灰

口： 12. 4 極砂粒 口縁部：直上へ短く立ち上がる／口唇 外：口縁部～受部回転ナデ／体部ナデ 第 I区域
土師器裔： 5.5 軟質 部は丸く収める 内：口縁部～体部回転ナデ後指頭痕 P43/SB4013 
羽釜 焼： 良好 1/8 受部：平滑／幅1.2cm 外：受部～底部スス付

色： 橙褐色 体部～底部：丸底 着
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7. 第74次調壺遺物

法量／焼成／色調

口： 11.4 
蘭： 2.6 

土師器底： 4. 6 
小皿 焼： 良好

色： 橙褐色

胎土---------------------
残存

極砂粒
軟質
3/4 

口： 5.8 
向に ・・ I. 2 

土師器底： 3.8 
丸皿焼： 良好

色： 橙赤色

口． 22. 8 
向に'・・ 8.0 

2271 越前焼底 11. 8 
播鉢焼 良好

色： 淡赤茶色

高． 8. 0 

越前焼I底 16.4 
焼・ 良好

壺------. 色-．------暗茶色__ _[_ __ 

焼： 良好

越前焼'色
黄褐色

播鉢

微砂粒

白色粒子

軟質

土師質
2/3 

6

1
げ
詞
[

8

2

4

峠
麟

9

2

贔
[

8

2

ぃ畠
9

2

3

晶
1

試

•••••••••••••••••••••••••••••••• 

-
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

-
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

-
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口

高

底

焼

色

日

高

底

焼

色

五

高

底

焼

色

丘

高

底

焼

色

百

I

高
底
焼
色
面
向
底
焼
色

冒

冑

守

誓

言

譴

皿

形状 調整／文様

口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ
上がる／体部に段あり／口唇部はやや内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ

外反して丸く収める
底部：平底

極砂粒 口縁部：直線状に短く上方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ
軟質 る！口唇部丸く収める 内：口縁部～底部ナデ

1/1 底部：平底

単位：cm

出土地点-• -→...................... 

備 考
第1区域
M43/SX4024／青色粘土
片口状に歪む

第 I区域
M43/SX4024／青色粘土
片口状に歪む

口縁部：直線状に外方へ開＜／口端部外：体部回転ヘラケズリ／底面粗いナ第 I区域
内側に段をもつ／口唇部は丸く収めるデ N43/SX4025 

底部：平坦／縄目痕 内：回転ナデ／幅2.8cm ・ 10条の播目/I XOO! 
底面播目交差 茶褐色土

L43／暗褐色土

外：胴部下位回転ナデ／底部ナデ中央第II区域
ヘラ記号 J52/SB3973／焼土

内：胴部回転ナデ後ユビナデ／底部ナ

微砂粒 胴部：短砲弾形

白色粒子 底部：平坦

精緻

1/8 

微砂粒 I底部：平坦

白色粒子

塁贔
1/10以下

デ

外：底部摩耗 第II区域
内：底部／幅2.5cm ・ 10条の卸目／底面 I52/SB3973

卸目交差

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ後指頭痕

軟質 る！口端部短く上方へ屈曲／口端部内内：口縁部～底部ナデ

3/4 側に段あり
底部：平底

第1I区域

I52/SB3973 
片口状に歪む

極砂粒 口縁部：やや外反して斜め外方へ立ち 外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第II区域
軟質 上がる／口端部内側に段をもつ 後指頭痕 I52/SB3973 
1/1 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部一部スス付着

極砂粒
軟質
4/5 

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第J1区域
る／口端部内側に段をもつ 後指頭痕 I52/SB3973 
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部全周スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第1I区域
軟質 る！口端部内側に段をもつ 後指頭痕 J52/SB3973 
3/4 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部全周スス付着

極砂粒 口緑部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ
軟質 る／口端部で外方へ屈曲／口唇部は丸内：口縁部～底部ナデ

3/4 く収める
底部：平底

精緻 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち

1/6 上がる
底部：削出高台

第 11区域
I52/SB3973 
片口状に歪む
口端部全周スス付着

------ -------
第11区域
J50/SB3973 

口： 19.0 

越前焼高： 5．2 
壺 焼： 良好

色： 淡茶色

------------・ ------
土師器 焼： 良好
小皿 1色： 橙褐色
-------・---・・-・・---------------------

口： 12_0 

高： 2.0

焼： 良好
色： 浅緑黄色

微砂粒 口縁部：直線状に外方へ立ち上がるI 外：口縁部回転ナデ

白色粒子 口端部外側把厚／口端部下端に条線1 内：口縁部回転ナデ

堅緻
1/10以下

精緻 I底部：平坦
1/10以下

外：底面凹凸あり

内：底面線刻文様

第1I区域
L47/SB3974 
L43／暗褐色土

第1I区域
K48/SB3974 

極砂粒 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち外：口縁部回転ナデ／体部下位回転ナ第II区域
堅緻 上がる／口端部内側は受口状に浅く凹デ L48/SB3974 

1/10以下む／口唇部は丸く収める 内：口縁部回転ナデ 外：体部下位露胎

口： 13. 0 精緻
． 

尚： 3.3 I 1/5 
底： 5.4

2391 青JIIlm 焼： 不良

色： 灰オリーブ

口縁部：外反して外方へ立ち上がるI
口唇部は丸く収める
底部：削出高台／高台端面は平坦／底部

周縁面取り

第1l区域
L46/SB3974 

J46/SX4012 
K47／茶褐色士
外：底面～裔台周縁

露胎
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w．第74・ 75次調査

No I 器種 I法量／焼成／色調．．――--．．．．．．．．．．．．．．．．胎土I残存 1 形状

口： 13.0 1 精緻 1口縁部：外反して外方へ立ち上がる／
青磁 高： 2. 1 I 1/5 口唇部は丸く収める
皿 焼： 良好

色： オリープ灰

調整／文様

口： 11. 4 精緻
青磁 高： 2．。| 1/8 

稜花皿 焼： 良好
色： 灰オリープ

口： 31. 8 精緻
高： 7.o I 1/4 

青磁 1底： 12.o 
稜花盤 焼： 良好

色： オリープ灰

色
i

色

6

6
好
白
i
8
0
好
白

4

L
良
青
す
し

5
良

青

透

一
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高
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皿
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2晶1
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〗
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色
百
高
焼
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i

口
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焼
色

畠

譴

皿

誓

誓

誓

J
 

精緻 1口縁部：直線状に上方へ立ち上がる／
1/10以下 口端部は外方へ屈曲／口唇部は丸く収

める／244と同一個体か？

.......．．．．．．．．．．--------．．......．．．．...．．．．．．．．．．．． 
精緻 胴部：方柱状／踪形瓶

1/10以下 底部：高さ I.4cm／高台端面平坦

精緻
1/10以下

口縁部：直線状に外方へ立ち上がる／
口端部やや外反／口唇部は丸く収め、
緩い波状に成形し花弁状にする

口縁部：内湾して外方へ立ち上がる／外：口端部に条線が2条めぐる／体部 第I1区域
口端部で外方へ阻曲／口唇部は丸く収に浅い鏑蓮花文 L46/SB3974 
め、緩い波状に成形し花弁状にする内：口端部に花文状沈線・陰刻草花 N45 ・ M45/SD3986 

文がめぐる 第皿区域
B42/SS4008 

胴部：上位で肩が張る

精緻 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち
1/10以下 上がる／口端部は外反する／口唇部は

丸く収める

外：体部に算木状の文様陽刻
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高
焼
色

誓
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寸
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精緻 1口縁部：内湾して外方へ立ち上がる／ 外：口縁部～体部鏑蓮花文
1/10以下 口唇部は丸く収め、緩い波状に成形 内：口縁部～体部鏑蓮花文

し花弁状にする

底部：削出高台．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
精緻 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち

1/10以下 上がる／口端部は外反する／口唇部は
丸く収める

精緻 1百籍証緩石沿囀じそ外が這ら
1/10以下 上がる／口端部は外反／口唇部は丸く

収める

堅緻 1口縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ1外：体部に呉須文様
1/10以下 立ち上がる／口端部やや外反／口唇部内：口端部に圏線l

は丸く収める

単位：cm

出土地点．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

備 考
第II区域
L46/SB3974 

第I1区域
L46/SB3974 

第II区域
L45/SB3974 

第I区域
N48/SB3977／褐色土
------------------------------
第II区域
L43/SB3974 
第 I区域
N47/SB3977／茶褐色土

M49／灰混整地土
---------------------
第II区域
L45/SB3974 

第1I区域
L46/SB3974 

第II区域
L46 ・ 4 7 /S8397 4 

第1I区域
L46/SB3974 

第1I区域
L46/SB3974 

第1I区域
L46/SB3974 

堅緻 口縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ外：口端部に圏線2・圏線内に呉須列第II区域
1/10以下立ち上がる 点文を2段施す L48/SB3974 

内：口端部に圏線2

第1I区域

L47/SB3974 

高： 1. 2 精緻 底部：削出高台／碁笥高台 内：底部中央に呉須文様 第1I区域| 1 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

染付 1底： 9．0 1/10以下 L47/SB3974 
皿 焼： 良好

色： 透白色

口： 6. 0 微砂粒 口縁部：直線状に短く外方へ開く／口 外：口縁部～胴部下位回転ナデ／底部第1I区域
最： 12. 2 白色粒子唇部は丸く収める 周縁ヨコナデ／胴部上位にヘラ記号 J45/SA4012

越前焼 1高： 10.0 精緻 胴部：寸胴形／中位で肩が張る 内：口縁部～胴部中位輪積み痕／胴部 G44／炭混暗褐色土
壺 底： 9. o I 112 底部：平j:8 中位～下位剥離痕 G46／灰茶色土

焼：良好 外：胴部上位降灰／胴
色：黒茶色 部下位スス付着
..．.．．---------------• -.．．..．．．．.．--.．．....．．．．．．--------------------------------• -．．.．．．．.．．．．.．．. ----.．．．．．．.．.．．-・ • ------------------• ------------------• -.．．．．．.．．．．．．. ---• ・ • -.．．..．．．．.．．．．-------------・ • -----------------• 
最： 12.4 微砂粒 胴部：中位で肩が張る 外：胴部上位～中位回転ナデ／胴部下第1I区域
高： 9.0 堅緻底部：平坦 位ヘラケズリ J45/SA4012 

越:焼 l底： 7．3 1/3 内：胴部回転ナデ後指頭痕・ユビ M45. N45/SD3986 
焼：良好 ナデ 外：降灰
色： 灰茶色
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7. 第74次調査遺物

法量／焼成／色調．．．．．．．――----------•--胎土I残存 1 形状

越塁焼；／山量 1塁喜．皐罰籾／中位で肩が張る

最： 8. 4 微砂粒 頸部：内傾して窄まる 外：胴部上位～中位回転ナデ／胴部下第II区域
高： 9. 6 白色粒子胴部：下位で張る 位回転ヘラケズリ／底部ナデ J45-48/SA4012 

越lk.m.I底： 6．8 精緻 底部：平坦 内：胴部上位～中位回転ナデ／胴部 I47-49/SA4012
焼： 良好 1/4 下位ナデ
色：暗赤茶色 シャープな仕上げ
---------------------------------------------------------------------.．.. -------------------------------．．. -------------------------------.．．..．.... ------------------------．......．．・ • ------------------
ロ： 24.0 微砂粒 口縁部：直線状に外傾して開く／口端 外：胴部上位回転ナデ 1第II区域

越前焼高： 7. 8 白色粒子面は平坦 内：朋部上位回転ナデ／胴部中位摩耗 J45/SA4012
火桶焼： 良好 堅緻

色： 暗灰色 1/10以下
.．．．．．-----------------------------．..．..．．．.．.．---------------------.．...．.．．．．．. ・ • --．... --------------..．..．.．...．．..．------------------．．.．.．.．．.．.．．..．...．．------------．.．...．.... 
口： 24. 0 微砂粒 口縁部直線状に外方へ開く／口端面 外：口縁部～体部回転ナデ／底面摩耗第II区域

越前焼底：
高 7 5 白色粒子1は浅い凹面 l内回転ナデ／幅26cm. 10条の擢目 1J45/SA4012 

播鉢
12. 0 精緻 底部：縄目痕

焼： 良好 1/3 
色： 赤茶色

口：

越前焼高：
播鉢 1焼：

色：

8

3
好
色

似
＆
良
橙

汀
晶
贔
[

•••••••••• 

-•••••••• 

口
高
底
焼
色
面
底
焼
色

讐

誓

単位：cm

出土地点-----------------------------------------

備考
外：胴部上位～中位回転ナデ／胴部下第1I区域

言ぷぷぶ麦指頭痕 —=12 
C41／炭混暗褐色土
E40/SS4066 
外：降灰

調整／文様

微砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：体部回転ナデ 第II区域
白色粒子 る／口端部でやや上方へ屈曲／口端部内：体部回転ナデ／幅3.1cm ・ 8条の播目／1J46/SA4012 

軟質 平坦／口端部内側に凹線 密
1/10以下 全体シャープな仕上げ
-----------------·------------------------•-------------------------------------
極砂粒 口縁部：直線状に外方へ立ち上がり、 外：口縁部～体部中位回転ナデ
精緻 口端部で上方に屈曲／口唇部は短く外内：口縁部～底部回転ナデ
1/6 傾し丸く収める

瀬戸美濃
口： 12.0 

鉄釉
高： 5.7 

天目茶碗
焼： 良好

色： 茶黒色

朝鮮 高：・万：・2......『藉砂粒..1韮嘩遥

鉄釉
底： 14. 0 精緻

焼： 良好 1/10以下
瓶 色：黒褐色

緻

4／
 

精
ー

精緻
1/10以下

口縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ
立ち上がる／口端部やや外反／口唇部
は丸く収める
底部：削出高台

---------------------------------------------
底部：削出高台／碁笥高台

外：体部下位回転ナデ
内：体部下位回転ナデ

第II区域
J45/SA4012 
外：体部下位露胎

第II区域
J45/SA4012 
外：体部下位露胎
185の壺と同一個体
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
第II区域
I49/SA4012／褐色土
第皿区域
C52／灰褐色土
高台端面露胎
................. 
第II区域
J46/SA4012 
外：高台端面露胎

高・ 3.1 極砂粒 口縁部：直線状に外方へ立ち上がる 外：体部下位回転ヘラケズリ 第1I区域
瀬戸美濃厩 4. 3 精緻 底部：削出高台 内：口縁部～底部回転ナデ J46/SG4026 
鉄釉焼： 良好 1/10以下 体部下位～底部露胎

天目茶碗色： 黒色

口： 6. 6 極砂粒 口縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ 外：口縁部～底部ナデ後指頭痕 第I1区域

土師器高： 1. 9 軟質 立ち上がる／口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ K50/SX4010 

小皿焼： 良好 3/4 底部：平底 口端部一部スス付着
色： 橙褐色........................................................................................................................................................................................................................................................~ 
高： 1. 2 精緻 1底部：削出高台 外：底部に圏線2／底面に圏線2 第I1区域

染付 底： 4. 0 1/10以下 内：底面に圏線2／圏線内に花文 K49/SX4010 

焼： 良好
皿 色：透青白色

口： 13. 4 精緻 口縁部：外反して外方へ立ち上がる／ 内：口端部に花文状沈線がめぐる 第1I区域

青磁 1高： 2. 3 1/10以下 口唇部は丸く収め、緩い波状に成形 M46/SS4005 

稜花盤 焼： 良好 し花弁状にする
色： 暗オリーブ灰

-----•-．．．令・ーロご•-•_．ii濱,-I 癖元 口縁蔀：一砿練状に短く外方へ開く／口 外：口縁部～胴部中位回転ナデ 第1I区域
高： 9. 5 白色粒子 端面はやや凹面

嗜焼 1焼： 良好 堅緻 1胴部：短砲弾形／中位で張る 指頭痕・ユビナデ

内：口縁部回転ナデ／胴部回転ナデ後 M45/SS4005
第 I区域

色： 濃茶色 1/8 シャープな仕上げ N45/SD3986 
N46/SF3998 

外：胴部上位降灰
-．．．．．_．．--------I面戸---―ー五―---------＿薇砂藉］蘊渾遥i•五i---------------------------------------―外：胴部下位回転ナデ ー第五区域•;;--▲―...＿.......------

越前焼 底 8 0 白色粒子 l l内胴部回転ナデ後ユビナデ IM46/SS4005 

壺 焼：良好 精緻
色： 暗茶色 1/10以下

---------------------------・----------------------,----------------------------------------響00響響
------------------------------幽---•—·…•-------・・ •·．...-------―-—-一-一--—ーーー―ーー--ー-一—ー一一一- ―― -O一.-.-.-.·一.--0----.•●..•●---—--—―--―一

焼： 良好 微砂粒 口縁部直線状に外方に立ち上がる／ 外：口縁部粗い回転ナデ 第1I区域
宝 I色 淡茶色 白攣I巳喜貫占方に外反／口端面内側に浅1は9部回転ナデ／幅28cm. 10条lM46/SS4005

1/10以下
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IV. 第74・ 75次調査

No I 器種

2731 
越前焼
播鉢

法量／焼成／色調．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．胎士
1 残存

焼： 良好 1 微砂粒
色： 淡橙褐色 白色粒子

軟質

土師質
1/10以下

I雙＜1|誓贔；
214 越前焼

播鉢

形状

口縁部：直線状に外方に立ち上がる／ 外：口縁部回転ナデ
口端面内側に浅い段をもつ／口端部 内：口縁部回転ナデ／播目

内側平坦

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
微砂粒 口縁部：直線状に外方に立ち上がる！ 外：口縁部回転ナデ宣旦冒面内側に浅い段をもつ！口端部l麿晶象部回転ナデ／幅3.Ocm.10条

1/10以下

|晶
II. 8 
2. I 

土師器 底焼・： 7. 0 

良好275 小皿 色：
橙褐色

極砂粒

軟質

3/4 

口縁部：直線状に外方へ立ち上がるI
体部に段あり／口唇部は丸く収める

底部：平底

調整／文様

単位：cm

出土地点-----------------------------------------
備考

第 1I区域
M48/SS4005 

第1I区域
M48/SS4005 

外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第I1区域
痕／底部未調整 M47 /SS4005 

内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ／体部

に同一方向から梵字・「鬼」・棒線を

記す／底部周縁に圏線／圏線内に棒線・

呪文・星を記す

----------→---→-----

口： 11.8 
高： 2.5

2761土師器底 6.o 
小皿 焼： 良好

色： 橙褐色

・ 極砂粒 ＼口縁部：直線状に外方へ立ち上がるII外：口朦部ゴコナテ／体部ナデ 第1I区域
軟質 口端部やや外反／口唇部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／体部に同一方向 M47/SS4005

1/2 底部：平底 から梵字・「三光」を記す／底部周縁

に屡線

l高： i．2 1 極砂粒 底部：削出高台

2771 
灰釉 底： 6. 0 堅緻

小皿 焼： 良好 1/10以下

色： 浅黄緑色

外：底部中央回転ヘラケズリ 第II区域
M46/SS4005 

瀬戸美濃
口： 10.4 

鉄釉
高： 2.3 

皿
焼： 良好

色： 黒茶色

9

-

．
，
＇
 

口
高
焼
色
日
高
焼
色
涵
巫
高
焼
色

濃

濃

碗

芙

釉

美

釉

茶

釉

瓶

戸

鉄

目

鉄

花

皿

戸
鉄

瀬

瀬

天
両

箇

281
色灰

色

i
0好
色

五

;
E
好

茶
―

f
 

h
 

2

4

 

ー
・

暗

五
6
良
黒
吝
ぃ

3
良

明
―

O
L
良

極砂粒 口縁部：やや内湾して外方へ立ち上が外：口縁部～体部下位回転ナデ後回 第11区域
精緻 る／口唇部は丸く収める 転ヘラケズリ M45/SS4005 
1/8 内：口縁部～体部下位回転ナデ

..................................................... 

極砂粒 D縁部：やや内湾して外方へ立ち上が外：口縁部回転ナデ／体部下位匝転へ第 11区域
精緻 る／口唇部は丸く収める ラケズリ M45/SS4005 

1/10以下 内：口縁部～体部下位回転ナデ 外：体部下位露胎

極砂粒 口縁部：やや内湾して外方へ立ち上が外：口縁部～体部下位回転ナデ

精緻 り、口端部で上方に屈曲／口唇部は短内：口縁部～体部下位回転ナデ

1/8 く外傾し丸く収める

極砂粒

堅緻
1/10以下

第11区域
M47 /SS4005 
外：体部下位露胎

頸部：窄まりながら上方へ立ち上がる外：頸部～胴部上位回転ナデ 第1I区域
胴部：碗形／内湾して上方に立ち上 内：頸部～胴部上位回転ナデ／指頭痕 M48/SS4005
がる

・ロ 13 8 ］ 堅緻 ］口縁部外反して外方へ立ち上かるIl内口端部に花文状沈線2 l第lI区域
青磁 高： 2. 4 I 1110以下 口唇部は丸く収め、緩い波状に成形 M46/SS4005 

2821稜花盤焼： 不良 し花弁状にする

色： 褐オリーブ灰

2831 誓絃
口： 12.0 
高： 2.2 
焼： 良好

色： 透白色

ロ・
向・

2841 
白磁 底：
皿焼・

色
子
色

女
白

7

0

 

•• 

透

1
7
良

精緻 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち

1/10以下 上がる／口端部は外反する／口唇部は

丸く収める

精緻
1/10以下

............................ー→....一→―..................

口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち

上がる

底部：削出高台”

-
I
し

因
緩

一ゞ了
力
、

王
め又ー

る

i

ち

す

五
＜

又

丸

こ

分

は

幻弁

i

外
部

こ
｝
唇

i

幻
口
花

-i

し
／
 

反

形

繰葎
外
成

面

部

に

隷

端

状

ロ
ロ
波

下

下

緻

以

緻

5

薇

以

精
1
0

藷
~
u

藉

1
0

／
 

ー

ー

色
i

色

一

色

赤

五：
8

6
好

白

り

1

8
好

0

2
好
白
．
．
 

1
1
2
良

青

五

巳

6
良
灰
；
O
L
＆
良
立
日

透
i

透

―

。

・' 
．．．．．．．．．．．．．．．．． 
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．．．．．．．． 

口
高
焼
色

i

口

裔

底

焼

色

日

高

底

焼

色

．
ロ
ロ
ク
ノ

ー

ロ

栄

皿

誓

誓

讐

麟

花

稜

一
中
交

ー8
 

5

6

1

 

8

8

¢

 

2
 

2

2

/

．
 

~/‘ 

I 
288I 朝鮮

花入

口： 6.9 
高： 4.1 
焼： 良好

色： 暗赤紫灰色

極砂粒

精緻
1/10以下

第II区域
M46/SS4005 

第JI区域
M46/SS4005 
高台端面露胎

口縁部：緩やかに内湾して斜め外叩］外五婦菰正薗練iー・・ーー一呉須羹形唐草文 第II区域
へ立ち上がる！口端部外反／口唇部は内：口端部に屠線I I M46/SS4005 
丸く収める

口縁部：緩やかに内湾して斜め外方外：口端部に囲線1.呉須変形唐草文第 1I区域
へ立ち上がる！口端部外反／口唇部は内：口端部に圏線2／底面周縁に圏線 M46/SS4005 
丸く収める 2／屡線内に花文

口縁部：内湾して上方へ立ち上がるI
口端面平坦

外：口縁部回転ナデ

内：口縁部回転ナデ

第1I区域
M46/SS4005 

高台端面露胎

第1I区域
M48/SS4005 
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［第74次調査遺物

No I 器種 I法量／焼成／色調I--^^•--• 
胎土

残存

極砂粒

軟質
3/4 

形状 調整／文様

単位：cm

出土地点---------------- ----------------------

備考

高：
土師器底：

小皿焼：

色：

越前焼

播鉢

色

A

5

0
好
褐
五
好
色

1
1
2
0
良
橙
面
盆
位

淡

-

．

．

．

．

．

．

 

口

焼

色

微砂粒

白色粒子

軟質
1/10以下

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第 11区域
る！口唇部は丸く収める 後指頭痕 E40/SS4066 
底部：平底／中央凹む 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部全周スス付着

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：体部回転ナデ／花押墨書 第II区域
る 内：体部回転ナデ／幅2.8cm ・ 9条の播 D-140/SS4066

目／密 第1V区域
シャープな仕上げ K40/SD4058 

灰釉

小皿

土師器

小皿

誓

越前焼

甕

尚： 1.6 

底： 6.2 
焼． 良好

色・ 浅黄緑色

口： 7.4
高： 1.8
焼： 良好

色・ 淡橙褐色

高 2.2
底'5.8
焼． 良好

色 透青白色

口'76.5 
高． 85.5 
最'46.9 

底． 28.3 
焼・ 良好

色 暗灰色

極砂粒 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち外：口縁部回転ナデ／体部下位回転 第1I区域
竪緻上がる ヘラケズリ I51/SS4007 

1/10以下底部：削出高台／碁笥高台 内：口縁部回転ナデ

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外： D縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第 1I区域
軟質 る！口唇部は丸く収める 痕 I40/SD4090 
1/1 底部：丸底 内：口縁部～底部ヨコナデ 片口状に歪む

内：一部スス付着

.．．..．．．..．．．．．．．．..．..．．．..．......．．．．．．．．．．．．．..．．．．．．.....．--------------------------------・ • ●→--------
精緻 ！口縁部緩やかに内湾して斜め外方へ外：体部に唐草文／底部に圏線2 第1I区域
1/3 立ち上がる 内：底部周縁に圏線2／圏線内に十字lI40/SD4090 

底部：削出高台 文 高台端面露胎

極砂粒

白色粒子

堅緻

2/3 

口縁部：短く外傾して立ち上がる／口

端面は平坦／口縁部中央に沈線／口端

部内側に段をもつ

胴部：上位で大きく張るI上位～底部

にかけて窄まる

底部：平坦

外：口縁部ヨコナデ／胴部上位～下位第 1I区域
ナデ／中位～下位ヘラナデ J51/SK4002 
内：口縁部ヨコナデ／胴部は幅10.0cm 
の粘土板を推定12段輪積み／接合部

指頭痕／胴部下位～底部ナデ

口： 82.0 
~ 

尚： 82.7 
最： 88.2 

越前焼 焼： 良好

甕 色：淡茶色

口 76. 5 微砂粒 口縁部：短く外傾して立ち上がるIロ
高． 83. 3 白色粒子 端面は平坦／口縁部中央に沈線／口端

最 81. 4 堅緻 部内側に段をもっ

2961 越前焼底： 27. 5 4/5 胴部・上位で大きく張るI上位～底部

甕焼． 良好 にかけて窄まる

色・ 淡茶色 底部・平坦

-------- ・-----------------------―・--------------------------
口 82. 0 微砂粒 口縁部：短く外傾して立ち上がるIロ
回ロ・ 87. 3 白色粒子 端面は平坦／口縁部中央に沈線／口端

最． 85. 0 堅緻 部内側に段をもつ

底 27. 5 4/5 胴部．上位で大きく張るI上位～底部

2971 越前焼 焼・ 良好 にかけて窄まる

甕 色淡茶灰色 底 部 平 坦

．．．．．．．．． 

口

裔

最

焼

色

焼前

甕
越

必

98/
t
,
 

、9
硲

8

0

5
好

色
良
茶

9
i
^
＂5
2
 

3

1

4

 

色

5

0

A
好

灰

且

位

11
良
茶淡

．
 

高

最

底

焼

色

焼前

甕
越

綱

口： 85.5 
高： 89.8 
最： 91.1 

越前焼底： 27. 7 
甕 焼： 良好

色： 淡茶色

微砂粒

白色粒子

堅緻

1/8 

口縁部：短く外傾して立ち上がる！口外： D縁部ヨコナデ／胴部上位～下第 1I区域
端面は平坦／口縁部中央に沈線／沈線位ナデ／胴部上位に 1種類の押印文 I50/SK4003/Pl
下に稜あり／口端部内側に段をもつ（格子文） 3点以上／中位～下位ヘラ

胴部：上位で大きく張るI上位～底部ナデ4段
にかけて窄まる 内：口縁部ヨコナデ／胴部は幅10.0cm 

の粘土板を推定10-12段輪積み／接

合部指頭痕／上位～下位指頭痕5段

・ • ---- ----• --• -• --• -• --• ------→ ----• ----• --• -• --• ----• ---- -—• ← - --• --• • -• --• -----

外：口縁部ヨコナデ／胴部上位～下位第1I区域
ナデ／胴部上位に3種類の押印文（三 I50/SK4003/P2 
日月状の線刻＋本＋格子文）／下位ヘラ 149/SX4012 
ナデ2段 外：胴部中位溶着剥が

内：口縁部ヨコナデ／桐部は幅10.0cm し痕

の粘土板を8段輪積み／接合部指頭痕／外：口縁部～胴部下位

上位～下位指頭痕8~9段 半身自然釉付着

・ • •—• ^ ＾ ---• --• -• --• -•．ー• -―-→―--—• --• --• -• --• -• --• ---→ --—• ^ ^  --• -• -• --• • ----• ----

外：口縁部ヨコナデ／胴部上位～下位第1I区域
ナデ／胴部上位に2種類の押印文（大 l50/SK4003/P3 
の線刻＋本＋格子文）／上位ヘラナデ I50/SK4003/P2 
1段／中位～下位ヘラナデ5段 H50／褐色士

内：口縁部ヨコナデ／胴部は幅6.5cm I 149/SX4012 
の粘土板を12段輪積み／接合部指頭 外：胴部中位溶着剥が

痕／上位～下位指頭痕13-15段 し痕
外：口縁部～胴部下位

半身自然釉付着

極砂粒 口縁部：短く外傾して立ち上がるIロ
白色粒子 端面は平坦

精緻 胴部：上位で大きく張る

l/6 299と同一個体の可能性あり

-→ -→ ▲ • -・ • - • -- • -- • --.．-.．--"―-・ • -.．-• --• --.．----→一

微砂粒 1底部：平坦
白色粒子 298と同一個体の可能性あり

精緻

1/8 

微砂粒

白色粒子

堅緻

4/5 

口縁部：短く外傾して立ち上がるIロ
端面は平坦／口縁部中央に沈線／口端

部内側に段をもつ／平面楕円形

胴部：上位で大きく張るI上位～底部

にかけて窄まる

底部：平坦

外：口縁部ヨコナデ／胴部上位回転ナ第II区域
デ !50/SK4003/PZ

内：口縁部ヨコナデ／胴部上位回転ナ J51／炭混焼土

デ後指頭痕 第 I区域
シャープな仕上げ M50/SS4005 

口縁部～胴部上位

自然釉

-----------------------
外：胴部下位回転ナデ 第II区域
内：胴部下位回転ナデ／接合部指頭痕 !50/SK4003/P2 

I50/SK4003/P3 
第 I区域
N52/SE4022 
内：降灰

-------------------------
外：口縁部ヨコナデ／胴部上位～下位第II区域
ナデ／胴部上位に3種類の押印文(T字 J50/SK4003/P4
の線刻）／上位～下位ヘラナデ6段 I50/SK4003/Pl 
内：口縁部ヨコナデ／胴部は幅6.5cm 内：胴部中位部分的に

の粘土板を17段輪積み／接合部指頭 スス付着／廃棄後に被

痕／上位～下位指頭痕8段／ユビナ 熱した？

デ4段
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w．第74・ 75次調査

No I 器種 I法量／焼成／色調．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．胎士1残存 1 形状

口： 24. 7 微砂粒 口縁部：短く外傾して立ち上がる／口
高： 48. 6 白色粒子 端面は平坦／口端部内側に段をもつ／
最： 43. I 堅緻 胴部：上位で大きく張る／上位～底部
底： 15. 7 須恵質 にかけて窄まる
焼： 良好 4/5 底部：平坦
色： 灰色

調整／文様

単位：cm

出土地点-----------------------------------------
備考

外：口縁部ヨコナデ／鈍い突帯2／胴部第1I区域
上位～下位ナデ／胴部上位に1種類の J51/SK4003/P5
押印文（入）／胴部最下位ヘラナデ 内：口縁部～胴部中位
内：口縁部ヨコナデ／胴部は幅8.0cm スス付着
の粘土板を8~10段輪積み／接合部指
頭痕／上位～下位指頭痕6段`>•••••••• 

口
高
焼
色

微砂粒 口縁部：短く内傾して短く立ち上がる／外：口縁部回転ナデ
白色粒子 1口端部下位に突帯／口端部は平坦 1内：口縁部回転ナデ

堅緻
1/10以下

焼： 不良 微砂粒 口縁部：直線状に外方へ開く／口端部 1外：口縁部摩耗 第rn区域
色： 白褐色 白色粒子 は内側平坦／口端部内側に段をもつ 内：回転ナデ／幅2.7cm ・ 9条の擢目 F52/SB3972 

越贔f 土悶贔
1/10以下

9. 5 微砂粒 I底部：平坦
15. 8 白色粒子

翡点月下

口： 7. 4 極砂粒

土師器 1高： l．8 軟質
小皿 焼： 良好 1/1 

色： 淡橙褐色

第I11区域
F52/SB3972 

外：体部下位体部回転ナデ／底部ヘラ 第皿区域
ナデ／底面ナデ C52/SB3972 
内：回転ナデ後指頭痕／底面ナデ E52/SB3972／焼土

D52/SB3972 
内：降灰

口： 11. 4 
高： 2. 9 
底： 6. 2 
焼： 良好
色： 浅黄緑色

口： 23.2 
高： 7. 8 
底： 13. 0 
焼： 良好
色：

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第皿区域
る／口唇部は丸く収める 痕 D52/SB3972 
底部：丸底 内：口縁部～底部ヨコナデ 片口状に歪む

内：一部スス付着

堅緻 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～体部下位回転ナデ／底面第m区域
l/3 |る／口端部外反／口唇部は丸く収める に輪トチン痕 D52/SB3972 

底部：削出高台 内：口縁部～体部下位回転ナデ／底面 D52／炭混暗灰色土
中央に菊花文押印

微砂粒 口縁部：直線状に外方へ開く／口端部 外：口縁部～体部中位回転ナデ／底面第皿区域
白色粒子 で上方にやや屈曲／口唇部は丸く収 ナデ B43/SS4008 

精緻 める 内：回転ナデ／幅2.3cm ・ 8条の播目／ F44／炭混暗灰色土
1/8 底部：平坦／縄目痕 密

淡茶色
... ;.J................. 1............................ 1...................... 1..................................................................... 1..................................................................,.............. 

口： 42.0 微砂粒 口縁部：直線状に外方へ開く／口端部 外：口縁部～体部下位回転ナデ／摩耗第m区域

越前焼
高： 12.2 白色粒子 平坦／口端部内側に段をもつ 内：口縁部～体部下位回転ナデ／幅 lB49/SS;；；； 
焼： 良好 軟質 3. 2cm ・ 12条の播目／密

播鉢 色： 白褐色 土師質

1/8 

20. 2 ．．薇砂位 口縁部：直線状に短く外方へ開く／口 外：口縁部～胴部上位回転ナデ 第rn区域
6.2 白色粒子端部平坦 内：口縁部～胴部上位回転ナデ後指 IB42/SS4008 
良好 堅緻 胴部：上位で張る 頭痕／頸部接合痕
灰色 1/10以下

灰プ

8

6
好

2
7
8
良
リオ

．．．．．．．． 

口
高
焼
色

麟
鉢

....... 
精緻 口縁部：内湾して外方へ立ち上がる／ 外：体部に鏑蓮花文 第rn区域

1/10以下口唇部は丸く収める 内：体部に草花文 844/SS4008 
底部：欠損 D51／茶色士

第V区域
C34／暗褐色土

外：口縁部～体部中位回転ナデ／体部1第皿区域
最下位回転ヘラケズリ／底面未調整 F52/SE3993
内：回転ナデ／幅2.2cm ・ 8条の播目／粗

口： 25. 8 微砂粒 口縁部：直線状に外方へ開く／口端部
高： 8.3 白色粒子 浅く凹む／口端部内側に段をもっ
底： 12. 3 軟質 底部：平坦／縄目痕
焼： 不良 土師質
色： 橙褐色色 3/4 

·•··············.l····························I...···················•···········································-·····································································•····················· 
焼： 良好 微砂粒 口縁部直線状に外方へ開く／口端部 外：口縁部～体部中位回転ナデ 第皿区域

雪 色 暗灰色 :flは浅い凹面／口端部内側に段をもつl塁回転ナデ／幅26crn 10条の播目／l[］『言閏

1/10以下

焼： 良好 微砂粒 口縁部直線状に短く外方へ立ち上が外：口縁部回転ナデ 第m区域
越前焼I色： 暗赤褐色 白色粒子 る／口端部は浅い凹面／口端部内側に内：回転ナデ／幅2.3cm・8条の擢目 F52/SE3993 
卸皿 軟質段をもつ シャープな仕上げ E51 ・ 52／焼土

1/10以下
--------．........ ・・ ------．.. ・・ •• ····...-• ------------... •-------

口： 23. 4 微砂粒 口縁部直線状に外傾して立ち上がる／外：口縁部～体部中位体部回転ナデ 第皿区域
越前焼高： 15.4 白色粒子口端部平坦 内：回転ナデ後指頭痕 IF52/SE3993 
火桶 1焼：良好 堅緻 シャープな仕上げ

色： 淡紫灰色 1/10以下

••----------------•-······ • ••-• --•-·· ・・・ ・・・ ••• ----------------・ •鬱····----------..鬱・・・・・ ・・・ ••• ----------..... •----------------• -..........-------• -...........••-•--- --------・・・・・・ --------------------•-....•-------------•O····· 
高： 7.2 微砂粒 底部：平坦 外：体部下位体部回転ナデ／底面ナデ第皿区域
底： 14. 0 白色粒子
焼： 良好 堅緻

内：回転ナデ後指頭痕／底面ナデ IF52/SE3993 
外：水垢付着

色： 灰褐色 1/10以下
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7. 第74次調査遺物

No I 器種 I法量／焼成／色調
胎土............. 

残存

瀬；：〗且胃
天目茶碗

焼： 良好

色： 黒茶色--• -• ------• -• -• -• -• -• ------9 --• -.． 

形状 調整／文様

瀬戸美濃
高： 1. 2 精緻 I底部：削出高台

31刀鉄 釉
底： 4. 6 I 1110以下

天目茶碗
焼： 良好

色： 暗紫灰色----------------・----------------------・・・・-
最： 27. 6 堅緻 I胴部：上位で張る

3181 青磁 高： 13. 2 1/10以下
瓶 焼： 良好

------------------＿箆：ーーーーーオ＿］）ーニ聾ぶ＿――-------------------•---------------------------
裔 2. 3 精緻 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち

白磁 底： 6. o I 1110以下上がる

皿 l'塁塁し1底部削出高台

色

色

2

0

9
好
白
―

o
3
好
白

＆
土

2
良

灰

訟

土

良

青

壺

透

.

.

.

.

.

 

,••99-

．．．．．．．． 

口
高
底
焼
羞
口
高
焼
色

閉

誓

精緻 口縁部：やや内湾して外方へ立ち上が外：口縁部～体部下位回転ナデ
1/10以下 り、口端部で上方に阻曲／口唇部は短内：口縁部～体部下位回転ナデ

く外傾し丸く収める

単位：cm

出土地点--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

備考

第皿区域
F52/SE3993 

精緻
1/2 

精緻
1/8 

口縁部：緩やかに外反して立ち上がる
底部：削出高台

第皿区域
F52/SE3993 
外：底部露胎

-------------- ----
外：胴部中位に草花文・鏑蓮花文 第1lI区域
内：胴部回転ナデ F52/SE3993 

I51/SK4003-P3 

第II1区域
F52/SE3993 

全体水垢
高台端部露胎................. 

第I11区域
F52/SE3993 

F51／焼土
第II区域

G52／焼土・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち 外：口縁部上位に呉須屠線2／体部に 第I11区域

上がる／口唇部は丸く収める 喜閃贔〖這線2 1言塁塁93

土製品 (PL.63 第42図）

No I 器種 □:---1:--•I 〗 i 悶： 特徴 出土地点

特徴

中石：宝珠形 第皿区域

ti I゚＿5I 1/1 I銅製品 1中石径06cm IE47／里灰色土
中石高：0.3cm 

指肉登:--l丑cm
1/4 銅製品

径o.3cmの円孔2第II1区域
断面U字形 E48／黒灰色土扇[“＿玉 1．ー[]§--l/l _＿扉直嘉凹ぷあり＿＿＿＿＿―- 第面区域

l. 3 - D51／茶色上,.,.....,----------------1---------1---------1--------1----------------,-,---,-,------------------r-::--・---=-.-::----------

さ 小柄 9. 8 I 0. 5 
1/1 銅製品

柄部 第I11区域
l. 5 - D47／暗褐色土------------•--·------•---------·--------•----------------•--------------------------,--------------------------

小柄
4. 4 I o. 3 

1/4 銅製品
第I区域

l.4 - M50／整地土----------------·---------•---------•--------•----------------,--------------------------,----·---------------------
第1I区域
P48/SE3991/ 

焼土------・---------・--------,----------------,--------------------------,--------------------------
形状：コの字形第II1区域

引手 I 
12. 01 0. 6 

4. 7 
_ 1/1 鉄製品麟をL字に屈i!IIIlB52/SS4008

装着金具が残る
·-・-----·----・----•--------·------------···-•-------------------

鉄釘 I 4. o I o. 4 釘頭平坦
o. 5 I -

1/2 鉄製品

----------------・--・・ ・・・・---------・-------一

花瓶叫° |°] |1/loI銅製品

第皿区域

D.4.6應音屈色土］
環：楕円形 第I1区域

1/II鉄製品 1

径：3.0cm I P48/SE399 l 

断面径0.3cm 焼土

座金具：左右押圧-・----------------------------------------------------
o. 1 11/1 I銅製品l中央孔：径0.5cm第m区域

B42/SS4008 

質

調
材

色
残
存

厚

重

9ヽ
9
9
9
●

9
9
9
9
,

長
幅

特徴

単位：cm/g

I 
出土地点

上製模造品 2. s I _ 
鉢 3.4

1/2 
士師質外：ミガキ 第皿区域

白褐色内：ミガキ E44／黒灰色土--------------------------------------------------------------------------------------------------------

土製模造品 3.o I _ 土師質外：ミガキ 第II区域

鉢 2.8 
1/8 

白褐色内：ミガキ G50／遺構面--------------------------------------------------------------------------------------------------
土師質 口縁郁左右耳に第皿区域

上製模造品 6.o I _ 白褐色径〇． 2cmの穿孔 E48／黒灰色土
甑 3.4 

1/10 
外：ミガキ

：口lell~,.I!〗：：
金属製品 (PL.64 第42図）

No I器種口：l：[|悶|ば□ 出土地点

火箸 I 
14. 71．゚ 41112I |先端は土筆状に第皿区域
0. 4 I -

1/2 銅製品加工／断面円形 D43／暗灰色土

火箸 I ~:: I ゜~4 I 113 I銅製品

第I11区域
F43／暗灰色土

I 
火皿径1.7cm 第III区域

煙管 6. 7 I 0. I 
雁首 1. o I -

1/1 銅製品火皿高0.8cm _ 1D46／茶褐色士
VI段階1900年以降
------------------・.. ・-----------------
火皿径1.7cm 第I区域

煙管 6. 3 I 0. I 
火皿高o.9cm IP47/SB3977 

雁首 1. 3 
_ l/1 銅製品小口圧潰

]]段陛1650~1700年

煙管 5 8 0 1 火皿径1.6cm 
第III区域

雁首 0 8 - 1/1 銅製品火皿高0.8cm E45／茶色土
v段階1800~1900年

煙管 6 3 I O I I I I小口..径I.0cm 第皿区域... 
吸口 I. 3 -. 1/1 銅製品吸口径0.5cm E43／茶褐色土

鉄鏃の茎：径 第I11区域

矢柄 I5. o l. 0 ー 銅製品゜． 5cm P49/SE3990 
1.1 ― 木芯を被覆？

責金具 I3. 2 | °.2 1 1 | 
一部金付着

0. 8 I -
1/1 銅製品全体歪む

責金具 I3.3 | 0 2 | | 1全体銹化
0. 8 I -

1/1 鉄製品断面三角形

1 3. 5 | °. 2 | | 先端1/3屈曲 第1ll区域
飾金具 I 1/1 銅製品 1金箔付着 D48／暗灰色土

0. 2 I -

飾金具

1/2 I銅製品

上端欠損

o. 1 I _ I 銅製品 1圧潰

o. 1 I 両端欠損 第I11区域
112 I鋼製品 1 P49/SE3990 

4. ° | °. l 
4. 5 I ~ 

| l/1 
形状：林檎形 第I区域

銅製品 I IQ45／畦

1/3 I銅製品
薄板

第1II区域

E50／黄褐色土

第m区域
P49/SE3990 

焼土

第II区域
H45／砂層

----------------
第I区域
044／焼土

第皿区域
F48／暗褐色土
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w．第74・ 75次調査

木製品(PL.64 第42図）（樹種同定：鈴木三男・能城修一(355-359)、渡邊英明(354)

No I器種 I.：・［ぎ:::).1残存|．．．．．．．．五 ．l 特徴
幅材厚 樹種

単位：cm
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甲＂．涵↓諏恣

石製品(PL.65 • 66 第 43~45図）

l 法量（最大値） 石材
No I器種一-----...:…・・・・-----：------------！．．．．．．．．…残存色調

長径 i短径！ 厚 i 重l材質

単位：cm

調整•特徴 備考 出土地点

全体平滑 1第 I区域
岡：摩滅／海：摩滅／ 045／表土
墨付着

挿手処あり.................................................................................................................. 

粘板岩
形状：板状 全体平滑 1第皿区域

石硯 I 3. 1 I 2. o I o. 5 I -I 1/2 I 黒色
額幅0.3cm、高さo.5cm 岡：欠損／海：欠損 G51／焼土

硬質
表：欠損 挿手処あり／懐中

． 硯

362 温石 6. 3 

....] 30 1 3 - l/1 闊贔卜胃閤ん巴の直方体／上位に径06cmの 研面4 1百温喜77

硬質
研面：表裏面・左右側面

下端部欠損●’,...,.,..................,............,............,............ r---,--.....,...............,....,.,.......,............................. 

り¥_l 形状扁平円柱 播面主溝は8分画し、第 I区域
上面：平坦／周縁帯は厚さ2.7cm、高さ 1分画に右下がり排土
l.8cmと推定 の副溝を7条刻む／
側面：タタキ／側面中位に長方形の挽柄 分画は不均ー／主

石臼 1口径 1 裔 1底径 I - i u2 I笏谷石穴1ヶ所 溝幅3~4mm、深さ
上臼 30. o I 11. o I 30. 1 

- I 1/2 暗灰色下面：中心に径2.2cm、深さ4.4cmの軸受 1.2mm／溝の断面は
軟質 穴を穿孔／凹面 V字形

大半破損／意図的
に破壊を受けて

石硯

臼
臼

茶
下

臼
臼

茶
下

10. I I 8. o I 2. 3, ― 

播面
上端高

最大

径 3.4 
39. 7 

19. 9 高
底径

12. 5 
32. 0 

播面
上端高

最大

径 4.8 
38. 7 

20. 0 高
底径

11.8 
30. 8 

安山岩I形状：板状

l/10 1暗赤灰色外：竹林・鳥を陽刻
以下

硬質

いる

形状：皿形扁平円柱 播面摩耗 1第lI区域
上面：播面／平坦／中心に径2.3cm、深さ 大半破損。意図的 L45／畦

笏谷石
8. 4cmの軸受穴を穿孔／播面周縁に受部／に破壊している
幅9.8cm／端面幅2.4cm 外：受部スス付着

l/2 | i炎緑灰色
軟質

側面：ハの字に踏ん張る底部に内湾して
立ち上がる受部が付く／タタキ
底部：側面／平滑／底面／軸受穴を中心に

凹面／タタキ....．．．．．．．-----......．．---------------------・・ ---------—鴫．．．．．．．．．·幽•• --・・ ·........．幽•・-----------....—............... 
形状：皿形扁平円柱 播面主溝は7分画l表上
上面：播面／平坦／中心に径2.3cm、深さ と推定／1分画に右
7. 0cmの軸受穴を穿孔／播面周縁に受部／下がりの副溝を4~

笏谷石
幅7.1cm I 6条刻む／分画は不

淡緑灰
側面：ハの字に踏ん張る底部に内湾して均ー／補刻は乱雑／

-,  l/2 | 
色

立ち上がる受部が付く／平滑 主溝幅2mm、深さ

軟質
底部：側面／平滑／底面／軸受穴を中心に 1. 2mm／溝の断面は
凹面／タタキ V字形

大半破損／意図的
に破壊を受けて

形状：円形 -----------|――;＿嘉—単薔i涵扁柾着―|――磁i―一区域―-------------------------
口径 1 裔 1 1/10 笏谷石外：平滑／口縁部は内湾して上方へ立ち N52/SE4022 

，'， 石鉢 I 3l.0 9.8 ― - I以下 1暗灰色上がる／口端部平坦／幅2.5cm
軟質 内：口端部内側は突出

下位欠損・---------------------------------------------------------------------・------------------------------------・-------------------------
形状：円形 全体平滑 第I区域

石盤 I -I 裔 1底径 ＿ 
笏谷石

6. 3 36. 1 | l/4 1暗灰色
外：口縁部欠損／底部平滑 l 
内：底部平滑

l P48/SE3991 

軟質
底部に高さ2.8cmの脚部2ヶ所
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7. 第74次調査遺物

単位：cm

法量（最大値） 石材

長径：短径：厚：重l残存 昇 調整•特徴 備考 出土地点

石盤 I口径 1 高 1底径
39. O I 10. O I 32. 8 

石盤 I口径 1 高 1底径
41.0111.0134.0 

笏谷石

-'1/3 茶色
軟質

笏谷石
ー ， 1/2 |淡緑灰色

軟質

形状：楕円形 全体平滑
外：平滑／口縁部幅1.5cm／体部平滑／底
部粗いタタキ
内：体部平滑／底面タタキ
底部に高さ0.8cmの脚部／推定4ヶ所

形状：楕円形 I全体平滑

外：平滑／口縁部幅1.5cm／体部タタキ／
底部粗いタタキ

内：体部平滑／底面タタキ
底部に高さ1.8cmの脚部／推定4ヶ所

第皿区域

F52/SE3993 

第 I区域

P48/SE3991 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ー•------------ •ー．．．．．．．．．．．．．ー•--................................．．．．．．...........．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.....................................．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.....

形状：方形（推定） I全体平滑 排土

外：口縁部幅2.5cm／平坦／内外面取り／

石櫃 口径 1 高
14. 5 I 12. 5 

I 4. 1 
1/10 

笏谷石体部タタキ

― ’以下 i炎青緑色1内：体部乎滑
軟質

··················•············•············•·~···············•···-···-·························+···································•··········································· 
D形バンドコの蓋 I全体平滑 第I区域

M45/SS4005 外：笠状に成形／平滑／中央に径6.0cm 

笏谷石I（推定）の楕円形透孔
バンドコ 1横幅 1 高 1奥行I-I 112 Ii絋褐色内：身と接合する周縁に段をつくる／左

15. 1 I 4. o I 15. 7 軟質 半欠損

-----~--------•----------------------------------------------------------------~-----------------------•------------------
D形バンドコ I全体平滑 第II区域

G40/SS4066 外：平滑／正面に幅1.7cmの長方形透孔

横幅 1 裔 1奥行 一
笏谷石

が4ヶ所あったと推定／左右側底部に

バンドコ 121. 7 9.0 17.4 | l/3 淡緑青色1脚／奥側では脚は無し
軟質

内：粗いタタキ

..................,．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．,．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ー•--..............................................................................

地蔵菩薩／立像 第旧区域

B51/SS4008 表：左手に宝珠／右手に錫杖
笏谷石裏：粗いタタキ

石仏 I 13. s I 16. 1 I 6. 9 I -I 112 I淡緑青色頭部・脚部欠損
軟質

.... ~····•············•···············•···············-····································•····································•··········································· 
形状：平面方形／笠形 全体水垢／本来は 1第 I区域

上から「妙法蓮華 N52/SE4022 
経」と刻まれてい

五輪塔 上幅

（火輪） 1 10. 7 

高下幅
13. 6 I 16. 8 

-'1/1 

外：上端部中央に径6.7cm、深さ4.0cm 
の円孔を穿つ／笠部に「蓮」の線刻／

笏谷石金泥残存
淡緑灰色底面：平坦／中央に径8.8cm、深さ6.0cm 
軟質 の円孔を穿つ

たと推定

··················~·····•············•----•-......,.....------—+--• -------•----~···················································•··-~···················•··············· 
形状：方柱 全体水垢 第皿区域

五輪塔 幅 高奥行

（地輪） 1 26。I24 81 25 3 
-,  4/5 

笏谷石

茶褐色
軟質

上端部：一部欠損／隅は面取り 正面中央：上位中 F52/SE3993 
正面：月輪、蓮座、梵字、法名、命日を央に月輪と蓮座文
線刻／蓮座周辺に金泥残存 を施し月輪中央に
下端部：一部欠損／一辺15cm四方、深さ 梵字「ア」を施す
17. 5cmの剖り抜き／粗いタガネ 月輪下：「権大僧

都法印長善」
正面右：永禄八年

正面左：正月三日

板材／井戸枠上端が残存 全体／タガネ 第rn区域

井戸枠 I58.3 1 高 1 16.o | - |1/10 笏谷石 i

井戸枠：横l2.5cmX縦l1.ocm／断面方形I I F52/SE3993 

25. 0 以下
淡灰緑色

軟質

••-•-------------•9••----------9............9------•----—’----•------—’...........—,•-------••••--- ----------------
＇「桑島の爪石」と呼称 主に白山手取統の第皿区域

シジミガイを主とする砂岩質の化石／ 岩層で産出 I F52/SE3993 ●●----

砂岩 シジミガイの石灰分が溶け出し、爪 鑑賞飾りとして搬

化石 I22. o I 19. o I s. 7 I -I誓農I黄褐色 1跡に見える 入したものか？
硬質
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IV. 第74・ 75次調査

銭貨(PL.66 ・ 67 第 45・ 46図）

No |：長番口I:i：大冒[| 悶

単位：cm/g

特徴 出土地点
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政和通賓 北宋 第1区域
8535 2. 5 0. 15 3. l l/1初鋳1111年 N44/SB4097 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

正隆元賓
／ 

金 第11区域
7007 2. 5 0. 14 2. 9 1 1初鋳1157年 L46/SB3974 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

紹熙元賓 南宋 第11区域
4808 2. 4 0. 14 2. l l/1 初鋳1190年 147褐色土

., .. ············•·········•········•·········•········•·······························•······················ 
洪武通賓 明 第11区域
2111t 12, 310, 1412, 3 I 1/1初鋳1368年 L52／遺構面

...................................................................................... 

明 第皿区域
2.310. 181 !.8 I 4/5初鋳1368年 F52遺構面
............................................................................................. 

明 第11区域
25992 I 2・ 31°・ 121 I. 71415初鋳1368年 G49／遺構面
永五詞賓I •••明．．．．．．．．．．． ．．．．示明． ．．．． 

31642 2. 5 0. 14 2. 2 1/1初鋳1408年

1/1 明
初鋳1408年

..).........↓．．．．．．．．．!.. l~~.li~.~.1.4~~.ijo........... !......... 
模造銭 第1I区域

l/1 中世末～ 1H50／褐色士
近世初

........).........)......... ! ..-|．模涵祓―---------------••第廿区域．．．．．．．．．．．．．．．
1/11中世末～ 1J51/SK4002 

近世初

排土

熙寧元口 北宋
391 | 6459 2. 7 0. ll l. 7 3/4初鋳1068年

第11区域
K51/SD3984 
-・・・・・・・・・・・・・・・・ 

第1区域
N44/SB4097 

................................. -----・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

熙寧元賓 北宋 第1区域
393J"'-i7;o"t'12.410. 1313. 31111初鋳1068年 P45／黄色土下層

5五、l元ー：』責． ． ・・・・北采~:::·········•第面区域．．．．．．．
7071~ 12.410. 1s13. 41111初鋳1078年 L47／焼土混褐色土

·················-------·•·········•·········•········•········-----·············································· 

元豊通賓 北宋 第1区域
395l 1"1~2~s"'12.410. 11 I 2. 71111初鋳1078年 P43/SB4013 

＾ ^ ● → →ユー―.• ...••... 

3921熙ご互賓！2．4 0. 13 3. 5 1ハ喜贔。68年

元豊通賓 北宋 第 I区域
3961'¥;g7t 12.310. 101 1. 61111初鋳1078年 P50/SB3976／焼土

·······-·----------------·------•--•-- -------·---------·--------·----------······—• -------------------------------------------
元豊通賓 北宋 第皿区域

397 17314 2. 3 0, 14 1.6 4/5初鋳1078年 E44／炭混黒灰色土
.......．----------------------------------------•--•--------·-------------------------------·----------------
嘩，元豊通賓 北宋 第I区域

26686 2, 5 0, 12 2, 8 1/l初鋳1078年 P44／下層黄灰色士

...—···------------------•---------•---------•---------·--------·-------------------------------•··--·---
寧元豊通賓 北宋 排土

32396 2. 4 0, 13 3. 2 1/l初鋳1078年
······•----------------•---------·---------·---------·--------·----···-·----------------------·---------
4OO元祐通賓 北宋 第I区域

26687 2. 5 0. 10 2. 3 4/5初鋳1086年 P44／下層黄灰色土
---—•--------•---------•---------•---------•--------•-------------------------------·--------------·· 北宋 第I区域

401l'’口
秤聖元賓
12759 

2.410.1513. l I l/1初鋳1094年 N46/SB3977 
茶褐色砂層

402|＇‘ 
紹聖元賓

北宋

31569 
I 2. 4 lo. d 3. o I u1 I初鋳1094年

第 I区域
P52/SX4093 
焼士層

紹聖元賓
2. 4 10. 141 2. s I 1/1 

北宋 第II区域
7072 初鋳1094年 L47／焼土混褐色土
··-·····························•········•········•··················-------·-································ 

紹聖元賓
2. 4 10. 141 3. 1 I 1/1 

北宋 第I区域
8835 初鋳1094年 N48/SD3985 
·········•··•·········•·········•·········•········•·······························•·························· 

呵門門 2.410. 1412. 611/1}贔。94年 喜↓旦悶，7
················•·········•·········•·········--·······•···························································· 

4061 
聖宋元賓

北宋 第I区域

8391 
2.5 lo. 1412.41111初鋳1101年 N43/SB3978 

黄色土／下層

残
存

特徴

単位：cm/g
| 

出土地点

北宋 不明
l/1 1初鋳ll01年

..... 1......... 1......... 1........ 1............................... 1............................... 
北宋 第1区域

1/11初鋳1111年 M.42/S84013 
青色山土

模造銭

1/2 I中世末～
近世初

·········•········+·······+········•········•·······························•······ 
第1I区域
K52/SD3984 
炭混褐色士

第I11区域
E48／茶色砂礫層

^^-▲- l-l- ／-:Iニ―---•--•-••-•-•-•--•--•--・＾—-第丁区域
|N45／茶褐色砂層

9:： 24 0 131 9 1i/2 9 

0086 
2. 3 Io. os I 2. o I 1/1 

第 1区域
049/S83976 

407'.I 
聖宋元賓

2. 5 Io. 13 I 1. 6 I 213 I 
北宋

22771 初鋳1101年
第皿区域
F48／炭混暗褐色土

第 1区域
N44/SB4097 

第 1区域
N50/SB3976 
灰黄色土

第皿区域
F43／炭混暗褐色土

--Î̂＾̂. →→ →. 1. • → →.....I.. ---• --1. --• -• • -• --...• ---• --• -• -----• -I. —• • -..........．--• --• --• --•ーー・
第皿区域
F45／炭混暗褐色土

......↓．--• --• -.....• -• -• • --.．．．．．．．．． 
第1I区域
L52／遺構面

● ● ● ● ●—.． i ・一●● ^ ^ ●ー←• -＋ •ユー→—..............
第I11区域
E45／炭混暗灰色土
．．ー● •—..--• ̂  ^. ^ ^  -̂ -
第1I区域
J51/SK4002 

. ̂ ̂... I --• ----......... ------.．.．．—ー・一
第1I区域
K48/SB3974 

元賓
0733 

I 2.410.1312.7 I 111,_ 

＾ ● ^ ^ ^ -と---• □□ ,― 
7119 

| 2 4 I o 1 3 | l. 5 | 1 / l 

贔賓＼―2.5 0. 18 2. 5 1/ 1 - ---

3:□ 23 1。,。I1 4 1 1/l t 

第皿区域

IIl| l畠髯言誓土
------------------------------------------

排土

1/1 

排土

第m区域
B44/SS4008 
-----• -．. ．^．--• -----
第1区域
P46/S83977 
焼土
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8. 第75次調査遺物

8. 第75次調究遺物(PL.68-78 第47-61図、第 5表）

遺物は、第N・V区域の土器（陶磁器類）1~257、土製品 258~263、金属製品 264~292、骨角製品 293・ 

294、石製品 295~314、木製品 315~323、繊維 324、銭貨 325~512を図化した。詳細は第 5表に記した。

第W・V区域包含層出土土器(PL.68 ・ 69 第 47・ 48図）

越前焼 lは外面底部周縁に縄目痕をもつ。 2は口径 22.0 cmを測る短頸壺である。越前焼はこれだけではな

く、 N・V区域では鉢が多く出土しているが、諸事情により、これらの資料についてはあらためて別稿で報告する。

土師器皿 3~45は、 68・ 74次の分類と照合すると、下記のタイプに区分された。

①【3~6】：器形は浅鉢形。 B類に属す。口縁部は内湾して立ち上がる。口径 6.2~6. 4 cm、器高 1.3~2. 0 

cm。底部は丸底。内外面の調整はナデ後指頭痕を伴う。

②【7~9・ 11 ・ 13】：器形は浅皿形。 C類に属す。口縁部は直線状に斜め外方へ立ち上がる。底部は平底。

口径 7.8~9. 2 cm、器高 1.3~2. 2 cm、底径 4.0~4. 8 cmを測る。外面体部はナデ後指頭痕が残る。

③【14】：器形は浅皿形。 C類に属す。②の小型品。口縁部は直線状に斜め外方、または外反して立ち上がる。

底部は平底。口径 7.2 cm、器高 1.5 cm、底径 3.0 cmを測る。

④【15~42】：器形は杯形。 C類に属す。口縁部は直線状に斜め外方、またはやや外反して立ち上がる。底

部は平底。外面口縁部中位に強いヨコナデによる段を有す。口径 8.4~11. 6 cm、器高 1.6~2. 6 cm、

底径 3.7~6. 0 cmを測る。口唇部は丸く収める。口端部内側に段をもつ。法量でさらに区分される。

⑤包含層出土の土師器皿でタイプ⑤の個体なし。

⑥【43~45】：器形は盤形。 D類に属す。大型品。口縁部は直線状に斜め外方に立ち上がる。底部は平底。

口径 14.8~19. 8 cm、器高 2.3~2. 6 cm、底径 6.6~10. 5 cmを測る。口縁部中位に強いヨコナデによる

段を有す。底部は未調整であり、型押し成形でつくられている。

鉄釉 48~50は、 48が茶入れ、 49が香炉である。 50の鉢は漆継ぎの痕が残る。灰釉皿 52は内面底部中央
かたばみ

に酢漿草の押印をもつ。灰釉香炉 54は底部周縁に三角板の脚を3ヶ所配置しているが、底部中央で接地して

いる。瓦質香炉 55・ 56は寸胴形の体部を有し、ミガキで調整されている。 55にはS字渦巻文、 56には円形列

点文が施されている。青磁碗 57は線刻で蓮華文が施され、皿 59は内外面に花弁状の鏑をいれている。皿 60

は口縁部に切れ込みをいれて、花弁状に成形している。皿 61は口径 10.4 cmを測る。白磁皿 63・ 64 ・ 66の底

部は割り高台であり、 63と66の内面底面にトチン痕が残る。皿 67は内外に蓮花文の鏑をいれた優品である。染

付は69~73あり、皿 71は外面口端部に波濤文、底部に芭蕉文を描き、底は碁笥底である。皿 72は底面に花

瓶挿した梅花文、杯 73は内面底面に太湖石を描いている。

第w区域遺構出土土器(PL.69-72 第 48-51図）

SB4051出土(PL.69 第 48図） 越前焼 74・ 75、土師器皿 76~79、瓦質香炉 80が出土した。 74はお歯黒

壺であり、胴部上位にヘラ記号をもつ。 75は胴部上位に突帯が付き、備前焼の模倣品の可能性がある。土師
かずら

器皿79はタイプ④であり、内面底部に墨書で葛を描き、体部に波状線をめぐらせ、桃•柏葉・カブなど描いている。

外面底面には呪符の記号を記している。瓦質香炉 80は黒色磨研し、外面体部に円形列点文が施されている。

SB4048出土(PL.70 第 48・ 49図） 土師器皿 81~93、青磁碗 94、鉄釉天目茶碗 95~97、白磁 98・ 99、

染付 100・ 101が出土した。土師器皿は全てタイプ④である。青磁碗 94は深身で高台が高く、外面体部に蓮

花文が陰刻されている。白磁皿 98・99は口径 12.0~13. 0 cm、器高 3.0~3. 1 cmを測り、口端部が外反する。

染付皿 100は外面体部に簡略した蓮華を描き、蓮華の左右に葉を配置している。皿 101は内面底面に仏器（転

法輪または翔磨）を意匠にした十字文と圏線を描き、外面体部には草花文を描いている。
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N. 第74・ 75次調査

8B4049出土(PL.70 第49図） 越前焼播鉢102は口径41.0cmを測る大型品であり、体部下位に縄目痕が残る。

体部中位には「八日市」の墨書が見える。

8B4078出土(PL.70 第49図） SE4061、SX4084などの井戸や洗い場を含む礎石建物である。土師器皿 105・ 

106はタイプ②、 111はタイプ⑥であり、 104・ 107~110 ・ 112 ・ 113はタイプ④である。青白磁 115は稜花皿であり、

内面底部に呉須で十字花文を描く。染付皿 116は内面に玉抱き獅子文、外面に草花文を施す。朝鮮鉢 117は

口端部が外方へ突帯状に屈曲し、斜行押圧を加えている。

8B4054出土(PL.71 第 49図） 越前焼播鉢 118は体部下位に縄目痕が残り、内面底部で播目が交差する。

白磁皿 119・ 120は優品である。

SV4073出土(PL.71 第 49図） 鉄釉壺 123・ 124は同一個体である可能性が高い。底部は平底である。

8D4058出土(PL.71 第50図） 第I区域と第w区域の境となる溝である。越前焼播鉢 125は体部下位に縄目

痕が残り、内面底部で播目が交差する。灰釉壺 127は胴部上位で肩が張り、内外面に回転ナデが残る。土師

器羽釜 128は径 10.0 cmを測り、受部は平滑であり、体部にススが付着する。染付皿 130は内面底面に圏線2、

呉須文様を施し、外面に簡略した呉須文様を配置する。底部は碁笥底である。

8D4059出土(PL.71 第 50図） 越前焼火鉢 131は寸胴形の体部を有し、口径 21.0 cm、器高 18.8 cmを測る。

内面は回転ナデ後、指頭痕が残る。灰釉皿 135は内面底部に菊花文の押印をもつ。青磁香炉 136は底部周縁

に三角板の脚が3方向に付き、脚の外面に簡略化された獣面が線刻されている。

8D4057出土(PL.71 ・ 72 第 50・ 51図） 土師器 139・ 140 ・ 143 ・ 144がタイプ①、 138・ 141 ・ 142はタイプ③、

145~150はタイプ④、151はタイプ⑥である。鉄釉瓶子155はフラスコ形の器形を呈し、体部下位に回転ヘラケズリ、

底面に回転ヘラ切りの痕が残る。青磁碗 156は浅身の碗である。染付碗 159の外面口端部には呉須の文様帯を

描き、体部下位に芭蕉文を施す。朝鮮壺 161は下膨れの器形を有し、器壁は極薄である。朝鮮鉢 162は口端

部が帯状に突出しているが、体部の器壁は162と同様に薄い。

SE4061出土(PL.72 第 51図） 高杯 163は古墳時代前期の高杯脚柱部であり、混入品である。越前焼壺

164は短砲弾形の器形を呈し、胴部上位にヘラ記号をもつ。底部は平底だが未調整である。

第V区域遺構出土土器(PL.72-74 第51-54図）

8B4043出土(PL.72 第51図） 土師器 174・176はタイプ①、 178はタイプ②、 175・ 177はタイプ③、 166~ 

173 ・ 179~181はタイプ④である。 9・ 140 ・ 143 ・ 144がタイプ①、 138・ 141 ・ 142はタイプ③、 145~150はタイプ④、

151はタイプ⑥である。灰釉碗 183は深身の器形で高台はベタ高台に近い。鉄釉茶入 186は芋子形であり、体部

下位は露胎している。青磁皿 188は内面底部に陰刻をもつ。白磁皿 189~191の口端部は外反して、口唇部は

丸く収める。

8B4045出土(PL.72 第 51・52図） 越前焼壺 193は口径 14.9 cm、器高 16.9 cmを測る。器形は寸胴形であり、

頸部は短く屈曲する。底面は未調整である。 SB4053出土の破片と接合した。土師器 194~196はタイプ④、 197

はタイプ④だが、中央が凹み、 A群の特徴をもつ。鉄釉天目茶碗 198は暗茶色の釉調である。瓦質火鉢は灰黒

色を呈し、雲形の脚をもつ。白磁皿 200は内外に鏑をもつ稜花皿である。梅瓶(PL.72／写 l）は青白磁である。

8B4053出土(PL.73 第52図） 越前焼揺鉢203・ 204は底部周縁に縄目痕をもつ。土師器皿 208は口径 12.6

cmを測り、内外面に漆を塗布した後、金箔が押されている。タイプ④に属す。鉄釉鉢 209は器壁が厚く、底部が

回転ヘラケズリで調整されている。白磁は210~213が出土し、 210は八角杯であり、割り高台をもつ。内面にトチ

ン痕が4ヶ所見える。皿 211は体部と高台に境がなく、そのまま外反して開く。朝鮮壺 214は暗赤褐色を呈し、器

壁が非常に薄く、底部は凹む。
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8. 第75次調査遺物

8B4046出土(PL.73 第 52図） 土師器皿 215・ 217はタイプ②、 216・ 218~221はタイプ④である。土師器羽

釜 222は口径 6.0 cmの小型品である。瓦質香炉 223は内外面が黒色磨研され、外面体部に菊花文が押印さ

れている。瓦質鉢224は底部周縁に幅 0.5 cmの突帯がめぐる。

8B4047出土(PL.73 第 52図） 越前焼壺 226は灰黒色を呈し自然釉・降灰が厚く付着している。胴部上位

に2種類のヘラ記号をもつ。播鉢 227は底部周縁に縄目痕を有し、内面底部に播目が及ぶ。

SA4042出土(PL.73 第 53図） 越前焼壺 229の頸部は短く屈曲し、口端部内側に段をもつ。胴部上位にヘ

ラ記号「本（奉）」をもつ。播鉢230は底部周縁に縄目痕をもつ。体部は摩耗が著しい。土師器皿231はタイプ②、

232~235はタイプ④である。

SE4060出土(PL.74 第53・54図） 越前焼が多く出土し、壺239は胴部上位が張る備前焼の影響を受けている。

240はお歯黒壺であり、精緻な仕上がりだが、底部は未調整である。瓶 241は胴部上位に双耳をもつ。 SD4057

出土の破片と接合した。擢鉢243~245は底部に縄目痕をもつ。甕 249は寸胴形の胴部に短く屈曲する口縁部

をもつ。第w区域SE4061、SV4070出土の破片と接合した。青磁碗 246は口唇部に切れ込みを入れ、口縁部

を花弁状に仕上げている。外面底面に放射状のケガキ線。内面底面周縁に陰刻花文を入れている。

SX4081出土(PL.74 第 54図） 土師器皿250はタイプ①、251~257はタイプ④であり、灯明皿として使われた。

土製品 (PL.74 第54図） 土鈴 258~261は幅 2.7~3. 2 cm、高さ3.0~3. 2 cmを測る。頂部は摘まみだされ、

紐孔を入れる。 258と261の鈴口は紐孔と直交し、259・260は平行する。 261には径 1.2 cmの土師珠が残っていた。

砥石 263は越前焼の大甕の破片を2次利用したものである。

金属製品 (PL.74 第 54・ 55図） 火箸 273は銅製品であり、長さ16.9 cmを測り、持手の端部に扶りがはいる。
ななこうち

小柄 279は小刀の茎に巻かれた鋼板であり、毛彫りの笹葉文が3ヶ所配され、笹葉文以外の余白を魚子打して

いる。 281にも同様な加工が見てとれる。責金具 281は楕円形を呈し、黒漆が残る。短軸の左右に柏葉の飾り

が付く。切羽 283は中央に長さ刃部幅 1.6 cm、刃部厚 0.6 cmの孔をもつ。菊皿 286は銅製であり、内面底部

に斜格子文を線刻した房が打ち込まれている。鍍金の痕跡が残る。飾金具 289・ 290 ・ 291は銅製品で用途不

明であるが、 289・ 291には鍍金の痕跡が残る。引手金具 292は引手の底金具である。

骨角製品 (PL.75 第55図） 293・294は鹿角製と考える。駒石 293は円盤状に成形され、径 1.9 cm、原さ0.4

cmを測る。賽子 294は一辺 1.0 cmの立方体であり、上下端面が欠損、表裏面／左右側面は研磨されている。

石製品 (PL.75 第55~57図） 温石 295は滑石製石鍋の転用品と考える。短冊状の直方体に加工し、「春」

「侶」「仙」の文字が線刻されている。上位に紐を通す穿孔をもつ。石硯 296・297・298は粘板岩製と考えられ、
さしでところ

全体は平滑である。 297・ 298は挿手処をもつ。表裏に渦巻を入れた301は石鬼の一部と考える。石臼 302は上

臼であり、周縁帯が意図的に破壊されている。風炉 303・ 304、石盤 305~309、バンドコ310~312、井戸枠

314は全て笏谷石製である。 307は正円形を呈し円形脚部が3ヶ所付く。内面は被熱しており、火鉢として使用

されたと考える。 308・ 309は横長の楕円形を呈し、浅身である。 309は内外面にススが付着している。

木製品 (PL.75 第 57図） 横櫛 315は漆被膜だけが形状をとどめる。雪下駄 317~319の樹種はスギである。

漆器皿 321は優品であり、 SB3043から出土した。内外面を朱漆で仕上げ、外面底部を黒漆地のままにして、朱

漆で「相」の一字を書いている。 323はSE4060で出土し、黒漆地の内面に朱漆の文様を描く。

銭 貨(PL.75-78 第58-61図） 325~512の188枚が出土した。開元通賓（初鋳 621年）、祥符元賓（初

鋳 1009年）、皇宋通賓（初鋳 1038年）、熙寧元賓（初鋳 1068年）、元豊通賓（初鋳 1078年）、政和通賓

（初鋳 1111年）などが一定量を占める。遺構別に見ると、 SB4045で50枚、 SB4053で18枚、 SB4048で9枚、

SB4043で6枚出土した。 SB4045のものは紺銭としてX009地点(PL.46)で検出されたものである。
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8. 第75次調査遺物

第 5表 第 75次調査出土遺物観察表(PL.68-78 

位含層出土土器(PL.68 ・ 69 第 47・ 48図）

No I 器種 1 法羅／焼成／色調 1...—喜〗・
口： 48. 5 I 微砂粒

白色粒子
堅緻

1/8 

．
．
．
．
．
 

高
底
焼
色

雪
14. 5 

21. 0 
良好

淡茶色

第 47-61図）

形状 調整／文様

口縁部：直線状に外方へ開＜／口端面外：口縁部～底部回転ナデ
は平坦／口端部内側は凹状の段をもつ 内：口縁部～底部回転ナデ
底部：縄目痕 内面に幅2.6cm ・ 9条の播目／密／シャ

ープな仕上げ

単位：cm

出土地点→ -----—• → •—....--• • --• -• --• --• ---
備考

第w区域
I32／茶褐色土

口： 22. 0 微砂粒 口縁部・直線状に短く外反して立ち上外・口縁部～胴部上位回転ナデ

2 I 越前壺焼 焼扁：： 
6. 0 白色粒子 がるI□端部は平坦 内：口縁部～胴部上位回転ナデ／胴

良好 堅緻 部指頭痕

色： 濃茶色 1/10以下

口： 6. 4 極砂粒 口縁部．内湾して斜め外方へ立ち上が 外：口縁部～底部ナデ後指頭痕

3 I 土師器高： 2.0 軟質 る！口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ

小皿焼． 良好 4/5 底部：丸底

色： 橙褐色
------------------------

極砂粒 口縁部・内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ後指頭痕口： 6.2 

I 土師器高： 2.0 軟質 る／口唇部は丸く収める 内．口縁部～底部ナデ

4 小皿 焼： 良好 2/3 底部：丸底

色： 淡橙褐色
------------------------------

口縁部．内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ後指頭痕口： 6.8 極砂粒

土師器高： 1 6 軟質 る！口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ

小皿 焼： 良好 5/6" 底部：丸底

色： 淡橙褐色
.・---------------------

極砂粒 ．．口る縁／口部唇部内湾は丸してく斜収めめ外る方へ立ぢ上が．l・外内：・ロ口縁縁部部～～底底部部ナナデデ後指頭痕口： 6.2 

土師器高： 1. 3 軟質

小皿焼： 良好 4/5 底部：丸底

色． 白褐色

口： 9.2

土師器塁: !: ~ 
小皿 焼： 良好

色： 橙褐色

D: 

土師器
高：

小皿 :: 

色：

8. 7 
1. 9 

贔
白褐色

口： 7.8 

土師器
高： 1.3 
底： 4.0 

小皿 焼： 良好

色： 淡橙褐色

口： 9.2 

高： 2.0 

士師器 1底： 4．6 
小皿 焼： 良好

色： 白褐色

土師器

小皿

土師器

小皿

口： 7. 2 
向ロ ・・ I. 5 
底： 3 0 
焼： 良好
色： 淡橙褐色
.. -----------------
口： 8.6 
回に ・・ I. 9 

底： 4. 2 

焼． 良好

色： 淡橙褐色

第V区域
I33／床土
外：降灰

歪みあり

第V区域

I36／床土
片口状に歪む

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
第V区域
I36／床士
片口状に歪む

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
第w区域
J38/／暗褐色土

片口状に大きく歪む

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
第w区域
K39／床土
片口状に歪む

..................... 

極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第w区域
軟質 る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 K38／床土
4/5 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ’’ 片口状に歪む

口縁部意図的に欠く？

極砂粒

堅緻
8/9 

口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
る！口唇部は丸く収める 後指頭痕 G38／灰色粘土
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ ロ端部全周スス付着

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・................,................................. 

極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ 第w区域
軟質 る／口唇部は丸く収める I内口縁部～底部ナデ／底面に径03cml L38／炭混暗褐色土
1/6 体部：浅い皿状 の穿孔3ヶ所／破片になった段階で穿片口状に歪む

底部：平底 孔している

ー

位
質
ー

軟
ー

砂崖

色

8

1

0
子
色

i
2
2
0
好

褐

女
褐
―

&

2

土

良

互

乙

4

良

橙
淡

橙
~

••••••••••••••••••••• 
口
高
底
焼
色
百
〗
高
底
焼
色

器

器

皿ヽ
而

．
 

雨
皿

土
JJ

・ロ
h

、

土
lJ

極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域

軟質 るI口端部内側に段あり 後指頭痕 H31／灰色粘土
4/5 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ ロ端部全周スス付着

口： 9. 1 極砂粒

土師器
高： 2. 1 軟質

小皿塁： 晶 5/6 

色： 淡橙褐色

口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち 外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域

上がる／口唇部は丸く収める 後指頭痕 F35／床土
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部半周スス付着

---—• → • ~ • -• --• -.. -．．．．-• -‘→一ー・----・
口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第V区域
る／口唇部は丸く収める 痕／底部未調整 E37／整地土
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部1/3周スス付着

-------. -------------------------------------------------------------,----------------------------
極砂粒 口縁部直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナ

軟質 る／口唇部は丸く収める 後指頭痕
l デ／体部～底部ナデ第V区域

G31／炭混粘土

8/9 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む
口端部1/4周スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ後指頭痕
軟質 る／口端部やや外反／口唇部は丸く収内：口縁部～底部ナデ

1/1 める
底部：平底

第V区域
E37/整地土
片口状に歪む

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第w区域

軟質 る！口唇部は丸く収める 後指頭痕 J33／褐色土（整地土）

5/6 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む
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No I器種 法量／焼成／色調1----~
胎土

残存

極砂粒
軟質
2/3 

••••• 
口
高
底
焼
色

器
皿ヽ

匝t
 

±
J
J
 

•••••••••• 
口
高
底
焼
色

器
皿ヽ

而
j
 

û" 
土
＇

8. 4 
I. 9 

晶
白褐色

8. 8 
2. 0 

晶
白褐色

形状 調整／文様

口： 9.0 
高： I.9 

叫上師器底： 4．o 
｀ 小皿 焼： 良好

色： 淡橙褐色

単位：cm

--出土地点----------------------....._.....—··..... 
備考

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
る／口端部やや外方へ屈曲／口唇部は後指頭痕 G31／炭混粘土
丸く収める 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む
底部：平底 内外に化粧土か？ 口端部部分的にスス

付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が 1外：口縁部五五ヂ約涵蔀ご厳蔀戸場而区域―-------------------

軟質 る／口端部内側に段あり 後指頭痕 K39／床土
2/3 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ ロ端部全周スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第w区域
軟質 る／口端部内側に段あり 後指頭痕 K40／床土
1/1 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む
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極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
堅緻 る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 G32／炭混粘土
8/9 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部半周スス付着

-----------------------------------
極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
軟質 る／口端部内側に段あり 後指頭痕 H31／炭混粘土
8/9 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部全周スス付着

-----------------------------------
極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
軟質 る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 I32／褐色土（整地土）
2/3 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部1/4周スス付着

-----------------------
極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
軟質 る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 H31／炭混粘土
1/1 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口： 9. 4 極砂粒
高： 2.I 

土師器底：
軟質

4. 3 
小皿 焼： 良好 1/1 

色： 淡橙褐色

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第w区域
る／口端部やや外に厘曲／口端部内側後指頭痕 K37／床土
に段あり 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む
底部：平底 口端部全周スス付着
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極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～体部ナデ後指頭痕／底部第w区域
軟質 る／体部に段あり／口唇部は丸く収める未調整 J38／暗褐色土
3/4 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部全周スス付着

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
軟質 る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 G32／灰色粘土
5/6 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ ロ端部全周・底部ス

ス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
軟質 る／口端部外傾／内側に段あり 後指頭痕 G31／炭混粘土
1/1 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部半周スス付着

口： 9. 0 極砂粒
高： 1. 9 軟質

土師器 1底： 4. 7 1/1 
小皿焼： 良好

色： 淡橙褐色

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 G31／炭混粘土
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

-120 -



8. 第75次調査遺物

No I 器種 I 法量／焼成／色調—-------------- -
胎土

l 残存
形状 調整／文様

単位：cm

出土地点―---------------------------------------

備 考

闊 i:I冒
土師器底： 4. 7 
小皿 焼： 良好 4/5 

色： 淡橙褐色

口縁部：やや外反して斜め外方へ立ち 外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
上がる！口端部内側に段あり 後指頭痕 G31／炭混粘土
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口 9.2 

病 2. 0 
土師器底： 4. 0 
小皿焼： 良好

色： 淡橙褐色
--------------------

口： 9. 0 
回ロ ・・ 1. 6 

土師器底： 4. 8 
小皿焼： 良好

色・ 橙褐色
-------------------

口・ 9 3 
高． 2.0 

土師器底： 4.3 
小皿焼 良好

色 淡橙褐色
-----------------

口• 9 0 

高 1.8 

極砂粒

軟質
4/5 

口端部全周スス付着

• --• ------•ー→一ー・ー・・· • --•—• •—• --• -• --• --• -．．-• ---‘●. ―→ ---------• -• -• • -• • --• --• --• --• --• -------• 

口縁部直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
る！口唇部は丸く収める 後指頭痕 H31／炭混粘土
底部：平底 内・口縁部ヨコナデ／底部ナデ l片口状に歪む

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭表上
軟質 る／口唇部は丸く収める 痕／底部未調整 口端部1/4周スス付着

1/1 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ

極砂粒 口縁部：匝線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第w区域

軟質 る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 L38／炭混暗褐土
1/1 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に大きく歪む

口端部全周スス付着

----------・-・--・-・-・--・-・----・-・--・----・--・・・・・・・-・--・-・・-・--・・-・-・-・-----------
極砂粒 口縁部直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第w区域
軟質 る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 J36／暗褐色土

34 I上師器底 4.0 
小 皿焼 良好

1/1 底部：平底 内．口縁部ヨコナテ／底部ナデ l片口状に歪む
口端部全周スス付着

色： 淡橙白色
..... :]i4.................)..... 

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ床土ロ・ 8. 4 
高・ 1. 6 軟質 る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 片口状に歪む

35 l土師器底 4. 7 
小皿焼・ 良好

1/1 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ

41 I 

色 淡橙褐色

口： 8. 6 
高： 1. 7 

土師器底： 4. 5 
小皿焼・ 良好

色： 白褐色
---------------------
口： 11. 0 
高． 2.6 
底・ 5.5 
焼． 良好
色： 橙褐色
---------------
口
向ロ・

土師器底．

小皿焼：

色

口
高：

土師器底・
小皿焼．

土師器

小皿

色

ロ
高：

底'
焼

色

10. 4 

2.4 

5.0 
良好

橙褐色
-----

11. 0 
2 5 

5 5 
良好

橙褐色

II. 4 

2.0 

5. 5 

良好

淡橙褐色

←------------------口： 11. 2 

裔 I. 9 

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
軟質 るI口唇部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ G32／灰色粘土

4/5 底部：平底 片口状に大きく歪む
口端部3/4周スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域

軟質 る／口端部やや外反／体部に段あり／口後指頭痕 G32／灰色粘土
1/1 唇部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

底部：平底 底面に径0.8cmの焼成後穿孔lヶ所 口端部一部スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域

軟質 る！口唇部は丸く収める 後指頭痕 I33／床土
1/1 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部全周スス付着

............................... 

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第IV区域
軟質 る！口端部やや外反／体部に段あり／口後指頭痕 J32／褐色土（整地土）
5/6 唇部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ後指頭痕／底部 片口状に歪む

極砂粒

堅緻

1/1 

極砂粒

底部：平底 ナデ

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域

る！口唇部は丸く収める 後指頭痕 G31／炭混粘土
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部一部スス付着

----------------- ---------------
口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデバ本部～底部ナデ第V区域
る／体部に段あり／口唇部は丸く収める後指頭痕 G31／炭混粘土

5. 6 
i 堅緻

土師器 I底： -~ I •,. 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む
口端部1/3周スス付着小皿 焼． 良好

色 淡橙褐色

口： 11. 6 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域

高： 2.0 堅緻 る／口端部やや外反／体部に段あり／口 後指頭痕 G32／炭混粘土
端部内側に段あり 内： D縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む土師器底： 6. o I 4/5 
底部：平底 口端部3/4周スス付着小皿 焼： 良好

色： 淡橙褐色

口： 14.8 
高： 2.6

土師器 1底： 6．6 
小皿 焼： 良好

色： 橙褐色

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第1V区域

軟質 る／口端部やや外反／体部に段あり／口痕／底部未調整／型押し成形 G38／床土
2/3 端部内側に段あり 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

底部：平底
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w．第74• 75次調査

No I器種 法量／焼成／色調1------:";::-------胎土
残存
極砂粒

り？

形状 調整／文様

口： 16.5 
高： 2.3 
底： 10.0 
焼： 良好
色： 淡橙褐色

一
土
上
斑
斑

絨
翡
”
正

底
底

i

区
炭
炭

／

／

 

5
>
1
1
 
•••• 

畜
g
即
外
内

一部一底-
/
 

i

デ

デ

―

ナ

ナ

i

部

部

屠

偲

i

デ

形

デ

ヂ

成

ナ

i

コ
し
コ

51
押
ヨ

蔀

型

部

縁
皇
縁ロ

ー
：
調
：

一ロ
i

外
未
内

-
9
 

了
刀王ぢ五一へ一方

i

外
る

一
め
め

面
収

こ）＜

-
'
 

恥
丸

i

線
は

i

直
部
底

ー
：
唇
平

面涵
口
菰

白
る
底

一
粒
緻
3／
 

堅
2

i

砂
i

極i
0
3
5
好
色茶淡

i

団

2
頂
良

-•••••••••• 百
高
底
焼
色

麟
皿ヽ

i

土
lj

．
 

i.
，
 

•' 
t̀ 

愴
’ヽ

双•ヘ

口： 12.4 
上師器高： 6. 7 
羽釜 焼： 良好

色： 橙褐色
・---------------------
両： 4.0 

這器 1底： 5．7 
羽釜 焼： 良好

色： 黒色

極砂粒 I底部：平坦
軟質

1/6 

単位：cm

出土地点
-----------------------------------・響•-備考

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭 1第V区域
る／体部に段あり／口端部内側に段あり 痕／底部未調整／型押し成形 I32／茶褐色土
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ

極砂粒 口縁部：直上へ短く立ち上がる／口唇 外：口縁部～受部回転ナデ／体部ナデ第w区域
堅緻 部は丸く収める 1内：口縁部～体部回転ナデ J32／褐色土（整地土）

1/10以下 受部：平滑／幅1.2cm 
体部～底部：丸底

外：体部～底部回転ナデ後指頭痕 1第V区域
内：体部～底部回転ナデ後指頭痕 E37／整地土

外：体部～底部スス
付着

口： 2. 8 精緻 口縁部：内傾／口唇部は短く丸く収める外：底部回転ヘラ切り
瀬戸美濃高： 3．3 l/5 胴部：扁球形／上位で張る 内：底部位回転ナデ
鉄釉 最： 6．4 
茶入 焼： 良好

色： 暗茶色
・---------・-・-・-----・---

瀬戸美濃
高： 1. 6 精緻 底部：脚は底部周縁に3ヶ所付ける 外：底部回転糸切り痕

鉄釉
底 6。| 1/10以下 I I内口縁部～底部回転ナデ

香炉
焼： 良好
色： 黒色

口： 22.0 精緻 口縁部：直線状に外傾して立ち上がる／外：口縁部～体部下位回転ナデ 第V区域
瀬戸美濃高： 6. 7 1/10以下 口端部に突帯／口端部平坦 内：口縁部～体部下位回転ナデ G31／炭混暗粘土

鉄釉 焼： 良好 漆継ぎ痕
鉢 色：暗紫灰色

口： 12. 0 堅緻 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が 1外：口縁部～体部下位回転ナデ |第W区域
高： 2. 6 1/10以下 る／口端部外反／口唇部は丸く収める 内：口縁部～体部下位回転ナデ J37／床土

灰釉 1底 6. 8 底部：削出高台／碁笥高台
小皿焼： 良好

色： 淡茶褐色

緻

2／
 

堅
ー

色

2

4

8
好
緑

，2
&
良
黄浅

•••••••••• 
口
高
底
焼
色

釉
皿

灰
小

口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～体部下位回転ナデ／底面第V区域
る／口端部外反／口唇部は丸く収めるにトチン痕 E37／整地土
底部：削出高台 内：口縁部～体部下位回転ナデ／底面

中央に花文押印

口： 9.2 
高： 2.5

灰釉底： 5.2 
小皿 焼： 不良

色： 灰白色
........1--------•-------- --......-------------------------------•---------- ------ -------------•- --

灰釉底： 6. 0 
香炉 焼： 良好

I高 2 0 1 II讐下Ii喜謬塁の平坦な脚を底部周縁に1仇昌:;;／体部下位に3条の沈線］喜温符土下礫混土

3ヶ所付ける／底面中央で接地／トチン
色：浅黄緑色 痕

軟質 I口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が1外：口縁部～体部下位回転ナデ
1/10以下 る／口端部外反／口唇部は丸く収める内：口縁部～体部下位回転ナデ

底部：削出高台

第1V区域
J38／暗褐色土
内：胴部上位～中位
露胎

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
第V区域
B39／灰色色土
中国製？

第V区域
B33／耕作土下礫混土
外：口縁部～底部釉
ハゲ

口： 11. 2 極砂粒
高： 4.5 

瓦質底：
軟質

香炉
9. 2 I 1/8 

： 1 [オ[I:：I ：こニニ／I［三::1円：キ列点は忍悶

口縁部：寸胴形／底部で屈曲して直線 外：口縁部～体部回転ナデ後ミガキ／第V区域
状に上方へ立ち上がる／口端部外反／ 体部にS字渦巻押印 I32／茶褐色土
口唇部は丸く収める 内：口縁部～体部ナデ

第w区域
J36 

高： 2．7 _＿＿＿＿藉簸――ー一面証疇匹翫這―ら王五―---------i-----------------------------------------------------------------rrrr:00::-:::----------
青磁 l底 5.0 1/6 1底部削出高台／端面内側で接地 1百屈区域
碗焼：良好 外：底面周縁露胎

色： オリープ灰
----------------------------------------------,----------------------,---------------------------------------------------------------------•------------------------------------------------------------------·--------------------

青磁 高：
輪花碗 1焼： 良好

ロ 124闊I?' 1け翡贔？謬溢晶認l幻認温□ l喜心翌
に成形

色：オリープ灰 底部：削出高台／端面内側で接地
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8. 第75次調査遺物

法量／焼成／色調卜•••••----------•---••胎士
残存

精緻 1口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が 1外：口縁部は花弁状に膨らみをもつ

1/6 る／口端部は花弁状に成形／口唇部は丸内：口縁部は花弁状に膨らみをもっ

く収める
底部：削出高台

口： 12.0 

青磁 I 
高： 3.0 

輪花皿
底： 6.4 
焼： 良好
色： オリープ灰

形状 調整／文様

口： 10.4 

青磁 I 
高： 1.9 

皿
底： 6.8 
焼： 良好

色： オリーブ灰
•• ---------．．．．．．．．．. --------・ •…...•鬱·・ •---- -------•-· -------------------------------・鬱・ •-------------•••• --••·●●......・•· .．•．.•・...---一ー-. •・ ・•.--一―-ー—―一--▲—. ―-------..幽ー一-

青磁 1底： 4．2 l 1/8 

高： 1. 2 堅緻 底部：削出高台／端面内側で接地 外：体部に線刻蓮花 第w区域
皿 誓ォ烹土< | I内底面に線刻蓮花文 l后誓止底面露胎

精緻

1/8 
口縁部：内湾して外方へ立ち上がる／
口唇部は丸く収める／口唇部は玉縁状

の突帯
底部：削出高台

単位：cm

出土地点
----- 0・ ~.........--- ------- --•-----

備考

第V区域

H36／床士

第V区域

耕作土

外：高台～底面露胎

緻

2／
 

精
ー

色
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2
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良
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誓

色
i

色
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0
好

灰

i
8
7
4
好
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L

4
良
淡

i
9
2
2
良
青

透
i

透

••••••• 

,., ．．．．．．．．． 

高
底
焼
色
五
高
底
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色

誓

誓

緻

8／
 

精
ー

色

0

0
好
白

2

t
良
青透

•••••••• 
高
底
焼
色

誓

高： 2.2

染付底： 2. 4 

杯 1焼： 良好
色： 透青白色

口縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ 1外：体部下位回転ヘラケズリ

立ち上がる／口唇部は丸く収める 内：底面にトチン痕

底部：削出高台／割り高台

精緻 口縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ I外：口縁部～体部回転ナデ

1/6 立ち上がる／口端部やや上方へ屈曲／

口唇部は丸く収める
底部：削出高台／割り高台

·----------------------------------------------------...—· •-· •-·-
精緻 1口縁部：緩やかに内湾して斜め外方
1/6 へ立ち上がる／口端部外反／口唇部は

丸く収める
底部：削出高台

高： l.3 | 精緻 I底部：削出高台／割り高台

白磁 底： 3.4 I 1110以下

皿 1焼： 良好
色： 透白灰色

外：底面中央「瑞」の朱書

内：底面周縁トチン痕

不明

第V区域

G31／炭混粘土
外：高台端面露胎

第V区域

E34／床土
外：裔台端面露胎

第V区域

耕作土

向ロ'・・ 2. 2 精緻 体部：やや内湾して斜め外方へ立ち上 1外：体部に鏑蓮花文 1加区域

白磁 1底： 9. 8 1/10以下 がる 内：体部に鏑蓮花文 I34／床土

皿 焼： 良好 底部：削出高台

色： 透白灰色

口： 13. 0 精緻 口縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ外：口端部に呉須圏線l 第w区域

高・ 2. 3 1/10以下 立ち上がる／口端部外反／口唇部は丸内：底部に圏線2／圏線内に文様 K32／褐色土（整地土）

染付 1厩 7. 2 く収める 高台端面露胎

皿焼： 良好 底部：削出高台

色： 透青白色

口縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ外：口端部に呉須瀾線2／呉須草花文／第w区域

立ち上がる／口唇部は丸く収める 高台に呉須圏線2 I K-M35／床土

底部：削出高台 内：口端部に圏線2／底面に圏線2／圏 M34／床土

線内に花文

精緻 体部：緩やかに内湾して斜め外方へ立外：体部に呉須文様／底部に呉須囮線第w区域

1/8 1ち上がる 3／底面中央に呉須「一邑長口令」 I L39／床土

底部：削出高台 内：底部に圏線2／圏線内に呉須草

花文

精緻 1口縁部：緩やかに内湾して斜め外方ヘー外五磁蔀E菱形薔蔽元面蔀ーヤ位に 第W区域

1/3 立ち上がる／口唇部は丸く収める 芭蕉文 M38／床

底部：削出高台／碁笥底 内：口端部に圏線l／底面に圏線2／圏 体部下位～高台露胎

線内に草花文

体部：緩やかに内湾して斜め外方へ立外：体部下位に呉須圏線1／底部に呉 第V区域

ち上がる 須圏線1 I F37 ・ 139／床土

底部：削出高台 内：底部に圏線2／圏線内に呉須草

花文

精緻 体部：底部で屈曲して内湾して斜め外外：体部に呉須文様・圏線1／底面に 第V区域

l/2 1方へ立ち上がる 呉須「祗」 IC38／礫混茶褐色土

底部：削出高台 内：底部に圏線2／圏線内に呉須太

湖石

遺構出土土器(PL.69-74 第 48~54図）

＇法量／焼成／色調［差土＿＿＿＿＿＿

麟
微砂粒

白色粒子
精緻
4/5 

形状 調整／文様

単位：cm

出土地点-----------------------------------------

備考

口： 5.6 
高： 11.0

越前焼底： 8. 0 

壺 焼： 良好

色： 濃茶色

口縁部：短く外反して立ち上がる／口 外：口縁部～胴部中位ナデ／胴部下位 1第w区域

唇部は丸く収める ヘラケズリ／胴部上位にヘラ記号／底 ]39/S84051／暗褐色土

胴部：短砲弾形／上位で肩が張る 部未調整

底部：平坦 内：口縁部～胴部下位回転ナデ後頸

部指頭痕
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N. 第74・ 75次調査

胎土
No I 器種 I 法量／焼成／色調 1•---•••残--．．-存-•---．．--・

口： 17. 8 微砂粒
9に司・・ 23. 3 白色粒子

75 I越前焼底 14 4 堅緻
甕焼： 良好 2/3 

色： 淡茶色

口： 9. 4 極砂粒
向に ・・ 2. 1 軟質

76 I土師器底： 5.0 1/1 
小皿焼： 良好

色． 橙色

形状 調整／文様

単位：cm

出土地点―-----------------------・ •----・ • • -・ • -

備 考

77l土師器
小皿

口・ 8. 8 極砂粒
向ロ・ 2. 0 軟質

底・ 3. 8 1/1 
焼： 良好
色 橙褐色

口縁部：短く屈曲して外方に立ち上が外：口縁部～胴部下位回転ナデ／口縁第W区域
る／口端面平坦 部下位に沈線l／底面ナデ J39 ・ K39S8405 l／暗褐
胴部：上位で肩が張るI上位に突帯貼付内：口縁部～胴部下位回転ナデ後指 色土
底部：平坦 頭痕

備前焼の模倣品か
--------------------------------------------------------------

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第w区域
る／口端部内側に段あり 後指頭痕 K39/SB4051 
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部部分的スス付着

---....... 

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第w区域
る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 K39/SB4051 
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部部分的スス

付着

む

着
歪
付

く
ス

き
ス

~
5
1
大
部

涵
4
0
に
一

区
sB
状

部

品
N91
口
端

扇
KJ
片
口

託涵字面底ー
i

デ

デ

ェ
ナ
ナ

i

部
部

i

底
底

~~~ 

蒻
部

藷
縁

日
ロ
., ．．． 

i

外
内

-

t

ヽ
ズ
力．上玉ノ工止又

i

方
i

外
る

は
3

め

藉
収

こ｝＜
函
丸

i

線
は

面

部

底

応
い
唇
平

こ廿隷
ID
孤

口

る

底胃

言

6

1

2

昌

胃
7

昌

•••••••••••••••••••••• 
i

口
裔
底
焼
色

i

口
高
底
焼
色

＇ 

冒

誓

9

、

、

/
t

，
喜
”
ゲ
<
’
/
‘
‘

”
(
8
,
/

：,
5、
]

＆

g

3

ふ
て
、

1

7
 

ヽ

..•....•.••• ..ー一—. • .—• ● →一←—.................................................................................................................ー・—-• --• ----•ー・ーー・＾＾ 
口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部未調l第w区域
る／体部に段あり／口唇部は丸く収める整／底面中央に重ね字の墨書 ]38/S84051 
底部：平底 ］内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ／体部

にカブ・桃・柏の葉・蔓を墨書

-99-••••1-----------------1•五―------―五―i ―---

古・

瓦質
向． 4.5

80 1 底： 8．o 
香炉 焼： 良好

色： 黒色

‘、

釘
~
各

~
~
~
 

口： 7.I 

土師器高： l．8 
小皿 焼： 良好

色： 暗灰色

極砂粒
精緻

1/2 

極砂粒
軟質

1/1 
二：：：：：三王：1：：：□言三□詞：塁土

[I土師器旦 『： 冒 宮昇闘贋悶方へ立ち上か閂温喜］口喜；亨部ナテ翌悶80／下層
小皿 焼： 良好 l 4/5 底部：丸底 片口状に歪む

三姦 色： 橙褐色
.. ;;.,..--------------------------------------------------------------------------------------------------------------• -------------------------------------------------------------------------------------

口： 7. 2 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第w区域

83 1悶讐 、ご 贔l↑□ l畠［『悶は丸く収める l闘儡ョコナデ／底部ナデ J35/SB4080／下層

色： 橙褐色

口： 7.9

4ヽ
土師器尚： l．6 

，； 小皿 焼： 良好
ぃ〗 色： 淡橙褐色
iち',、:＇，"•r,•··,. --------------------------------------------
へ”へ'

汽`応--.姦x,賃 口： 9.0
さ，汝〖”.,． 高： I.5 85忍士師器 底： 4．7 

小皿 焼： 良好

色： 淡橙褐色

土師器
高

86 I小皿雷

色：

極砂粒

軟質
1/1 

極砂粒

軟質
5/6 

．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
口： 8. 4 | 極砂粒

2.0 軟質

贔 1/1

白褐色

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第w区域
る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 J38/SB4080／下層
底部：丸底 内：口縁部～底部ミガキ 片口状に歪む

.......—•—•..—• -----つ------• --• -• • -.．．．． ．---• --• -• --•ー・ー・—.．---•一．．．．．．一．．．．＾ •—... -—ユー・→．―-—-→‘-----、-• ----• ---.....• --• -.．．．-• --• -......• -• --•ー・・一
口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第w区域
る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 ]37 /S84080／下層

底部．平底 1内．口縁部ヨコナデ／底部ナデ I片口状に大きく歪む

口端部全周スス付着

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第1V区域
る！口端部受口状に屈曲／口唇部は丸 後指頭痕 J37 /SB4080／暗褐色土

く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む
底部：平底

．．．．．．．． ．．．．．．．．令．．．．．．．．．． ＇ 極砂粒..．I五縁部：直線状に斜め・外応五五が1外：口縁部ヨコヂデ屠培仁底蔀チ・デ第w区域 ． ．．．．．． 

軟質 る／口唇部は丸く収める 後指頭痕

1/1 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ
I J37/SB4080／炭層
片口状に歪む

口： 9. 0 
向に ・・ 2.0 

87 I土師器底： 4. 8 
小JIil 焼： 良好

色 淡橙褐色

口： 9.6 
高： 2 1 

土師器底 4. 0 〉べ細9、 I小皿 焼：

良好
色． 橙褐色

極砂粒 □緑部：やや内湾して斜め外方へ立ち 外：口縁部ヨコナデ／イ本部～底部未調第V区域
軟質 上がる／口唇部は丸く収める 整／型押し成形 136/S84048 
4/5 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部半周スス付着

1.... :.,.,. 
口： 9.2
高： 1.8

89I土師器底： 5．0 
小皿 焼： 良好

色： 淡橙褐色

極砂粒

軟質
1/1 

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／イ本部～底部ナデ第w区域
る／口端部内側に段あり／口唇部は丸 後指頭痕 J36/SB4048 
く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

底部：平底 口端部全周スス付着
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8. 第75次調査遺物

法量／焼成／色調 1------:~c:----胎土

残存

極砂粒
軟質
5/6 

口： 9.2 
古・

土師器
向． 2.0

小皿
底： 4.6 
焼： 良好
色： 橙褐色

口： 9.3

土師器
高： 2.0

小皿
底： 3.7 
焼： 良好
色： 橙褐色
................... .. 

口： 10.0 
ロ ・

土師器
回． 2.1 

小皿
底： 5.0 

焼： 良好

色： 淡橙褐色
................. 

口： 11.6 

閻： 2.8 

931 
土師器
小皿

底： 5.0 

焼： 良好
色： 橙褐色

．
 

口
高
底
焼
色

濃

碗

美
釉
茶

戸
鉄
目

瀬

天

12. 0 

6. 0 

贔
黒茶色

1
1
6
4
峠
立
〗3
7
詞
麟
冒
6

鱈
[
〗
2
3
晶
，
；
臼

•••••••••• 

-•••••••••• 

-•••••••••••••••••••••.•••••••••• 

口
高
底
焼
色
百
I

高
底
焼
色
日
犀
向
底
焼
色
百
I

吉
向
底
焼
色
白
I

高
底
焼
色

濃

碗五

聾

立

誓

暉

皿

誓

誓

瀬

天

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ／底部 第w区域
軟質 る／口端部内側に段あり 未調整／型押し成形 J37 /S84048／暗褐色土
1/1 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

極砂粒
軟質
5/6 

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第w区域
軟質 るI口端部外反／体部に段あり／口端部後指頭痕 J38/SB4048 
1/1 内側に段あり 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

底部：平底 口端部一部意図的に欠く？

緻

2／
 

精
ー

灰
i

6

8

0
好
↓

i
8
6
好
色

1
2
6
豆
良
リ
＂
丘
良
黒

ォ一

―
-

.

.

.

.

.

.

.

.

 
-

口
高
底
焼
色
~

麟
碗

精緻
2/3 

形状 調整／文様

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第w区域
る／口端部内側受口 後指頭痕 J37 /S84048 
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部部分的スス付着

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第IV区域
る／体部に段あり／口端部内側に段あり 後指頭痕 J37 /SB4048／暗褐色土
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部部分的スス付着

口縁部：内湾して外方へ立ち上がるII外：体部に線刻蓮花文
口唇部は丸く収める
底部：削出裔台／端面内側で接地

口縁部：やや内湾して外方へ立ち上が外：口縁部～体部下位回転ナデ
り、口端部で上方に屈曲。口唇部は内：口縁部～体部下位回転ナデ

短く外傾して丸く収める
高台：削出高台／中央凹む

精緻 口縁部：やや内湾して外方へ立ち上が外：口縁部～体部下位回転ナデ
4/5 り、口端部で上方に屁曲。口唇部は内：口縁部～体部下位回転ナデ

短く外傾して丸く収める
高台：削出高台

精緻 口縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ
1/4 立ち上がる！口端部外反／口唇部は丸

く収める
底部：削出高台

------------------------------------------------------------------
精緻 口縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ
1/8 立ち上がるI口端部外反／口唇部は丸

く収める
底部：削出高台

精緻 口縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ外：口端部に呉須圏線1／呉須文様
1/4 立ち上がる／口端部外反／口唇部は丸内：底部に圏線2／圏線内に唐草文

く収める
底部：削出高台／碁笥高台

単位：cm

出士地点---• • --• -• --• • -．. ----• ---• --”----

備 考

第w区域
K37 /S64048 
外：高台～底面露胎

精緻 口縁部：やや内湾して外方へ立ち上が外：口縁部～体部下位回転ナデ／体部第IV区域
3/4 り、口端部で上方に阿曲。口唇部は下位回転ヘラケズリ J35/SB4048／黄褐色土

短く外傾して丸く収める 内：口縁部～体部下位回転ナデ L36/SB4078／黄褐色土
外：体部下位露胎

第IV区域
J35/SB4048／黄褐色土
J36／床土
K35／床土
外：｛本部下位～底部
露胎
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

第IV区域
J37 /SB4048／黄褐色土
外：体部下位～底部

露胎

.................................. 

第IV区域
J37 /SB4048／暗褐色土
高台端面露胎

第w区域
J37 /SB4048／暗褐色土
]36／床土
]36／黄褐色土

裔台端面露胎
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

第w区域
J36/SB4048／黄褐色土
]36／床土
体部下位～高台露胎

．．． 

口
高
底
焼
色

冒

41. 0 
15.9 

店赤茶色

口： 7.0
． 
ロ・

土師器
回． I.5 

小皿
底： 2.0
焼： 良好
色： 淡橙褐色

精緻 口縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ外：口端部に呉須圏線l／呉須草花文 第W区域
1/2 立ち上がる／口端部外反／口唇部は丸内：口端部に圏線2／底面に国線2／圏 J37 /SB4048／暗褐色土

く収める 線内に十字文 K36 ・ 37／床土
底部：削出高台 M39／床土

体部下位～高台露胎

微砂粒 口縁部：直線状に外方へ開＜／口端面 外：口縁部～｛本部下位回転ナデ／底面第N区域
白色粒子 平坦／口端部内側に段あり 摩耗／体部中位に「八日市」墨書 K35/SB4049 
軟質 底部：平坦／体部下位に縄目痕 内：回転ナデ／幅2_7cm • 8条の播目／密／第1I区域

土師質 底面播目交差 J41／暗褐色土
1/2 シャープな仕上げ L43／暗褐色土
-＂ -- ^ ^  • ---• -• ーー・一ー・—- • ← -----• --• -----• • -.．--• -―→ ←ーし一―---• • --• --• --• ---← ----------•-----------ー・―---------------------ー・—- • --• -• --• ----• --→ ---------,--------------—←ユ極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第w区域
軟質 る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 K35/SB4049 
1/1 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口： 9. 0 

I高． 2.4 
土師器 底： 4. 0 
小皿焼： 良好

色： 淡橙褐色

極砂粒 口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち 外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第w区域
軟質 上がる／口唇部は丸く収める 後指頭痕 L37 /S84078 
3/4 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む
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N. 第74・ 75次調査

No I 器種 法量／焼成／色調I.....…--------------胎土
鱈
極砂粒

？？ 
•••••••• 

口
高
焼
色麿

土

2

3
好

色

9

2
良
橙

形状 調整／文様

竺：cm

出土地点---------------------・ •-· •-....---• -----
備考

8. 6 極砂粒 口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第W区域
2. 0 軟質 上がる／口唇部は丸く収める／口端部後指頭痕 K37/SB4078 
良好 1/1 に径0.3cmの穿孔2 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

橙褐色 底部：丸底

口： 8. 6 極砂粒

土師器 1塁： 召：｝ 竺
小皿 焼： 良好

色： 淡橙褐色

口： 11. 4 極砂粒

土師器 1塁 旦 門
小皿 焼： 良好

色： 淡橙褐色

口： 10.8 

土師器 I
高： 2.2

小皿
底： 5.7 

焼： 良好

色： 淡茶色

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／イ本部ナデ／底部 1第W区域
軟質 る／口端部外反／体部に段あり／口唇部未調整／型押し成形 L37/SB4078 
3/4 丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ

底部：平底／中央凹む

口： 9. 0 極砂粒
古・

土師器
回・ 2.0 軟質

小皿
底： 4.o I 1/1 
焼： 良好

色： 淡橙褐色
•••••••••• 

口
高
底
焼
色

皿

器

ヽ

而t
 

土

Jj

貪
り
・
・
ダ

ー
□
1
 

,
1
 

16. 4 

2. 7 

10. 0 

翡色

極砂粒

軟質

1/2 

口： 10. 0 極砂粒

112l冑讐I: ；： 9? 
焼： 良好

色： 淡橙褐色

口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち 外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第w区域
上がる／口唇部は丸く収める 後指頭痕 L37 /SB4078 
底部：丸底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部全周スス付着
内：全面スス付着

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第1V区域
る／口唇部丸く収める 後指頭痕 L37 /S84078 
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部部分的スス付着

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ／底部 第1V区域
る／体部に段あり／口唇部丸く収める 未調整／型押し成形 K37/SB4078 
底部：平底／中央凹む 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ

口： 9.0 

土師器 I
高： 2.1 

小皿
底： 4.2 
焼： 良好

色： 橙褐色

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部未調第1V区域
軟質 る／口端部やや外反／口唇部丸く収める整／型押し成形 L37/SB4078 
1/1 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部一部スス付着

緻

2／
 

堅
ー

色

6

5

2
好

緑

m

2
丘
良
黄浅

．．．．．．．．．． 

口
高
底
焼
色

釉
皿

灰

小

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第1V区域
る／口唇部丸く収める 後指頭痕 K36/SB4078／暗褐色土
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部全周スス付着

-------------------------------------
口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第1V区域
る／体部に段あり／口唇部丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ L37 /S84078 
底部：平底 外：底部周縁スス付着

内：底面黒斑

-----------------------------------
口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第1V区域
る／口端部で受口状に屈曲／口唇部丸く 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ L37/SB4078 
収める 片口状に歪む
底部：平底 口端部全周スス付着

口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部～体部下位回転ナデ／底面第W区域
る／口端部やや外反／口唇部は丸く収め回転ヘラ切り痕・輪トチン痕 L37/SB4078 
る 内：口縁部～体部下位回転ナデ 第V区域
底部：削出高台 I34／床土

口： 6.4 

青白磁 I
高： 2.0 

稜花皿
底： 2.4 
焼： 良好

色： 透青白色

.."'染付i[ >:I?' 1翌？嘉望翡嘉ぷ雷盆広仇温喜｝温悶儡喜悶畠l:心旦悶78／暗褐色土

皿
収める

焼：良好 底部：削出高台
I獅子文

色： 透青灰色
---------------.. 1.. ---------.... ______.. _____, _________.. ___________, ____________.... _.. _________............ __..  ________, _________________.. _______________________.. ___.... ____________.. _,........ _____________.. __...... _________ _ 

第w区域
朝鮮底：
鉢 焼： 良好

高 245601 1／讐下1潤誓諜誓贔幻誓贔釣l仇且靡記: |L36/SB4078／黄褐色土
面に斜行押圧／口端部下位に断面三角

色：暗茶黒色 形突帯がめぐる／一部斜行押圧

精緻 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が内：底部中央に呉須十字文／底面周縁第w区域
1/10以下 る／口端部は波状／口唇部は丸く収める釉露胎 L37/SB4078 

底部：削出高台／碁笥高台

微砂粒 口縁部：直線状に外方へ開く／口端面 外：口縁部～体部下位回転ナデ／底面第w区域
白色粒子 浅い凹面／口端部内側に段あり 摩耗 K34/SB4054 
軟質 底部：平坦／縄目痕 内：回転ナデ／幅3.0cm ・ 10条の播目／ L37/S84100 

土師質 粗／体部下位～底面摩耗／底面で播目

1口 l2 4 1 ;； 口縁部緩やかに内湾して斜め外方へ交差／ンャープな仕上げ 加区域
裔： -

白磁 底：
3.2 1/2 止ち上がる／口端部外反／口唇部は丸 I K34/SB4054 

皿
7. 4 く収める

焼：良好 底部：削出高台
色： 透灰白色

口： 36. 0 
向ロ． ・・ 11.0 

越前焼底： 16. 0 
播鉢 焼： 良好

色： 淡赤茶色
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8. 第75次調査遺物

単位．cm

No I 器種 I法晟／焼成／色調l-．．冑青----1 形状 調 整 ／ 文 様 I —-------—ー・備出土地点考．．．．．．．．．． 

ロ 15.0 精緻 口縁部．緩やかに内湾して斜め外方へ丸 第w区域
向に・ 3 3 1/3 立ち上がる！口端部外反／口唇部は K34/SB4054 

白磁 1底 8.6 く収める K34／褐色土（整地土）

皿焼' 良好 底部：削出高台

色・ 透灰白色
| I 

口・ 12 0 精緻 口縁部：内湾して外方へ立ち上がるI 外体部に鏑蓮花文 第w区域

青磁 高． 3. 5 1/10以下 口唇部は丸く収める L35/SV4067 

碗焼良好
色 オリーブ灰

直器.,1.底在「l........ I26I ..2 sI .l・ 極軟l砂/費l粒I底LIる絃！部体部部平直底に線段状あにり斜IIめ「1外竹方部へ丸{くi収ちめLがる1外痕内／底LILI緑緑部部禾部講ヨコ軟JJナナデデ／／体底記部・9デ・ァ後指頭lI第LI35端W/s区部v域4今06同9スス1寸若

小皿 焼： 良好

色・ 橙褐色

回ロ ・・ 8. 5 精緻 胴部：上位で肩が張る／短砲弾形 外．頸部～胴部上位～中位回転ナデ 第1V区域

鉄釉 最： 17. I 1/10以下 内・頸部～胴部上位～中位回転ナデ M38/SV4073／暗褐色土

壺焼： 良好 L38 ・ M38／床土

色： 黒茶色 124と同一個体

.. -----------------------------

胴部：短砲弾形
-------------------------

外：頸部～胴部上位回転ナデ／胴部最 第N区域回ロ ・・ 7.0 精緻
最： 17. 5 1/10以下 底部：平坦 下位回転ヘラケズリ／底面摩耗 M38/SV4073／暗褐色土

鉄釉 底： 13. 4 内胴部下位～底部回転ナデ M36 ・ 38／床土

壺焼： 良好 123と同一個体

色： 黒茶色

口： 23. 4 微砂粒 口縁部：直線状に外方へ開＜／口端面 外口縁部～体部下位回転ナデ／底面 第w区域

向ロ． ・・ 8.0 白色粒子 浅い凹面／口端部内側に段あり ナデ K40/SD4058 

越前焼底・ 11. 0 精緻 底部平坦／縄目痕 内．回転ナデ／幅2.4cm ・ 8条の播目／ N44 ・ 45／茶褐色土

播鉢焼： 良好 3/4 12本／底面で播目交差 外．ヤキムラ

色． 橙色

6. 0 
14.0 

良好
淡橙灰色

色

色
―

褐

6

0
好
緑
．

0

8
好

4

7

-

O

 

白

ー
ー
良
濁

i
t良

農
~
ー

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

高

最

焼

色

五

高

焼

色

”
壺
雪8

 
2
 

ー

徴砂粒

白色粒子

軟質
土師質
1/10以下

•—• ▲ → -• --．．--• 
精緻
1/6 

極砂粒

軟質

1/8 

底部：平坦／縄目痕

胴部：胴部上位で肩が張る

口縁部：直上へ短く立ち上がるI□唇
部は丸く収める
受部：平滑／幅1.1cm 

外：底面摩耗 第W区域
内：回転ナデ／幅3.0cm ・ II条の播目/I L39/SD4058 

密／底面で播目交差 M39/SD4058 

外：胴部回転ナデ
内：胴部回転ヘラケズリ

シャープな仕上げ

第w区域
J40/SD4058／褐色土

第V区域

839／礫混灰色粘土
-------------------------

外：口縁部～受部回転ナデ／体部ナデ／第W区域
受部下端ナデ後指頭痕 I39/SD4058 
内：口縁部～体部回転ナデ後指頭痕 外：体部スス付着

磁

碗
青

誓

越前焼
火鉢

口． 13. 0 
吉向 ・ 3. 4 
焼： 良好

色 灰オリーブ
---------------------
口： 11 6 
高． 3. 0 

底 4. 0 
焼 良好
色： 透緑黄色

口． 21. 0 

高 18 8 

底 19. 2 
焼： 良好

色・ 淡灰褐色

口 9. 1 
高： 2 1 

士師器底 3, 9 
小皿焼： 良好

色' 橙褐色
•• -------

口 9.0 
高： 2.2 

土師器底： 3. 7 
小皿焼： 良好

色： 橙褐色

口： 12.0 
瀬戸美濃高： 5.5 

鉄釉 焼： 良好
天目茶碗色： 黒茶色

精緻
1/10以下

精緻

1/6 

微砂粒

白色粒子
堅緻

1/3 

口縁部：内湾して外方へ立ち上がるI
口唇部は丸く収める

口縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ外：口端部に圏線I.呉須文様
立ち上がる／口唇部は丸く収める 内：底面周縁に圏線2／瀾線内に呉須

底部：削出高台／碁笥底 文

口縁部：やや外傾して直線状に上方へ外：口縁部～体部下位回転ナデ／底面第w区域
立ち上がる！口端面浅い凹面 摩耗 L33/SD4059 
体部：寸胴形 内：回転ナデ後指頭痕 L34-36／床土

底部：平坦 シャープな仕上げ

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ後指頭痕
軟質 る／口唇部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ

5/6 底部：平底

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ナデ後指頭痕

軟質 る／口唇部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ

5/6 底部：平底

精緻 口縁部：直線状に外方へ立ち上がり、 外：口縁部～体部下位回転ナデ

1/4 口端部で上方にやや屈曲／口唇部は短 内：口縁部～体部下位回転ナデ

く外傾し丸く収める

第w区域
L39 ・ M39 /SD4058/ 

下層

..．．．.．．．．．-→ →一→—- • --• -• -• --• -
第w区域
L39 ・ M39 /S04058 
外：底面露胎

第w区域
L33/SD4059 
片口状に歪む

口端部全周スス付着

第1V区域

L33/SD4059 
片口状に歪む
口端部1/3周スス付着

第w区域

L33/SD4059 
L35／下層
外：体部下位露胎
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N. 第74・ 75次調査

単位：cm

No I器種 I法量／焼成／色調1：土I 形状 1 調整／文様 I は土地；I 口． Il.0 堅緻 口縁部緩やかに内湾して外方へ立ち外：口縁部～体部下位回転ナデ／底面第w区域

滋灰釉 高： 2. 1 I 1/2 上がる／口端部やや外反／口唇部は丸輪トチン痕 L33/SD4059 

皿 塁 贔I I贔誓出高台 Iげ霜霜げ下位回転ナデ／底面 |X007

色： i炎黄緑色
．．ら•':••!·················t···c·······················

裔： 3.5 精緻 体部：寸胴形／直線状に上方へ立ち上が外：体部回転ナデ／底部周縁に条線2/ 第W区域

1 青磁底： 8.o I 1/8 る 脚外面に簡略化した獣面線刻 L33/SD4059 
香炉 焼： 良好 底部：底部周縁に三角板状に脚3／底面内：体部回転ナデ M33／床土

ゃ＇ 色：オリープ灰 中央で接地 外：底面露胎

拿 口： 23. 4 微砂粒 口縁部：直線状に外方へ開＜／口端面 外：口縁部～体部下位回転ナデ／底面第w区域
高： 8. 5 白色粒子 浅い凹面／口端部内側に段あり 摩耗 I35~38/SD4057 

向越前焼底： l2.0 堅緻 底部：平坦／縄目痕 内：回転ナデ／幅3.0cm.10条の播目／ J37／床土
播鉢焼：良好須恵質 シャープな仕上げ 第V区域

色： 暗灰色 1/8 I I I H36／床土

”&i身！讐； ii 言 瓢百靡認？方へ立ち上がi詈；；;;体部～底部ナデD̀；：
色： 淡橙褐色

1潤土師器畠 ft 1言 Iり9誓点醤悶環悶方へ立ち1仇甘翡二謬;;- I悶悶57／褐色土
'→小皿焼：良好 1/1 底部：丸底 片口状に歪む

色：橙褐色 口端部1/3周スス付着
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極砂粒 口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち外：口縁部～底部ナデ後ヘラケズリ 第W区域
軟質 上がる／口唇部は丸く収める 内：口縁部～底部ナデ I I35~38/SD4057 
3/4 底部：丸底
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8. 第75次調査遺物

法量／焼成／色調，．．

□: 10. 0 
回にコ・・ 2.3 

土師器 底： 4. 3 
小皿 焼： 良好

色： 淡茶色

胎土
← ---.――→ • 
残存

極砂粒
軟質
1/1 

口： 16. 0 極砂粒

土師器
高： 1. 9 軟質

盤
底： 10.o I t/4 
焼： 良好
色： 淡橙褐色

1
2
6
4

畠
1
2
6

畠
1
2
6

□
畠

•• 
口
高
底
焼
色
日
口
高
底
焼
色
日
口
高
底
焼
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濃

碗

濃

碗

i

濃

碗

美

釉

茶

美

釉

茶

i

美

釉

茶

戸

鉄

目

戸

鉄

目

一

戸

鉄

目

瀬

天

瀬

天

一

瀬
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5

叶
9
4
1
5
 

5
 

ー

1

:

A

 

形状 調 整 ／ 文 様

単位：cm

出土地点------------------------------------

備考

•••••• 口
裔
底
焼
色

濃美

釉

子

戸
鉄
瓶

瀬

4. 2 
7.4 

贔
茶黒色

精緻
2/3 

精緻

1/2 

精緻

1/8 

言9

精緻

2/3 

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ／底部 第w区域
る／体部に段あり／口唇部は丸く収める未調整／型押し成形 I38/SD4057 
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部全周スス付着

--------------- ---------------
口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第w区域
る！口唇部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ I35/SD4057／黄褐色土
底部：平底 外：底面黒斑

内：底面黒斑

--------・・・・・・・・・・・・・・・・・・・------
口縁部：直線状に外方へ立ち上がるI 外：口縁部～体部中位回転ナデ／体部第w区域
口端部で上方に屈曲。口唇部は短く 下位回転ヘラケズリ 137 ・ 38/SD4057 
外傾し丸く収める 内：口縁部～体部下位回転ナデ I38／床土
底部：削出高台／中央凹む 外：体部下位～底面

露胎

口縁部：直線状に外方へ立ち上がるI 外：口縁部～体部下位回転ナデ
口端部で上方に屈曲。口唇部は短く 内：口縁部～体部下位回転ナデ

外傾し丸く収める
底部：削出裔台／中央凹む

口縁部：直線状に外方へ立ち上がるI 外：口縁部～体部下位回転ナデ
口端部で上方にやや屈曲。口唇部は 内：口縁部～体部下位回転ナデ
短く外傾し丸く収める
底部：削出高台／中央凹む

第w区域
I35-38/SD4057 
外：体部下位～底面

露胎

................................ 

第w区域
I39/SD4057／褐色土
I37／床土
外：体部下位～底面
露胎

口縁部：外反して斜め上方へ立ち上が外：口縁部～体部下位回転ナデ／体部第w区域
る！口唇部丸く収める 下位回転ヘラケズリ／底面回転ヘラ切 I37/S04057 
体部：フラスコ形／体部下位で張る り J34 ・ K34／床土
底部：平坦 内：口緑部～体部下位回転ナデ K36／暗褐色土

K38／床土
K39/SB4051 
外：体部下位～底面
露胎

精緻 口縁部・内湾して外方へ立ち上がるI
-----------------------------------------------------

口： 15. 0 第w区域

青磁 古豆・ 5.0 1/2 口唇部は丸く収める 138 ・ 39/S04057／褐色

碗 底． 6. 6 底部：削出高台／端面内側で接地 土

焼： 良好 外高台端面～底面

色： 淡オリープ灰 露胎
------

口縁部：内湾して外方へ立ち上がるI
→→------------------------------------------------------------------------------

口： 13. 6 精緻 第IV区域

青磁 向ロ・・ 5.4 1/3 口唇部は丸く収める I38/SD4057／褐色土

碗 底． 4. 4 底部：削出高台／端面内側で接地 外．体部下位～底面

焼： 良好 露胎

色： オリープ灰
-------------------------------

口縁部緩やかに内湾して外方へ立ち
ユー―--------------------------------------------------------

口： 11. 4 楕緻 第IV区域

白磁 底高：： 
2.4 1/8 上がる／口端部外反／口唇部は丸く I34/SD4057 

6. 0 収める 外高台端面～底面
皿焼： 良好 底部：削出高台 露胎

色： 透灰色
•• ------• ----

精緻
・・ロる縁／口部唇：部や丸や内く収湾めしてる外方へ立ち上がI外様内帯：口口／端体端部部部ににに呉呉呉須須須芭圏圏線線蕉2文l／圏線内に文．．．l． K第I3387W//SS区DV域44005727 (SB4078) 

口 14. 6 

1591 染付 ）高 3.8 
1/6 

碗 焼． 良好

:....... ¥.................. 色・ 透青灰色

ロ 15. 2 精緻 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち

裔 2. 1 1/8 上がる！口端部外反／口唇部は丸く収

1601 染付 ［底 9.0 める
皿 焼． 良好 底部：削出高台

色． 透白色

＋古回・． 7 7 
--------------------

胴部：短砲弾形／内傾して上方へ立ち精緻

朝鮮底： 17. 0 1/10以下 上がる

壺焼： 良好 底部：平坦
色： 黒褐色

極砂粒 口縁部：内湾して外方へ立ち上がるI
白色粒子 口端部外側は突帯状に成形／口端面は

精緻 平坦
1/2 底部：削出高台

外：口端部に呉須国線2／体部に呉須
草花文
内：口端部に呉須圏線l／体部に呉須
草花文／底面に呉須圏線2／圏線内に
呉須文様

-I -------------------

外：胴部下位回転ナデ
内：胴部下位回転ナデ／底面ナデ

口： 27.4 
古・

朝鮮
回・ 11. 5 

鉢
底： 14_4 

焼： 良好
色： 暗赤茶色

面；―――悶．0―-----l一微砂粒―--lー脚部：脚杜面は直線状ーに贔外方入開―-lー外：脚菰チ亨 ------------

焼： 良好 軟質 ＜／脚裾部は屈曲して外方へ開く 内：脚部ナデ後ヘラケズリ
色： 淡赤茶色 1/10以下 弥生時代後期末～古墳時代前期の高杯

第IV区域
I35-38/SD4057 
J35／床士

口： 6・2 微砂粒

裔・ 11. 0 白色粒子
越前焼 底： 7. 8 精緻
壺焼： 良好 4/5 

色： 灰黒色

第w区域
I39/SD4057 
外・内：体部下位～底
面自然釉
....→ -.......... 

外：口縁部～胴部下位回転ナデ／底面第w区域
摩耗 I34/SD4057 
内：口縁部回転ナデ／胴部上位～底面 J36/SB4048／黄褐色土
ナデ 外：底面露胎

内：口縁部一部露胎

第w区域
K36/SE4061 

口縁部：直線状に短く外反して立ち上外：口縁部～胴部中位回転ナデ／胴部第W区域
がる／口唇部は丸く収める 下位回転ヘラケズリ／胴部上位に2種 K36/SE4061
胴部：上位で肩が張る 類のヘラ記号／底部未調整 ]36/S84048／黄褐色土
底部：平坦 内：口縁部～胴部下位回転ナデ／胴部外：胴部上位降灰

下位指頭痕 内：胴部下位降灰
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w．第74・ 75次調査

胎土
No I 器種 I法量／焼成／色調1―------残----存-----------

口： 9. 0 極砂粒
高： 1.8 軟質

土師器 1底： 5. 3 1/1 
小皿焼： 良好

色： 淡橙褐色

口： 11. 8 極砂粒
高： 2. 6 軟質

土師器 1底： 5. 7 5/6 
小皿焼： 良好

色： 淡茶色

口： 11.6 
高： 2.0 

土師器底： 5.5 
小皿 焼： 良好

色： 橙褐色

形状 調整／文様

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
る／体部に段あり／口唇部は丸く収める後指頭痕 F33/SB4043 
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部一部スス付着

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
軟質 る／口端部やや外反／口唇部は丸く収め後指頭痕 G33/SB4043 
3/4 る 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

底部：平底 外：体部スス付着
内：体部スス付着

口： 12. 8 極砂粒
高： 2.3

土師器 1底： 7．0 5/6 
軟質

小皿 焼： 良好

色： 淡褐白色

口： 10. 6 極砂粒
高： 2. 3 軟質

土師器底： 5. 0 
小皿 焼： 良好 1/1 

色： 淡橙褐色

口： 10. 8 極砂粒

土師器1:: :•; ↑， 
小皿 焼： 良好

色： i炎黄褐色

口： 10. 8 極砂粒
高： 2. 0 軟質

土師器底： 5. 0 
小皿 焼： 良好 1/1 

色： 淡橙褐色
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[
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品
6
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口
高
底
焼
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i

口
高
底
焼
色

i

口
高
底
焼
色

i

口
高
底
焼
色

守

守

守

守

単位：cm

出土地点-----------------------------------------
備考

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第W区域
る／口端部内側に受口状の段あり／体 痕 K36/SE4061 
部に段あり 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に大きく歪む
底部：平底 口縁部2ヶ所に意図的な剥離痕

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
る／口端部内側に受口状の段あり／体後指頭痕 F32/SB4043 
部に段あり 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む
底部：平底

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 F33/SB4043 
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部全周スス付着

··············．．．響•----------------
口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
る／口端部やや外反／口唇部は丸く収後指頭痕 F33/SB4043 
める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む
底部：平底 底面に白色残留物 口端部全周スス付着

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
る／体部に段あり／口唇部は丸く収める後指頭痕 G32/SB4043 
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部3/4周スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
軟質 る／口端部やや外反／口唇部は丸く収め後指頭痕 F32/SB4043 
1/1 る 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

底部：平底 口端部全周スス付着

------------．．．．．．．．．．．-----
極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
軟質 る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 F32/SB4043 
1/1 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部全周スス付着

.................．----------
極砂粒 口縁部：内湾して斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
軟質 る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 G32/SB4043／灰層
1/1 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ X008 

片口状に歪む

極砂粒 口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
軟質 上がる／口唇部は丸く収める 後指頭痕 F33/SB4043 
1/1 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部半周スス付着

.....，．．，--·:………·-•―'石戸ー・----7渾―----l--―麗砂藉―――ー一日贔蔀河薔じぞ恥翫這豆嘉ー外：―-五緑蔀―ご磁蔀ヂ承筏藉頭祇―--------―ーー第V藝…—-----------------．．

土師器 1底：
高： l．5 軟質 る／口唇部は丸く収める l内：口縁部～底部ナデ

小皿 焼： 良好
3 0 1/l l底部平底 l悶 霜 雲 き く 歪 む

色： 淡橙褐色

口： 7.6 極砂粒
高： 1. 7 軟質

土師器底： 3.5 1/1 
小皿焼： 良好

色： 橙褐色

口縁部直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 1 632/SB4043／灰色粘土
底部：平底 内：口緑部ヨコナデ／底部ナデ

着付ス
む
ス

-
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口
高
底
焼
色

麿
土
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8. 第75次調査遺物

法量／焼成／色調・---•--------- ---•-胎土
1 残存

旦〗;1 冒
土師器底： 4. 2 I s/6 
小皿 焼： 良好

色： 橙褐色

口 8 9 極砂粒
高： 2 0 軟質

土師器底． 4. 0 5/6 
小皿焼 良好

色： 橙褐色
_________________) _________________________ 

口' 9. 2 極砂粒
高 2. 0 軟質

土師器底： 4. 3 1/1 
小皿 焼． 良好

色： 橙褐色

口： 30. 0 堅緻 口縁部：直線状に外方へ開＜／口端部外：口縁部～底部回転ナデ

高： 6．5 1/8 内側は上方へ立ち上がる／口縁部片口 内：口縁部～底部回転ナデ
灰釉 焼： 良好

捏鉢 色： 褐緑色

口： 10.8 

灰釉 高： 6．4 

碗
底： 5.2 
焼： 良好

色： 浅黄緑色
^ • ---l -• -• -• --• -• -• ---• -• ・ • • • • ← -． 

尚： 9.0 
底： 2.4

叫灰釉焼： 良好
皿 色：浅黄緑色

高： 12.0 

底： 2.5

1851 誓底： 6．8 
焼： 良好

色： 浅黄緑色

．

．

．

 

口
高
焼
色

濃美
釉
入

戸

鉄

茶

瀬

6
 

8
 

ー＇
 
ぶ

f

ぶ

ぐ

淡

3.6 

贔
黒茶色

堅緻

2/3 

堅緻

2/3 

堅緻

1/5 

極砂粒

精緻

1/8 

形状 調整／文様

単位：cm

出土地点------------------------------

備＿考

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
る！口唇部は丸く収める 後指頭痕 F32/SB4043 
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部全周スス付着

口縁部直線状に斜め外方へ立ち上がり外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 F33/SB4043 
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
る／口端部やや外反I□端部内側に段後指頭痕 F33/S84043 
あり 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

底部：平底 口端部4/5周スス付箸

1
2
1
2
5

詞
〗□2
6
詞
門
｀
年2
2
晶

••••••••• 

,
．
,
 
•••••••••.••••••••••••••••••• 

口
高
底
焼
色
五
裔
底
焼
色
日
裔
底
焼
色
ふ
向
底
焼
色

誓

誓

誓

譴

杯

口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち 外： D縁部～体部下位回転ナデ

上がる／口唇部は丸く収める 内：口縁部回転ナデ

第V区域

G32/SB4043／灰色粘土

G32／灰色粘土

G32／炭混粘土
外：底面露胎／トチン痕

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち外：口縁部～体部下位回転ナデ 第V区域
上がる／口端部やや外反／口唇部は丸内：口縁部回転ナデ I633/SB4043／灰色粘土
く収める G32／炭混粘土

底部：削出裔台

口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち外：口縁部～体部下位回転ナデ

上がる／口端部やや外反／口唇部は丸内：口縁部回転ナデ

く収める

底部：削出高台

口縁部：内傾／内湾／口唇部は短く外傾外：口縁部～体部下位回転ナデ

し丸く収める 1内：口縁部～体部下位回転ナデ

体部：体部上位で張る

精緻 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち

1/4 上がる／口端部外反／口唇部は丸く収

める

底部：削出高台

第V区域
G32/SB4043／灰色粘土

H31／灰色粘士

外：体部下位露胎

内：体部下位摩耗
---------------
第V区域
G33/SB4043 
G33／炭混粘土

H32／炭混粘土

外底面露胎

口' 14.2 

青磁 裔 5.0 
碗焼・ 良好

色． オリーブ灰
--------------------
口． 11. 2 

青磁 底高：
2 6 
4.2 

皿 焼： 良好

色 灰オリープ

口． 14.9 

裔 16. 9 
越前焼底： 12. 9 
壺焼： 良好

色： 濃茶色

精緻 口縁部：体部下位で内湾して直線状に外：口縁部～体部に浅い鏑蓮花文

1/10以下 外方へ立ち上がるI口唇部は丸く収 内：口縁部～体部貰入

める

・ • -‘● ● → ・ •.....---• --．．．．.. ・ • ----------.．--• --

精緻 口縁部：体部下位で屈曲／口端部外反バ内：底部に陰刻

1/4 口唇部は丸く収める

底部：削出高台／端面平坦

精緻 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち

1/8 上がる／口端部外反／口唇部は丸く収

める

底部：削出高台

精緻 口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち

1/2 上がる／口端部外反／口唇部は丸く収

める

底部：削出高台

精緻

1/8 

口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち I外：高台端面外側面取り

上がる

底部：削出高台

極砂粒 口縁部：短く阻曲／口端面は平坦

白色粒子 胴部：寸胴形／上位で肩が張る

精緻 底部：平坦

1/8 

第V区域
F33/SB4043／炭混粘土

外：体部中位露胎

内：体部上・下位露胎
----• --• -・ • -----
第V区域
F34/SB4043 
H33／床土

• -・ • ----• --• -・ • -----
第V区域
F33/SB4043／炭混粘土
外：裔台端面～底面

露胎

• -・ • -• --• --• -・ • ------------• -
第V区域
F34/SB4043／床土

G33/SB4043／床土

G35／炭層

外：高台端面露胎
-----------------
第V区域
F33/SB4043／炭混粘土
外：高台端面露胎

第V区域
F34/S84043／炭混粘土

E33 ・ 34／床士

I35／床土

外：高台端面露胎

第V区域
D33/SB4044 
J37床土

外：高台端面露胎
．．．．．．．．．．．．．．．．→ .^.．．.．．．．．.．.．.．....．． 

外：口縁部～胴部下位回転ナデ／底面第V区域
未調整 H33/SB4045 
内：口縁部～胴部下位回転ナデ／胴部 H35/SB4053
中位ユビナデ／シャープな仕上げ 外：胴部上位降灰

内：胴部中・下位降灰
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IV. 第74・ 75次調査

No I 器種 法量／焼成／色調1------';::Z-------胎土

残存

極砂粒

” 色

8
0
0
好
褐

&

2

4
良
橙淡

．．．．．．．．．． 

口
高
底
焼
色

麿土
~
＇
~
~
 

“
 

,¥,1 

形状 調整／文様

単位：cm

出土地点-----------------------------------------

備考

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
る／口端部内側に段あり 後指頭痕 G33/SB4045 
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ ロ端部全周スス付着

］ 口： 8．8 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
高： 1. 9 軟質 る／口唇部は丸く収める 後指頭痕 G33/SB4045 

195土師器底： 4．o l/1 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む
小皿焼：良好 口端部1/4周スス付着

色： 橙褐色

0
1
0
好
色

良
橙

0
2
5
 

ー
•••••••••• 

口
高
底
焼
色

悶

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ／底部 第V区域
軟質 る／口唇部は丸く収める 未調整／型押し成形 H32/SB4045 
1/2 底部：平底 内：口縁部～底部ナデ 片口状に歪む

口端部全周スス付着

口： 11. 6 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ／底部 第V区域
高： 2. 5 軟質 る／口端部やや外反／体部に段あり／口未調整／型押し成形 H32/SB4045 

土師器底： 4. o I 3/4 唇部は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む
小皿焼：良好 底部：平底／中央凹む 口端部全周スス付着

色： 淡橙褐色

6

8

4
好
紅

9

4
…
良
暗

．．．．．．．．．． 

口
高
底
焼
色

濃

碗

美
釉
茶

戸
鉄
目

瀬

天圏

精緻 口縁部：直線状に外方へ立ち上がり、 1外：口縁部～体部下位回転ナデ
1/2 口端部で上方に屈曲。口唇部は短く 内：口縁部～体部下位回転ナデ

外傾し丸く収める

暉l瓦質土器l焼： 良好 軟質 I底部：雲形脚残存
火鉢 色： 灰黒色 1/10以下

．．．．．．．．．．．口： 五：．6．．．．．．．．．精緻•..I．．五緑砿緩やかに丙薔言冠外方~I柑面蔀．に鏑花文

白磁 I 
高： 2. 7 I 1110以下 立ち上がる／口端部で外方に屈曲／口内：体部に鏑花文
底： 9.6 

稜花皿
唇部は丸く収める

焼：良好 底部：削出高台
色： 透白色

外：脚部面取り

第V区域
H32/SB4045 
第w区域
外：体部下位～底面
露胎
--------------------・・------------
第V区域
H34/SB4045／灰色粘土
・・-・・・・-・--・・・・・・-・・-----・--
第V区域
G33/SB4045／床土
外：高台端面露胎

．
 

．
 

＇ ．
 

．
 

＇ ．
 

．．
 

．
 

f
5
 

,"~ 

冒
晶

．．．．．．．．．． 

口
高
底
焼
色

暉
皿

精緻 I口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち
1/3 上がる／口端部外反／口唇部は丸く収

める
底部：削出高台

第V区域
H32/SB4045／床土
外：高台端面露胎

．．．令●●●ざ1 - ．．．t••口： 12.0......I....…精緻 ．I-石緑蔀涌湾［そ翫亨虹ガ函i.....mi端部・暉直線．2／圏練丙ピ斜 第v―区域―..-- -

染付 I 
高： 4. 2 I t/4 口唇部丸く収める 行文／体部に呉須菅文 H33/SB4045／床土G34/

碗 悶ぶ色 1塁贔端9に呉須隠線l I[！i詈〗
4617

討
[
3
8

履
[

7

1

呂
羞

••••••••••.••••••••••.••••••••••••••••••••• 
口
高
底
焼
色
五
高
底
焼
色
五
高
底
焼
色
一
口
高
底
焼
色

讐

誓

讐

微砂粒 口縁部：直線状に外方へ開く／口端面外：口縁部～体部下位回転ナデ
白色粒子 は平坦／口端部内側は凹状の段をもつ内：口縁部～体部中位回転ナデ／幅
軟質 底部：平坦／縄目痕 2. 3cm ・ 9条の播目／体部下位摩耗

土師質 シャープな仕上げ
1/6 

口： 12.6

土師器高： 2. 0 
小皿 1焼： 良好

色： 茶褐色

微砂粒 口縁部：直線状に外方へ開く／口端面外：口縁部～体部回転ナデ 第V区域
白色粒子 は平坦／口端部内側は条線の段をもつ内：口縁部～体部回転ナデ／幅2.9cm I G34/SB4053／灰色粘土

堅緻 底部：平坦／縄目痕 •9条の播目／シャープな仕上げ H33／灰色粘土
2/3 I I I B33/SS4008 

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部～底部ミガキ
軟質 る／口端部内側に段あり 内：口縁部～底部ミガキ
1/1 底部：平底 全体に白い化粧土をかけている

第V区域
I33/S84053／炭混粘土
I32／茶褐色土
132 ・ 33／床土

第V区域
G34/SB4053／炭混粘土
片口状に歪む

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
軟質 る／口端部内側に段あり 後指頭痕 H36/S84053 
5/6 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部全周スス付着

----------------+---------------------------•--------------------------------------------------------------------------------------------·------------------------------------------------------------------·---------------------
口： 8.2 極砂粒 口縁部直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域

土師器 塁： 2．0 1 軟質 Iる／口唇部は丸く収める I後指頭痕 H34/SB4053／炭混粘土
小皿 1 3.5 l/1 底部：平底

焼： 良好
内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ I片口状に歪む

口端部半周スス付着
色： 橙褐色

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が 1外：口縁部～体部ミガキ 1第V区域．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

軟質 る／口端部受口状に屈曲／口唇部は丸 内：口縁部～体部ミガキ／金箔残存 G34/SB4053／灰色粘土
1/10以下 く収める
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胎土
No I 器種 I 法量／焼成／色調 I•---•-残---存-•---..--• 

7. 4 堅緻

16. 6 1/3 
良好

暗赤茶色
高． ＿＿＿＿五0------, 精緻

白磁 底' 3. 8 1/8 
杯 焼： 良好

色 透白灰色------------• -• -• -• -• -• -l. ---• --• -
口． II. 3 精緻

裔： 2.I 1/6 

211 I白磁 底： 5. 6 
皿 焼： 良好

色： 透灰白色
------------ ------,―--------------
口： II. 0 精緻

高： 2.5 1/6 

212l 白磁 底 6. 2 
皿 焼： 良好

色・ 透白色

ロ―.--------11--4--1 
精緻

白磁 底古向： 25. . 4 I 
1/8 

皿焼不良

色． 透灰色

島→ ー・ー・—•-6.．2 • ---• -l-... 精緻

朝鮮底． 17. 8 1/6 
壺 焼・ 良好

色 暗赤茶色

口 8.5 極砂粒

土師器 底高'
1. 8 軟質

4 8 3/4 
小皿焼 良好

色： 白褐色

口_. ・・・9.・4・・・・・・1・・極砂粒

裔・ 1 9 軟質
土師器底 4. 0 5/6 
小皿焼 良好

色・ 淡橙褐色

l師器 1羹u:・ ~ ~ 8 l ・8; | 極？砂月粒

小皿 焼： 良好

色． 橙褐色

口• --8. 8 ----l一極砂粒
高： 1 8 軟質

土師器底 4. 6 1/1 
小皿 焼： 良好

色 白褐色-------------l -----
口： 8. 4 極砂粒

高' 1 8 軟質
土師器底 4. 0 1/1 
小皿焼 良好

色： 橙褐色

l師 器ぃ闊 ，'"5・ ●： 3 |胃5/6 

小皿 焼： 良好

色 橙褐色

l師器塁u． l[ l.; 0| ． 極？砂?粒

小JII1 焼 良好

色・ 橙褐色

8. 第75次調査遺物

形状 調整／文様

胴部：内湾して直線状に上方へ立ち上外：胴部下位回転ヘラケズリ／底部中
がる 央ナデ／底部周縁回転ヘラケズリ

底部：削出高台 内：口縁部～底部回転ナデ

体部：平面八角形／面取り

底部：削出高台／割り断台

八角杯

........................................ 

口縁部：緩やかに外反して斜め外方へ

立ち上がる／口唇部は丸く収める

底部：削出高台

口縁部：緩やかに外反して斜め外方へ
立ち上がる／口端部外反／口唇部は丸

く収める
底部：削出高台

口縁部：緩やかに外反して斜め外方
へ立ち上がる／口端部外反／口唇部は

丸く収める

底部：削出高台

内：トチン痕4ヶ所

単位：cm

出土地点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

備 考
第V区域
G34/SB4053／灰色粘土
G34／整地土
H35・36／床土
-ュ--• --• -• --• -• • --• -------
第V区域
H36/SB4053／炭混粘土

第V区域
I34/SB4053／床土

外：高台端面露胎

第V区域
H34/SB4053／床土

H35 ・ 36／床土
外：高台端面露胎

第V区域
134/S84053／床土

E35／床土
外：高台端面露胎

底部：平坦／中央凹む I外：胴部下位回転ナデ後指頭痕／底部第V区域
にトチン痕 G34/SB4053／炭混粘土

内：胴部回転ナデ／底部ナデ E36／床土
外：裔台端面露胎

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
る／口端部内側に段あり 後指頭痕 G35/SB4046／下層
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
る／口端部内側に段あり 後指頭痕 G35/SB4046／下層
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部3ヶ所スス付着

--------------・- -----------------
口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
る／口端部受口状に屈曲／口唇部丸後指頭痕 G35/SB4046／下層
く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む
底部：平底 口端部一部スス付着

··································································•········································· 
口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
る／口唇部丸く収める 後指頭痕 [ G35/SB4046／下層
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部1/3周スス付着

................................... 

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
る／口端部内側に段あり／口唇部丸く収後指頭痕 G35/SB4046／下層
める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ ロ端部1/4周スス付着

底部：平底

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
る／体部に段あり／口唇部は丸く収める後指頭痕 G35/S84046 
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第V区域
る／口端部外反／体部に段あり／口唇部痕／底部未調整／型押し成形 G35/SB4046／下層
は丸く収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む
底部：平底 口端部部分的スス付着

------------------------—•. • -.．--• ---------
口： 6.0 極砂粒 口縁部直上へ短く立ち上がる／口唇 外：口縁部～受部ヨコナデ／体部ナデ第V区域

軟質 部は丸く収める 1内：口縁部～体部ナデ I G35/SB4046／下層土師器高： 3. 0 
羽釜 焼： 良好

色： 橙褐色.. ・・・・-・-・-・--------
天： 10.0 

瓦質 裔： 3. 7 

香炉 焼： 良好

色： 黒色------------··---•-··-·-·-·----····-·-·-． 

晶： 3.3 

瓦質 底： 21. 0 
鉢 焼： 良好

色： 黒色

1/10以下 受部：平滑／幅I.1cm 

精緻 口縁部：寸胴形／直線状に上方へ立ち 外：口縁部～体部回転ナデ後黒色磨 第V区域
1/10以下 上がる！口唇部は丸く収める 研／体部に菊花文2 I G35/S84046／下層

内：口縁部～体部回転ナデ後黒色

磨研

極砂粒 底部：脚部周縁に幅0.5cmの突帯がめ 外：底面ナデ

軟質ぐる 内：底面ナデ

1/10以下

第V区域
G36/S84046／炭混粘土
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N. 第74・ 75次調査

法量／焼成／色調•-------•-------------胎土I 残存 1 形状 1 調整／文様

青磁底： 5．4 1/8 

高： 3.8 | 精緻 I口縁部：内湾して外方へ立ち上がる I外：体部に浅い線刻蓮花文

碗 焼：不良
色： 賠オリープ灰

単位：cm

出土地点-----------------------------------------
備考

第V区域

G36/SB4046 
外：高台端面～底面露胎
内：底面中央露胎

外：口縁部～胴部中位回転ナデ／胴部第V区域
上位に2種類のヘラ記号／胴部下位へ I39/SB4047 
ラナデ J38／暗褐色土
内：口縁部～胴部下位回転ナデ 第V区域

H35/SB4047 
G35 ・ H36 ・ 37／床土
外：口縁部～胴部下位
自然釉

内：口縁部降灰／胴部
中位～底部降灰／剥

: I 1三I翌1：言旦：［／／／／；／：1［二戸言;:這ここス下ス:,着

越前焼

壺

臼
12

品

．．．．．．．．．．．． 

口
裔
最
底
焼
色

微砂粒 口縁部：短く外傾して立ち上がる／口
白色粒子 端面は平坦
精緻 胴部：中位で大きく張る
2/3 底部：平坦

口： 37.0 

高： 48.1 
最： 46.2 

底： 17.4 

焼： 良好

色： 暗灰黒色

•••••••••• 
口
高
底
焼
色

雪

40. 8 

17. 0 

届
淡茶色

口： 9.4 
裔： 1.9 

土師器底： 4. 9 
小皿 焼： 良好

色： 淡橙褐色
------.......．..．.．-------
口： 9.0 
高： 2.1 

土師器底： 4. 0 
小皿 焼： 良好

色： 淡橙褐色
..．．．-------------------
口： 9.2 

土師器高： 2. 2 
小皿 焼： 良好

色： 橙褐色

口：

ベ高：

叫守は
色： 色褐

子女

0

7

8

 

．． 

白

8

1

3
良

微砂粒 口縁部：短く外反して立ち上がる／口 外：口縁部～胴部下位ナデ／朋部上位
白色粒子 端面は平坦／口端部内側に段あり に1種類のヘラ記号（本）／底面ナデ
精緻 胴部：中位で大きく張る 内：口縁部～胴部ナデ／幅8.0cmの粘
1/2 底部：平坦 土板輪積み9~11段／指頭痕7段

微砂粒 口縁部：直線状に外方へ開く／口端面
白色粒子 は平坦／口端部内側に沈線
軟質 底部：平坦／縄目痕
3/4 

第V区域

I39/SA4042 
第1V区域

K37/SB4078 
外：口縁部～胴部下位
自然釉

内：口縁部降灰／胴部
中位～底部降灰

外：口縁部～体部下位回転ナデ／体部第V区域
下位～底面摩耗 C-E39/SA4042 
内：口縁部～体部中位回転ナデ／体部内：体部上位スス付着
下位摩耗／幅2.8cm • 9条の播目／密／
底面に播目／シャープな仕上げ

言ー『五縁薔面糠祓に西虹這戸噂五緑正―五―玉可―]伝蔀―二磁部芋デ第V区域

3/4 贔誓紐／口端部内側に段あり 1闘門贔ョコナデ／底部ナデ I I39/SA4042 

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
軟質 る／口唇部丸く収める 後指頭痕 I39/SA4042 
4/5 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部全周スス付着

極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
軟質 る／口唇部丸く収める 後指頭痕 I39/SA4042 
3/4 底部：丸底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部全周スス付着
----------------------------------------------------------------------•------------------------------------------------------------------·---------------------
極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
軟質 る／口唇部丸く収める 後指頭痕 I39/SA4042 
1/1 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

‘→ ....t•I―--------．．．．．．．．r•---•-.. ．．…••••----------I ―----•••------------•-「......…- --------.......-•-•----------------.......---------•-...「…·□:-------……•••------------------．．．．．．．．----------••「·………••------口： 9. 0 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第V区域
．．．．．．．．．．．．．．．．．．
 

高
底
焼
色
一
高
底
底
焼
色

守

暉

皿

子
色

幻
褐

0

5

 

．． 

橙

2

4

 

灰プ

8

4

0
良
l

m
2
6
不
リォ賠

／
 

質
ー

軟
ー

緻2／ 
精ー

口： 10. 6 極砂粒
高： 2.5 軟質

土師器 1底： 5. 2 1/1 
小皿焼： 良好

色： 橙褐色

る／口端部やや外傾／口唇部丸く収める痕／底部未調整／型押し成形
底部：平底 1内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ

I39/SA4042 
片口状に歪む
口端部全周スス付着

口縁部：緩やかに内湾して外方へ立ち外：口縁部～体部下位回転ナデ／底面第V区域
上がる／口端部やや外反／口唇部は丸輪トチン痕 H36/SE4060 
く収める 内：口縁部～体部下位回転ナデ H33/SB4045 
底部：削出高台 片口状に歪む

口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
る／口唇部丸く収める 後指頭痕 H36/SE4060 
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部全周スス付着
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8. 第75次調査遺物

No I 器種

口： 10.2 

238I土師器底：
之高： 2.6

小皿焼： 贔
色： 淡橙褐色

法量／焼成／色調1------'.;:;,;::---胎土

残存

極砂粒
軟質
1/3 

形状 調整／文様

単位：cm

出土地点----------------・・ ・-・・--------------

備考
口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部ナデ後指頭第V区域
る／体部に段あり／口唇部丸く収める 痕／底部未調整／型押し成形 H36/SE4060 
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部全周スス付着

越前焼
壺

14157̀
[ 

•••••••••• 
高
最
底
焼
色

1
3
:
[
5
5
1
0

畠

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

1
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.
 

高
最
底
焼
色
白
I

高
最
焼
色

焼

焼

前

壺

前

瓶

越

越

口：

越前焼高：
壺焼：

色：

9

0
好
色

1
3
t
良
黒

口： 43.0 

高： 17.5 

越前焼底： 16. 0 

播鉢 焼： 良好
色： 淡赤茶色

越前焼
播鉢

叙

~45 
越前焼

翠 1 播鉢

2461 
青磁

輪花盤

誓

2481悶

越前焼
甕

口： 33. 0 
高： II. 0 
底： 16. 0 
焼． 良好

色' 暗灰色

口・ 33. 4 
高． 11. 4 
底・ 17. 0 
焼： 良好
色． 淡赤茶色
"--------------------
口： 20. 0 
向に・・ 4. 5 
底： 11. 6 
焼： 良好
色： オリープ灰

口： 16 6 
向に・・ 6. 0 
底： 5. 5 
焼： 良好
色： 明灰色

向ロ・・ 1. 5 
底： 9. 0 
焼： 良好
色： 濃黄緑色

口： 27 2 
古向・・ 34. 5 
取Eヨ．・ 43 8 
底： 25. 0 
焼： 良好
色： 灰黒色

極砂粒 口縁部：短く屈曲／口端面は平坦
白色粒子 胴部：寸胴形／上位で肩が張る

精緻

1/5 

極砂粒
白色粒子

精緻

1/2 

外：口縁部～胴部上位回転ナデ
内：口縁部～胴部上位回転ナデ
シャープな仕上げ
備前焼の模倣品？

微砂粒 口縁部：短く外反して屈曲／口唇部丸く 外：口縁部～胴部中位回転ナデ
白色粒子収める 内：口縁部～胴部中位回転ナデ後ユ

精緻 胴部：扁球形／上位で肩が張る！環状双ビナデ

1/4 耳

極砂粒
白色粒子

精緻

1/2 

第V区域

H36/SE4060 
H35/SB4046 

口縁部：短く屈曲して上方へ立ち上が外：口縁部～胴部下位回転ナデ／底面第V区域
る 未調整 H36/SE4060 

胴部：球形／上位で肩が張る 内：口縁部～胴部下位回転ナデ後胴外：胴部上位降灰／底面
底部：平坦 部指頭痕 スス付着

第V区域

H36/SE4060 
第w区域
134/S04057 
外：口縁部～胴部自然
釉
・ • -.．-• --• ----• -

口縁部：短く外反して上方へ立ち上が外：口縁部回転ナデ 第V区域
る 内：口縁部回転ナデ／胴部上位指頭痕 H36/SE4060

C35／黒色上
外・内：口縁部自然釉

微砂粒 口縁部：直線状に外方へ開＜／口端面外：口縁部回転ナデ／体部回転ヘラケ第V区域
白色粒子 は平坦／口端部内側に凹線状の段ありズリ／体部下位回転ナデ／底面摩耗 H36/SE4060 

堅緻 底部：平坦／縄目痕 内：口縁部～体部下位回転ナデ／幅 第W区域

1/2 I I 2. 8cm ・ 8条の播目／体部上位にヨコ 133/SD4057 
播目／底面に播目／シャープな仕上げ !34/S84053

K34 ・ L33/SB4054 
•—• •—• •—• --• ---------

微砂粒 口縁部：直線状に外方へ開＜／口端面外：口縁部～体部回転ナデ／底面摩耗第V区域
白色粒子 は平坦／口端部内側に凹線状の段あり 内：口縁部～体部下位回転ナデ／体部 H36/SE4060 

堅緻 底部：平坦／縄目痕 中位～下位摩耗／幅2.6cm ・ 8条の播且 139/SA4042
須恵質 ／体部中位にヨコ播目／底面に播目/ [ H36／床土
1/2 シャープな仕上げ
........ --—• ● ● •—..--.．-• --• ----—• -.．．-• • --• --• --•..... → --.. ̂.．--.．．．．--• ---• -→. ---• -.．--• -• -----•.... -—• -.. ---.．--• ---.．------. . →. -• --•—• •—• •—• -•.. .. ← ^ ----- • -- • --•ー・

微砂粒 口縁部：直線状に外方へ開＜／口端面外：口縁部～体部回転ナデ／底面ナデ／第V区域
白色粒子 は丸みをもつ／口端部内側に凹線状の底面周縁摩耗 H36/SE4060 

堅緻 段あり 内：口縁部～体部下位回転ナデ／幅2.8[H36／床土
2/3 底部：平坦／縄目痕 cm・ 12条の播目／底面に播目交差／ 第W区域

シャープな仕上げ 135-38/S04057 
..ー・• -.．-• • --• --• --•.. ← --—←ー・一●●ー● ●ー—•----.．---―←.. ^．．．-• • --.．-.．..． . ------.．-.．．．--• -• --• --← -----. ^ ^  • -• • -• --• --• -• --. --. .̂．-• --• • -• --• --• ----.—ー・一●ー・

精緻 口縁部緩やかに内湾して斜め外方へ外：底面に放射状のケガキ 第V区域
1/4 立ち上がるI口唇部は丸く収める／口内：底面周縁に陰刻花文 H36/SE4060 

言雷富こ 成形 I ；言雷こ面露胎

堅緻 口縁部：緩やかに内湾して斜め外方へ外：口縁部～体部中位回転ナデ／体部第V区域

1/2 立ち上がる／口唇部は丸く収める 下位回転ヘラケズリ H36/SE4060 
底部：削出高台 内：口縁部～底部／灰色地に白いハケ第IV区域

メを一巡描＜／底面にトチン痕 M37 ・ 38／褐色土
L35／黄褐色士
外：高台端面摩耗

極砂粒 I底部：削出高台
堅緻

1/3 

微砂粒 口縁部：短く阻曲して立ち上がるIロ
白色粒子 端面は平坦

堅緻 桐部：上位で大きく張る
1/2 底部：平坦

外：底部トチン痕
内：底面中央に菊花文押印

第V区域

I39/SF4063 

外：底面露胎

口： 6.8 

土師器 1高： l．6 
小皿 焼： 良好

色： 淡橙褐色

極砂粒 口縁部：やや内湾して斜め外方へ立ち
軟質 上がる／口唇部丸く収める
1/1 底部：丸底

口： 8. 4 極砂粒
高： 2. 0 軟質

土師器底： 4. 3 5/6 
小皿焼： 良好

色： 淡茶色

外：口縁部～胴部下位ナデ／底面スノ 第V区域
コ状圧痕／底面周縁ユビナデ H36/SE4060 
内：口縁部回転ナデ／胴部中位回転ナ C-I39/SA4042 

デ後指頭痕／胴部下位～底部ナデ 第w区域
M34/SV4070 
K36/SE4061 
外：胴部上位降灰
外・内／タール付着

外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
後指頭痕 H32/SX4081 

内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む
口端部一部スス付着

D縁部直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域

る！口唇部丸く収める 後指頭痕 H32/SX4081 
底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む

口端部半周スス付着
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N. 第74・ 75次調査

器種

口： 9.0 
高： 2.0 
底： 4.2
焼： 良好

色： 橙褐色

口： 面：．．．．．．．．．．．．餌砂粒．．．．．百祓蔀：直練函五5外方這豆↑・『和口縁部百五平亨／体部～底紐ナデ第V区域

高： 2. 3 軟質 る／口端部内側に段あり／口唇部丸く後指頭痕 H32/SX4081 
底： 4. o I 5/6 収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む
焼：良好 底部：平底 口端部半周スス付着
色： 橙褐色
---------------.....．．．．．．.....．．---------.................• -----......... 
口： 8. 8 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
高： 2. 4 軟質 る／口唇部丸く収める 後指頭痕 H32/SX4081 
底： 4. 3 I 1/t 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む
焼：良好 外．内：スス付着
色： 茶色

”.‘吋•--..............l••---------..............

口： 10. 6 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
高： 2.6 軟質 る／口端部内側に段あり／口唇部丸く後指頭痕 H32/SX4081 
底： 5. o I 5/6 収める 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む
焼：良好 底部：平底 内：スス付着
色： 淡橙褐色
..,．．..．..... -------------• ・ • ・・ ----------------...-----------------------• ---, • ------- -......．・ ---------......................................... 
口： II. 0 極砂粒 口縁部：直線状に斜め外方へ立ち上が外：口縁部ヨコナデ／体部～底部ナデ第V区域
高： 2. 0 軟質 る／体部に段あり／口唇部丸く収める後指頭痕 H32/SX4081 
底： 5. 5 I 2;3 底部：平底 内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ 片口状に歪む
焼： 良好

.疇.....I．．．．．．． 百：．．！衷：：色 極砂粒 口縁部．直線状に斜め外方又立ち上が面日緑部ヨコ・チ亨／体部～底部ナデ第V区域

ぉ7土師器
： 高： 2. 2 軟質 る／体部に段あり／口唇部丸く収める内：口縁部ヨコナデ／底部ナデ H32/SX4081 

小皿底： 5．4 1/1 底部：平底 片口状に歪む
焼：良好 口端部3/4周スス付着
色： 橙褐色

土師器

小皿

土師器
小皿

土師器

小皿

上師器
小皿

胄讐

法量／焼成／色調1----~
胎土

鱈
極砂粒
軟質
5/6 

単位：cm

出土地点-----------------------------------------

備考
口縁部：直線状に斜め外方へ立ち玉が外：口縁部ヨコナーデ／体部～底部ナデ第V区域

髯：内側に段あり／口唇部丸<I閉門贔ョコナデ／底部ナデ 1鳳瓢ス付着

形 状 調整／文様

土製品(PL.74 

No 器種 .. 幅 ··•i·· 孔. ．残 I 材質
特徴

高 i厚 存 色調
出土地点

四·心•｀ざ,.＾、8.苓1. 土鈴 3. 0 0. 2 土師質外：ナデ

第w区域

・・・・・・・・・・・・・・・・・・3・・.・・3 ・・・・・0・.3 ..2/3 ..白褐色..鈴内口'ナはデ孔／シと直ボ交リ
I38/SD4057 

．磁．．玲さ芯”全9心立•: ト＇ 土鈴 3. 2 0. 2 土師質 外：ナデ

--第-w区域----------

・・・・・・・・・・・・・・・・・・3・・. ・・4 ・・・・0. 3 ..2../..3 .....白褐色..鈴内口・ナはデ孔／シと平ボ行リ
I39/SD4057 

函這 2. 9 0. 2 土師質 外：ナデ
-第--w区域--------

3. 0 0. 2 2/3 橙褐色内'ナデ／シボリ L33/SD4059 

._:...................... ___......,_.... ___ ------------------------外鈴口：ナはデ孔と平行 第w区域----------

碕”T}1 土鈴 2. 7 0. 2 2/3 土師質内：ナデ／シボリ K37/SV4072 
3. 4 0. 3 白褐色鈴口は孔と直交

径I.2cmの土師珠

第54図） 単位：cm 単位：cm

器種
残

存

孔
一
厚

・
9
9
9
9
●
9
9
9
,

＇ 

幌
高

質

調
材

色
特 徴 出土地点

灯心押さえI2.4 | °.3 1/1 1土師質
o. 4 Io. 4 暗灰色

.............. !........ 
越前焼の破片 1第V区域
を砥石に転用 F32／床土
／片面に3.4cm 
x 2. 7cmx 0. 5 
cmの突起面を
削出

裏・左右側面
磨面／上下端
面摩耗

砥石状
土製品
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8. 第75次調査遺物

質材
残

存

厚
i

重

9
9
9
9
9
●
9
9
9
9
,
 

長
幅

特徴

単位：cm/g
--丁

出土地点

単位：cm/g

No I 器種 1--:・・・i・・!・・・I: I 材質
特徴 出土地点

小柄
5. s I o. 2 表面：魚子打 第N区域
l. 3 - 1/2 銅製品 J36/SB4048 

······················•·········•········•················•········································· 

282責金具| 3 5 0 2 1/1 銅製品喜晨虐喜賢謬訂区域
2. 0 15. 15 

・・ •念 葉飾りが付く.... ································•········•················•································· 
中央に長1.6cm x幡第W区域

切羽
3. 5 I 0. 1 
1.8 

1/1 銅製品 o. 6cmの切込／鎮・
付着物あり

H38／床土
···················•········•················•································· 

棒状金具 100,90 -8 — 銅製品塁記ば□iにV表土

i天金具II:J:I::~~:~- ．．ー 銅貞嘉．．．紺板―... ．哀王―------．．．．．

····································•········•················•··························•·············· 

ロ 口縁部：内湾して上 第W区域
方へ屈曲／蓮弁16 K37/SB4048 

菊皿 I 
5. 0 I 0. 1 

1/1 銅製品
内：底面中央に斜行

高ー 格子文線刻／鍍金

2. 7 
裔台：径2.2cm／高0.7
cm／紅皿または憧子

菊皿 I 
2. 6 Io. 05 底郎：中央に径 第w区域

2. 2 I -
1/8 銅製品 0. 2cmの穿孔 K37/SB4078／炭混

暗褐色土
···-·-······----·-•---·-·-·•-·-··-·--·--·-··•···----------···----·-·-·--·-·-··-

飾金具 3.o o.3 1/1 銅製品環状金具 表土
2. 0 I -·--··-·••·-·-··-··-·-----•---·-·-··•·-·-·-··-•-·-·-··-•---------·----·-•----·----·-··-···-·-------,-----·-·-·--·-·--·-····-·· 

289§1飾金具『：i-05 ー 銅製品悶輩｛［ドニ閤喜混誓土
---·-·••·-··-···--·-----··--·-·-·-··-·-·········-···- -・-------・--・-・-・----・-・--・-・・・ -- ・・・・・・・・-・-・--・----・-・・・・ 

形状：長楕円形／中第W区域

飾金具
3. 6 10-05 央に膨らみ／縁は J36／暗褐色土
2.0 2. 5 1/l 銅製品平坦／円文16／中央

に径0.8cmの穿孔
-・--・-・--・-・・・・・・・・ --・・・
形状：長楕1り形／中 第w区域
央に膨らみ／緑は平

銅製品 I坦／円文!6
J36／暗褐色七

中央に径0.9cm(J)穿
孔／鍍金・漆付着-----+--·--·----·-···•-··-·--------·-·-·-------+---··-·-····-·---

12韓引手金具1u1°こ1I 111 I銅製品けl手の底金具
第w区域
J35／黄褐色土

石製品・骨角製品 (PL.75 第55-57図）

| 1 i去量・（最大値:..．．I残存 翡
長径！短径！厚！重 材質

調整•特徴 備考

単位：cm

出土地点

駒石

賽子

温石

石硯

＂夕、
奴/

2971 石硯

臼
臼

石
上

風炉

石盤

1. 9 I 1. 9 

11. 5 I 4. 9 

13. 3 I 6. 9 

風炉 I 22. s I 高
12. 0 

-,  15. 8 

石盤 I 
口径
29. 5 

0. 4 • -

1.011.011.0 

18. o I 4. 8 I 2. I 

径
〇

底
⑬o

定
11
推

裔
．

径

4
ロ⑬

1/2 

-,  4/5 

2. 4' ― 

1. 0'-

9？ 虚・……・I "硯 l8 2 lふ9 l 13. — 

砥石 I 11. 5 I 5 s I 5. s, -

3OO 砥石 I 9. o I 4. o I 4. o, -

:•・......

301 1 石鬼 I 14. 2 I 14. 2 I 3. s, — 

1/1 

鹿角？ I形状：円形／半身欠損

譴--------------------------------------------------------------------------------
鹿角？I形状板状の直方体／上下端部欠損／表 砥面4

裏面・左右側面は研面 粒度：密
薄桃色

硬質
中砥／左右側辺の

砥面／粗い擦痕----------------------------------------------------------------------•------------------------------------,-----------------· 
形状：板状の直方体／上位に径0.7cmの研面6 第w区域

闘円孔を穿つ 石鍋の転用品 l。40／表土

硬質
研面：表襄面・左右側面・上下端面／下 表花押「春・侶・仙」の線刻

端部・左側面に粗い擦痕 裏：重ね字の線刻---------------•-----------------------------------------------------------------------,--------------------------------
形状：板状 全体平滑 第V区域

粘板岩

I灰黒色
額幅1.0cm、裔さ0.8 岡：摩滅／海：摩滅/I H34/SB4053 

1/2 硬質周縁幅0.4cm、高さI.0cm 墨付着 床土

挿手処あり--・-------・--・・--・・-・・・・・・・・・. 

全体平滑 第V区域
岡：摩滅／海：摩滅／ 排士

墨付着

挿手処あり
―------------------

全体平滑
岡：摩滅

挿手処あり

粘板岩
形状：板状

，1/2 |暗灰色
額幅1.8cm、高さ2.2 

硬質
周縁幅o.4cm、高さ2.3cm 

脚部幅0.8cm、高さ0.9cm ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
粘板岩形状：板状／額欠損

2/3 青灰色周縁幅0.3cm、高さ 1.3cm 

硬質 脚部幅0.8cm、高さo.4cm ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
凝灰岩形状：柱状直方体／上端部欠損

2/3 黒灰色砥面／表裏面・左右側面・下端面

硬質 断面四角形·············•······················································ 
凝灰岩形状：柱状直方体／下端部欠損

111 I灰褐色砥面／表裏面・左右側面・上端面

軟質 断面六角形

l/10 1笏谷石石嵐の髪

以下
淡緑灰色上から側縁は弧状に成形／下は波状に

軟質 成形......................... 

形状：扁平円柱

上面：上面は平坦／上面周縁帯は厚さ
2. 5cm、高さ2.9cmと推定／中心と周縁

笏谷石帯の間に長方形の物入れを1つ穿つ／

ー ，3/4 I淡青緑色物入れは上下面から穿孔
軟質 側面：側面中位左右に長方形の挽柄穴

を設ける
下面：下面は軸受穴を中心に凹面

砥面5
粒度：密

中砥
.. --.．---
砥面6
粒度：密

荒砥
-------- -----
全体平滑

第1V区域

J35／床土

第1V区域

K38/SB4051 

第V区域

C39/SA4042 

炭混灰色粘土-----------!----------------------
第V区域
H36/SE4060 

第w区域

M34/SV4074 

床土. -・--・--------・ 
第w区域
L33/SD4059 

主溝は7分画し、 1分 第W区域

画に右下がりの副 L44/SS4066
溝を5~9条刻む。
分画は不均ー／主
溝幅3-4mm、深さ

1. 2mm。溝の断面は

V字形周縁上面大半

破損。意図的に破
壊している
···································•·················· 

笏谷石
口縁部：短く上方へ立ち上がる／口唇部外：タタキ 第W区域

J38/SB4051 
, 1/6 I淡緑灰色

は平坦 内：粗いタタキ

軟質
― 胴部：上位大きく張るI逆三角形の透外： D縁部スス付着 J37/SB4048

孔3ヶ所 炭層·············'······································································+·······················•······························ 

高 I II10 
笏谷石口縁部：内傾して立ち上がる！口唇部は外：平滑 第V区域

37.6 | 4.5 一 淡緑灰色平坦／口端部内側は平坦 内：内面粗いタタキ I36／床土
8. 0 以下

軟質·············•···················· 

笏谷石
形状：円形

s. o I - I 
1/10 外：平滑／口縁部幅2.0cm／底面タタキ

以下
淡青緑色

軟質
内：体部平滑／底面周縁タタキ

底部に高さ3.0cmの脚部あり... L..............,.................................................................................. 

笏谷石
形状：楕円形

高 外：平滑／口縁部幅2.5cm／体部タタキ／

18. 0 
19. s I - I 1/8 明緑灰色

軟質
底面粗いタタキ

内：体部平滑／底面平滑

第w区 域

M34/SV4074 

床土

第V区域
I36/SD4057 
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w．第74・ 75次調査

単位：cm

No I 器種 1-•-------―一巴竺(E竺1----;----1 残存 翡
長径｝短径！厚 i重 材質

＇ 

調整•特徴 備考 出土地点

形状：円形

口径 高 底径 I-I 314 I笏谷石外：平滑／口縁部幅l.9cm／体部平滑／底
37. 4 I 14. 7 I 32. 2 

- I 3/4 淡青緑色部粗いタタキ
軟質 内：体部タタキ／底面タタキ

底部丘窟＿き--2_•--2gn烈既形脚＿部＿3＿を所
形状：楕円形

口径 底径 笏谷石外：平滑／口縁部幅I.5cm／体部平滑／底
石盤 I 4o. o 

高
10. 0 

38.ol - 11/4 淡青緑色部粗いタタキ
推定 推定 軟質内：体部平滑／底面タタキ

底部に高さI.8cmの脚部4ヶ所-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------
形状：楕円形 全体平滑／外面底部第V区域

口径 笏谷石外：平滑／口縁部幅3.4cm／体部～底部タスス付着 1 H36/SE4060 
石盤 I 4o. o 

高 26.5 
10. I 推定

1/4 淡緑灰色タキ
推定 軟質内：体部平滑／底面平滑

l内面スス付着

----------------底部に高さI.3cmの脚部推定4ヶ所------------------------------------------------------------
笏谷石 D形バンドコの蓋

バンドコ|門|閃 |3~7 I -I 516 I i炎茶白色外：笠状に成形／加工痕
軟震＿・内：身と接合する周縁に段／右隅欠損-------- ------------------------------------------------------------------

笏谷石 D形バンドコの蓋
5/6 |i炎緑灰色外：笠状に成形／加工痕

軟質 内：身と接合する周縁に段／正面欠損------------------------------------------------------------------------------
D形バンドコの蓋

バンドコ 1横幅 1奥行 1 高 1 笏谷石外：笠状に成形／平滑／中央に径l.ocmの
13. 3 I 11. 8 I 2. 4 

- I 5/6 淡緑灰色円形透孔3ヶ所
軟質 内：身と接合する周縁に段をつくる／

正面欠損---------------------------------------------------------------------
0形バンドコの体部／ 外：被熱して茶褐色第V区域

横幅 1奥行 1 高 1笏谷石外：平滑／正面に長さ4.5cmX幅1.3cmの に変色 E33/SB4043 
バンドコ 124.8 18.8 11.。I-I 112 茶褐色長方形透孔が5ヶ所（推定）／左右側底部 炭混土（整地土下）

軟質 に脚

..3,．． ．． I• --|―-1 |―----I -I------1ー、迂＿＿闊嘉は・磁藷が残存 厚さ7.8cmの板石状第V区域"4 井戸枠 19.61,:'n I 15.3 
高 ＿ 1/10 内：ホゾ穴は幅8.0cm、深さ5.0cm（推定） に加工した井戸枠 C-E39/SA4042淡緑青色
14. 0 以下 外：平滑／内：平滑 がホゾ穴に接合し覆土軟質

たと推定

全体平滑 第V区域
外：口縁部スス付着 G34/SB4053
内：口縁部・底面中炭混土
央スス付着

全体平滑 第V区域
H36／床土

外：被熱して淡茶白第V区域
色に変色 I36／ガラ石

第V区域
H36/SE4060 

第V区域
C-E39/SA4042 
覆土

木製品(PL.75 第 57図） 樹種同定：渡邊英明

．．法晨．｀：：・1 残存 1—ー．―-木取 ・

幅 i材厚 樹種

単位：cm

特徴 土
点

出
地

横櫛 13.5 •ご．．．．．．． 1／4..響．．．．．．．．― .櫛歯6本残存／漆被膜のみ残存 第w区域

2. 2 I o. 2 未同定 I39／床土
•-----• ---• ----・ •---------------------．．- ••----•-• --------............. ----.．．．．．．.....------------------------------• ----------．．．......．-----------．...．．．．．.．．．．-----...．．．．．.. ・・・ ----------．．．．．．.. 
桶 23.7 1/10 板目 底板：円形／表面：加工痕／裏面：加工痕／中央付近に径0.2の円孔2ヶ所 第V区域
底板 ―5:•6--•--------｀ー•• 以下 ―--・・・・ビ・フぷ―•―周縁：木釘が一部残存 H36/SE4060 

....----------------------・・ ••-----•--------..............•-----............------------------•--------------------................. •--......................-----------..........-----• -----------------••----- -• 
19. 6 板目

足板：上・下端面の左右は隅丸に成形／上端側に鼻緒孔として径1.0cm 第w区域
雪下駄 1--------------------．．．．．．．．．．．． 4/5 ..........---------•-----• の円孔を穿つ／左側辺下位の踵欠損 J38/SB4051 

表面：平滑／ 灰色粘士
8.0 l.5 スギ 裏面：平滑

-．........．．．．--・ ••---.............•---•------------．....-----• ------------• -..．．．......-----..................----• --•---.......------------------•----.... -------------------．．．............-------..................• ----•----.............--•----
14. 3 板目

足板：上・下端面の左右は隅丸に成形／上端側に鼻緒孔として径0.5cm 第V区域
雪下駄 I••----•-----•-．．．．．．．．．．．．．-•--• 4/5 .-••---•------------------ の円孔を穿つ／左側辺下位の踵欠損 G33/SB4045 

6. 6 I o. 5 スギ
表面：平滑／左側辺上位に拇指痕 灰層

裏面：平滑··············•·····•··•····························· 
17.5 板目

足板：上・下端面の左右は隅丸に成形／上端側に鼻緒孔として径1.2cm 第W区域

雪下駄 1•••-----------•-...............- 4/5 ..------------------•一●●●一 の円孔を穿つ／右側辺中位欠損 1 J39/SB4041 

8. 1 I 1. 6 スギ
表面：平滑
裏面：平滑------------• ---・.......．・ •-•噸• ・・ • •-• ---------• ------• ------------•--

塁□|• 4.9.．．．― 1/1 柾目．．．麟閏雷を斜めに面取 百岱旦悶51
4.8 0. 7 スギ 灰色粘土・・ •-• ----------------•-.......................... ---------• -------------------------．．．．．．........ •--............---------------------• -------------------................—·········································· 

口縁部
2. 0 柾目取り

体部は緩やかに内湾して立ち上がる／口端部でやや外反する 第V区域
漆器皿 I8. 9 体部外面：朱漆 F32/SB4043 --•••----------- ---•-........... 4/5......--------------------

5.8 0.3 未同定
底部外面：高台高o.5cm／裔台端面：漆ハゲ／黒漆地／中央に朱漆で「相」 灰層
体部内面：朱漆 XOlO ------• --............••---- ---.......-• ---•--• -------..．．．．.....---................---• --------------------------．．．.....．．．．．．-----．．．.....．．．．．．．-------•-----------------------------..................................-•-

口縁部 体部は緩やかに内湾して立ち上がる 第W区域3. 3 横木取り
漆器皿 I--......----•------------....... l/4 .......-•----------------- 体部外面：朱漆 L37 /SB4078 

6. 6 I o. 5 ケヤキ
底部外面：高台高0.7cm／高台端面：漆ハゲ／黒漆地／中央に朱点 炭層

体部内面：朱漆------------•-........... --•--········ --• ---------------........-----.............-•-------------------------•----................--．．．．........ •----------------• -•--• ---------------............... •---............--------
口縁部 体部は内湾して斜め外方へ立ち上がる 第V区域4. 0 柾目取り

漆器椀 1-•--1邑見．．．．．．．．．—••----- 1/10 -------•----．．．．．．．．．．．．ー一体部外面：黒漆地 H36/SE4060 

0. 4 
以下

トチノキ
体部内面：黒漆地／中央と底面周縁に朱漆で文様を描く

繊維 8
5
 

t-?i 
0. 2 未同定

繊維が折りたたまれている 第w区域
L37/SB4048 
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8. 第75次調査遺物

銭貨(PL.66 ・ 67 第 45・ 46図）

No I種類1法量（最大値）・1残
台帳番号径 i厚 i重存

特徴

単位：cm/g

出上地点

第V区域
G33/S84045 

唐
開元通賓I 2. s lo. d 3. 4 I 111 I初鋳621年
5616 X009地点／灰層

............ 
唐 第W区域

開元通賓 2.4lo. lll 3.1 I 111初鋳621年 J35／黄褐色士
13552 整地層

—····· ---------------------—噸ー―--------
開元通賓 唐 第V区域
5683 2.410.1312.21111初鋳621年 G34／床土

...．．．．．．．----------.....．．．．．．．．．．-----------------.........-------------------------------------
唐 第V区域

開元通賓
2. 5 10. 1613.211/1 初鋳621年 G34/SB4053 

5921 炭混土（整地層下）
-------------------------------------------．．．．．．．・ •-------------．．．．．．．．．．......------..．．．．．．．．．．．．．．．．．．．-----

唐 第V区域
開元通賓 初鋳621年 G34/SB4053 
6041 

2. 5 10. 1012.411/1 
灰層

-....．-------------------------••--------------
開元通賓 唐 第W区域
13524 

2. 4 Io. 12 I 3. 3 1111初鋳621年 J35／床土
.．．．．．..．．．．．．．．....-----------................-----..............-------------------．．．．．．-------

唐 第W区域
開元通賓 2.4 lo. d 3. l I 111初鋳621年 J35／黄褐色土
13561 整地層

--------............------------．．.........．．．．．．------............------------------.....-----------------
唐 第W区域

開元通賓
13559 

2. 4 lo. l l I 2. 9 11/1 初鋳621年 J35／黄褐色土
整地層

-----...．．．．．．．．．．．．-----------............．．．．-----.............---------------------------------
開元通賓 唐 第W区域
13525 

2. 3 10. 121 2. 4 I l/1初鋳621年 J35／床土
.........--------•-...........- ---------------------------------------------......-------------

開元通賓 唐 第W区域
14047 2. 4 10. ll I 3. 0 I l/1初鋳621年 J36 
-----------------•••-- -------------------．......．---------．．．．．．．.....------------．．．．．．．．．----

開元通賓 唐 第W区域
14639 

2.410.1113.o 1111初鋳621年 J37 /SB4048 
• ----------------------------------．．．．．...．．... ---...．.........．------------------------------• 

開元通賓 唐 第W区域
15976 

2. 5 10. 1212.51111初鋳621年 K35/SB4049 
...．．．．．．．．．--------.....．．．．---•------ -------・ •---------------.............-- ---．．．．．．....... 

唐 第V区域
開元通賓 2.3lo.osl 2.0 I 111初鋳621年 634/SB4053 
5917 炭混土（整地層下）

-------------．．．....-------------............-------．．．．．．．．．．．-----------------------------------
唐 第V区域

開元通賓
2. 3 10. 131 3. 6 紀地銭845年 G33/SB4045 

5609 背文京ー X009地点／灰層
• -.．．．．．．．．．．．．．．．.. ---..．..．．．．..．.. ------------------------------------.．．....．. ------.．．．..．．..． 

唐 第V区域
軋元重賓 2.4lo. 1012.2 I 111初鋳758年 G33/SB4045 
5590 X009地点／灰層

------------.．．．....-----------．．．．．．．．．．．．---------...---------------------........------.．．．．．．．．．．．．．．．-------
南唐 第V区域

唐国通賓 2.4lo. 1013.3 I l/1初鋳959年 633/SB4045 
5618 X009地点／灰層

...------------- ----• ●●-- • -------- --------- ・.......．---.........．．-------------------------------• 
北宋 第V区域

太平通賓 2.4lo. 1013.0 I 111初鋳976年 634/SB4053 
5938 炭混土（整地層下）

..........----------．．．．．.......--------------.....•---------・.....．．．．-----------------------------------
北宋 第N区域

淳化元賓 2.4 Io. 12 I 3. s I 111初鋳990年 J35／黄褐色土
13562 整地層

.....-•........- ---------------・ 
北宋 第V区域

淳化元賓 2.4lo. 1013.6 I l/t初鋳990年 G33/SB4045 
5608 X009地点／灰層

---.............．----............-------------．．... • --------．．．．．．．．．-----------------------------
北宋 第V区域

至道元賓 初鋳995年 H33/SB4053 
7405 

2. 5 I0.1012.411/1 
炭混土

--..............．---．．．．．．．．．．-------------．．．．．．．．-----..........------------------------------............．．---
至道元賓 北宋 第W区域
14064 

2.5 I0.1013, l I l/1初鋳995年 J36 
........ ~......................................,................ 

咸平元賓
北宋 第W区域

14087 
2. 4 10. 091 2. 1 I 1/1初鋳998年 J36/SB4048 

------.．．．．．....．．．----．．........---------------..．-------..........------------------------------
咸平元賓 北宋 第W区域
14641 

2.410.1113,411/1初鋳998年 J37/SB4048 
.．．．．．．-------------• -----------------....... ------．．．．．. ----------------.......．. ---.．．．．....．----

北宋 第V区域
景徳元賓

2. 4 Io. 121 3. 3 I 1/1 初鋳1004年 G33/SB4045 
5588 X009地点／灰層

No I-．慧扇1法量虫．値k-l残
台帳番号径 i厚 i重存

特徴

単位：cm/g

出土地点

北宋 第V区域

景徳元賓 2.4 I 0. ll I 3. 0 I 111初鋳1004年 G33/SB4045 
5605 X009地点／灰層

-------•---------,----------------
北宋 第V区域

景徳元賓 2.4 lo. 1013. 0 I 111初鋳1004年 633/SB4045 
5607 X009地点／灰層

----------------~--------·--·----------------------------,-----------------
北宋 第V区域

景徳元賓 2.510. ll 13. 2 I 111初鋳1004年 633/SB4045 
5610 X009地点／灰層

-------------~-------------------· 
北宋 第V区域

景徳元賓
2.4 IO. lll 3. l I l/l 初鋳1004年 H33/SB4053 

7398 炭混土
----------------~--------·--------------------------------------------

北宋 第V区域
祥符元賓 2.410. ll I 3. 1 I 111初鋳1009年 F33/SB4043 
3590 炭混土整地層

~--------------
北宋 第V区域

祥符元賓 2.510.0912.911/1初鋳1009年 633/SB4045 
5596 X009地点／灰層

---------~---------
北宋 第V区域

祥符元賓
2.4 IO. IOI 1.911/1 初鋳1009年 G34/S84053 

5937 炭混土（整地層下）
------------------

祥符元賓 北宋 第V区域
12455 

2. 4 I 0. ll I 2. 0 I 4/5初鋳1009年 I39／暗褐色土
~----•-------------------------------,------------------------· 

北宋 第W区域
祥符通賓

2.410.1313.6 I l/l 初鋳1009年 J35／黄褐色土
13560 整地層

-------------•-------------------------------------
北宋 第W区域

祥符元賓
2. 4 IO. ll I 3. 2 I 1/1 初鋳1009年 J35／黄褐色土

13569 整地層
----------------~----•-------------------------------,------------------------

北宋 第W区域
祥符通賓

2. 5 lo. 1312.911/1 初鋳1009年 J35／下層遺構面
13573 炭層

----------·--------------------•----------------· 
祥符元賓 北宋 第W区域
14067 

2. 5 10. 1012.11111初鋳1009年 J36 
---------------------,------・ 

北宋 第W区域
祥符元賓

2. 5 Io. 121 3. 3 I 1/1 初鋳1009年 K36／黄褐色土
16169 整地土

----------------•-----------------------------·•------------
北宋 第w区域

天蒻通賓
2. 4 Io. ll I 3. 2 I 1/1 初鋳1017年 J35／黄褐色士

13564 整地層
------------~~------------------
天膳通賓 北宋 第W区域
16106 

2.410.1313.21111初鋳1017年 K36/SE4061 
~~~------,--------------------

北宋 第W区域
天藉通賓 2.4lo. ul 3.2 I 111初鋳1017年 J35／黄褐色土
13568 整地層

--------------~--------•-------------------------------,---------
天藉通賓 北宋 第W区域
14048 

2.510.1113.0 I 1/1初鋳1017年 J36 
---------~---•-------------------------------,----------------· 

天蒻通賓 北宋 第V区域
6346 

2. 5 10. 101 3. 2 I 1/1初鋳1017年 G35/SB4046 
-----------~------•------------~-------------· 

北宋 第W区域
天藉通賓

2.5 IO. lll 3.6 I l/l 初鋳1017年 J35／下層遺構面
13577 炭層

----------------~------•-------------------------------,----------------------------· 
北宋 第W区域

天聖元賓 初鋳1023年 J35／黄褐色土
13558 

2. 4 lo. 111 3. 4 11/1 
整地層

-------------------------•---------
天聖元賓 北宋 第N区域
14052 

2.510. 1013.01111初鋳1023年 J36 
~--•------------,------· 

天聖元賓 北宋 第W区域

14070 
2. 5 Io. 12 I 3. 2 1111初鋳1023年 J36 

----------~•-----------------~-
天聖元賓 北宋 第W区域
14072 2. 5 10. 101 2. 3 1111初鋳1023年 J36 

-----------~------•------------~ 
天聖元賓 北宋 第W区域

17976 
2. 5 10. ll I 2. 8 1111初鋳1023年 L34/SB4054 
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w．第74・ 75次調査

単位：cm/_g

No 1種類＼法量（最大値） 1残 I
台帳番号径！厚 i重 存

特徴

日1讐9|24|。 12|32 |III I喜贔。23年

出土地点

第IV区域
J35／下層遺構面
炭層

層

i

層

層

5
灰

5
灰

-

4

4

ー

域
404
幻

.
5

灰

~
6

.

4

/

．
 

域
40
点

蔽

40

政
40
点

区
SB
地

区

S
B
i
区

sB
地

区

sB
地

い
闘
”
い
塁
い
悶
”
m
悶
”

年

一

年

i

年

一

年

-

8

-

8

-

8

 

4
 

3

.

3

-

3

-

3

 

0

.

0

.

0

 

゜

ー

1

l

l

 

宋

鋳

芦

木

鋳

芦

木

鋳

玉

宋

鋳

北
初

i

北

初

面

初

面

心

初

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

／
 

ー

ー

ー

ー2

-

6

i

0

i

9

 

-

2

.

3

-

2

 

3
 

1
2
i
1
2
-
1
0
-
1
0
 

0-0~oio 

4
 

5

-

4

-

4

.

 

•2.2-2 

2
 

賓

二

賀

i

賓

一

賓

1

・
通
4

一
通
ー

•
8
i

宋
5
6
1

元
77

ご
迪
2

祐
5
5
二
木
3
0．
宋

5
5
~

景

立

呈

．

皇

i

皇

314

」5
訊
、

§お
北宋

く、切8皇宋通賓
5592 

I 2. 41。.d 3. 2 I u1 I初鋳1038年

l/iV→9：て；疇'・I-・ー・----・ー・・----,---------,---------,---------,--------,・_;;;・,:;:--------------

379皇宋通賓12410 091271IIl| 

北宋
初鋳1038年

、.~ I 5613 

年8
 

3
 ゜

•I 
芦
木
鋳

北

初
ー

-

I

 

.

l

 ，
 

2
 ゜

.

l

 

゜
4
 

-

2

 

賓
一
通
。

-

2

 

~
宋

5
6

i

皇

゜
.
/
^
 

.

支

/
8

/
/
/
3
 

t
 

5
 

第V区域
G33/SB4045 
X009地点／灰層

皇宋通賓 北宋 第V区域
381 | 6345| 2. 5 |o. Il | 3. l | IIl h)]鋳1038年 G35/SB4046

北宋

3821皇宋通賓Iz.4 lo. 1ol 2.s I 111 I初鋳1038年
7399 

第V区域
H33/SB4053 
炭混土

北宋 第V区域

3831皇喜嘉町 2.4¥o.12¥ 3.51111初鋳1038年 H33/SB4053 
炭混士

北宋

3841~宋通賓 I 2.3 lo.ogl 1.1 I 1／パ初鋳1038年
11387 

第V区域
I37 /S04057 
暗褐色上

白宋通賓 北宋 第W区域
385I=l;5~; 12. 4 10. 0912. 511/1初鋳1038年 J35／床土

-----ー・ーー・ー・ ーー・・＿＿．．． ．．．．．．．．． ．．．．．．．．． —...........一●● ● ●ー・•ー・ . .............................. . 
白宋通賓 北宋 第W区域

386I=l:0~g" 12. 5 10. 1013. 1 1 v1初鋳1038年 J36 
......................ー・＿． ．．．．．．．．． ．．．．．．．．． ー•---• ---• --• --• --• -・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・--・-・・・・ 
白宋通賓 北宋 第W区域

胡71-',"i:0~t-l 2.410.1313.211バ初鋳1038年 J36 

No I種類I1去量（最大値） 1残
台帳番号径 i厚！重 存

特徴

北宋
嘉祐通賓

5586 
I 2.5 lo. 1113.411/1 I初鋳1056年

嘉祐通賓 北宋
14057 | 2 4 |o lo| 2 8 1 1/l hJJ鋳1056年

北宋
嘉祐元賓

17669 
I 2.4 lo.12l 3.2 I u1 I初鋳1056年

北宋

治平元賓I2. 4 lo. 1叶＆o | 1/l |初鋳1064年
3592 

北宋
元祐通賓
7400 

I 2. 410, 1313. 7 I 11 I I初鋳1056年

治平元賓 北宋 第W区域
14640 2. 4 0. 12 3. 8 1/l 初鋳1064年 J37 /SB4048 
------------------------------------------------------------------------------------------------------

治平元賓 北宋 第w区域
13806 2. 3 0. 10 2. 7 1/l 初鋳1064年 J36／床土
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

治平元賓 北宋 第W区域
14058 2.410.1113,6 I l/l初鋳1064年 J36 

• ---------------------------------------------------------------------

治平元賓 北宋
14597 2.310.1212.9 I l/l初鋳1064年

北宋

伽 I熙寧元賓
5598 

I 2. 5 lo. 1213. 1 I 111 I初鋳1068年

白宋通賓 北宋
3881=l4068 | 2 4|o ll|2 6| 1/11初鋳1038年

3891皇喜喜賓 25 0 10 3 0 l/1翡贔。::年 □三：い
········•----------------·---------·---------·---------·--------·-------------------------------·----------・・ー・・一

瑯皇宋通賓 2.s Io. 11 I 2. s I 111翡畠。38年 :t1旦こ色土16753 

叫皇宋通賓 北宋
20612 2. 4 10. 101 2. s 1111初鋳1038年

第w区域

J36 

表土

·••················•···-·----•-·-·············································------------································ 

392|皇宋通賓 北宋 第1V区域
14066 2. 3 0. 09 1. 7 4/5初鋳1038年 J36 

······················-··-•-········•·········•········•···········-···--------·-·································· 

白宋通賓 北宋 第1V区域
393| > 4060 2. 4 0. ll 3. 1 1/1初鋳1038年 J36 

北宋

3941皇宋通賓12.5 |o. 13| 2 6 | 1/1 1初鋳1038年
13553 

第w区域
]35／黄褐色土
整地層

層
5
灰／

 

域

404
点

薮

区
s
B
地
豆

>
3
1
0
9

而
6

第

5
x
O

第
13

年

年8

-

8

 
-

6

 

6
 

0

-

0

 
-

l

 

ー

宋

鋳

＿

宋

鋳

北

初

北

初
-

l

 

ー/

-

I

 

l

-

l

 ー

4
 

-

3

 

4
 

3
 

5

-

ー

l

-
0

:

 

0
 

4
 

4
 

-

2

 

2
 

賓

二

賀

，

，
こ
冗

6

゜

元

7

.

4
 

ー

寧

55

二寧
-
E
"
 

臣＂

熙

門圏
域冦而

Z
6

一第

13

i

年

•8 
-

6

 ゜
-

l

 

芦
木
鋳

北

初
i

4

 

／
 

3
 

-

l

 
3
 

4
 

-

l

 ゜
-

4

 
2
 

一
賓
3

[
”
 

~, 

-409409 
北宋

410:l嘉祐通賓I2. 4 lo. 1313. s I 111 I初鋳1068年
5612 

単位：cm/g

出土地点

第V区域
G33/SB4045 
X009地点！灰層
・---------------
第N区域
J36 
----------------

第N区域
L32/SB4055 
暗褐色土
--------------------
第V区域
F33/SB4043 
炭混整地土
--• • --• -... -• • -

第V区域
H33/S84053 
炭混上

第w区域
J37 /SB4048 

第V区域
G33/SB4045 
X009地点！灰層

I 2. 4 lo. 111 

北宋
熙寧元賓

5587 
2.4 lo. 1113.2 I 111 I初鋳1068年

北宋

郎喜~•I 2.4 lo. "I 3.1 I u, Ii}]鋳1068年

第V区域
G33/SB4045 
X009地点／灰層

熙寧元賓
14071 | 1 

北宋 第IV区域
2. 410. 11 I 2. 1 I 213 I初鋳1068年 J36 

-------------------------------------
北宋 第V区域

熙寧元賓

7406 
2. 5 10. 14 3. 8 1 1/1 1初鋳l068年 H33/SB4053 

炭混土（整地土下）
.... ―. . —• • --.................... ● ●ー・一●●一●●ー・・―.............. 

北宋 第V区域

臨:門 2.4 ]。.12| 3. 4 | 1/l ]初鋳l068年 G33/SB4045 
X009地点！灰層

ヽ・ハ．．．、．．·•---------------+-------+

一

年

年

6
 

4
 

5
 

5
 

゜

゜
ー

ー

宋

鋳

芦

木

鋳

北

初

北

初

ー

ー

ー

ー9

-

8

 
2
 

2
 

゜

ー

ー

ー

゜
~

゜
3
 

4
 

2
 

2
 

i

賓
．
元
。

賓

4

8
 

元

5

.
一
祐
55

5
 

i

嘉

和

13

至函
、
、
嘩
｀
[
[

第w区域
J35／黄褐色土
整地層
............ 

第V区域
G33/SB4045 
X009地点！灰層

第V区域
G33/SB4045 
X009地点／灰層
..――----—• → -...―.... 
第V区域
F33/SB4043 
暗褐色土（整地土下）

北宋 第V区域
熙寧元賓

5614 
2.410.1213.611/l初鋳1068年 IG33/SB4045 

X009地点／灰層

配寧元賓I2. 4 lo.1113. 2 I 111 I北宋

.．．．．--------------
第V区域soo:t 1 2. 4 1o.111 3. 21111初鋳1068年 H35/S84047 

北宋

418l配寧元賓I2. 4 lo. ll I 2. 91111 Ii}]鋳1068年
5617 

こ..l---------------------------------- ------i五―---------------------

熙寧元賓
第V区域

419 509712 41。1112214/51初鋳l068年 1腐謬塁45

-----------------
第V区域
D34／暗褐色土
（床土下整地土）

北宋
熙寧元賓

2251 
I 2.4 lo. 1012.0 I 111 I初鋳1068年

第V区域
G33/SB4045 
X009地点／灰層
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8. 第75次調査遺物

No I積類＿l 1去最（最大値） 残
台帳番号径；厚:重I存

特徴

言〗1賓 23 0 092. l l/1 1喜ふ。::年
-------------------··•·-------

北宋
熙寧元賓
13566 

2. 4 lo. 11 I 3. 3 I 111初鋳1068年

北宋
元祐通賓
5621 

I z.4 lo. 1113.61111 I初鋳1086年

単位：cm/g

出土地点

第V区域

G33/SB4045 
X009地点！灰層

熙寧元賓 北宋

20623 
2. 4 10. 11 I 3. 1 1111初鋳1068年

ぶ＂熙寧元賓 I北宋
424 ] ll261 2. 3 0. 14 3. 7 1/l初鋳1068年

No I種類＼疇（最い値） 1残
台帳番号径 i厚 i重 存

特徴

元喜喜賓12 5 0 13 2 7 4/5喜羹1086年 喜5＼贔悶46

冑'’2410103 1 11/1 1}贔。86年 誓区域

·······'•·----------

年

年

年

年

8

8

L

8

-

8

 

6

7

.

7

-

7

 

゜

―

―

 

0

0

:

 

0
 
:
 

-

l

.

l

 

l

l

 

宋
鋳
芦
木
鋳
芦
木
鋳
芦
木
鋳

北

初

面

初

面

初

面

初

．

．

．

 

l

-

1

-

l

-

l

 

I

-

I

-

I

-

I

 

•-l.l 

．

．

 

ー

ー

．

．

．

 

．

．

．

 

，
 

，
 

ー

7
 
.

.

.

 

.
 

-

．

 

.

-

．
 

．

．

 ．

．

．

 

―

―

-

l

 

2
 

2
 

2
 

ー

ー

・

゜

-

．

-

l

-

．

．

 

0

-

9

.

 

l

.

0

.

l

.

l

 

•• 

-

0

.

0

 

．

．

 

．

．

 

．

．

 ゚

゜．．
．

 

5
 

．

．

．

 

.

4

.

4

.

 

．

．

．

 

4
 

．

．

 

．

．

 

．

．

 
•2.2.2 

．

．

．

 

2
 

．

．

．

 

こ
賓

i

賓

5

こ逍
17
一
通

5

賓

3
i

賓

-

4

 

7
―
通

45

0
-

元

―
豊

9
0
~豊
4
7
i豊
0

一
元

2

寧

14.

元

煕

元

,
•
"
、

y
●
●

，

6

7

i

8

 

2

2

2

-

2

 

4

4

4

i

只

北宋
元豊通賓
14083 

I 2. 4|゚． 11I 2. 6 I 111|初鋳1078年

北宋
元豊通賓
5604 

I 2. 4|゚． 1113.2 I 111|初鋳1078年

'元翌賓1240 121 3 51ぃ翡贔。78年 ご温悶色土

元豊通賓 北宋 第V区域
4716 

2.410. lll 2.5 I l/l初鋳1078年 G32/S84045 

北宋

元豊通賓I2. s lo. 1013. o I 111 I初鋳1078年
14082 

北宋
元豊通賓

14081 
I 2. 41 o. ll 13. 2 I 111 I初鋳1078年

北宋

元豊通賓I2. 5 lo. d 3. 5 I 111 I初鋳1078年
7397 

北宋
元豊通賓
5581 

I 2.4 lo. lll 2.91111 Ii]J鋳1078年

北宋
元豊通賓
5615 

I 2. 4 lo.1113. 4 I 111 I初鋳1078年

北宋

元豊通賓I2. s lo. d 3. 4 I 111 I初鋳1078年
13578 

出土地点

第V区域
138/S04057 
.. ・・--・----
第1V区域
J35／黄褐色土
整地層
------------
表土

第V区域

G33/SB4045 
X009地点！灰層

第w区域
]36 
................ 

第V区域
I37／茶褐色土
整地層
................ 

第V区域
G32/SB4045 
............... 

第w区域
M38/SV4073 
暗褐色土
・・・・・・・・・・・・・・・ 

第w区域
J36/SB4048 
炭層
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

第V区域
G33/SB4045 
X009地点！灰層

第w区域

]36/S84048 
炭層
................ 

第w区域
]36/S84048 
炭層
................ 

第V区域
H33/S84053 
炭混土
．．．．．．．．．．．．．．． 

第V区域
G33/S84045 
X009地点／灰層
............... 

第V区域
G33/SB4045 
X009地点／灰層
........................ 

第w区域
J35／下層遺構面
炭層

北宋
紹聖元賓

5597 
I 2. 5 lo. d 4. o I 111 I初鋳1094年

北宋
紹聖元賓

5602 
I 2. 4 lo. d 3. 3 I 111 I初鋳1094年

紹1冒げ 240 092 l l/11喜畠。94年
--------···-·•·--------•·--······•·········•····-·-····-·--·-

北宋
紹聖元賓

7403 
z. 3 lo. 141 3. 3 I 111初鋳1094年

北宋 第W区域

元豊通賓 2.4 Io. 10 I 2. 1 I 111初鋳1078年 J35／下層遺構面
13575 炭層

北宋

元豊通賓I2. 3 lo. d 3. 1 I 111 I初鋳1078年
5619 

冒賓 240 122 l 1IIIi孟。86年

北宋
2|元祐通賓 2.4 lo. 11 I 2. 911/1初鋳1086年
:I 5582 

“嗜，~fI 2. 4 lo. 1ol 2. 5 I 111 I贔。86年

，
 

，
 

メ
・

〉
・
{

‘}/ 

北宋

“4| 
元祐通賓
5595 

I 2. 4 lo. 1213. 5 I u1 I初鋳1086年

第V区域

G33/S84045 
X009地点！灰層
........... 

第V区域
B34-36/SA4041 
................. 

第V区域
G33/S84045 
X009地点／灰層＇
..................... 

第w区域
K35/S84049 

第V区域
G33/SB4045 
X009地点／灰層

北宋
紹聖元賓
7404 

I 2. 4 lo. 101 3. 4 I 111 I初鋳1094年

紹聖元賓 北宋
14050 | 2 4 |o lo| 2 8 | l/l h]J鋳1094年

北宋
紹聖元賓
7402 

I 2. 4 lo. 1413. 6 I 111 I初鋳1094年

元符通賓 北宋

18186 
2. 3 10. 101 2. 3 I 1/1初鋳1098年

冒925 0 113 7 1/11翡贔。98年

北宋
元符通賓
14084 

I 2.4 lo. d 3.2 I 111 Ii}J鋳1098年

北宋
元符通賓
13555 

I 2. 3 lo.1113. 51111 I初鋳1098年

• ----

元符通賓 北宋

14056 2.410.1213.311/1 I初鋳1098年

北宋
聖宋元賓
5600 

I 2. 41゚． 1113.4 I 111|初鋳1101年

北宋
聖宋元賓

14085 
I 2. 4 lo. d 3. 5 I 111 I初鋳1101年

聖宋元賓 北宋

14596 
2.410.1212. 7 I 1/1初鋳1101年

.．...．．.. ----------------．....．...．．．-------------------

北宋
聖宋元賓 初鋳1101年
15126 

2. 4 lo. 101 3. o I 1/1 

北宋
聖宋元賓
13565 

I 2. 4 lo. nl 2. 614/5|初鋳1101年

聖宋元賓 北宋

14062 
2. s 10. 101 2. g 1111初鋳1101年

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

，＇ 北宋
4661聖宋元賓 2.s lo. 1413. g I 111初鋳1101年

2019 

北宋
111 I初鋳1101年

北宋

l/l 1初鋳1107年

第V区域

G33/SB4045 
X009地点／灰層
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

第V区域
G33/SB4045 
X009地点／灰層
.......................... 

第1V区域
]36 
................. 

第V区域
H33/SB4053 
炭混土
................. 

第V区域
H33/SB4053 
炭混土

.. !..................... 

第1V区域
J36 
................... 

第V区域
H33/SB4053 
炭混土
............... 

第1V区域
L36／床土
................ 

第1V区域
J38/SB4051 
炭層
................ 

第1V区域
J36/SB4048 
炭層
................ 

第1V区域
J35／黄褐色土
整地層
............... 

第1V区域
J36 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

第V区域
G33/SB4045 
X009地点／灰層
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

第1V区域
J36/SB4048 
炭層
.................. 

第1V区域
J37 /SB4048 
・・・・・・・・・・・・・・・・ 

第1V区域
J38/SB4051 
炭層

第w区域

J35／黄褐色土
整地層
----------------
第w区域
J36 

---------・・・・・・第V区域
D32/S84043 
灰色粘土
--------・・-・・・・ 
第V区域
G34／床土

第w区域

J35／黄褐色土
整地層
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w．第74・ 75次調査

No I-．慧．．類．l巷慕ふ良想應k-1残
台帳番号径！厚 i重存

特徴

北宋

大観通賓I
5920 

2. 5 |o. 13| 2. 8 | 1/1 I初鋳1107年
,. 

出土地点

第V区域
G34/SB4053 
炭混土（整地層下）
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賓
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賓
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一
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1
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1
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政
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t
,

炉
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〇
ぷ
霞
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"
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"
予
％

i

政和通賓 北宋

14051 | 2. 4 |o. llI 2. 5 1 1/1 1初鋳1111年

北宋
政和通賓
3591 

I 2. 4 lo. d 2. 2 I v1 I初鋳1111年

第V区域
F33/SB4043 
炭混山土整地層

雪 !'I2. 5 lo. 12l 2. 6 I 111 I翡i1111年

吃がI2. 410. 1113. 2 I 11 I I翡ふ111年

北宋
政和通賓
5096 

I 2. 4 lo. d 3. 1 I 111 I初鋳1111年

第V区域

G32/SB4045 
炭混粘土

No I．整．．甕．l-．．．巷量．（最大釦．—|残
台帳番号径 i厚！重存

特徴

政和通賓 北宋

14061 | 2. 5 |o. 12| 2. 5 | 1/1 1初鋳1111年

北宋

政和通賓I2. 5 lo. 1213. 0 I 111 I初鋳1111年
5207 

第V区域
G32/SB4045 
茶褐色士（灰層下）

北宋
宣和通賓
5599 

I 2.4 lo. 1ol 2.5 I 111 I初鋳1119年

第w区域

J36 

第w区域

J35／床土

第w区域

K36/SE4061 

第w区域

J36 

第V区域
G33/SB4045 
X009地点／灰層

北宋
宣和通賓
5594 

I 2.410.1413.411/1 I初鋳1119年

第V区域
G33/SB4045 
X009地点／灰層

' `＇ 
淳熙元賓 南宋 第V区域

9489 2 4 0 12| 3 2 | 1/1 1初鋳1174年 II33／床土

磁l景定元賓
南宋

14054 | 2. 4 |o. lo| 2. 5 | 1/l hJJ鋳1260年
第1V区域

J36 

→1寄！賓 23 0 152 3 l/l悶鋳l368年 喜盟悶74

石;•3：戸................,.........,.........,.........,........hiii........................... h;.・;;;・17・..:i;----・ 
召 明 第W区域
ti共武通賓 初鋳1368年 J35／黄褐色土

13567 
2. 3 10. 151 3. 5 I 1/1 

整地層

明
洪武通賓
13556 

I 2. 3 la. 1513. 6 I 111 I初鋳1368年

第1V区域

J35／黄褐色土
整地層

明

ト，永楽通賓
4715 

I 2. s lo. 1sl 3. 6 I 1/1 I初鋳1408年

第V区域
G32/SB4043 
灰層

明
永楽通賓
5606 

I 2.s lo. d 3.41111 I~}]鋳1408年
第V区域

G33/SB4045 
X009地点／灰層

明

永楽通賓I2. s lo. d 3. 4 I 111 I初鋳1408年
5578 

第V区域
G33/S84045 
X009地点／灰層

明

心益ご1永楽通賓12. 5 |o. 12| 3. 5 | 1/l I初鋳1408年
5601 

第V区域
G33/SB4045 
X009地点／灰層

明
永楽通賓
5965 

I 2. 5 lo. d 3. 1 I 111 I初鋳1408年

明
永楽通賓
13576 

I 2. 5 lo・！313.61111|初鋳1408年

永楽通賓 明
14055 | 2. 5 |o. lo| 2. 6 | 1/1 1初鋳1408年

永楽通賓 明
17lll | 2. 4 |o. og| 1. g | 5/6 1初鋳1408年

模造銭

元讐叫 2.3 lo. 1012. o I v1 I悶閂は～

模造銭

元悶喜叫 2.4 lo. 12 I 3. 4 I 111 1悶麟～

模造銭

望？。賓12.4lo. 10I 3.2 I 111 I悶閂喜～

模造銭

嗜~1l'l 2. 410. 1213. 411ハ謬轟～
模造銭

唸？~•I 2.310.osl 2.31111 I悶閂喜～
模造銭

元喜嘉賓I2.4 lo. 10! 2.s I 111塁塁は～

模造銭

唱炉 2.510. 1213. 3 I 111 I悶昇～

模造銭

唸？叫 2.410.1211.sI 111間は靡～
.....—· •--------
模造銭

祥盟叫 2.410. 0912. 3 I 111 I悶昇～

模造銭

祥:ザ|2.410. 10 I 2. 71口謬喜～

単位：cm/g

出土地点

第V区域

G34/SB4053 
炭混土（整地層下）

·••••••••••·················· 
第w区域
J35／下層遺構面
炭層

···········•••••· 
第w区域
J36 

···········•·•··· 
第w区域
K39／床土

． 
排土

第V区域
G33/S84045 
X009地点／灰層

--------
表士

第1V区域

J35／下層遺構面
炭層

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
第1V区域
J35／床土

第V区域

H35/SB4047 

第w区域

J35／下層遺構面
炭層

表採

第V区域
G33/SB4045 
X009地点／灰層

第V区域
G34/SB4053 
炭混土（整地層下）

円虚忍~I 2. 3 lo. ogl 2. o I 111 Ii悶？烹嘉1年 l喜心旦ぞ

ロロロロ
5922 

I 2. 4 10. l1 I - I 1/1 

ロロロロ
5923 

I - I - I - I t/1 

ロロロロ
5924 

I 2. 4 Io. 011 - 1111 

ロロロロI2. 4 lo. 1413. o I ’― 
12042 

2. 4 10. 141 3. 0 11/1 

口口口賓
13563 

I 2. 4 Io. 111 1. 6 I 112 

ロロロロI2. 3 lo. d 2. 1 I ＇― 
13805 

2.310.1212. 711/1 

・--・----------

□2り6田I2. 4 lo. d 2. 6 I u1. -

第V区域
G34/SB4053 
炭混土（整地層下）

第V区域
G34/SB4053 
炭混土（整地層下）

第V区域
G34/SB4053 
炭混土（整地層下）
---------------------
第V区域
I38/SD4057 

第N区域

J35／黄褐色土
整地層

・・・・・・・・・・・・・・・・ 
第w区域
J36／床土
． 
表土
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V. まとめ

1. 第68次調在

調査区が所在する城戸ノ内町中惣は、「一乗谷古絵図」では「朝倉式部大輔館跡」と記され、朝倉義景の従
さだかげ かげたか

兄である「朝倉景鏡」の館、「景鏡館跡」と有力視されている。景鏡は、貞景の次男景高の子であり、景鏡の
たかかげ

生年は、一説では大永 5年(1525)頃とされ、貞景の長男孝景の子の義景より8オ上の従兄であったと考えら

れる。父の景高は大野郡司でありながら天文 9年(1540)に謀反により追放されたが、漿鏡は謀反に同調せ
からすまるふゆみつ どうみょうしゅう

ず、母が権中納言烏丸冬光の娘であることも一助となり、特別な咎めは受けず、朝倉一族の同名衆として
かげみつ

名を連ねている。景鏡は、永禄 7年(1564)、加賀出兵で敦賀郡司の朝倉景洸と大将の座を争い、景洸を憤
かげつね

死させ、以後、景焼の弟の景恒と対立してゆくことになる。同年 9月に足利義秋が敦賀に入ると、景鏡は代

官として遣わされ、義秋の敦賀滞在中に景鋭は「式部大輔」、景恒は「中務大輔」の官途を与えられたとされ
かげとし

る。永禄 11年(1568)5月の義秋（昭）御成の際には、景恒の父景紀と席次を争い、反目を強めてゆき、元亀元

年(1570)、儒長が敦賀手筒山城・金ヶ崎城に攻勢をかけた時には、景鋭は府中から動かず、孤立した敦賀の

景恒は退城を余儀なくされ、力を失ってゆく。景鏡はその後、堅田合戦や小谷城出兵でも活躍するが、天正
と ねざ か

元年(1573)7月の刀禰坂の戦いに至ると、疲労を理由に義景との出兵を拒否し、一乗谷に数騎の手勢で撤退

した義景を大野に移して自害させた。景鏡はその後、予薩篇籍と改名し、「大野ノ羞ぷ」に居を構えるが、同

2年、平泉寺で一揆勢と戦い、討死にしたとされる。

「景銚館跡」については、昭和 57年(1982)、県道工事に伴って実施された43次調査によって、大規模館跡

の存在を立証する考古学的事実を得た。それから8年後となる今回の調査では、南・北側士塁と濠の規模が

改めて再確認され、一乗谷川から約 1/3の面積は、河川の氾濫により遺構が存在しないことが判明した。

43 ・ 68次調査区は隣接して館跡の中央を縦貫しながらも、館跡全体の約 1/4の面積を調査したに過ぎず、

後世の削平を受けていることもあって、未だ不明な点が多いと言わざるを得ないのが現状である。西側の

43次の調査区の遺構は、同一方向、またはそれに直交して主軸をとる礎石建物がある程度まとまりをもって

構築されており、鉤状に屈曲する溝に区画されたSB2267・ 2269、庭跡SG2295や、本格的な地鎮具が出土し

たSB2264などの有様から、これらは館の政務の中でも物資の管理や雑務を担う建物群と考えられる側面をも

つ。一方、東側の68次の調査区では、第II区域SS3865・ 3866が石敷の道路として存在し、 SS3865の直線上

の延長には廊下と考えられるSB3844があることから、さらに延長上にある土塁SA3902側に北門が構えられて

いた可能性がある。北濠SD2261から出士した漆器や祭祀具を中心とした木製品は、その傍証なるかもしれな

い。第皿区域の障壁SA3845は全長約 15.0mを測り、位置的に東側からの43次の建物群への視線の遮蔽を目

的としたものと考える。土蔵SB3840は床面全体を石敷で固めた倉庫であり、東側に入口をもつ。両者は東流

する一乗谷川を利用して往来する物・人を意識して構築されており、地形的にも、外濠外寸で東辺約 107m、

西辺約 110m、北辺約 115m、南辺約 112mの規模を誇る館跡は、川側に門を備える朝倉館と鏡写しのような構

えをとっていたのではないかと考える。その場合、館跡の西側に、館の主に関連する建物遺構が存在する可

能性が高く、今後の解明しなければならない課題となりえよう。

2. 第 74• 75次調壺
あさくらこ1んのかみ ：：：んのかみ

調査区が所在する城戸ノ内町権殿は、「一乗谷古絵図」では「朝倉権ノ頭」と記される。「権守」の人物につ

いては、敦賀郡司朝倉景恒の子の「道景」とする説、波多野氏を継いだ朝倉道郷の孫の「道景」とする説があ

る。天正元年(1573)刀禰坂の戦いにおいて16オで討死したとあり、生年は永禄元年(1558)年と推定される。
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Vまとめ

あさくらなかつかさのだゆうあと

景鏡館跡の北西に、景恒の官名である「朝倉中務大輔跡」の地名があり、 43次でも景鏡館跡の北西に別の館

跡を構成する遺構の一部を確認している。道景が景恒の子とした場合、景鏡館跡を北と南で監視、警戒する
かもんのすけあと

敦賀郡司親子の姿が率直に浮かび、道郷の孫だったとしても、景鏡館跡の背後には「朝倉掃部ノ助跡（朝倉景

氏）」など刀禰坂の戦いで討死した重臣の地名も見られ、「一乗谷古絵図」から義景側の重臣が景鏡と一種、緊

張関係にあった状態が読み取れる。

調壺区は、景鏡館跡の南方約 500mの地点あり、調壺区背後の山麓中の「馬出」「上殿」の地名や、「小城」

「小見放城」といった出城は、一乗城山を頂点とした家臣団の防衛ラインが存在したことをうかがわせる。調査

の結果、第V区域において土塁石垣で区画された中規模武家屋敷跡、第 I・ N区域において小規模建物群が

広がる区画が明らかになった。第V区域の中規模武家屋敷跡は、立地的に「権守屋敷跡」としておく。屋敷跡

は北西辺に土塁SA4042、南西辺に土塁SA4041を配し、主屋はSB4043~ 4046 ・ 4053などの礎石建物群で構成さ

れる。礎石建物は、まず敷地中央にSB4046が廃絶した後、整地をして敷地南側にSB4043~ 4045を構築してい

た。 SB4045が構築される以前の石敷遺構SX4074は庭跡の可能性があり、近接するSX4081は灯明皿が一定鼠出

土したことから、庭の景観に組み込まれた祠のような建築物が想定される。土塁SA4042内の中央南西側には、

一乗谷川を越えた道幅谷の出入口を見据えるように、内寸幅 4.8mを測る門跡SI4064を検出した。

小規模建物群について述べると、第W区域のSB4048~4051・ 4078は、 SD4057で区画されながらも権守屋敷

跡を支える建物群と考えられ、 SB4051は土蔵、 SB4048は土蔵を管理する建物、 SB4078は井戸SE4061や石敷遺

構SX4084を併設した洗場と考えられ、それらはSB4050を廊下として結ばれていたと考える。

第I区域のSB3976~3978はSD3985~3987によって3つに区画され、 SB3976・ 3977は同一主軸をもって隣接し、

建物は、南東側に通路を有しながらもほぼ敷地いっぱいに建てられ、井戸、石積遺構を備えていた。出土遺

物は少なく、町屋の様相を呈しているが、 SB3977出土の白磁皿は下級武士の居宅の可能性も示唆している。

SB3978は平面方形の礎石建物であり、北西側はSD3986に沿って障壁SA4098を設けていた。正面となる南西辺

の前では、石敷遺構SX4024・ 4025、土器集中地点XOOl・ 002、石組溝SD3968が存在し、何がしかの祭祀行為

の痕と捉えられた。遺物は鉄釉天目茶碗、青磁碗に加え、希少な瓦質瓦燈があり、社や御堂のような宗教的

建物が想定できる。第Il区域のSB3974は南西辺に庭跡SG4026・ 4028を伴っていたと考えられ、遺物は磁器が

多く、特に青白磁壺 243や稀少な青白磁踪形瓶（文 10)の花入 244は、 SB3974が饗応の場であったことを暗示し

ている。また、 SB3974の北東辺に沿った道路SS4005から出土した呪符土師器皿 275・ 276も、ここが非日常の

空間として意識されていた傍証となろう。庭跡の上層の障壁SA4012は、北東辺が改変を受けており、南西辺

が構築時の様相をとどめている。おそらくSB3974に後続するSB4091に伴うものと考える。
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PL. 16 第74・ 75次調査城戸ノ 内町字権殿
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(1)第皿区域遺構全景（南西か ら）

(2)第m区域追構全景（北西か ら）
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PL. 42 第75次調査第V区域 城戸ノ内町字権殿
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186 

70賽

大観口宜

(3)SD3847、SB3840出土土器 (5)金属製品、銭貨



PL. 52 第68次調査木製品

192 

195 197 

192 

z 

ヽ

｀ ｀ 
•‘'“9和·‘ がぷ•℃‘‘ ’^ i 

ド

~ヽ

一196 一~•-_ . 198 

196 

200 
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194 201 

(1)漆器



第68次調査木製品 PL. 53 

202 203 204 204 

207 211 

206 209 

(1)容器 ・雑器

218 

217 
216 

223 

221 222 222 224 

(2)折敷、祭祀具



PL. 54 

234 ・ 227 226 
233 232 

238 

240 239 

(1)御幣串

242 242 

(3)刀形

231 

225 

247 

235 236 

230 

229 

237 

228 

243 

249 

250 

第68次調査木製品、石製品

241 

241 241 241 241 

(2)刀形

-
4, 

243 244 244 

245 246 

252 

251 252 

(4)不明部材、石製品



第74次調査包含層出土土器 PL. 55 

，
 

16 14 

13 27 

22 

13 



PL. 56 第74次調査 包含層出土土器

44 -~ 57 

4 5 9 T- .. 5 8 

32 46 

47 

48 

49 

50 

64 

53 66 

40 67 

68 

42 69 



第74次調査包含層出土土器 PL. 57 

83 

84 

86 

87 

75 88 

89 

90 

91 

92 105 

80 

81 107 



PL. 58 第74次調査包含層出土土器

117 123 130 

133 134 135 136 

145 

144 



第74次調査 包含層出土土器、第 I区域遺構出土土器 PL. 59 

150 

146 

177 

(1)包含層出土土器

., 
/ 

187 

―”186 
(2)SB3976出土土器 (3)SB3977出土土器

191 

195 

194 193 

192 193 191 

(5)SB4097、SA4098出土土器 (4)SB3978出土土器



PL. 60 第74次調査 第 I区域遺構出土土器

197 

(2)SE3990出土土器

198 

199 

200 

(l)SD3987出土土器

・． 211 212 206 

(3)SE3990出土土器 (4)SE3990 ・ 3991出土土器

223 

(6)SF3996 ・ 3997出土土器 (7)SE4022出土土器

226 224 227 

(5) SF3997 ・ 3998出土土器 (8)SB4013、SX4024・ 4025出土土器



第74次調査 第II区域遺構出土土器 PL. 61 

230 

254 

(2)SB3974出土土器

229 

235 

(l)SB3973出土土器

64 

258 

(5)SX4010出土土器 (4)SA4012出土土器 (3)SA4012出土土器

(7)SS4066出土土器

276 

293 

(6)SS4005出土土器 (8)SD4090出土土器



PL. 62 第74次調査 第Il区域遺構出土土器

294 

294 296 

(l)SK4002出土土器 (3) SK4003 -P2出土土器

295 

295 297 

(2)SK4003-Pl出土土器 (4)SK4003-P3出土土器



第74次調査 第Il.皿区域遺構出土土器、土製品 PL. 63 

300 301 

(l)SK4003-P4出土土器 (2)ヘラ記号、 SK4003-PS出土土器

311 

311 312 

(3)SB3972出土土器 (4)SE3993出土土器

322 

こヽモヨ＇

327 325 326 328 

(5)上製品



PL. 64 第74次調査金属製品、木製品

329 戸----332 0 
333 

I ’ 
胃璽

349 

11 ,•一
329 

..J.：O 334 

352 

335 

(1)金属製品

339 352 

355 

一
354 I 
｀ 

341 

355 

t 
342 

343 

357 

356 356 358 359 345 347 

(3)木製品 (2)金属製品



第74次調査石製品
PL. 65 
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PL. 66 第74次調査石製品、銭貨

373 

372 

372 

374 

aii ふ
373 374 

375 375 

開元通賽

゜

P一• [‘, 

開元通窃
BO 

゜
゜

開元通汽 咸平元賀

g
 

景徳元賽 天聖元在

天聖元窃 明道元賽

(2)銭貨

376 

(1)石製品

376 

〇

377 

娯祐元賽

皇宋通賓



第74次調査 銭貨 PL. 67 

皇宋通賽

熙寧元口

紹聖元買

°
 

熙寧元賓

熙寧元費

紹聖元賓

元豊通賓

元豊通賓

聖宋元費

元豊通賀

元豊通賽

聖宋元賽

元豊通賓

元豊通賽

政和通賽

元祐通買

紹聖元賽

紹熙元賽

紹聖元賓 紹聖元賓 聖宋元賀 政和通賓 正隆元賽 洪武通賀

゜゜
0 

゜
424 

洪武通賓 永楽通賓 永楽通究 元祐通賽 ロロロ賽 元□口賀

425 

洪武通買 永楽通笠 元盟通賽 ロロロ賽 DD元賓 元□口賀

0 
ロロロロ ロロロロ ロロロ窃 ロロロロ ロロロロ ロロロロ

0 0 
゜ロロロ賽 ロロロロ ロロロロ ロロロロ ロロロ宣



PL. 68 第75次調査 包含層出土土器

12 

17 

19 

20 

3
 

5
 

6
 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

8
 

10 

11 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 



第75次調査 包含層出土土器、第w区域遺構出土土器 PL. 69 

41 

37 45 45 

43 

40 44 44 

(1)包含層出土土器

76 

78 

79 

(2)包含層出土土器

79 

(3)SB4051出土土器



PL. 70 第75次調査 第W区域遺構出土土器

82 

83 

84 

87 

90 

96 

(l)SB4048出土土器

97 

106 

’
 

100 

DO 

101 

101 

99 

94 

98 

(2)SB4048出土土器

(3)SB4049出土土器

112 

102 

疇

111 

(4)SB4078出土土器



第75次調査 第W区域遺構出土土器 PL. 71 

118 

(l)SB4054出土土器

／ 

131 

136 

5
 

125 

）
 

125 

，
 

(2)SV4067 ・ 4073出土土器

(3)SD4058出土土器

， 
h
 

154 

155 

152 155 

(4)SD4059出土土器 (5)SD4057出上土器



PL. 72 第75次調査 第N・V区域遺構出土土器

164 
162 

(l)SD4057出土士器 (2)SE4061 ・ 4062出土土器

180 

181 

175 188 

176 

177 183 

189 
171 

192 

179 

(3)SB4043出土土器

194 

193 

写1 196 109 

(4)SB4045出土土器



第75次調査 第V区域遺構出土土器

203 

(l)SB4053出土土器

229 

230 

(4)SA4042出土土器

204 

229 

PL. 73 

(2)SB4046出土土器

227 

226 

(3)SB4047出土土器



PL. 74 第75次調査 第V区域遺構出土土器、土製品、金属製品

239 

240 

246 248 

(2)SF4063出土土器

247 

244 

243 249 257 

一(l)SE4060出土土器 (3)SX4081出土土器

279 

口
280 0~ 

258 →n1編・ 260 I■ 

ll 283 
272 275 285 

・, 可冑 ヱ-rん_，‘ _ ;`ず -- 、、
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262 ` 261 
-電置9 .... 

291 

263 ―! ゜
(4)土製品 263 ` 286 288 

(5)金属告IJ口
衣口日 292 
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第75次調査骨 角 製品、石製品、木製品、銭貨

295 302 

303 

299 

296 

297 
298 

304 ~ 301 307 

314 

一
314 

I 
318 

一・・’ ..,317 ,.F” 
320 

”’ 
(2)木製品

(1)骨角製品、石製品

． ~ 

． 
319 --

324 

~ .. • 307 

゜開元通賀 開元通夜

開元通賓 開元通賽

開元通賓 開元通賓

開元通賀

332 
開元通賽

(3)銭貨

PL. 75 



PL. 76 第75次調査銭貨

開元通百 唐国通宣 至道元買 景徳元賽 景徳元賀 祥符元賀 祥符元百

開元通費 太平通賀 至道元賽 景徳元賽 祥符元賽 祥符通賽 祥符元窃

3580 
開元通賽 淳化元賽 咸平元賓 景徳元資 祥符元買 祥1サ冗四 天魂通賀

軋元重宜 淳化元賽 咸平元賽 景徳元買 祥符元賽 祥符通窃

天祖通賽 天聖元賽 皇宋通買 皇宋通窃



第75次調査銭貨 PL. 77 

皇宋通賀 嘉祐通賽 元祐通賓 治平元賓 熙寧元窃 熙寧元賓 熙寧元賓

皇宋通賽 嘉祐通賽 治平元賓 熙寧元買 嘉祐通賓 熙寧元賽 熙寧元賽

00.0 
至和元賓 嘉祐元賓 治平元賓 熙寧元賓 熙寧元賀 熙寧元賓 熙寧元賓

40 
嘉祐元賓 治平元賽 治平元賓 熙寧元賽 熙寧元賓 熙寧元賽 熙寧元賓

O◎ • 
゜熙寧元賽 熙寧元宜 元盟通賽 元豊通賓 元豊通賀 元祐通賽 元祐通賽

4260 ~ 34 `38 ~4 ・＾
元祐通賽

熙寧元賓 元豊通賓 元盟通賀 元豊通賽 元豊通賓 元祐通賀

c 
熙寧元賽 元豊通賽 元豊通賓 元豊通賓 元豊通費

熙寧元費 元豊通買 元豊通賓 元豊通賽 元豊通夜 元祐通賽

一， 



PL. 78 第75次調査 銭貨

08 
紹聖元賽 紹聖元賽 元符通賓 聖宋元宜 聖宋元賓 政和通賀 政和通費

紹聖元買 元符通賽 元符通賽 聖宋元賽 聖宋元賓 政和通窃

紹獣元費 元符通賽 獣宋元宜 聖宋元窃 大観通賽 政和通宜 政和通買

元符通汽 堅宋元賓 聖宋元賽 大観通貸 政和通窃 政和通在

政和通買 淳熙通費 洪武通費 永楽通賽 永楽通賽 元祐通賽 祥符通百

政和通宜 娯定元究 永楽通賽 永楽通宜 元祐通究 元祐通賽 祥符通窃

宣和通賀 洪武通百 永楽通賓 永楽通買 元祐通宜 元祐通賀 祥符通賽

宣和通賀 洪武通宜 永楽通賀 永楽通賽 元祐通在 祥符通賽 □□□□ 506-508 
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調査地区
所ふ り在が 地な コード

市町村 遺跡番号
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

第 68次
福ふく井いけ県ん福ふ井くい市しき城ど戸のうノち内ちょ町う

18210 史ー31 36度 136度 19900401 ~ 3,800対 環境整備に伴う
6 あ字ざな中かそ惣う 00分 17分 19901225 発掘調査

【な中かそ惣う地ち区<】 20秒 57秒

第 74次
福ふく井いけ県ん福ふく井い市し城きど戸のうノち内ちょ町う

36度 136度 19910401 ~ 1,630面
8 あ字ざ権-•ん殿どん 00分 17分 19910909 

【権ごん殿どの地ち区く】（調査区北西側） ＂ ＂ 15秒 57秒 ＂ 

第 75次
福ふく井いけ県ん福ふく井い市し城きど戸のうノち内ちょ町う

36度 136度 19910910 ~ 970 m2 
8 字あざ権←・ん殿どん 0分 17分 19911225 
権←・ん殿どんち く ＂ ＂ 14秒 57秒 ＂ 【 地区】（調査区南東側）

調査地区 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

第 68次 館跡 室町・戦国 土塁 2、濠 2、障壁 l、礎 越前焼、土師器皿、青磁盤、 概報：『特別史跡一乗谷朝
第 I~W 15 • 16世紀 石建物 5、土蔵 l、土坑 白磁皿、染付、鉄鍋把手、小柄、 倉氏遺跡』 平成 2年度発

区域 10、溝 4、道路 3、石敷遺 鉄砲玉、銭貨、漆器椀、曲物、 掘調査環境整備事業概要

構 18、石列 3 折敷、雪下駄、笠塔婆、御幣 (22) 1991年 3月

串、刀形、石盤 当地は『一乗谷古絵図』に

「朝倉式部大輔館跡」と記

載され、朝倉景鏡の館跡が

想定されてきた。調査の結

果、調査区南北端で館跡の

濠と土塁の痕跡を確認でき

た。付属施設として土蔵、

道路も検出された。

第 74次 屋敷跡 ” 土塁石垣 l、障壁 2、礎石 陶磁器、呪符墨書士師器皿、 概報：『特別史跡一乗谷朝
（調査区北西側） 建物 11、土蔵 l、石積遺 花押墨書越前焼播鉢、瓦質灯 倉氏遺跡』 平成 3年度発
第 I~III 構 6、士坑 6、井戸 8、溝 9、 具、鉄釉、灰釉、青磁、白磁、 掘調査環境整備事業概要

区域 暗渠 2、道路 4、石敷遺構 染付、朝鮮陶磁器、指輪、小 (23) 1992年 3月

8 柄、鉄砲屯、火箸、象形引手 当地は『一乗谷古絵図』記

金具、木簡、バンドコ、地蔵 載の地割図に「朝倉権ノ頭」

立像、金象嵌五輪塔、石製井 と記載され、「権守」は朝

戸枠、銭貨 倉道景とされる。調査の結

果、土塁石垣で区画された

屋敷と、石組排水溝で区画
第 75次 士塁石垣 2、礎石建物 15、 陶磁器、呪符土師器皿、墨書 された建物が複数検出され

（調査区南東側） 土蔵 l、石積遺構 1、井戸 3、 鉢、士鈴、小柄、刀装具、銅 た。付属施設として土蔵、
第N・V 溝 3、門跡 l、暗渠 2、道 製菊皿、賽子、温石、石硯、 道路も検出された。

区域 路 l、石敷遺構 6、石列 5 石鬼、バンドコ、石臼、石盤、

風炉、横櫛、雪下駄、漆器皿、

銭貨
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